
    
      
        
      
    

  











この作品はフィクションです。

実際の人物・団体・事件などに一切関係ありません。

























第一章　もしかして予言の乙女ですか？




　誰かが助けを求める声を、里り央おははっきりと聞いた。




　ぐらりとした目眩めまいのあと、里央が最初に感じたのは吸い込んだ空気の違いだった。十秒前までは、夜の都会にいた。繁華街特有の酒や料理のにおいが漂っていたはずだった。

　それが一瞬にして土や緑の香りに変わった。まぶしいのは、どこかのお店の看板のせいでも車のヘッドライトのせいでもない――太陽のせいだ。

「え……？　どういうこと……？」

　どう考えても森の中。しかも昼間だった。

　意識を失っていた感覚すらないのに景色が一変したのだ。

「ありえない……」

　とにかく情報がほしくてあたりを見回す。里央が尻もちをついている場所は、石畳の上だった。

　かなり古い遺跡――例えるのなら古代ローマの神殿のようだ。

　円形に敷かれた石畳の周囲を柱が取り囲んでいる。屋根はかつて存在していたのかもしれないが、いくつかの柱が壊れているせいなのか今はない。

「ヨーロッパ……、とは少し違うような……？」

　つい先日、大学の建築史の講義で習った知識と照らし合わせても、ヨーロッパの歴史的建造物の様式とは違うとわかる。そもそも、一瞬で長距離の移動ができる方法なんてないのだ。

　遺跡の周囲は森で、いくつかの細い道がある。そのうち一本だけが太く、先には城と思われる荘厳な建物があった。

（あんなに豪華な建物……本でもテレビでも見たことがないなんておかしい）

　古いものなら世界遺産クラス、新しいものならテーマパークの中に造られたものだろうか。

　大きさから考えて、歴史ある建物ならば間違いなく観光名所だ。テーマパークなら、当然完成と同時にメディアが大々的に報じるはず。

「だったら、異世界……とか？　……そんな馬鹿な……」

　日本でも、ヨーロッパでもない場所に一瞬で移動した可能性を突き詰めると、そんな荒こう唐とう無む稽けいな考えが浮かんだ。もちろん小説や映画の中での出来事だ。

　けれど、そう考えないと説明がつかない。建物の一室ならいくらでもありえない光景を造り出せるかもしれないが、広範囲の、大気の香りまで含めて一瞬で造り替える方法などありはしないのだ。

「どうしよう？　どうしよう!?　……こんなところにずっといられないし……」

　里央は立ち上がり、ひとまず城のある方向へ歩き出す。ここがどこだか知るためには、とにかく人のいそうな建物のある場所へ向かうしかなかった。ひと気のない森の中に留まるのはなによりも恐ろしい。

「……誰かに呼ばれた気がしたんだよね」

　誰かが助けを求めていて、声のする方向に足を進めたら次の瞬間にこの場所にいたというのが里央の認識だ。つまりその声の主に会えれば、ここがどこだかわかるはずだった。

　城のほうへしばらく進むと、向こう側に人影が見えた。

　一人は白っぽい服装にマントをかけた、セミロングの金髪の青年だ。

（わぁ……。ま、まさに王子様……！）

　緩く波打つ艶やかな髪をしたやや冷たい印象の青い瞳の青年は、絵本から飛び出してきた王子様そのものだった。年齢は里央よりもいくつか年上だろうか。

　身分の高い人らしく、両脇には二人の護衛らしき男性を従えている。

（もしかして、あの声の人？）

　里央はつい、まっすぐこちらへ向かってくる王子様らしき青年が、優しく手を取ってくれる妄想をしてしまう。物語だと、不思議な現象に巻き込まれた主人公は、なにか重要な役割を負っていて、最初に出会った人と恋に落ちるのがセオリーだからだ。

「貴様、何者だ？」

　金髪の青年が問いかける。里央の期待に反して、青年の声は冷ややかだった。

「お下がりください、危険です。殿下」

　護衛と覚しき男性が、「殿下」と呼ばれた青年を庇かばうために一歩前へ歩み出る。

（絶対に日本じゃないのに、……言葉が通じるんだ……）

　里央には彼らの言葉が日本語に聞こえた。三人とも外国人のようだが、イントネーションまで完璧だった。長く日本に住んでいる人でも、多少の違和感があるのにありえない。

「アルスタールの王太子であるこの私が、何者かと聞いているのだぞ！」

　日常的に使うものではないが「王太子」や「殿下」という言葉で、里央はこの白っぽい服装の青年が本当に王子様であると理解した。

「申し訳ありません。私は里央、……田た代しろ里央と申します」

　状況を把握するほうに気を取られて、返事が遅れてしまったことに気がついた里央は、慌てて名乗った。青年の高圧的な態度に身がすくみ、とにかく低姿勢を貫く。

「リオとやら、……祭壇のほうから現れたな？」

「……祭壇？　あちらにある遺跡のことでしょうか？」

　王太子は里央の背後へ視線を動かした。そこにあるのは里央が最初にいた遺跡だ。

「やはりな。間もなく異世界から〝予言の乙女〟――我が花嫁が遣わされる場所に、貴様は許可なく近づいたのだな！　聖なる祭壇を穢けがす男は、たとえ子供といえど容赦せぬ」

　王太子は二本の剣を携えている。一本は宝飾品がたっぷりとついた鞘さやに収まっているもの。もう一方は細身でシンプルなもの。彼は細身の剣を抜き放った。

「〝予言の乙女〟……？　祭壇を穢す男……？　子供……」

　男で子供――と、王太子は言ったのだ。

　そのときになって、里央は自分がどんな姿をしているのか思い出す。黒いパンツにベスト、白いシャツに蝶ネクタイというアルバイト先の制服だ。髪はショートで身長は低い。十八歳の大学一年生ならば体つきは立派な女性になっているはずだが、育つべき部分が育っていない残念な体型だった。

　返答に窮しているあいだに、王太子が切っ先をまっすぐ里央に向けてくる。

「あの！　私……迷子になってしまったんです。決して大切な場所に足を踏み入れようとしたわけではありません。……どうか、ご容赦ください」

　これが夢ではないのなら、あの剣は本物ということになる。剣を鞘から抜き放つ音、木漏れ日を浴びて鈍く光る尖とがった金属――すべてにリアリティがありすぎて、試しに斬られてみるなどという無謀な行動はできそうもなかった。

　他人から凶器を向けられた経験のない里央は、それだけで震えてしまう。

「なるほど、幼い姿で無知を装って逃げおおせるつもりだな？　……信用ならんな」

「邪悪な存在かもしれませぬ」

　護衛の言葉を聞いた王太子が笑みを浮かべる。里央に対して友好的とは言えない、嫌な笑い方だった。

「違います！　どうか……話を聞いてください……！」

　里央には神聖な場所を荒らすつもりなどなかった。気づいたらあの場所にいただけの無害な存在だ。せめて自分の身に起きた出来事だけでも説明させてもらえれば、なにか状況が変わるのではないかと考えて、懇願する。

　誤解があるのではないか、――いや、誤解があってほしいと願った。

「なぜ私が、貴様のような者の言葉を聞かねばならない？」

「そんな……」

　里央はジリジリと後ずさりをする。けれど遠ざかるぶんだけ、王太子や護衛のほうが近づいてくる。

「毎日ここで祈りを捧げているのに、結果が得られなくて気が立っているんだが……あぁ、そうだ……いいことを思いついた」

　王太子は一旦剣を鞘に収める。里央がほっとしたのも束つかの間、彼はただもう一つの剣に持ち替えただけだった。そちらの剣は、鞘や柄つかの装飾こそ豪華だが、刃の部分は無骨で古めかしい印象だった。

　そのぶん重そうで、王太子の言う「いいこと」が、里央にとっては逆の意味であることなど明らかだ。

「邪悪な存在を祓はらうための宝剣だ。……魔獣なら一瞬で塵ちりになる。塵にならなければ、貴様が人間であるという証明になるだろう？　ハハッ！」

「魔獣……？　わ、私は……、邪悪な存在なんかじゃ、ありません……」

　魔獣がなんなのかはよくわからないが、里央はごく一般的な良識を持った人間だ。だから声を震わせながら、必死に訴えた。

「人ならば、祭壇のあるこの森を荒らそうとするはずもない。……安心するといい、魔に属する者でなければ――」

　小さな音とともに、刃の向く方向がわずかに変わる。次の瞬間、目で追えない速さで切っ先が動いた。なぎ払われたのは、彼の真横にあった木の枝だった。

　バサリ――と音がして降ってきたのは枝だけではない。二つに分断された蛇が一緒だった。古びた剣はあまり切れ味がよくないらしい。スパンッ、というよりグシャッという擬音語が合いそうだった。それでも殺傷能力があることには変わりない。里央はただ震えるだけで悲鳴すら上げられなかった。

「――身体からだは残り、貴様が人間だったと証明できる。さて、神聖な森を荒らす罪人に裁きを下そうか。……ハハッ！」

　王太子は蛇の死骸を切っ先で弄びながら、次は里央がこうなる番であることを教えようとしている。

（だめだ……！　この人楽しんでる……、このままじゃ殺されちゃう……！）

　震える脚を必死に動かして、里央は全力で走り出した。

　精神的に追い込まれているせいで、わずかな時間で息が切れる。振り返ると、彼らとの距離は縮まっていない。相手は男性三人。しかも皆、身体を鍛えていそうだった。一方、里央はとくに運動部に所属していない大学一年生の平均的な身体能力しか持ち合わせていない。それなのになぜ――。

「ほら、追いついてしまうぞ！　もっと速く走れ……」

　王太子があざ笑う。追いつかれないのは、彼らが狩りを楽しんでいるからだった。

　なにか役割があって、この地にやってきたのかもしれない。こういう場合、最初に出会った王子様と恋に落ちるのかもしれない。そんな脳天気な発想をしていた数分前の自分が恨めしい。

　里央はよりにもよって、この国の王太子に殺されそうになっているのだ。権力者が罪人とみなしているのなら、どれだけ逃げても誰も助けてくれないはず。絶望的な気分だった。

　やがて最初に里央が現れた場所――祭壇のある開けた場所までたどり着く。今までのやりとりから、その祭壇に足を踏み入れると斬り捨ててよい理由を与えてしまうのだと容易に想像できた。

　だから里央は脇に逸それて、細い道へ進む。

「キャァッ！」

　細い道に入った直後、里央は木の根に足を取られて転倒してしまう。すぐに立ち上がろうとするが、もう遅い。

　王太子がニヤニヤと笑みを浮かべたまま近づいてきて、剣を振りかざした。

　里央はその場で縮こまるだけで、もう抵抗すらできなかった。




　けれど、いつまで経たっても、衝撃は訪れない。




「……なにをしているんだ、クラレンス。宝剣を人に向けるなど、王族としてほめられた行動ではないな」

　男性の声が響く。里央が恐る恐る顔を上げると、彼女を庇う位置に誰かが立ち塞がっていた。

　彼女の位置から見えるのは、後ろ姿と短めの銀色の髪だけだった。

（……助けてくれたの……？　この人は……誰？）

「ローランド！　貴様、なんの権利があって邪魔をする!?」

　里央を襲った金髪の王太子がクラレンス、助けてくれたらしい人の名がローランド。ローランドは左腕を押さえ、小さく呻うめいた。あの一撃を生身で受け止めたというのだろうか。

　明らかに怪け我がをしているとわかるが、里央は腰が抜けて立ち上がれず、助けてくれた人の怪我の具合を確認することすらできなかった。

「……クラレンス、お願いだ。どうかその宝剣で、民を傷つけるような真ま似ねはしないでくれ」

「貴様の指図は受けない！　なぜこの森にいるのだ？」

　王太子に対し敬語も敬称も使わないことから、里央を庇っているローランドという人物も相当身分が高いというところまでは予想できる。けれど、服装が妙だった。

　クラレンスが絢けん爛らん豪華な衣装なのに対し、ローランドは質素な――これから旅に出そうな装いだった。とても王子様には見えない。

「魔境を守護する者として、一刻も早い〝予言の乙女〟の訪れをこの場で祈ることくらいは許されるはずだ」

「乙女の訪れを祈る……、だと？　異世界から訪れる乙女は、私のもとに遣わされるのだ！　貴様がいくら祈っても意味はない。乙女は我が花嫁。宝剣は邪悪な者を斬るために私が所有している！　無関係な貴様が正当なる裁きに口を挟むな！　邪魔だ……」

　クラレンスがローランドを押しのけて、再び里央に剣を向けようとする。けれどローランドは退かなかった。

「……無関係ではないよ。この子は私の従者なんだ。迷子になってしまったから探していた」

　それは、明らかな噓だった。

（どうしてそんな噓……。もしかして、私を庇ってくれているの……？）

　背中を向けたままのローランドという人がどういうつもりなのか、里央にはまったくわからなかった。ただ、今はこの人に合わせるしかなかった。

「従者？　妙な格好をしていると思ったら、魔境の人間か？　……だが、この者は祭壇に近づいたのだぞ！」

「祭壇に入ったのか？」

　そのとき、はじめてローランドが里央のほうへ向き直り、まともに目が合った。

　キラキラと輝く銀髪に紫色の瞳をしている青年――年齢は二十代中頃だろうか。スーッと通った鼻び梁りょうで、優しげな顔立ちの人物だった。

　見たことのない目の色と髪の色に里央は釘くぎづけになる。
















「いい、え！　……祭壇には立ち入っておりません……」

　見とれている場合ではなかった。

　里央は祭壇から現れたのだから、当然立ち入っている。けれど、それを認めれば罪人となる想像ができた。幸いにして祭壇の方向から来たことはバレているが、立ち入ったとは言っていない。

　だから、ブンブンと首を横に振りながら、必死に訴える。

「ならば問題ないはずだ。クラレンスも護衛を同行させているじゃないか」

　里央は鈍感ではないから、彼らの語る〝予言の乙女〟が自分かもしれないことに気づいていた。

　性別を明かし、こことは違う世界からやってきたことを告げたなら、状況が変わる可能性が高かった。最初は話を聞いてもらえる様子ではなかったが、ローランドがあいだに入ってくれている今ならば、耳を傾けてもらえる可能性はあった。

（……でも、あの王子様の花嫁……って？）

　クラレンスの発したその言葉が引っかかり、里央はどうしても仮説を話す気になれなかった。

　どれだけ顔がよくても、話も聞かずに剣を突きつけてきた相手には恐怖心しか抱けない。

　このままローランドがクラレンスの怒りを静めてくれたら。里央はそんな期待をしながら、とにかくなにもしていないと主張し続けるしかなかった。

「うるさい。……そもそもなぜ都にいるんだ？　魔境の守備はどうなっている！」

「国王陛下の勅命により、魔境の状況についての報告を終え、これから都を発たつ予定だ」

　常に憤っているクラレンスに対し、ローランドは淡々とした口調で語った。

「それでわざわざこの森までやってきて、未練がましく祈っていたというのか……？　もう王子ではないというのに……ハハッ、まさか宝剣がまだ自分のものだなどと考えてはいないだろうな」

「それはないよ。クラレンスが国王陛下と神官長に認められたアルスタールの次期国王であり、宝剣の所有者だ。――私は魔境を治める守護者としての思いしか持ち合わせていない」

　ローランドが肩をすくめる。

（王子ではない？　魔境……？　ぜんぜん状況がわからない！）

　里央に理解できたのは、この二人は決して良好な関係ではないということくらいだった。

　やがてクラレンスが舌打ちをしてから、剣を鞘に収めた。

「……今回は見逃すが、次はない。その子供だけではなく、貴様もこの場には二度と立ち入るな。もし破れば謀反のくわだてとみなす。いいか、忘れるなよ！」

「わかった。よく覚えておくよ」

　クラレンスは憎しみを込めたまなざしでローランドを一いち瞥べつしたあと、城のほうへ歩き出した。

（助かった……の？）

　ローランドは立ち去るクラレンスの背中をじっと見つめている。なんとなく、彼の視線の先にあるものは、金髪の青年の姿ではなく、青年の手中にある宝剣かもしれない――里央はそんなふうに感じていた。




◇　◇　◇




　田代里央は大学一年生だった。文学部の基礎課程で、いずれは日本史専攻に進むつもりで勉学とアルバイトに励んでいた。

　家族にはあまり恵まれていない。両親は彼女が中学生の頃に交通事故で死亡し、祖母と伯父の家でお世話になっていたのだが、関係は希薄だった。

　家が手狭だったり、歳としの近い異性のいとこがいるために気まずく、高校進学と同時に一人暮らしをはじめた。それ以降は書類にサインや印鑑をもらうだけの関係だ。

　虐待はされていないが、多少の理不尽はあった。正直、いい思い出は一つもなかった。

「保証人になってあげるんだから、問題を起こさないで」

「個人面談？　どうしても保護者が行かなきゃだめなのかい？」

「進学だと？　……お金は大丈夫なのか？　うちは一切支援できないからな」

　祖母と伯父からはそんな言葉しか聞いたことがない。

　けれど里央は恵まれていたのだろう。奨学金やアルバイト代を含めれば、なんとか大学卒業まで暮らしていけるだけの財産を、亡き両親は娘に残してくれたのだから。

　両親に愛されていた記憶があるからこそ、さびしいという想おもいが時々彼女を苛さいなむ。けれどぽっかり空いた穴をそのままにしたいとは思わなかった。

　いい大学を出て、いい職に就いて、それから特別な人と巡り会えればきっと……穴はそのうち消えてなくなると信じていた。




　その日の里央は講義のあと、アルバイトに精を出していた。勤務先はイタリアンレストランだ。

　夜九時半のラストオーダーのあと、間もなく閉店の時間。里央は帰り際に厨ちゅう房ぼうのごみを集めて裏口からテナント共同の集積場へ向かった。

　店主兼オーナーは明日の仕込みをしていて、換気扇からはニンニクとトマトの香りがする。

　しばらく建物に沿って歩くと、それが裏路地特有の酒と油のにおいに変わる。

　ダイヤル式のロックをはずし、大きなゴミ袋二つをコンテナに投げ込んだ。

　そのとき、どこからか声がしたのだ。

　――どうか救ってほしい、と。

「きゅ、救急車を呼びましょうか？　それとも警察ですか？」

　声色から冗談とは思えず、里央は声のした暗がりに向かって問いかけた。おばけだったらどうしようと思いながら、それでもお人ひと好よしな部分があり、放っておけなかったのだ。

　相手からの返事はない。

「いやいや、見に行くなんて無理だよ……！　でも、しゃべれなくなっちゃった急病人だったら……？　私が救急車を呼ばなかったせいで手遅れとか……そっちも無理だ……」

　おばけは怖いし、暗がりも怖かった。けれどどうしても救急車が必要かどうかの確認をしないと、このままアルバイトを終えてアパートに帰るなんてできない。

　里央は大きく深呼吸をして、街灯すらない暗がりに足を踏み入れた。




（それで、次の瞬間にはここにいた……と）




　クラレンスの剣から逃れた里央は、これまでに自分の身に起きたことを振り返った。

　鬼畜な王太子と護衛の姿が見えなくなると、ローランドが里央に向けて右手を差し出した。

「……宝剣を守るべき民に向けるなんて……。君、立てるか？」

　彼は怪我をしているはずなのに、震える里央を安心させるためにほほえんでくれた。

　恐ろしさで腰が抜けたままの里央は、申し訳ないと思いつつ差し出された手を取ってなんとか立ち上がった。

「危ないところを助けていただいてありがとうございました。私は里央と申します」

　できるだけ丁寧な言葉を選んだのは、目の前の青年も身分の高い人物だと予想できたからだ。

「リオか……。私は魔境シャイヴスを治める大公、ローランド・アルスタールという」

「ローランド……アルスタール……様？」

　彼らの会話の中でも、アルスタールという言葉が登場していた。「アルスタールの王太子」、「アルスタールの次期国王」――どうやら国名のようだ。ローランドは国名と同じ名字を持っているらしい。

「そう、国王陛下の甥おいにあたる……一応王族なんだ。今は大公の位をもらって魔境を治めている」

　不用意に腕を動かしたせいだろうか。ローランドは顔をしかめ、左腕を庇う素振りをした。

　剣を受けたと思われる服の袖は破けていて、少量の出血がある。チラリと覗のぞく肌は真っ赤に腫れ、出血よりも打撲のほうがひどそうだった。

「私のせいで怪我を……。ごめんなさい」

「君のせいではないよ。それにたぶん折れてはいない……と思う。魔法で防御したけれど、咄とっ嗟さのことだったから展開が遅れた」

　さらりと「魔法」という言葉が飛び出した。「魔境」、「魔獣」――そんな言葉も彼らから発せられていた。どうやら、この世界には地球にはない不思議な力が存在しているようだった。

　ローランドは話をしながら城とは別の方向へ歩き出す。細い森の中の道はどこへ続いているのだろうか。今の里央には知るよしもないが、とりあえず彼についていくしか選択肢がなかった。

「あの……ローランド様……。どうして私を助けてくださったのですか？」

「身内が戦う術すべを持たぬ民を傷つけるところなど見たくはないからね。それに、あの剣はとても神聖なものなんだ。……私についてはいい、まずは君のことを教えてくれ」

「私のこと……？」

「どこから来た？」

　急に彼の声が低くなり、表情がわずかに険しくなった。

「それは……」

　しばらく穏やかになっていた鼓動がまたうるさくなっていく。この人からいろいろと情報を引き出したい里央だが、どこまで自分自身について話していいのか迷った。

「正直に言えば……私は、君が間者か暗殺者ではないかと疑っている。王家に不満を持つ者は多いからね。……君が剣を扱えないのは身のこなしでわかるが、だからこそ標的が油断するというのはありうる」

「違います……、私はっ！」

　里央は焦った。今の時点で頼れるのはローランドだけだ。彼にまで疑われてはこの世界で八方塞がりになる。

「素直に話してくれたら悪いようにはしない。この森はアルスタール城に隣接していて、神聖な場所だから都の民は不用意に立ち入ったりしないはず。君がここにいるのは不自然だ」

「……わからないんです。本当に！　気づいたら知らない国に連れてこられて……。どうしたらいいのかわからなくてお城のほうへ行ってみようと思って……そうしたらあの方に剣を突きつけられたんです」

　ローランドは、クラレンスとはなにもかもが違っていた。里央が不審な者であることをわかっていながら、とりあえず話を聞いてくれる。優しく誠実な人柄だ。

　けれど里央は、彼らが異世界と呼んでいる場所から来た可能性に気づいているのに、そのことを隠した。ローランドがいい人そうだからこそ、事実をそのまま話せば里央を〝予言の乙女〟として扱うのではないかと思ったのだ。

　つまり、あの王太子に引き渡されることになりはしないかと不安で仕方がなかった。

（あの人は……嫌い。……二度と近寄りたくない……！）

　金髪の王太子の、人を見下す目つきが里央の中に蘇よみがえる。

　クラレンスは、毎日祈りを捧げていたと言っていた。そして里央は、おそらく彼に呼ばれてこの地にやってきたのだ。

　あんな声など無視すればよかったと後悔してももう遅い。里央は悔しくて唇を嚙かみしめた。

　意図的に隠している部分があるため要領を得ない里央の訴えを聞いたローランドはしばらく首を傾かしげて、そのうちになにかひらめいたのか、目を見開いた。

「異国から連れてこられた……？　まさか……。人買いに攫さらわれたのか？」

「え……？　ええっと……。たぶんそうだと思います」

「そうか、かわいそうに。最近、この都も随分と治安が悪くなっている。君が異国の人間なら、不用意に森に立ち入った理由にも納得できる。……大変だったな」

　ローランドは何度も頷うなずいて、急に同情的になった。

　人買いではないけれど、自分の意思など関係なしにここにいるのは確かだった。人のよさそうなローランドに対し、真実を隠しているのは気が引けるが、身を守るためには仕方がない。

　里央はこのままその設定を貫き通すことを決めた。

「はい……。あの……それで、私、どうしたらいいんでしょうか……？」

「どこか安全なところまで送ってあげよう。祖国はどこだ？」

「祖国でも親がいなくて……私、行くあてがないんです」

　里央はすでにここが地球ではないと確信している。もちろん、今すぐに帰りたいという気持ちはある。けれど、ローランドの提案である「安全なところまで送る」の意味は、里央の祖国がこの世界にある場合にしか成り立たない。

　彼に真実を告げていない以上、送ってもらうのは不可能だ。

　そして、もし帰る方法があるのなら、それを知っているのは呼び寄せた側――今の段階では推測の域を出ないが、クラレンスではないのだろうか。彼は〝予言の乙女〟を待ちわびている様子だった。里央が帰還を望んで、素直に帰してくれるとは限らない。交渉するにしても、情報が少なすぎる。だから彼女ができる最善は、まずは安全を確保して、この世界や〝予言の乙女〟について知ることだ。

「あの！　こんなことをお願いできる立場でないのは重々承知ですが、せめてあなたのお怪我が治るまで、仕えさせていただけないでしょうか？」

　里央は目の前の青年を藁わらにもすがる思いで見つめた。どんなに図ずう々ずうしくても、彼に頼る以外の名案が浮かばない。

　しかし願いはむなしく、ローランドは首を横に振る。

「……すまない。私は今から危険な魔境に戻らなければならないんだ。君みたいな自分の身を守る術を持たない少年を魔獣被害のある土地へは連れていけない」

「魔境って、どんなところなのでしょうか？」

　何度か出てきている「魔獣」という言葉は、なんとなくモンスターか妖怪のようなものを指すと想像できる。だったら「魔境」とはどういう場所なのだろうか。

「異国の者は知らないんだな。魔境というのは、魔獣の棲まう土地との狭間はざま……。この国の端にある危険な場所だ」

「そうなんですか……。あの！　本当に申し訳ないのですが、どこか働ける場所を紹介していただけませんか？　どんな雑用でも、重労働でもかまいません！」

　里央は必死に懇願し、彼を見つめた。けれどローランドの表情は次第に曇っていく。

「残念だが、都には伝つ手てがないんだ。……本当に、ごめん」

「い、いえ……。こちらこそ困らせてしまってすみません」

　彼があまりにも申し訳なさそうだったので、里央はそれ以上なにも言えなかった。

「いや、……かといって、都に置き去りにするのも危険すぎる。……また人買いに捕まるかもしれないし、紹介状なしにまともな職を得られると――っ！」

　ローランドが急に身を硬くして、言葉を失う。口をパクパクとさせながら、真っ青な顔になった。

「どうしましたか？」

「今……私の背中に恐ろしいほどの違和感があるんだけど……ヒィィッ！」

　別人かと思えるほど高い声を上げた。

　ただ事ではない様子だ。まさか、腕とは別の場所に怪我を負っていたのだろうか。そう考えた里央は急いで彼の後方に回り込んだ。

「服の上から見た範囲にはおかしな部分はありません。……カブトムシがついているくらいですかね？　可愛かわいい……」

　ローランドの背中にはカブトムシが留まっている。大きさは都会のちょっとした森で見かける程度だ。ただし、色と模様がおかしかった。前ぜん翅しがピンクで茶色の斑点がある。例えるのなら、イチゴチョコレートカラーのカブトムシだった。

　里央の中には、先ほどから自分はいったい何語で話しているのだろうかという疑問がある。通じるかわからないが、とりあえず地球に存在するものの中で、一番近い昆虫の名を言ってみた。

「……と、と……取ってくれ」

　小声で、しかも身体が震えていた。

「はい？」

「頼む、取ってくれ……頼むから、早く……。あぁ、なんか這はってる……早くしないと手遅れに」

　いくつか年上のはずの青年が、本気で怖がっていた。可愛い色のおもちゃのようなカブトムシのどこに怯おびえる要素があるのか。里央は笑いをこらえるのに苦労した。

「もしかして苦手なんですか？　カブトムシ」

　微動だにしないのは、下手に動いて虫を驚かせたくないという意図なのだろう。

「いや、違う。……苦手なのは虫だ……カブトムシではない」

「つまり全部苦手ってことですよね？」

「いいから！　いいから早く。……あぁ！　……動いて……る……」

　殺傷能力のある剣を前にして堂々としていた姿が噓うそのようだ。里央は手早くカブトムシを摑つかんで、彼から引き離す。ローランドから距離を取って、適当な木に留まらせてあげた。

　恐怖から解放されたらしいローランドは、何度も深呼吸をしてから里央に向き直った。

「ふう……助かった。ありがとう、リオ」

　額の汗を拭う姿は、虫に怯えていたときと打って変わってさわやかだった。

「お役に立ててなによりです」

「さあ、歩きながら話をしようか」

　先ほどより少し早足になったのは、一刻も早くカブトムシから距離を取りたいからだろう。里央がこらえきれずにクスクスと笑ってしまうと、ローランドは頰を膨らませた。

　いくつか年上と思われる青年だが、急に可愛らしく思えた。

　そのまましばらく森の中を進む。ローランドは虫の声や気配に敏感で、避けるために急に進路を変えたり立ち止まったりする。

　命を救ってくれたつい先ほどの凜り々りしい姿が霞かすんでしまいそうだった。

　森の出口付近にたどり着いたところで、ローランドが立ち止まった。

「リオ、手を見せてくれないか？」

「え……？　あの、はい……」

　彼の意図がわからないまま、里央はためらいがちに両手を差し出した。

　ローランドはその手を握り、手のひらをふにふにと押したり、爪のあたりをじっと見つめたりを繰り返した。

「もしかして祖国では労働者階級じゃなかったんじゃないか？　小さくて柔らかい、美しい手をしている。重労働をしたことのない者の手だ」

　彼に手を握られたせいで、里央は赤面する。今まで生きるのに必死で恋愛をする余裕がなく、男性にそんなことをされた経験が一度もなかったのだ。

　ローランドの手は大きくて硬かった。剣を扱う者の手――なのだろうか。

　おそらく彼が里央の手を確認した理由は、これまでの生活環境を測るためだ。

「ちゃんと働いていましたよ！　レストランで、注文を取ったり料理を運んだりするお仕事です」

　この国の庶民がどんな暮らしをしているのか、里央はまったくわからない。

　けれど、親がいないのに勉学に勤いそしむ立場だったというのは、地球的な感覚でも相当恵まれていると言えた。だから里央は無難に、学生であるという部分は隠した。

「困ったな。放っておけば悪い人間に捕まりそうだし、この国を知らないとなると……だが、魔境は危険だし……」

　ローランドはぶつぶつと言いながら頭を抱えている。

　少し一緒にいただけで真面目でいい人なのだとすぐにわかる。彼の善意に頼りきって申し訳なく思う里央だが、やはり今の時点で彼から離れるのは不安だ。

「魔境には女性と子供は暮らしていないのですか？」

「ちゃんと町があって女性と子供も暮らしているんだが、今は時期が悪い。なにせ、魔の世界との境界が曖昧になる厄災の年だからな。その地での生活があるから住み続けている者は多いが、好んで訪れる場所ではないと思うよ」

「厄災の年……？」

「あぁ、それも知らないのか……。簡単に言うと、魔獣の出没が増える時期なんだ」

　里央はまだこの世界のことを知らなすぎる。森の先にどんな世界が広がっているのかも想像できない。魔獣がどれだけ凶悪な存在かもわからない。

「でも。ここには、……私にとって恐ろしい人もいます」

　魔獣に襲われるかもしれない魔境か。絶対に近づきたくない人物がいる都か――。つい数分前、ローランドが庇ってくれなければ、里央は死んでいたのだ。この場所が魔境より安全だなどとローランドにすら言えないのではないだろうか。

　クラレンスにされたことを思い出すと、また恐ろしくなり、わずかに震えてしまう。

　すると突然、ローランドが怪我をしていないほうの手を里央の頭に置いて、ポンポンと撫なでてくれた。

「よし決めた！　君に覚悟があるのなら、従者として私に仕えるといい。とりあえず怪我が治るまで人の助けが必要なのは本当だし。魔境に着いてからのことは、また考えよう。仕事を紹介するにしても、君の能力や適性がわからないと相手に不誠実だからな」

「はい！　ありがとうございます」

　ローランドの言葉で里央の気持ちが一気に浮上する。

　彼が里央を庇うためについた噓が、そのまま本当になったのだ。要するに里央は、ローランドの身の回りのお世話をすればいいのだろう。従者、側そば仕づかえ、小姓――なんとなく、織お田だ信のぶ長ながに仕えた森もり蘭らん丸まるを意識した。

「ただし、条件がある」

　ローランドは人差し指を立てて、急に真剣な顔をした。

「条件？」

「君の最優先業務は、私の苦手なものをできるだけ遠ざけること。……だがこの件は、他言無用だ。魔境を守護する兵士の士気に関わるからね」

　言い終わってから、フッと笑った。士気に関わる云うん々ぬんは彼なりの冗談なのかもしれない。

「はい」

　苦手なもの――つまり、虫である。里央もとくに虫が得意というわけではないが、摑んで遠くに追いやることくらいはできる。

「それから、私のそばから離れてはいけない。守ってやれなくなる」

「わかりました。私、この国の常識がわからないので、ご迷惑をおかけするかもしれませんが、誠心誠意ローランド様にお仕えいたします。どうぞよろしくお願いします」

「ああ、よろしく……リオ」

　ローランドが手を差し出し、握手を求めた。

　異世界の森の中に迷い込んで一時間。里央は仕える主人を得て、従者となった。
















第二章　たどり着いたのは荒野




　今後の方針が決まったところで、里央とローランドは都で旅支度をしてから魔境シャイヴスへ向かうことになった。

　そこでようやく、今の季節が夏で時刻が昼前であることを里央は知った。

　町に来てみてわかったが、どうやらこの国の人々は、日本語とは違う言葉で会話をしているらしい。里央は自動翻訳の能力を持っているのだと推測できた。時々、里央の知るものに置きかえられないものの名が出てくると、現地の発音で聞こえる以外は、言葉には困らないみたいだ。

　文字も同様だ。通り沿いに掲げられている看板には見たことのない文字が使われていた。けれど、読もうとすると頭の中に言葉が響く。書こうとすると脳裏にはっきり文字が浮かんで、なぞるだけでよかった。

「あの……。ローランド様って、王族の方なんですよね？」

　里央が疑問に思うのは当然だ。町に着いたローランドが都の庶民が利用する診療所で怪我を診みてもらっていたからだ。

　医者によれば、骨は完全に折れているというわけではないが、盛大にヒビが入っているという。

　痛み止めの飲み薬や湿布を処方してもらい、さっそく従者として里央がそれらを管理することになった。

　なぜ大公である彼が、町に馴な染じむ服装で、護衛や従者もつけず診療所で怪我を治療しているのか。

　里央は疑問に思い、通りを歩きながら質問してみた。

　王族であることを疑うような問いかけは無礼かもしれない。けれど、ローランドは肩をすくめて困った顔をしていたが、気を悪くした様子はなかった。

「服装も朝から旅装束だし、君を連れて城へ戻るわけにはいかないだろう？　それに、この傷はクラレンスにやられたんだ。宝剣がらみでの面倒事は避けたい」

「あの方――王太子殿下と良好な関係ではないというのはなんとなくわかりますが、それだけじゃないんですね……？」

　高貴な身分の青年が、お供もつけずに旅装束で歩いているのは明らかにおかしい。クラレンスとの不仲という理由だけでは説明がつかなかった。

「……そうだな。少し話しておいたほうがいいだろう」

　大きな通りの中央にある噴水の縁に腰を下ろし、彼は王家や彼自身の立場について、里央に教えてくれた。

　ローランドは、先代の国王の息子である。つまり、生まれた時点では次の国王になることが確定している第一王位継承者だった。

　母親である先の王妃は身体の弱い女性で、ローランドが物心つく前に亡くなっていた。そして父親である先代国王もローランドが十歳の頃、病でこの世を去った。

　彼がまだ幼いことを理由に、王弟が一時的に王位を継ぐことになった。それがクラレンスの父親である。

「国王陛下はよく、『自分は一代限りの王だ』とおっしゃっていたのだが……だんだんとそのお考えが変わっていったようだ」

　そう語るローランドはどこかさみしそうだった。

　正当な王位継承者が成人するまでの繫つなぎ――当初はそれに納得していても、実際に権力を持ってから考えを覆す。そんな状況は、里央でもなんとなく想像ができる。

「二年前、私が二十四歳の頃。この国で一番身分の高い聖職者……神官長が、宝剣の所有者にクラレンスを選んだ。本来、世継ぎの王子が所有者に任命されるはずなんだが……。直後、国王陛下はクラレンスを王太子に定めた」

「ええっと。……国王陛下のお考えが聖職者に影響を与え、聖職者のお墨つきが次期国王の選定を覆す正当性になっている……ということですね？」

　おそらくローランドが次の国王になることは法的な裏づけで決まっていたのだろう。それを覆すために国王が聖職者に働きかけ、宝剣の所有者をクラレンスに定めた。慣例では、次の王となる者を持ち主として指名するはずだったにもかかわらず……。

　国の守護者の象徴たる宝剣の所有者と、次期国王がそれぞれ別という前例のない状況となった。

　それを正すには、ローランドが王位を諦めるしかなかった。国王であり一番近い血縁でもある叔父に疎うとまれ、抗あらがう力を彼は持っていなかったのだ。

　おそらく最初から仕組まれていた、ひどい茶番だ――と里央は感じた。

「リオは賢いな、そのとおりだ。……それで一年前に大公となり、魔境を治めることになったというわけだ」

　本来国王となるべき立場だった者が、より大きな権力を持つ者の思惑で身分を奪われたという重苦しい過去を、ローランドは淡々と語った。

　そういうふうに割り切らないと、受け入れられなかったのかもしれない。

　里央も子供の頃に両親を亡くしている。彼のように本来手に入れるはずだったものを奪われた経験はないが、理不尽に慣れて心が麻ま痺ひしていく感覚には覚えがある。

「左遷、ですよね……？」

　ローランドは小さく笑って、里央の言葉を否定しなかった。それが答えだ。

「リオ、あの像を見てごらん」

　ローランドが座ったまま後方に視線をやり、噴水の中央にある像を指さした。

「……あ、宝剣！　それに……隣の女の人は……」

　噴水の像は男女二人が寄り添っているものだった。男性の腰にはクラレンスが持っていたものと同じ装飾の剣が装着されている。その男性を愛いとおしそうに見つめている女性は、男性の妻か恋人だろう。

　里央は、女性の服装が気になった。

「百年前の国王と王妃――王妃は先代の〝予言の乙女〟だ」

「か、……変わった服装をされているんですね？」

　そう言ってみたものの、里央にとっては馴染みのある服装だった。百年前の〝予言の乙女〟は、長くまっすぐな髪に袴はかま姿の女性だった。アルスタール国の芸術家が造った像だから多少違う部分はあるが、ハイカラな女学生風の装いに見えた。

「異世界のドレスだ。もちろんずっとその衣装で過ごされていたはずもないが、やはりこういう衣装のほうが雰囲気があるだろう？」

　寄り添う二人の像を見つめるローランドのまなざしにはわかりやすい羨望が見て取れた。それは祖先を敬う気持ちだけではないのかもしれないと里央は少し思った。

「乙女はいつも、像と同じような服装でこの国を訪れるのですか？」

「代々、鮮やかな衣をまとい、黒く長い髪を持つ……と歴史書には記されている」

　どんな基準で選ばれるのかは定かではないが、地球の広さと人口から考えて、先代の乙女と里央が同じ国の出身となる偶然も、代々黒髪である偶然もなかなか起こらない。

　素直に考えれば、この世界と里央の住んでいた世界を繫いでいる場所が日本にあったのだといえるだろう。

　里央は像の女性と、噴水の水面に映る自分の姿を交互に見比べた。

（これじゃ私、……女の子に見えないわ）

　像の乙女も、この国の町を歩く女性たちも、里央のような脚のラインがはっきり出るような服を着ていない。髪が短い者もいなかった。

「憧れていたのかもしれない。……宝剣にも、異世界からやってくる運命の伴侶にも」

　像に視線を注ぐローランドを見て、里央は「運命」という言葉を心の中で反すうする。するとなんだか胸の中がモヤモヤした。

「宝剣の所有者と乙女は必ず結ばれる運命なのでしょうか？」

「あぁ、そうだが……どうしたんだ？」

「帰りたいと思った乙女はいなかったのでしょうか？」

「帰る……？　どうしてそんなこと」

　ローランドにとっては、当たり前のことなのだ。里央がなぜそんなことを聞くのか、理解できていない様子だ。

「だって……その女性にも、生まれ育った世界での生活があったはずですから。いきなり知らない世界に連れてこられて、たった一人の男性しか選ぶ権利がないなんて、かわいそうです」

　里央は当事者かもしれないのだ。そして宝剣の所有者に運命を感じていない。

　クラレンスは勇ましく、見目麗しい青年だったがそれだけだ。話も聞かずに剣を向けてきたことや、残酷な笑みを浮かべて追いかけてきたことを絶対に許せそうになかった。

　もし仮に、里央の正体を知ったら優しく接してくれるようになるのだとしても、武器を持たない人間をじわじわと追い詰めたあの行為は帳消しにはならない。先ほどの出来事を思い出し、里央は膝に置いた手を強く握った。

「そうだろうか？」

「そうですよ！　私だったら、その人をよく知って、ちゃんと好きになりたいです！　互いに尊敬し愛し合える人と結婚したいです！」

　里央は思わず声を荒らげた。けれどすぐに、出すぎた発言だったと焦る。この世界に来たばかりの里央が自分の気持ちや、育った国での常識を押しつけてはいけないと思ったからだ。

　案の定ローランドはポカンと口を開けて、驚いていた。

「ごめんなさい……。ただ、私はそうであってほしいと思ったんです」

「……リオは優しくて真面目なんだね。大丈夫だ、きっと乙女は幸せになれるよ。今まで何人もの乙女がこの地に現れて――その子孫が私なんだから」

　ローランドは里央の髪をグシャグシャとしながら、頭を撫でて笑って許してくれた。けれど、里央がなにに憤り、なにを不安に感じているのか、彼には理解できないままなのだとわかる。

（やっぱり……、ローランド様にも絶対に性別を知られるわけにはいかない）

　自分でも確信には至っていない。それでも里央が〝予言の乙女〟だと仮定して、もし正体が彼に知られたらどうなるか。里央をクラレンスに引き渡すのがほぼ確定となった。

　優しい人だけれど、油断してはいけない。なぜなら、ローランドは宝剣の所有者と乙女が結ばれ、幸せになる運命だと信じているからだ。

「さぁ、旅に必要なものを買いたしてから昼食にしよう。君の服も、ちょっと変だから」

　ローランドは立ち上がり、賑にぎやかな店が建ち並ぶほうへ歩き出す。

　里央も慌ててそれに続いた。

（この件は一旦忘れよう。……ローランド様のこと、この国の価値観……わからないまま、自分の考えを押しつけても仕方がないもの）

　大きく深呼吸をして里央は気持ちを切り替えた。

　さっそく庶民的な店が並ぶ地区にやってきて、まずは里央の服選びだ。

　里央の服は黒のシンプルなパンツスタイルだったので、こちらの世界でもありえない服という印象ではないようだ。

　それでもアルスタールでは変わった異国の衣装に見えているため、従者らしい服をいくつか買ってもらった。

　少しゆとりのあるパンツにベスト、シャツは袖回りがふんわりとしていた。ボタンは使わずに紐ひもを締め上げて身体にフィットさせるのがこの国の主流の着こなしらしい。

　シャツにフリルがあしらわれていて可愛らしいが、アルスタールの少年は、皆こうだという。

　性別を隠し通すと決めたため、身体のラインが極端に出ない服は都合がよかった。

（さらしを巻いているわけじゃないのに……、誰にも疑われない私って……）

　ローランドも、衣料品店の主人も、疑う素振りすらない。性別を隠し続けるつもりなのだからそれでいいはずだが、なんとなく悔しい。

　そんな葛藤を抱えながら、旅支度は着々と進んでいく。

「領地まではどれくらいかかるのですか？」

「今から発って二泊……三日の旅になる」

　そう言ったあと、ローランドがあからさまなため息をついた。

「ローランド様？」

「一泊目は宿に泊まれるんだが、もう一泊は野営なんだ。一応テントはあるけれど……。半年前まで宿があったんだ！　だが、移動する者が減って……」

　野宿なら絶対に虫が出る。ローランドは、二日目のことを考えるだけで顔色が悪くなるらしい。繊細すぎる里央の主人あるじは、旅に不向きな青年だった。

「大丈夫です！　私がお守りいたしますから」

「そう言ってもらえると頼もしいよ」

　里央は不ふ憫びんなローランドのために、頑張って役目を果たそうと決意をし、買い物を続けた。食料品を扱う店では日持ちのするもの――乾麺や干し肉が売られていた。里央は店主から麺の茹ゆで時間や肉の調理方法を聞いて、それらを購入する。

　ローランド一人のときは、一日くらいパンのみでしのぐか、干し肉を口の中で柔らかくして食べれば大丈夫という発想でいたらしい。彼が持っている荷物の中には野営用の調理器具が入っているとのことだったが、いざというときのためにあるだけで未使用だという。

　買い出しを終えた二人は、噴水のある広場に戻ってきた。広場の端には屋台が建ち並んでいて、そこで昼食を済ませるのだ。

「この国のお金を使った経験はあるのかな？　それから計算は？」

「お金はまだ使ったことがありませんが、きっとすぐに覚えられます！　計算も得意です」

「では、銅貨の種類を説明するから、屋台で串焼きとパンを買ってきてくれ」

　いくつかの屋台が並ぶスペースの付近にはテーブルと椅子が無造作に置かれている。屋台で購入したものをそこで食べるのだろう。

　ローランドは空いている席に座って、まずは銅貨を見せてくれた。

　幸いにして、アルスタール語の数字が書かれていたため、金額の把握はすぐにできる。掲示してある看板と見比べれば、貨幣価値もなんとなくわかった。

　これでは主人と従者ではなく、保護者とはじめての買い物に挑む子供――という関係だ。今のところ手間ばかりをかけさせてしまうことを申し訳なく思いながら、なんでも丁寧に説明してくれるローランドの存在がやはり心強い。

　小銭を預かった里央は、さっそく串焼きを売っている屋台に向かった。

　串焼きはおそらく鶏肉だ。塩でシンプルな味つけがされている。一緒に購入できるパンは、ロールパンに似ていた。串焼きとパンの両方を買うと、ちょっとした野菜をおまけでつけてくれた。

　鉄の皿に一人前ずつ用意してもらい、里央はそれをローランドのところまで運ぶ。頑丈さだけを重視して作られた食器は、かなり重かった。

　里央は、高校時代にはファミリーレストランで、大学進学後はイタリアンレストランで接客をしていたため、お盆や食器を運ぶのは得意だ。

　手のひらと腕を使ってパンが滑り落ちないように注意しながら席まで進む。

　けれど里央がたどり着く前に、ローランドが駆け寄ってきて鉄の皿を一つ奪った。

「重いし、危ないから」

　そう言って、手際よく皿を運んでテーブルにドン、と置く。

「ローランド様ってば、私のお仕事のはずですよ！　それに腕を怪我しているのに」

　負傷中の左腕を使っていないのだとしても、片腕しか使えない状況なら身分に関係なく重たいものを運ばず、座っている権利くらいあるはずだ。

「あぁ、すまない。ここ最近、自分のことは自分でしていたから、つい……」

　完遂できそうな仕事まで奪われた里央は、優しさに感謝するよりまず、頰を膨らませ抗議した。

　どちらかといえば、立場をわきまえろと諭すのがローランドの役割であるというのに、きちんとご主人様をしてくださいと従者に指摘されてどうするというのだろう。

「でも、ありがとうございます」

　年下の少年が重いものを運んでいたらつい手が出てしまう。そんな彼はとても思いやりのある青年だ。

　同時に、彼の地位が名ばかりのものだというのもよくわかる。

　里央が礼を言うと、ローランドは照れくさそうに頰を赤らめた。里央よりも八歳年上のはずだが、頼れる部分と妙に子供っぽい部分がある、不思議な人だった。

　里央のほうも、育った環境もあってじつは人から優しくされることに慣れていない。胸の中がむず痒がゆく、けれど温かい感覚を味わうのは、久々だった。

「冷めないうちに食べようか」

「はい。……お腹なかがペコペコです」

　アルバイトがある日は大抵、終わってからコンビニでお弁当を買って帰る。異世界トリップしたことで時間がずれてしまっているが、遅めの夕食を食べずにこの世界へ飛ばされてしまった。里央のお腹はようやくそれを思い出したらしくグー、っと鳴った。

　アルスタール風の食事前の挨拶は、大地への祈りだった。

「百年の、豊かな大地に感謝を」

「……百年の、豊かな大地に感謝を」

　里央は見様見真似でローランドと同じ言葉を唱え、胸の前で手を合わせた。

（百年ってなんだろう？　……そういえばさっきも……）

　やたらと出てくるその言葉を疑問に感じたが、まずは昼食だ。

　一口食べると肉汁がしみ出す串焼き。少し濃いめの味つけは、野菜やパンと一緒に食べることを見越してのものだろう。

「その黄色い野菜はなんですか？」

　よく見ると、ローランドは野菜を一種類残していた。見た目はキュウリのスライスのようで、色は鮮やかな黄色だ。

「シャルフだ。スパイスの一種」

「シャルフ……」

　聞いたことのない言葉だった。つまり里央の知らないものということだ。どんな味がするのか気になり、里央は大きく口を開けて自分のお皿に盛られたシャルフをパクリと食べた。

「ま、待て！」

　ローランドが止めても、もう手遅れだった。里央の口の中にすさまじい辛みと酸味、ほんのりとした甘みが広がった。

「ゴホッ、……ゴホゴホ、……大人の味でした」

　里央の知っているものに例えるのなら、唐辛子のピクルスが一番近い。辛いものが好きな人にはたまらない味なのだろう。けれど、里央には無理だった。スパイスと教えてもらった時点で、ひとかじりにとどめておくべきだった。

「……しっかりしていそうなのに、じつは危なっかしいな。……クッ、フフッ。君の顔……本当にわかりやすい……」

　彼にとってはこらえきれないくらい面白かったらしい。一度収まったと思ったら、次の瞬間に再び唇を震わせて噴き出す――しばらくその繰り返しだった。

　最初はただ恥ずかしかった里央だが、ローランドがあまりにも笑うものだから、次第に腹立たしくなっていった。

「……異国から来たって説明したじゃないですか！」

　おいしそうに食べていたのに、辛さに驚いて涙目になって。最後はローランドに笑われたことに憤って……。里央がそんなふうに表情を変えるから、彼はずっと笑ったままだ。

　ならば、と里央は無表情を心がけるが、どうしても口元が引きつってしまう。

　最後は顔を見合わせ、二人で同時に噴き出した。

（こんなに楽しい食事はいつぶりだろう）

　高校でも大学でも、友達はいた。アルバイト先でも人間関係は良好だ。けれど里央はいざというときに頼れる保護者がいないため、将来の安定ばかりを優先していた。そのせいで、遊びにお金を使うことに躊ちゅう躇ちょして、付き合いの悪い子だったはず。

　今はまだなにも持たず、右も左もわからない状況だ。だからこそ、目の前の食事を純粋に楽しみ、たった一人しかいない頼れる存在との会話に集中できたのだろう。

　里央は残りのパンを頰張るローランドの様子をチラリと見ながら、彼も同じくらいこのひとときを楽しんでくれていたらいいと願った。




　昼食を終えたら、都のはずれにある宿屋に向かった。ローランドはそこに、馬や旅の荷物を預けていたのだ。

「大きい……」

　厩きゅう舎しゃには二頭の馬が繫がれている。

　背の部分が里央の身長を超えていて、脚が妙に太い。テレビでよく見るサラブレッドとは違う印象を受ける。

「もしかして馬に乗るのははじめてだろうか？」

「はい」

　子供の頃に動物園でポニーには乗ったことがあったが、それはカウントしないでおく。

　一頭は騎乗用、一頭は旅の荷物を運ぶための馬だという。腕を負傷しているローランドに教わりながら、里央は馬に荷物を固定していく。

　旅の途中でも荷物の上げ下ろしがあるだろうから、固定に使う革紐がほどけない結び方を頭に叩たたき込んだ。背が低い里央が行うと効率が悪いが、なんとか作業を終えた。

「一人で登れるか？」

「やってみます」

　鐙あぶみの位置が高いため、よじ登るのも一苦労だ。しかも里央が体重をかけると、馬がわずかに揺れた。嫌がって里央を振り落としはしないだろうかと不安になる。

「大丈夫だ。怖がらずに……。君程度の体重なら、馬は驚かないよ」

　里央はローランドの言葉を信じ、鐙に足をかけたあと、鞍くらを摑んでよじ登った。ズボンでなければ絶対にできない不格好な騎乗だった。

　厩舎ならば踏み台を借りることは可能だ。けれど、旅の途中ではいちいちそんな手間をかけていられない。だから、できるかどうか出立前にやってみる必要があったのだ。

「しっかり摑まっていてくれ」

　ローランドが同じ馬の鐙に足をかけ、あっという間に里央の後ろに跨またがった。左腕はほぼ使わずに、スマートな騎乗だ。

「怖くないか？」

「少し怖いけど、大丈夫です！」

　ローランドが馬の腹を軽く蹴り、合図を送る。すると二人が騎乗している一頭がゆっくりと走り出した。賢いもう一頭はきちんとついてきてくれる。

「さて、魔境シャイヴスへ急ごうか！」

　里央と出会い、服などを買う必要があったため、当初の予定より遅れての出立だ。初日は魔境まで三分の一ほどの距離を移動する。日暮れ前に宿場町にたどり着きたいところだ。

「はい！」

　異世界にやってきて数時間。里央は呼び寄せたと思われるアルスタールの王太子から逃れ、魔境をめざし旅立った。




◇　◇　◇




　旅の初日は予定どおり宿に泊まることができた。

　問題は二日目だった。現在、都と魔境シャイヴスを結ぶ街道には後半部分に宿屋がない。魔獣は出没しないのだが、人の往来が減ったため採算を考えて宿を営んでいた者たちが去ってしまったのだ。

「今、ここを行き交うのは一部の商人と兵士くらいのものかな」

　取り壊された民家の近く、付近に川がある雑草の生えていない平へい坦たんな場所を野営地に定め、二人でテントを張りながら、ローランドが街道沿いの状況について教えてくれた。

「それでも商人はまだやってきてくれるんですね？」

　負傷中のローランドにはやはり従者が必要だ。基本的には彼が道具の使い方を説明し、里央が実行するというのが二人の役割分担になっている。

「そうだ。けれど危険なぶん、輸送料が高くなる。……私が魔境を治めるようになったここ一年で、だいぶ物価が上がってしまったん――虫ぃぃ！」

　ローランドが作業中の里央に抱きついてくる。

「ちょっ……と……！」

　手加減を忘れた彼の腕が身体を圧迫して苦しい。心臓がバクバクと音を立てはじめた。

　くっつかれたら性別がバレてしまうからだ。けれど、それだけではなく、里央は男性に対する耐性がなかった。もがいても逃れられないほどの勢いで抱きつかれて、平静でいられるわけがない。

　ピンと張ろうとしていたロープがするりと手をすり抜け、テントが地面に崩れた。

「ローランド様！　こんな自然豊かな場所ではどうにもなりません！　テントが一番安全ですから、作業の邪魔をしないでください」

　テントの入り口部分は、丈夫な布と虫除よけの細かい網目状の布の二重構造になっていて、出入りに気をつければ虫の侵入を防げる。

　里央の最重要任務は主人から虫を遠ざけることだ。そのために安全な場所を用意しているのに、その主人が邪魔をする。

　動揺した里央の声はつい大きくなってしまう。

「すまない……。結構大きかったから」

　そう言いながらも、ローランドは里央の近くから離れようとしない。いざとなったら盾にするつもりなのだ。まだ怯え続ける彼の視線の先には、鮮やかな色の蝶がはばたいている。黒と黄色のストライプのまるで立ち入り禁止テープのような柄の蝶だった。

「可愛いのに……なんでそんなに虫が嫌いなんですか？」

　この世界の虫は鮮やかで可愛らしい見た目のものが多く、里央としては嚙みついたり毒があったりしないとわかっているのなら恐ろしいとは感じない。

「……城や町にはあまり虫がいないだろう？　例外はあの森くらいのものだから慣れていない」

「確かに」

　アルスタールの都は馬車が通りやすいように舗装され、雑草が生えている場所はほぼない。それでも探せば意外と多くの虫が生息しているのだが、きっと都会暮らしの日本人と近い感覚なのだろう。里央はそこまで神経質ではないが、室内に虫が入ってきたら困る。アルバイト先のレストランではとくに注意が必要だった。

　彼が暮らしていた城もきっと同じだ。王族の私室に虫が入り込めば、仕えている者たちは全力で排除するだろう。

「六歳の頃だったかな？　あの森で遊んでいたら、顔面に真っ赤なバッタが留まったんだ。……あとは語らずともわかるだろう？」

　六歳の子供がそんな状況に陥ったら泣き出すことくらいは里央にもわかる。けれど二十年もそのトラウマを引きずるものだろうか。

「いえ、ぜんぜんわかりません」

　冷めた態度で否定しながら、里央は作業を続けた。

「え？　わからないだろうか、この感覚。間近で見ると、顔が怖い、細い脚が怖い……あと口も怖い……巨大化して夢に出てきた……」

　思い出しただけであのときの恐怖が蘇る、とローランドは額のあたりを押さえながら真っ青な顔でうつむく。

　要するに大した理由はなかったと里央は結論づけた。

「さあ、テントができました！　どうぞお入りください」

　里央は主人を安全な場所に追いやって、従者の仕事に専念する。

　最初に焚たき火の材料となる乾いた木の枝を集めてから釣りをした。都では保存可能な旅の食料を買っておいたのでお腹を満たすだけならそれで足りる。けれどせっかく綺き麗れいな川があるのだから、一品追加できればいいと思ったのだ。

　旅の荷物の中に折りたためる釣り竿ざおがあったのだが、明らかに使った形跡がない。

　ローランドのことだから魚の餌を現地で調達することや、それを釣り針につけることができなかったに違いない。

　二匹の川魚を釣ってから、ローランドに食べられるものかを一応確認したところ、アルスタールでよく食べられているものだという。

「火は私がつけよう」

　都で買ったものを含めて食材の調達が終わったら、火を熾おこす。火熾しはテントから出てきたローランドが担当してくれた。

「もしかして、魔法ですか？」

　里央がたずねると、ローランドが小さく笑った。

「わくわくしているだろう？　顔に書いてある」

　そう言って、乾いた木の枝が組まれた場所に手をかざす。ボッと音を立て、一瞬にして枝が燃え上がった。

「すごい……！」

　格好いい呪文を唱えないことが少し残念だったが、地球には存在しない魔法という不思議な現象を目の当たりにして、里央は興奮した。

　ローランドが枝を追加しながら火力を安定させようとしている。そのあいだに里央は調理を行う。

　小さなナイフを使って魚の腸はらわたを取り払い、串に刺す。大胆に塩をふれば下ごしらえは終了だ。

　次は川の水をよく沸かしてから一部を別の皿に分けて、ぬるま湯で干し肉を戻す。

　魚の焼き加減を確認しながら、パスタみたいな麺を茹でる。茹で汁は捨てて、干し肉を戻すために使ったお湯ごと麺の鍋に放り込んで味を馴染ませれば、ほどよい塩加減の麺料理ができた。

　最後に細かく刻んであるナッツをトッピングすれば、完成だ。

「リオは器用なんだな」

「そうですか？　一人暮らしだったのでちゃんと食事くらい作れて当たり前ですよ。レシピはお店の方に聞いちゃいましたし」

　麺を茹でて、干し肉を絡めただけの料理にそんなに感心しなくてもいいだろう。里央は手際よく盛りつけをしてローランドに手渡す。

「一人暮らし？　……そうか、そうなんだ……」

　ローランドの慈愛に満ちた表情には同情が含まれている。性別だけではなく年齢も勘違いされているのはわかっていたが、おそらく十八歳だと言うと性別のほうを疑われてしまうから、そのままにしておく。

　彼の中で里央は、大人の庇護が必要な歳で苦労してきた不幸な子になっているのだろう。

「さあ、せっかく作ったんですから冷めないうちにどうぞ」

「ああ。百年の、豊かな大地と夕食を作ってくれたリオに感謝を」

「百年の、豊かな大地と火を熾してくれたローランド様に感謝を！」

　食事前の定型文に一言添えるだけで、なんだか心の奥がふわふわと温かくなる。

　里央はさっそく茹でたての麺をフォークに絡めてパクリと口に運んだ。干し肉から取った出だ汁しが麺とよく合う。香ばしいナッツもいいアクセントになっている。

　川魚は地球と同じで、少しくせがある。けれど熱々のうちに焦げた皮と一緒に食べれば十分美味だと言えた。

　すでに何度か一緒に食事をして、ローランドの味覚が里央と大きくかけ離れてはいないと知っているし、このレシピは店主から教わったのだから極端にまずいはずもない。

　それでも里央は、ローランドの反応が気になって仕方がない。チラチラと気にしながら、彼の感想を待った。

「……おいしい。野営でまともな食事をしたのははじめてだからとか、日頃から適当に済ませているからとか、そんなこと関係なしにおいしいよ」

「よかった……」

　彼の善意に頼って無理やりついてきたようなものだから、里央はとにかく恩を返したいのだ。

　だからローランドに喜んでもらえて、ほっとした。




　夕食をたいらげて、食器の片づけが終わる頃にはすっかり日が暮れていた。

　狭いテントの中に虫の侵入に気をつけながら入って、きっちり紐を結ぶ。すぐそばに年上の異性がいる状況は里央に緊張を強いるものだ。

「なんでそんなに離れているんだ？　頭がぶつかって窮屈だからおいで。……男同士、遠慮なんて必要ない」

「そ、そうですね……。ありがとうございます」

　ローランドは里央を少年だと思っているから、互いの適切な距離に対する認識が不一致だった。

　肩が触れ合うくらいの距離に異性がいたら、平常心ではいられない。しかも相手は不思議な色合いの瞳を持つ麗しい青年で、命の恩人だ。どうしてもドキドキしてしまう。

「どうしたんだ？　顔が赤いけど……」

　不意にローランドの手が里央の額に触れた。

「な、なっ！　なんですか!?」

　身体がビクリと跳ね、頭がテントにぶつかった。狭い空間には逃げ場がないから、里央は懸命に硬くて大きな手の感覚から気を逸らした。

「熱でもあるのかと思ったんだが、……大丈夫そうだ」

　幸いにしてローランドが里央の挙動をあやしむことはなく、その手はすぐに離れていった。

「ここ二日、いろんなことがあったので少し疲れているのかもしれません」

「ならば、今夜はもう寝てしまおう。……日の出とともに起きて出立すれば、昼のうちにはシャイヴスにたどり着くはずだから」

　二人はさっそく着替えを枕にして、薄い毛布をかけて並んで寝転がる。

　季節は夏だが夜は少し肌寒く、里央は毛布にしっかり包くるまった。

　同じように横に寝そべるローランドが、手をかざした。すると小さな光の粒がそこから生まれ、ふんわりと広がる。

「今、なにをされたんですか？　綺麗な光……」

「これは警戒の魔法だ。……ある程度の質量の動く物体が近づいてきたら、眠っていてもわかるようになっている。大型の野生動物と野盗対策だよ」

　この地には、大型の野生動物や野盗が出る可能性があるのだ。

「さらっと怖いこと言わないでください」

「一緒なら大丈夫だ。こう見えても、私は結構強いんだ。高位の魔法使いがただの人間に負けることはないからね。……もちろん、野生動物にも」

「……そう、なんですか……。ローランド様がそうおっしゃるなら信じます」

　もう彼の放った光はテントの外へと消えていった。けれど声だけで、ローランドの自信が伝わった。無害な虫が近づいただけで顔色を悪くしていた人とは思えない、頼もしい発言だった。

「顔が見えなくても君がなにを言いたいのかわかる。大丈夫だ！　野生の動物も、魔獣も、野盗も……現れたって君に抱きついたりしないから！」

　彼が挙げた大丈夫の範囲に虫は含まれていなかった。つまり、虫が出てきた場合には再び抱きつく可能性があるとも言えた。抱きつかれると困る里央だが、ローランドの弱点はなんだか可愛らしいから、ついおかしくなってしまう。

「……フフッ。頼りにしています、ローランド様。私のこともいっぱい頼ってくださいね！」

「ああ、だが無理をしないように」

　明らかに保護者も兼ねている様子のローランドは、過保護だ。

　彼の態度にこそばゆさを感じながら、里央は瞳を閉じた。

　旅の日程二日目は、里央にとって少しずつこの世界でローランドの従者としてうまくやっていける自信が芽生えた日となった。




◇　◇　◇




　旅の途中でローランドはこの国や魔境のことを里央に教えてくれた。

　この世界の一部には、魔獣たちが暮らす場所があるのだという。伝承によれば、遙はるか昔はもっと混こん沌とんとしていて、力のある古代の王が魔獣たちを一つの森に閉じ込め、世界を分けたらしい。

　アルスタール国の中には、分けられた魔獣たちの世界との境界がある。そして王族は魔境と呼ばれるその場所の管理者でもあるのだという。

　王家に伝わる予言書と呼ばれている書物の中にはこう記されている。




『魔の世界との境界が曖昧になる厄災の年の八の月に、綻ほころびを直す力を持つ乙女が異世界から訪れる。その聖なる力はこの国に百年の安寧をもたらす』




　遣わされる乙女は、高い魔力を持っていて、人間の暮らす土地と魔獣の暮らす土地との境界にある結界を強固なものにしてくれるという。

「今年が先代の〝予言の乙女〟がこの地に舞い降りて百年目。……今は八月だ」

「なるほど……」

　それで里央は、食事前の祈りの言葉がなぜ「百年」なのか、ようやく理解した。

「魔境では小さな魔獣が境界を越えてやってくることがあるんだ。それが今年になってから綻びが広がっているのか、力の強い魔獣が出没するようになった」

　里央たちがめざすのは、その魔境である。

「ではローランド様は領主であるのと同時に、魔境を越えてやってくる魔獣から民を守る役割を負われているのですか？」

「そうなる。私のほかにも多くの兵士や魔法の得意な者が砦とりでを守っている。魔法を使える者は貴重で、とくに強い魔力を持っている王族は、大型の魔獣と戦う義務を負っている」

　彼の言い方だと、ローランドはお飾りの司令官ではなく、強い魔力を有した、なくてはならない防衛の要ということになる。

「それなのに……自ら報告に？」

　現状を知りたければ、知りたいほうが出向けばいいのではないだろうか。そうでないのなら伝令を使えばいい。わざわざローランドを呼びつけるのは、明らかな嫌がらせだった。

「まぁ……、私も立場が複雑だからね。謀反の意志がないことを定期的に示さなければならないんだ。国王陛下とも神官長とも……昔は良好な関係を築けていたと思っていたんだけれど……」

「なんだか嫌な役割ばかり押しつけられているじゃないですか！」

「だが、アルスタール王家の存在意義がそこにあるから」

　魔獣から民を守る力を持っているからこその王族だと彼は主張するのだろう。

　里央としても、多くの権利を持っている者には、それに対する責任が生じるという考えには同意できる。だったら、より多くの義務を果たすべきは、ローランドではなくクラレンスではないのだろうか。

「そんな……」

「……乙女が訪れるまで、王族の誰かがやらなければならないことだから」

　乙女という言葉を聞いて、里央の胸が苦しくなった。仮に〝予言の乙女〟が里央ならば、名乗らないことで誰かが――ローランドが危険に晒さらされるかもしれないのだ。

　本人の同意なしに異世界に飛ばされた。だというのに無理やり役割を押しつけられても困るし、里央にはその覚悟がなかった。

　ただ、怖い――いつかローランドに「君のせいで魔境の人々が苦しんでいる」と言われることを想像してしまうのだ。

　里央は、この世界でたった一人の頼れる人に嫌われてしまうのを恐れていた。

「ほら、あれがシャイヴスの町だ」

　いつの間にか、二人はシャイヴスの町を望める小高い丘の上にたどり着いていた。

　畑に囲まれた小さな町が見える。あたり一帯に、木製の柵が設置されているのが印象的だ。

「あの建物はお城ですか？」

　奥には石造りの大きな建物が見える。町が素朴で可愛らしい雰囲気だからこそ、その城の堅固さが際立つ。

「砦。私の住まいで、これからは君の家になる場所だ。そして、魔境を守る拠点でもある。ちょっとボロボロなんだけど」

「城壁が壊れてしまっていますね……」

　砦から左右に広がるように、存在する城壁。おそらく人間が暮らす世界を守るためのものだろう。

　けれど明らかに意味をなさないものだとわかる。城壁の数ヵ所が大きく破壊されていて、誰でも簡単に壁の内側と外側を行き来できるようになってしまっている。

　足場が組まれ、補修がされている最中だとわかるが、中にはその足場が崩れ落ちている部分もある。

「約半年前、最初の大規模な襲撃のときにかなりの被害が出た。あの頃は私も魔獣との戦いに慣れていなかったから……死者も多く出してしまった……」

　壊れた城壁の先には森が広がっている。ただし、一部の木がなぎ倒されていて、かなり荒れているのがわかった。そして森の遙か先、十キロくらいは離れているだろうか――突然、木々が消失する場所がある。パッと見た印象では霧が立ち込めているように感じる。けれど、注意深くその先を確認しようとすると意識が削そがれる心地だ。

　空間が存在しているはずなのに、光の屈折がおかしい。長時間眺めると目眩が起きそうな不思議な場所だった。

「見えるかい？　あの霧の向こうが魔物の棲む場所なんだ。……本来なら」

「本来なら……？」

「霧より手前は、人間の土地だ。今でも森で仕事をする者は多いけど、大型の魔獣が出るようになってしまった。境界が曖昧になった……ということだ」

　馬に揺られ、町の入り口までたどり着く。

　歩いているのは、一般人よりも圧倒的に兵士が多かった。二人を乗せた馬が近づくと、通りを歩いている子供が手を振り、兵士は敬礼をしてから近づいてきた。

「大公！　お帰りなさいませ」

「長旅お疲れ様でした」

「その少年は？　どっから連れてきたんですか？」

　近寄ってくる者たちの明るい表情から、ローランドがこの魔境で慕われているのがすぐにわかる。

「ああ、ただいま。この子はリオというんだ。いろいろあって、私の従者にした。働き者だからよくしてやってくれ」

「よろしくお願いします」

　里央は馬上から近くにいる兵士たちに向かって挨拶をした。

「おう！　頑張れよ」

　彼らも里央が女性だとは露ほども思っていないようだ。

「大型魔獣の襲撃はないようだな？」

　一人の兵士にローランドが問いかける。

「はい。小物ばかりで人的被害は出ておりません」

「それはなによりだ……。よかった」

　兵士との会話を終えると、砦へと向かう。里央たちの進む道の真正面には破壊された城壁がある。

　木製の足場が組まれていて、周囲には補修のために働く者たちの姿が確認できた。

　近くで見ると、城壁の先はひどい有様だ。森の一部は破壊され、倒れている木は黒く変色し、腐っているように見えた。

「魔獣の体液は、大地を腐らせる。優秀な魔法使いが浄化をしているが、なにせその辺から魔獣が湧いて出てくるものだから、間に合わない」

「……あれ？　ローランド様、あれはなんですか？」

　森の奥で、なにかが揺らめいた気がした。黒っぽい影――もしくは蜃しん気き楼ろうのような揺らぎだ。

「あれ、とは？」

「えっ？」

　次第に濃くなってきているのに、ローランドには見えないのだろうか。

　黒い霧はやがてはっきりとした形になり、それを突き破り大きな角が見えはじめた。

「ローランド様！」

「ああ、魔獣――しかも、これまでで一番の大型魔獣だ」

　見た目はイノシシに似ていた。全身が苔こけで覆われているような深い緑の身体、頭には一本だけ角が生えている。体高は四メートルくらいある、ちょうど大型のゾウと同じだ。脚が短いぶん、体重はもっとあるはずだ。

「あれが、……魔獣……」

　あまりに大きく、恐ろしい。瞳は濁り、異様な殺気を放っている。到底人間との対話が可能な生き物ではなかった。

「間に合わない……っ！　リオ！　摑まっていろ、絶対に振り落とされるな」

　言葉と同時に、ローランドが両手で手綱を握った。馬が駆け出す。

　里央を下ろして、安全な場所まで走らせる余裕がないほど、間近に魔獣が迫っていたのだ。

　恐怖で震える手で、里央は必死に鞍の前にある持ち手を握り続けた。恐ろしいのは馬の全速力だけではない。ローランドが向かう先は、城壁の向こう――魔獣の方向だ。

「大丈夫、私から離れなければ絶対に……大丈夫だ」

「はい……っ！」

　見張り台にいた兵士が警鐘を鳴らす。頭に響く不快なその音が、ここが戦場であることを里央にわからせた。

（ローランド様の邪魔をしない、……邪魔をしない！　邪魔を……）

　泣き叫んで、戦場から逃げ出したい気持ちを必死に抑え込む。やがてイノシシ型の魔獣が壊れた城壁に突進してくる。このままでは里央もローランドも馬ごと魔獣の体当たりを食らうことになる。

「――ひっ！」

　もうだめだ、と覚悟して里央が魔獣から目を逸らした瞬間、周囲がチカチカと光り、バリバリという音が鳴り響いた。里央の背後から伸ばされたローランドの手から雷のようなものが放たれて、魔獣に直撃する。イノシシ型の魔獣は身を痙けい攣れんさせ硬直し、そのまま横倒しになって絶命する。

「まずい！　魔獣が……」

　ほっとしたのも束の間、森の奥にできた暗い穴から、犬型の魔獣数匹が飛び出してきた。すばしっこい魔獣は、ローランドを避さけて別の破損箇所から城壁の内側に入り込んだ。

「クソ！　どこから湧いてくるんだ」

　誰かが叫んだ。城壁を越えた魔獣は兵士たちが束になってかかり、対処している。

（見えないの……？　だって、あんなにはっきり……）

　里央にはイノシシ型の魔獣がこじ開けた場所から、それよりも小さな魔獣がおこぼれに与あずかろうとして我先にと飛び出してくる姿が見えていた。

　穴はゆっくりではあるが自然に小さくなりつつある。おそらく、人間の世界と魔獣の世界を隔てている結界には自己修復機能があるのだろう。

　けれど、イノシシが巨大すぎたため、閉じるには時間がかかりそうだった。

「城壁を突破されても落ち着いて対処するんだ。魔法使いは後方から敵を狙え！　それ以外の者は魔法使いを守ることを優先しろ」

　ローランドは最前線で、圧倒的な魔法の力で魔獣を倒しながら兵士に指示を出す。

「危ない！」

　兵士の一人に、犬型の魔獣が飛びかかった。里央は叫んで、無意識に手を伸ばす。自分の中から力が生まれる感覚がして、それが弾はじけた。

　すると魔獣はなにかに弾かれたように飛ばされて、そのまま霧となって消えた。

「ありがとう、助かった！」

　襲われる寸前だった兵士は、後方の魔法使いに向けて礼を言ってから剣を構え直し、新たな襲撃に備えた。

「お……おう？」

　魔法使いは首を傾げながらも、自分ではないという否定をしなかった。戦場では事実の確認をする暇などないのだ。

（今……私がやったのよね？　手が熱くなった……）

　自分が〝予言の乙女〟である可能性は里央もわかっていた。そして乙女は強い魔力を持ち、この国に百年の安寧をもたらす存在だということもローランドから聞いていた。

　もしかしたら自分は今、咄嗟に力を使ったのではないのだろうかと、手のひらをじっと見ながら考える。

　確証はない。それでも、可能性があるのなら試してみるしかない状況だ。

（あの穴をどうにかしなきゃ……）

　ローランドが小型の魔獣に気を取られている隙に、里央はこっそり遙か先にある黒い穴に向けて手を広げる。

（閉じて！　お願いだから、こっちに来ないで）

　先ほど、ただ目の前の人を助けたいと強く思っただけで力が使えた。ここで戦う人たちとローランドを助けたい。そう思う気持ちでまた胸が熱くなる。

　里央はしっかりと目標を見据え、ゆっくりと手のひらに力を込めた。

　ゆらゆらとしていた境界が、みるみるうちに小さくなっていく。すると噓のように新たな魔獣は現れなくなった。

（これが……私の……〝予言の乙女〟の力なんだ……）

　その肩書きがどんなに不本意でも、もはや認めるしかなかった。

　予言書に記された言葉を使うなら、里央は「綻び」を修復したということになる。それでローランドの手助けができたのだから、今は授かった力に感謝すべきだ。それなのに喜びはなかった。

（この力、隠さなきゃ……！）

　誰かにバレてしまったら、自分を殺そうとしたクラレンスのところへ連れていかれる。想像しただけでも恐ろしかった。

　その後の戦闘は一方的だった。帰る場所を見失った魔獣は、ローランドと砦の兵士たちによって駆逐されていった。

　城壁の周辺と畑の一部に倒された魔獣が転がっている。黒い血が大地を穢して、それに触れた農作物が枯れていた。

　小型動物の死骸すら、めったに見たことがない里央にとって、その光景は現実離れしていた。だから実感が湧かず、案外冷静だった。

「皆、よくやってくれた。……まずは怪我人の手当てだ。それから魔獣の死骸を処分してくれ」

　戦闘が終わっても、まだ休めない。ローランドの指示で、無傷の者は怪我人を運び、皆が後処理をはじめた。

「あんな大型の魔獣が出たのに、こちらの人的被害がほとんどないだなんて奇跡だな」

　作業中の兵士がそう言った。パッと見た印象では、怪我をした兵士も自力で歩ける様子だ。

「俺たちかなり強くなったんじゃないか？」

「馬鹿言え！　大公のお力だ」

　命の危険に晒されたというのに、兵士たちの表情は明るく、冗談を言い合いながら働いている。彼らはきっとローランドの強さに支えられているのだ。

（頼りない部分があるのに、本当に強いんだ……不思議な人……）

　ずっと彼に背中を向けているため、声しか聞いていない里央だが、彼の指示が的確であるのはよくわかった。率先して最前線に立つが、決して無謀ではない。皆を守れるという自信があるからこその行動だ。

　ローランドは騎乗したまま兵士への指示と危険箇所の再確認をした。そして一通り周囲を見回ってからようやく砦に向かった。

「ローランド様は、すごい人だったんですね？」

「……そんなことない。虫嫌いの左遷大公だから」

　戦闘が終わると、ただの優しいいつものローランドになった。もう少し偉そうにしても罰は当たらないはずなのに、里央がほめると照れて、冗談半分に自虐的な言葉を口にする。

「さあ、帰ろう……。君にも休息が必要だろう。大丈夫だったか？」

「はい……」

　里央は反射的にそう答えたが、本当は混乱して大丈夫かどうかもよくわからなかった。

　砦の前にたどり着くと、ローランドが先に馬を下りた。里央もそれに続こうとしたが、鐙に足をかけたところでフッ、と力が抜けてしまいそのまま馬から落ちそうになる。

「リオ！」

　ローランドが受け止めてくれる。ヒビが入っている左腕に力を込めてしまったのか、低いうめき声を漏らした。

「ごめんなさい！　怪我をしているのに」

「気にしなくていい。怖かっただろうに、よく頑張ったね……」

　優しい声だったが、わずかに眉間にしわが寄っていた。怪我のことで里央に心配をかけまいと、痛みをこらえているのだ。

　彼に指摘されてから、里央は、本当に怖かったのだと自覚していく。

　まだ震えが収まらない身体をローランドは右腕でしっかりと支えてくれた。温かくて安心できる腕だ。ぬくもりを感じると、ちょっとだけ泣きたくなった。

　そのまま砦の中に足を踏み入れる。外観は堅けん牢ろうな印象だったが、かなり古い建物で明らかに手入れがされていなかった。

　例えば窓枠がちょっと浮いていたり、扉があったはずの部分に扉がなく、ネジ穴だけ残っているとか――そういう細かい部分だ。

　建物自体は丈夫そうだが、これではローランドの大嫌いな虫が砦の中に侵入するだろうし、冬は寒いはずだ。

　何人かの兵士とすれ違いながら、ローランドの私室に到着した。三階建ての建物の最上階、続き部屋がいくつかある広々とした部屋だった。

　ただし、ベルベットのカーテンが色あせていたり、窓ガラスの一枚が割れてとりあえず板で塞いであったりと、主人の部屋らしからぬ状態だった。

　あまりにもボロボロで、ローランドのことが気の毒になってくる。

　ローランドは、里央をメインルームのソファに座らせる。そのままでいるように命じてから、一度部屋を出ていった。しばらくすると、飲み物が載せられたお盆を手にし、戻ってくる。

「ほら、甘いプルプァオレンジの果実水だ」

　プルプァという品種の部分だけはアルスタール語で聞こえたが、その果実水は里央の知っているオレンジの香りとほぼ同じだった。

　疲れて喉が渇いていた里央はありがたくそれを受け取り、一気に飲み干す。

「ありがとうございます。……私、ご迷惑をかけてしまいました。最初から危ない場所だと聞いていて、無理やりついてきたようなものなのに」

　ローランドは首を横に振る。そのまなざしは穏やかで、はじめて戦場を目にした里央を気遣ってくれているのが伝わった。嬉うれしいのに、なんだか落ち着かないと感じるのは、主従関係としては間違っているからだろう。

「旅のあいだ、君には随分助けられた。……気にする必要はないよ。もう少し休んでいたらどうだ？」

「いいえ！　私はローランド様の従者ですし、兵士の皆さんだってまだ休んでいないじゃないですか……。見ていただけの私が休むなんてだめです！」

　彼に甘えて、役割を果たさないのは嫌だった。だから里央は立ち上がって、もう大丈夫だとアピールする。

「だが……」

　ローランドは里央の強がりを見抜いているのか、納得していない様子だ。

「なにかしていたほうが気が紛れるから大丈夫です」

　油断するとあの真っ黒に染まった土地や、横たわる魔獣の死骸が浮かんで、里央の手は震えてしまう。ただなにもせずにいたら、余計に思い出してしまう気がした。空元気でもいいから笑っていれば、それが本当になると思った。

「そこまで言うのなら……。では、まずこの部屋の説明からしようか」

　ローランドは彼の部屋を案内してくれた。メインルームにはソファ、それから食事用のテーブルと椅子がある。現代日本風に言えばリビングダイニングとなるだろう。

　ほかにはいくつかの続き部屋がある。寝室、書斎、衣装部屋、お茶をいれるための小さなキッチン――そして従者用の部屋もあった。

　里央の私室となるその場所は、メインルームと廊下、それぞれに繫がる扉があった。窓は小さく部屋は狭いがシーツなどを用意すれば、すぐに住めそうだ。

　最後に案内されたのは水回り――バスルームだった。

「私専用のバスルームなんだ」

　さすがに砦の司令官である大公の部屋に備えつけられている風呂のため、広さは十分だ。けれど砦の内装と同じく装飾はほとんどなく、無骨な印象だった。

「どうやってお湯を出すんでしょうか？」

　蛇口のようなもの、固定されたシャワーのようなものがあり、構造は地球のそれに似ていた。

　旅の初日、里央は宿に泊まったが、そのときに見た蛇口は回転型水栓がついたものだった。異世界と日本では発達している部分にいろいろと違いがあるのだが、アルスタール国は公衆衛生のしっかりしている国だ。ある程度の規模の町ならば上下水道が完備されていた。

（でも、宿で見たのと形が違う……）

　あるのは管だけで、レバーや回転式の水栓はない。代わりに、バスルームの壁に丸い石が埋まっている。

「それは、魔法で――」

　ローランドが説明を終える前に、里央はその石に触れてしまう。すると、固定式のシャワーから勢いよく水が噴き出した。運悪く、シャワーの真下にいたのはローランドだった。

「――魔法で、湯と水が出ると言おうとしたんだけど……」

「ごめんなさい、ローランド様！」

　すぐにタオルを取ってきて、彼の顔についた水滴を払う。綺麗な銀髪が濡ぬれて、肌に張りついている。それを煩わしげにかき上げる姿が麗しい。

（……アメジストみたいな瞳）

　ふと目が合った瞬間に、うっかり見とれて、一瞬手が止まってしまった。里央はすぐに我に返り、赤く染まった頰を隠すため、うつむきながら続きをする。

「どうせそろそろ入浴しようと思っていたから、真面目に拭き取らなくていいよ。魔法で湯と水が出る仕組みになっていて、君には使えないと説明するつもりだったんだけど……。君は魔力を持っていたんだね」

「そうみたいです。私の国にはそういう概念がなかったので、知りませんでした」

「概念がない？　そんな国もあるんだな……」

「はい」

　噓ではなかったが苦しい言い訳だろうか。魔獣との戦いでもそうだったが、この国では皆が魔法を使えるわけではないらしい。里央が魔法を使えることが知られたら、祭壇のある森をさまよっていた真相に近づいてしまわないか、彼女は不安だった。

　幸いにしてローランドは少し首を傾げただけで、深く追及してこない。

「魔力を持っているのなら、せっかくだから魔法の使い方を学ぶといい」

　それからローランドは水の出し方と温度調節のやり方を教えてくれた。壁には二つの石が埋められている。一つは固定式のシャワー用、もう一つは浴槽上部にある蛇口用だ。

　一度触れると魔力が吸い取られ、お湯が出る仕組みだ。もう一度触れると止まる。そして石を取り囲むようにダイヤルがあって、それで温度調節ができる。最初はパイプに溜たまった水が出てきてしまうため、温度が安定するまで少し時間がかかるのも、日本にあるシャワーとそう変わらない。

　さっそく実践してみようと、里央は意識を集中して蛇口側のボタンに触れてみた。

　魔力を吸い取られるのは、身体の中にある熱を奪われるような心地だった。一旦手を離すと、蛇口から浴槽へ向けて勢いよく水が落ちていく。ほんの数秒でお湯に変わり、湯気が立ちはじめた。

　この砦にはほかにもいくつか同じようなスイッチがあるため、わからないものはどんな役割かを確認してから押すようにと注意がされた。

「うん。……やはり君には才能がある。私は教師としては向いていないだろうから、近々砦の魔法使いを紹介しよう」

「本当ですか？　魔法を使えたら、もっとローランド様のお役に立てますよね？　……そうなれたら嬉しいな……」

「ハハッ、真面目に考えすぎだ。ありがたいけれど、君はもっと自分を優先していいよ。……子供なんだから」

　ローランドはコツンと里央を小突いた。

「だって……」

　子供ではないから――とは言えず、里央は小突かれた場所を手で押さえるだけで、なにも言えなかった。

　説明が終わると、ローランドの入浴の時間だ。

　季節は夏だが、そのままにしておくのはよくないだろう。

「悪いが、服を脱がせてくれ」

「え!?」

「どうしたんだ？　濡れていると脱ぎにくいし、入浴の手伝いをするのは従者の仕事だろう」

　さも当然のことのように彼は言う。

　里央は映画やドラマ、小説で得た知識をもとに高貴な人物の入浴がどのようなものか推測してみた。もちろん地球の常識がどこまでアルスタールで通じるかは定かではないが、今のところ異世界からやってきたことを疑われない程度には、似ている。

　百年ごとに乙女が訪れている国だから、王妃となったはずの乙女の影響を受けているのかもしれない。

（確か、服は自分で着ないとか……？　入浴も、背中を流してもらったり髪を洗ったりしてもらうのが当たり前なのかも……そういうシーン、たまに見たことある）

　上様、お戯れはおやめください――そんな言葉が浮かんだ。

　江戸時代の大奥で、御お湯ゆ殿どのという下働きの女性が将軍のお手つきになった例がある。本人にとってはシンデレラストーリーかもしれないが、大奥に住まう正室や側室はたまったものではなかったはず。それで途中から、将軍の入浴の世話は小こ納なん戸どという男性の側仕えが担うようになった。

（つまり、ローランド様が上様で、私が小納戸――上様の入浴を手伝うのは当然……）

　設定上、里央は主人と同じ性別の少年だ。ここで嫌がるのは不自然だった。

　里央は諦めて自らの責務をまっとうすることにした。

　まずはローランドの着替えや風呂上がりにまとうローブを用意する。それから脱衣所でシャツとズボンの裾を何度か折り、濡れてもいいように準備を整えた。

「それではローランド様、失礼いたします。包帯と湿布も取りますよ？　ずっとしているとかぶれてしまうので」

「ああ、そうしてくれ」

　男性の、しかも異世界の服を脱がせた経験などない。里央は戸惑いながらゆっくりローランドのシャツに手をかけた。

　細身ではあるものの、ほどよく筋肉をまとう胸、それからしっかり割れた腹筋があらわになる。

　剣を扱うからだろうか、肩はがっしりとしていて、着痩せする印象だ。

　直視するべきではないのに、つい気になりチラチラと観察してしまう。動揺を勘づかれてはならない。平静を装って、ローランドのズボンに触れる。見たらドキドキしてしまうし、見なければ脱がせられない。

（あぁ……。どうしたら……！）

　迷ったあげく、里央は薄目で狙いを定めたあと、目をギュッと閉じて下した穿ばきごと一気にそれを下ろした。ズボンを片づけるふりをしながらローランドに背を向けて、とにかく彼の正面を見ないように心がける。

　裸になったローランドがバスルームのバスチェアに座った。固定式のシャワーは座った状態だと高さが合わない。それに、スイッチを入れた直後は水だ。

　里央は桶おけを使って浴槽の湯を汲くんで、ローランドの身体が驚かないように手加減しながらかけていった。

　スポンジや石けんも用意されていた。里央はそれらを使い、手早く髪から順番にローランドを洗っていく。

　背中が終わったら、前に回る必要がある。

　ローランドは裸を見られることにあまり抵抗はない様子だ。おそらく城で暮らしていた時代は側仕えが同じようにしていたのだろう。

　今現在、自分でなんでもしてしまいそうなローランドが、なぜ風呂の手伝いを里央にさせたのか。

　一つは怪我をしていて、できるだけ腕を使いたくないからだ。そしてもう一つ、戦場を目の当たりにした里央が、気を紛らわすための仕事を欲していたからかもしれない。

　せっかくもらった仕事なのだから、精一杯こなしたい。けれど、どれだけ自分に言い聞かせても、顔が赤くなるのは止められなかった。

「し、失礼します」

　顔を隠すためうつむいたまま彼の正面へ移動すると、なにか見てはいけないものが視界に入りそうになる。慌てた里央はパッと顔を背けた。

「なんでそんなに挙動不審なんだろうか？　男同士なのに……」

　ローランドが不思議そうに里央を見つめた。

「……あの、じつは……私の祖国では同性にもできるだけ素肌を見せないようにする風習があって……それで……」

　里央は咄嗟にそんな言い訳をした。

「それは……知らずに悪いことをした」

「いいえ、郷に入れば郷に従えと言いますから！」

　里央は頭の中で「従者、従者、私は従者」と念仏のように唱えながら雑念を追い払う。

　落ち着いたところで、にっこりと笑顔でごまかしてやる気を伝えた。たくましい肩、胸、それから腹回り――。真剣に主人の身体を清めていった。

　次は腹と太もものあいだだ。そこには当然、男の人にしかついていないものがぶら下がっている。

　現代に生きる里央は性行為の経験はなかったが、男性のその部分がどうなっているのかは当然知っている。だからといって、無心でいられはしなかった。

　もう一度「従者、従者……」と唱える。なんとか仕事だと思い込めば、股のあいだにある物体も次第に気にならなくなっていく。

「リオが努力家なのはわかった。だが、そんなにじっくりソコを見ないでくれないか……？　その部分は自分でやるからっ！」

　手が股間に触れそうになる寸前で、焦った様子のローランドの声が里央を引き留めた。

「ご、ごめんなさい……！　びっくりして。大人の男の人の……見たことなかったので」

　里央は、王侯貴族は仕える者に裸を見られてもなにも感じないのかと思っていたのだが、そうではなかったらしい。ローランドの中にも羞恥心はちゃんとあったのだ。

「きっとリオも、もう少し大人になればこうなるから安心して」

「は……はい……」

　わずかな哀れみが含まれていたような気がするのは里央の気のせいだろうか。ローランドは嬉しくもない励ましの言葉をくれた。

　身体を洗い終えたローランドが浴槽の湯につかったところで、里央は一旦下がろうとした。

「待ってくれ。……言い忘れていたのだけど、魔法が使えるのならリオもこのバスルームを使っていいよ」

「でも、仕えている者がご主人様と同じお風呂を使わせていただくわけには……」

　意外な提案に里央は驚いた。

「裸を見られることに慣れていないんだろう？　入浴くらい、心が安まるほうがいいだろうから」

「いいんですか……？」

　じつは里央が今後の生活で一番不安に思っていた部分だった。

　アルスタール国の庶民には毎日風呂に入る習慣はなさそうだ。初日に泊まった宿でも、野営でも、入浴をしなかったのだ。

　この国で生活していく上で、里央は誰にも裸を見られるわけにはいかない。ローランドの私室に備えつけられているバスルームを使えるのなら、その危険性は格段に低くなる。

「ぜひそうしてくれ。じつは君のためだけの提案じゃないんだ。砦には共同の浴場があるんだけど、……君はちょっと危うい気がする……なんとなく……」

　ローランドが里央の姿をじっと見つめた。

　里央にはしっかり者だという自負がある。この世界の常識はわからないが、そんなに隙があるとは思えなかった。言動も、行動も、慎重だ。だからこそ性別をうまく隠せていたはずだった。

「危うい？　私って、どこか変ですか？」

　もしかして、ローランドは従者の性別を疑いはじめたのだろうか。内心ひやひやしながら、里央はわからないふりをして問いかけた。

「小柄だし、顔立ちも可愛らしい印象だから、……守ってあげねばと感じるというか……。砦は男ばかりだし、町にも女性が少ないから……伝わらないだろうか？」

　ローランドらしくない、まどろっこしい言い方だった。つまり口にするのが恥ずかしい理由なのだろう。それでようやく里央は彼の言わんとすることを察した。

「……あ、……えっと……。はい、なるほど。わかりました」

　衆しゅ道どう――そんな言葉が里央の中に浮かんだ。現代日本人だから、ボーイズラブ的な展開をきちんと想像できた。

「兵士は信頼できる者ばかりだ。だけど大人の男には狼おおかみの部分もあるということを忘れないで。ウサギがいない環境に子犬がいたら、理性を抑えられない場合もある」

　ローランドの言葉に里央は頷いた。

（……よかった、ローランド様が織田信長じゃなくて！）

　織田信長と森蘭丸はそういう関係だったというし、里央が少年の姿をしているからといって、絶対に安全とは言えないのだ。

「気をつけます」

「そうしてくれ。あと、……一つ言っておくが、客観的に君は危ういと感じただけで、私が君にそういうことをしたくなったわけじゃないからな！　そこは勘違いしないでほしい」

　ローランドはなぜか必死だった。真面目な彼ならば、趣味嗜し好こうがどうであれ、里央が嫌がることはしないだろう。セクハラやパワハラもありえない。

「わかっております。ローランド様」

「ならいい……」

　里央はひとまず優しい主人の計らいで、性別の件が露見しにくくなったことを喜んだ。
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　里央は砦の中を見て回り、住人の何人かに挨拶をした。それから、主人の部屋に戻ってバスルームを使わせてもらう。最後に夕食を食べて、与えられた従者用の私室で眠りにつく。まだ寝間着を買っていなかったので、従者の服装のままでの就寝だ。

　シーツはガサガサだが清潔だった。この砦は不思議な場所だ。かなり大雑把な部分とそうでない部分の差が大きいのだ。理由は里央にもわかっている。魔獣の討伐と兵士の健康管理など、優先すべきことで手一杯なのだろう。

　シーツが清潔に保たれているのは、砦で暮らす者が病気にならないため。けれどガサガサなのは、定期的に買い替える余裕がないせいだと察した。

　窓の補修が板で塞ぐだけだったり、隙間風がひどかったりする。そのわりには清掃だけはきちんとされている。予算のない中で住みやすくする努力をしているのだと砦の中を一通り見て回っただけでなんとなく伝わった。

　これからこの砦が里央の家になる。

　右も左もわからない異世界で、職と住まいを獲得できた里央は運がいいはずだった。

（これから、ここが私の……。もう、帰れないかもしれない……）

　友人はそれなりにいるが、里央には家族がいない。家だって大学進学をきっかけに引っ越して一年暮らしていないアパートだ。今まで暮らしていた世界に、絶対に戻らなければならないほどの強い思いを彼女は持っていないはずだ。

　それでも帰りたいと思う。里央は今まで、自分の生活を安定させるために必死に努力してきた。

　あそこには身分の保障と将来の展望があったのだ。

　今はローランドの善意にすがり、なんとか生活できる算段がついただけの状況だ。それも、性別と出身地を偽ることで与えられた仕事だ。

　日本のこと、そしてこれからの生活について考えているうちに、この世界に迷い込んだ原因となった声が頭の中に響いた気がした。

（あの声……本当に困っていて、助けを求めていると感じたのに……）

　だから里央は恐怖心を抑え込んで、声の主を探そうとした。この地に呼び出したはずのクラレンスがあんな人間だと知っていたら、絶対に暗がりに足を踏み入れるような危険なことはしなかった。

　見知らぬ場所に引き込んだ相手は、里央を必要としていない。おそらくクラレンスは〝予言の乙女〟については必要としているのだろう。けれど、里央は魔法を使うためだけに存在する人形ではないのだ。

「……うっ、……うぅっ……帰りたい……」

　この世界に来て、今夜がはじめて一人で眠る夜だった。旅のあいだは先のことまで考える余裕がなかったのだ。

　望んで魔境へやってきたのに、大きく凶暴な魔獣が恐ろしかった。

　そして、あの魔獣をどうにかする役割を負わされているのにも納得がいかなかった。

　薄い毛布を頭からかぶり、里央はその中で嗚お咽えつを漏らす。

　一度気分が落ち込むと、どう言い聞かせても前向きに考えられない。里央はいつだって、しっかり者でいようと頑張れるはずだった。

　こんなのは自分らしくない――そう心の中で唱えても、まるで効果がない。

「リオ……開けていいだろうか？」

　そのとき、部屋の外からローランドの声がした。

「え……っ、待って……！」

　制止する前に扉は開いてしまった。里央は咄嗟に飛び起きて、そのせいで彼に泣き顔をばっちり見られてしまう。

「泣いていたのか？」

　問いかけながら、ローランドはベッドの横までやってきて、そこへ腰を下ろした。

「ごめんなさい。うるさくしてしまいましたか？」

　声を抑えていたつもりだったのに泣き声が外に漏れていたのだろうか。

　けれどローランドは静かに首を横に振る。

「昼間、明らかに無理をして明るく振る舞っているようだったから気になって……」

　それで、わざわざ確認しに来てくれたのだ。

「……私、住む場所をもらえて、きっと安心したんだと思います。そしたら急にさびしくなって……。それに危険な地だとわかっていて、それでも一緒に行きたいって言ったのは私なのに……はじめて魔獣を見たら、やっぱり怖かった……」

　主人に心配をかけるなど、従者として言語道断だ。咎とがめられても仕方がないはずだが、寛容すぎるローランドはそんなことはしない。大きな手が伸びてきて、里央の頭を撫でた。

「魔獣が恐ろしいのは当たり前だ。私だって最初は怖かった。それに、ここへ来て一年も経つが、隙間だらけの砦にも、大味な食事にもぜんぜん慣れない。城で王子として育ったからね……」

　彼は自分のだめなところをわざと挙げ連ねる。怖がるのも、さびしがるのも、当然なのだと認めてくれる。

「でも、この砦の修繕が必要な箇所が放置されているのは、魔獣対策を優先しているからですよね？」

「まあ、そうだね」

「悔しくはないのですか？　本当ならローランド様は都のお城で暮らしていたのでしょう？」

　彼はどれだけの理不尽を今まで味わってきたのだろうか。

「王族が贅ぜい沢たくな暮らしを許されているのは、この国を守る力があるからだ。……義務を放棄したくない」

　揺るぎない意志がそこにあった。ローランドは強い。単に魔法が使えて、魔獣を倒す力を持っているというだけでなく、人として強い。

（ローランド様のためなら、頑張れるのに……きっと、私だって強くなれるのに……）

　出会って間もない里央でもわかる。ローランドはいつも正しいのだと。けれどそのせいで、貧乏くじを引いているのだろう。そんな彼に里央はなにがしてあげられるだろうか。

「それなら私、従者のお仕事を頑張りますね！　ローランド様が快適に過ごせるように」

　努めて明るく言うと、ローランドはほほえんでくれた。彼のおかげで里央の涙も止まった。

「ああ、私が魔獣からリオを守ってあげる。……だから、君は虫から私を守ってくれ……それが約束だろう？」

「ローランド様ったら、魔獣より虫が怖いなんて……おかしい……フフッ」

　まだぎこちないものの、里央は笑顔になれた。
















「リオ……できればいつも笑っていてほしいけれど、無理はしなくていい。つらいときは泣いてもいいんだ。全部流してしまえば楽になるかもしれない。……そもそもどうして我慢する必要があるんだ？」

　せっかく泣きやんだのに、ローランドは里央の涙を止めるためにここへ来たわけではなかったらしい。彼の年少者を慮おもんぱかる優しいまなざしと言葉がとどめだった。感情と一緒に再び涙が溢あふれ出す。

　この先への不安と、優しい言葉への感謝が入り交じり、悲しくて泣いているのか嬉しくて泣いているのか、曖昧になっていく。

　泣いていいと言ってくれたのは、彼にも同じ経験があるからではないのだろうか。里央はなんとなくそう思った。

　そのとき彼のそばには誰か支えてくれる人がいたのだろうか。

「ローランド様が悲しいときは……、言ってください。そのときは、……絶対に、私が……」

「ああ、お互い様ということにしよう」

　里央は彼の胸を借りひとしきり泣いて、いつの間にか眠ってしまった。

　泣きながら里央が考えていたのは、ローランドのことだった。

　彼を守りたい。苦手な虫からだけではなく、過酷なこの役割からいつか解放されるようにしたい。

　彼が悲しまないように、魔境の人々も守りたい。誰も傷つかないでほしい。

　そう強く思っている自分に気がついた。 
















第三章　従者の心得！




　砦での一日がはじまる。泣きながら眠ってしまったせいで、目が腫れぼったい。里央はまず顔を洗い、寝癖を直して身だしなみを整えた。

　改めて、ローランドの力になるという決意をした里央がめざすのは、森蘭丸、もしくは石いし田だ三みつ成なりだ。誠心誠意主人に仕え、頼りにされる従者になりたい里央の朝は忙しい。

　昨日、調理場がどこにあるのかは確認済みで、料理人とも挨拶を交わしている。

　里央が調理場を覗くと、そこは修羅場だった。砦には四人の料理人がいて、生活をしている二百人の兵士の食事を三食用意しなければならない。

　昼夜を問わず警戒が必要な任務だから、当然兵士には夜勤の者もいる。料理人もそれに合わせ、日に四度の食事を提供している。交代で休みを取るため、比較的メニューの少ない朝食作りの現場にいるのは二人だけだ。

「おう！　リオ君だったな。悪いが、そこの大皿から、好きなものを適当に持っていってくれ」

　予算も人員もギリギリの砦では、大公のためだけに朝から豪華な料理を作るはずもない。豪快に盛られた一般の兵士用の大皿から、ローランドや里央のぶんを取り分けるということのようだ。

「はい、いただきます」

　ローランドは辛いものがやや苦手らしいが、好き嫌いはあまりないとのことだった。茹でた野菜、厚切りのベーコン、丸いパン、とバランスを考えながら皿に盛りつけた。それをトレイに載せ、部屋へと戻る。

　里央は自分のぶんの料理を従者用の私室に置いてから、ダイニングテーブルに飲み物やカトラリーを並べた。

「おはようリオ」

　ゆったりとガウンを羽織ったローランドが姿を見せる。

「おはようございます、ローランド様。ちょうど朝食の用意ができました」

「早起きだね」

「はい！」

「元気そうでよかった。……さっそくいただくよ」

　ローランドが席について、ナイフとフォークを持った。野菜を一口食べたあと、厚切りのベーコンをカットしようとする。わずかに顔をしかめる瞬間を里央は見逃さなかった。硬いベーコンを押さえるためにフォークを使うだけで、腕が痛むのだ。

「すみません、小さく切ったものをお出しするべきでした。今日は私がカットしてもいいですか？」

　もしかしたらアルスタールの食事マナーではだめなことかもしれないが、怪我人ならばきっと許されるはずだ。

「じゃあ、頼めるだろうか？」

「喜んで」

　里央は一旦皿をローランドの正面からずらし、隣の席でベーコンにナイフを入れた。豪快なブロックは脂身が少なめでかなり硬かった。食べやすい大きさに切ると、ローランドが口を少し開けて、催促した。

（あーん……ってやってほしいの……？）

　きっとただ面倒だからそうしているだけだろうに、里央は落ち着かない。性別を偽っているために起こる弊害だった。

　フォークを持つ手が震えないように注意しながら、促されるままベーコンを主人の口元に運んだ。

　ゆっくりと咀そ嚼しゃくしていく様子を、つい眺めてしまう。

「……おいしい。ありがとう。ところで君の食事は？　もう済ませたの？」

「いいえ、ローランド様がお仕事をされているあいだにいただくつもりで……」

　里央は従者用の部屋の扉にチラリと視線をやった。

「こちらに持ってくればいいだろう？　旅の途中もそうしていたじゃないか」

　今更なぜ遠慮するのかわからない、とでも言いたげだった。

「あれは、そうするしかないと思ったからです」

　移動に多くの時間を割くために、主人と同じ席で食事をとるのは仕方のないことだ。

「今日は城壁の見回りに行きたいし、君にも町を案内したい。……効率を考えよう。それに、正直一人の食事はつまらないし、わざわざ時間をずらす合理性もない。ここの料理人だって冷めないうちに食べてほしいだろう」

　里央はしばらく考えた。おそらく、主人と従者は同じテーブルを囲まないというのはこの国でも通用する常識なのだろう。けれど、そもそも主人と仕える者の食事内容が一緒というこの砦の資金不足と人員不足から判断すれば、ローランドの言葉に従ったほうがいいのかもしれない。

「はい、仰せのままに」

「よろしい」

　里央は私室から自分の食事を運んで、ローランドの向かいの席に座った。里央はこの世界に来てから、それまでの何倍も食事の時間が好きになっていた。
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　朝食を終え、ローランドの着替えや包帯の交換を手伝った里央は、予定どおり町へ向かった。

（閉まっている店が多いのね……？　きっと、ここを去った方もたくさんいるんだ……）

　魔境シャイヴスの町は華やかなアルスタールの都と比べ、のどかで可愛らしい、小さな町だ。けれど残念なことに、少し歩くだけで魔獣被害の痕跡が見て取れた。

　まず魔獣が城壁を越えて入り込んだ土地が腐っている。腐った土地は杭くいとロープで仕切られて、立ち入り禁止になっていた。

　そして、メイン通りを歩いても閉まっている店が多い。開店前や休業ではないというのは、窓と扉が木の板で塞がれていることから察せられた。

　魔境から離れた場所に伝手のある者や、裕福な者はこの土地を離れたのだろう。

　それでも、残った住人たちは皆明るく振る舞っている。

　領主であるローランドに気軽に声をかけて、商いのこと、農作物の収穫のことなどを相談している。昨日のローランドの戦いを町の人々が賞賛する声も聞こえた。里央はただの従者だが、自分のことのように誇らしかった。

　やがて、城壁の補修が行われている場所の一つにたどり着いた。

「大公！」

　声をかけてきたのはいかにも屈強な武人という雰囲気の老兵士だった。髪はグレー、同色の髭ひげが生えていて、目尻のしわなどから判断するに六十代くらい。けれど、身体だけを見ると三十代か四十代のようだった。

「ギルモア将軍、ご苦労様。……今日も……すごいね？　筋肉が……」

　まだ午前中だが、汗ばむような気温だ。老兵士は上半身をあらわにして大きな石のブロックを肩に担いでいた。かなりの大柄で、ほかの者が二人で運んでいるサイズの石を一人で軽々と持ち上げている。

「大公もあと二十年修行すればこうなれますよ！　ワッハッハ」

　着痩せするタイプのローランドとは骨格からして違うから、どんなに修行をしてもギルモアとは同じにならないはずだ。里央は心の中でそうツッコミを入れるが、言葉にはしなかった。

　ギルモアは一旦石のブロックを城壁のすぐ横に運んでから二人の近くまで戻ってきた。

「私の従者になってもらったリオだ。……リオ、この人はギルモア将軍。私の剣の師匠でもあるんだ。昨日の戦いでも別働隊の指揮をしていたんだが、顔は合わせていなかったよね」

　ローランドが紹介してくれた。この魔境では、将軍自らが石を担いで城壁の補修に精を出すらしい。大公であるローランドも似たり寄ったりな部分があるので、里央は今更驚かないのだが。

「はい。……里央と申します、どうぞよろしくお願いいたします」

「リオ君か。こちらこそよろしく頼む。……ところで大公、この子はどこから連れてきたのですか？」

　ジッ、とローランドを見つめるギルモアは怒っているようだった。

「都で拾った少年なんだけど……」

「なんですと!?　子犬じゃないんだから拾ったらだめでしょうが！　ここは戦場ですぞ」

　ローランドが説明しようとするが、ギルモアの大声に遮られる。戦う術を持たない者を危険な場所にわざわざ連れてきたことを咎めているのだ。

「それが……身寄りもなく、行くあてもないそうなんだ」

　ローランドはギルモアに従者になった経緯を語る。もちろんそれは真実ではなく、ローランドが思い込んでいる里央の生い立ちだ。

　天涯孤独の異国の少年で、運悪く人買いに攫われてアルスタール国まで連れてこられた。売り飛ばされる前に逃げて、森の中をさまよっていたところ、ローランドと出会った――そんな内容だ。

「……天涯孤独で、悪い大人から逃げてきた、だと？　……なんと、不憫な……！」

「でも、ローランド様にお仕えできて幸運です。都では恐ろしい目に遭いましたから」

　里央の境遇に同情したギルモアが瞳を潤ませる。随分と涙もろい人物だった。

「そうか。リオ君……手を出しなさい」

　ギルモアがズボンのポケットの中をガサゴソと探った。

　里央は促されるまま、手のひらを上向きにして差し出す。驚くほど大きな拳が近づいてきて、ちょこんとなにかを載せた。

　両端をひねってある紙に包まれた丸い粒が五つほど、そこに載っていた。

「飴あめ……？　ありがとうございます、ギルモア将軍」

「……私のことはおじいちゃんと呼ぶといい。孫くらいの歳だからな。……おじいちゃんと呼んでくれてかまわないぞ！」

　かまわない――ではなく、そう呼んでほしくてたまらないのがよく伝わった。

「将軍に孫はいないだろう？　独身なんだから」

「もしいたら、という仮定の話ですぞ！　人の夢を容易たやすく砕かないでくれませんかの」

　夢、と言われたら叶かなえるほかないだろう。それに里央も、会いに行ったらいつも飴をくれるような祖父がいたらいいとつい思ってしまう。

「……お、おじいちゃん……よろしくお願いします」

「おぉ！　心配することはないぞ、リオ。おじいちゃんは強いからなぁ」

　わしゃわしゃと頭を撫でられる。今日会ったばかりの人なのに、里央はなぜかそれが嫌ではなかった。ただ、汗だくの身体で抱きしめようとするのは、さすがに無理だ。

「将軍……」

　里央がギルモアに捕まる前に、ローランドが割って入る。

「なにか文句でも？　まさか大公も飴がほしいのですかな？」

「べつにほしくない」

「……おお、そうだ。アレがそろそろ焼けたはず。大公にはもっといいものをさしあげましょう」

「いいもの？」

「ええ、森の警戒任務でシャイヴスミツバチの巣を見つけましてな。ちょうど焼いていたところなんですよ。作業中の兵士の栄養補給に最適ですからな」

　ハチミツならば、おそらく焼かない。巣を見つけて焼いて食べるものといえば――。

「もしかしてハチの子……ですか？」

　里央がたずねると、ギルモアが白い歯を見せて笑った。

「シャイヴスミツバチは特別だぞ？　甘くて、焼くと香ばしくて……ほら、ここからでも香りが漂ってくるだろう？」

　確かに周囲に漂う香りが、わずかに甘い。

　里央の手前にいたはずのローランドが一歩下がる。焚き火のあるほうから流れてくる空気も吸いたくないという様子だ。背後に回り里央の肩を摑むが、その手がわずかに震えている。

「ささ、大公も……あちらでぜひに」

「嫌だ」

　眉間にしわを深く刻んだローランドが、里央に抱きついてきた。

　彼の行動には、盾にするつもり以上の意味などないし、ローランドを虫から守るのは里央の最重要任務だ。けれど何度されても慣れない。それどころか、鼓動の高鳴りや頰の火照りは悪化している気さえした。

「遠慮はいりませんぞ？」

「嫌だ！　なんでリオは飴で、私は――っ！」

　ローランドは口に出すのもためらうほどの怯えようだ。ギルモアは人が悪い。明らかにローランドの苦手なものをわかっていて勧めている。

（他言無用って？　ぜんぜん秘密じゃないんですが……）

　従者になるとき、ローランドは兵士の士気に関わるから虫が苦手な件は他言無用だと言っていた。

　けれど、実際には皆に知られているようだ。ギルモアだけではなく、近くで作業をしている兵士たちも笑いをこらえているのが丸わかりだった。

　里央を挟んだまま、ローランドとギルモアは無言の攻防を繰り広げる。

「なにをなさっていますの？」

　女性の声が沈黙を打ち破り、ハチの子を巡る戦いに終止符が打たれた。

　現れたのは燃えるような赤い巻き髪の美女だった。身体のラインが出るドレスの上にサッとマントを羽織った女性だ。年齢は三十手前くらいだろうか。

　はっきりとした目鼻立ちに、優雅な立ち居振る舞い――貴婦人という言葉がぴったりの人だった。

「モイラ！　モイラじゃないか？　こっちへ来てくれ」

　ローランドが急に元気になった。ハチの子から話題を逸らしたいという気持ちが透けて見える空元気だ。

「皆様、ごきげんよう」

　モイラと呼ばれた女性が、ドレスの裾を摘つまんで軽くお辞儀をする。舗装されていない道も多いというのに、地面ギリギリの裾はなぜか汚れていない。大公であるローランドよりも豪華な衣装で着飾っている。

「ちょうどいいところに来てくれた」

「モイラ殿、あぁ……、ごき……よぅ……」

　笑顔のローランド、対照的にギルモアの様子がおかしい。彼は初対面の里央を隙あらば抱きしめようとするくらい遠慮のない人物だ。

　それが急におとなしくなり、小声で挨拶を絞り出した。里央はわけがわからず首を傾げた。

「それで大公、わたくしになにかご用かしら？」

「この少年なんだが、私の従者となったリオという。じつは魔法の素質があるようだから、時々君のところで基礎を学ばせてあげてほしいんだ」

　砦にいる魔法使いを紹介してくれるという話は、バスルームでの一件のときに聞いていた。魔法に近づくのは〝予言の乙女〟に近づくのと同義であるような気がして、まだためらいのある里央だが、ローランドや魔境のために絶対にその力が必要だとも考えていた。

「ふーん？　魔法の素質……ねぇ……」

「……はじめまして、モイラさん。……あの……？」

　食い入るように見つめられる。モイラの瞳の色は琥こ珀はく色――太陽の下だと金色にも見える。綺麗な瞳から放たれる突き刺さるような視線に里央はたじろぐ。

　悪意ではなく、けれども好意でもないなにかを、里央は感じていた。

「大公が言うのなら、噓ではないのでしょうけれど……。どの程度の力があるのか確認せずにお引き受けなどできませんわ」

「それは当然だろう」

　ローランドが頷く。

「リオさん……あなたちょっと今からわたくしと一緒に来てくださらない？」

「……は、はい！」

　モイラが急に里央の腕を摑み、無理やり連れていこうとする。

　里央は反射的に返事をしつつも、ローランドに目配せをして判断を仰いだ。従者は主人の許可なしに、そばを離れることは許されないだろうから。

「行っておいで」

「では、しばらくおそばを離れます」

　里央はローランドとギルモアに向けてペコリと頭を下げた。

「大公。それから、ギルモア様……。ごきげんよう」

　モイラも優雅な別れの挨拶をする。先ほどから寡黙な男になっていたギルモアが彼女のほうへチラリと視線を動かす。

「……あ、あぁ。モイラ殿……、また今度」

「おじいちゃん……？」

　目が血走っているし、挙動不審だ。嫌いな相手に対する態度とも違う。よくわからないうちに、モイラがグイグイと腕を引っ張り、ローランドたちから離れてしまった。

　そして二人の姿が完全に見えなくなったところで、モイラがピタリと足を止めた。

　強い日差しを遮る、大木の真下だった。

「性別……偽らないでくださいます？　このおブス」

　おブスという衝撃的な言葉よりも、一瞬にして性別を見破られてしまった事実に里央は驚く。

「モイラさん……どうして……？」

　クラレンスは一目見た瞬間から男だと決めつけて攻撃してきたし、ローランドも里央の性別についてまったく疑問に思っていなそうだ。そもそも里央は、パンツスタイルではあったものの当初から性別を偽ろうとしていたわけではない。わざわざ偽らなくても相手からそう見られてしまうことにむしろ困惑したほどだ。

「だってあなた、女性の顔をしていましたもの。……大公に抱きつかれていたとき」

「ロ……ローランド様に……？」

　急激に体温が上昇する。里央の肩や背中には、まだローランドに触れられたときの感覚が残っている。それを思い出すだけでトクン、トクン、と鼓動が高鳴る。

（私……ローランド様のことを、そんなふうに……思って……？）

　まだ知り合って数日しか経っていない。時間など関係なく、里央はローランドに好意を抱いている。彼の守りたいものを一緒に守りたいと望んでいることがその証拠だ。

　それでもその感情は、主人に対する敬愛ではなかったのだろうか。

「ですから、そういうお顔よ！」

　モイラがあきれた様子で指先を軽く振る。するとなにもないはずの場所に水滴が生まれ集まった。

　数秒かけて円盤状になり、里央の顔が映し出される。

「鏡……私の顔……」

　突然現れた鏡は、耳まで真っ赤になっている里央の姿を映し出す。

「私、わからないんです。……自分でも、よくわからない……。私が男の子じゃないってこと、ローランド様に言わないでください。……お願いします」

　そもそも里央は、恋という感情がよくわからない。

　同級生や大学の先輩に対して格好いいと感じた経験はもちろんある。誰かと付き合ってみたいと夢見たことも当然ある。

　ただし、里央の当面の目標は大学卒業後の生活を安定させることだった。頼れる身内がいないから、将来のために今は遊んでいる場合ではない。

　そんな頑かたくなな部分があって、自分で壁を作っていたのかもしれない。だから恋心というものがどんなものなのか、正直よくわからない。

「べつに、言いふらしたりはいたしません。……あえて言うのなら忠告ね？　そんな顔をしていたら、そのうち戦いのことしか考えていない鈍感な男性たちだって、さすがに気づくでしょうから」

「……はい、気をつけます」

　先ほどの「おブス」という言葉は、彼女なりの冗談だったのだろうか。里央はなぜだかこの女性から悪意を一切感じない。なんとなくお節介な人なのだということは察した。

「素直でよろしい。まぁ、少年だと思わせておくのはいい判断ですわ。……わたくしくらい強ければ別ですけれど異国から来た身寄りのない女性なんて、ろくな目に遭わないでしょうから。困ったことがあれば相談に乗ってあげてもよろしくてよ？」

「協力してくれるんですか？」

　下着や生理用品のことなど、女性の味方がいないと困った事態になるのはわかっていた。だからモイラの申し出は里央にとってありがたい。

「ええ、……ですが……。見返りもなく協力して、さらに魔法を教えろだなんて、寝言は寝て言えというやつですわ」

　モイラの真っ赤な唇が弧を描く。

「見返り……？　私、なにも持っていなくて」

　旅の必需品はローランドが買ってくれた。彼の提案によれば、近いうちに生活必需品購入のために給金を前払いしてくれるということだったが、今の里央は一文なしだ。

「持っていない場合、頭をお使いなさい、このお馬鹿。……わからない？　わたくしとあの方が親しくなれるように協力してくれるのなら、いろいろ教えてさしあげると言っているのですわ」

「あの方……ローランド様のことがお好きなのですか？　確かにお似合いですが……」

　モイラのような美人がローランドを好いている。それだけで胸が痛くなるのは、どうしてなのか。

「あんなお子様になんて、興味があるわけないでしょう！」

「お子様……？　そんなに歳の差があるようには見えませんけど」

「三歳差だったかしら？　一歳でも三歳でも関係ありません。年下なんて趣味じゃありませんから」

　ローランドが二十六歳なので、モイラは二十九歳なのだろう。

　ローランドでなければ誰なのか。口ぶりからして、少なくとも今の時点で里央が会ったことのある人物が「あの方」のはずだった。

　里央とモイラ、共通の知り合いで、若い独身男性はローランドだけのはず――そう考えていたのだが、きっぱりと否定された。

　だとすると、残った知人はただ一人だ。

「……え、もしかしておじいちゃん？」

　いったいいくつ歳の差があるのだろうか。けれど冷静に考えれば、ギルモアはたくましいし、情に厚そうだ。大人の女性であるモイラなら惹かれてもおかしくはない――はず。

「くぅぅ、うらやましい！　おじいちゃん？　おじいちゃん……？　素敵すぎますわ。あの方独身ですのに」

　モイラはいったいどのあたりから里央たちの会話を聞いていたのだろうか。

　異国から来た話や、ギルモアをおじいちゃんと呼ぶようになった経緯は相当前から聞き耳を立てていないとわからないはずだ。

　もしかしたら魔法を使って、三人の会話を遠くから聞いていたのかもしれない。

　すると里央が払える対価は今の時点で一つあった。

「……モイラさん。よかったら、どうぞ」

　里央はポケットの中をゴソゴソと探り、ギルモアからもらったものを差し出した。つまりこれは賄賂である。

「素直な子は好きよ？　わたくしのことは、今後お姉様とお呼びなさい」

　彼女は飴を握りしめた手に頰を寄せ、愛おしそうにほほえんだ。よほどお気に召したのだろう。

「はい、……お姉様」

　強引に家族設定を主張する者が二人も現れ、そのうちの一人は魔法の師匠にもなってくれた。

　めまぐるしく変わる周囲の変化についていくのがやっとの里央だが、魔境で出会う人々が皆、異国人の里央に好意的に接してくれる。

　不安はあれど、優しい人たちのおかげで随分と救われている。

「では、これからわたくしの仕事を見せましょう」

　たどり着いたのはいくつかある城壁の破損箇所の近くだ。里央の目の前には先ほども見た変色した大地がある。広さはテニスコート一面くらいだろうか、立ち入り禁止の札が立てられている。

「ここですわ」

「腐った土地ですね……？　昨日の魔獣被害の……」

「ええ、そうよ。わたくしの役割は、主にこの土地を清めること。それから町を取り囲む結界の維持ですわ」

「結界？　あの杭とロープですか？」

　モイラは頷く。

「本当は城壁を守れればいいのだけれど、長い城壁すべてに完璧な結界を張って維持する能力はわたくしにはないの。町と収穫が近い畑を守るので精一杯」

　よく見ると、昨日の襲撃で魔獣の侵入を許した場所に植えられていたのは収穫が終わったトウモロコシだった。なぎ倒され、真っ黒に変色している部分もあるが、トウモロコシの実はほとんどなかった。

「実害の少ない場所に誘導しているのですか？」

　モイラは弟子の推測に満足し、深く頷いた。

　魔獣は、ほぼ予告なく綻びの向こう側からやってくる。そして城壁を破壊するほどの力を持っている。一部に結界を張ることはできるのだが、砦に所属する魔法使いだけでは対応できず、どうしても侵入を許してしまう。

　一般の人々が暮らす町にまで被害が及ぶ事態を避けたい。だったら、守りたい部分に魔獣除けの効果のある植物や柵などを配置し、戦いに有利な場所に魔獣を誘導すればいい。

　結界と併用し、被害を最小限に抑える戦略を取っているのだという。

「……というわけで本日は、来年もこの場所で農作物を収穫するために浄化魔法をかけます」

　そう言ってから彼女は短剣を手にして、腐った土地の前に立った。

　モイラは何度か大きく呼吸をしてから瞳を閉じた。




『我は守人もりとが一人。悪あしきものに穢されたこの地に再び草木が根づき、実りをもたらすことを祈る』




　呪文を唱え短剣の鞘を抜く。そして高く振り上げてから黒く変色した土地の手前に勢いよく突き立てた。

　剣が輝き出す。輝きはゆっくりと腐った大地に広がっていった。時間をかけて光が収まっていく。

「……これで、魔獣の影響はもうないわ」

　倒された茎や枯れた草はそのままだから、見た目の変化はそこまで感じられない。それでも周囲に漂う空気が清涼なものに変わったのが里央にもわかった。

「お姉様は呪文を唱えるんですね」

　ローランドは枯れ木を燃やすときも、魔獣と戦うときも無言でやっていたので、里央はその違いが気になったのだ。

「そのほうが楽なの。……攻撃魔法で呪文なんて唱えたら相手に戦法を知られてしまうでしょう？　ですから、複雑で繊細な魔法のみ呪文で精神集中を行うのが一般的ですわ」

　つまり、呪文を省略するほうが大変だが、ローランドは戦いで魔法を使うことが多いから、日頃から無詠唱だったというわけだ。

「守人ってなんですか？」

「魔法使いの別称よ。王族と乙女が綻びを修復し豊かな大地を約束する。魔法使いはその取りこぼしを見つけて人々から魔獣を遠ざけ、乙女がいないあいだも大地を管理するのが仕事という考えなの」

「そうなんですか……」

　乙女のこと、魔法のこと、わからないことばかりだった。

「さあ、リオもやってみなさいな」

「いきなりですか？」

「できると思っているわけじゃないけれど……言ったでしょう？　あなたの力を知りたいの。もし、浄化魔法の素質があったら……だいぶ楽になるわ」

　昨日は複数の魔獣が城壁の内側に入り込んだ。あと数ヵ所、同じような場所がある。森の中や城壁付近を含めると、浄化は追いついていないというのが現状だった。

　モイラは砦で一番の魔法使いだ。魔力を使い果たすと緊急事態になったときに戦えない。だから、彼女が腐った土地を浄化するのは、一日一ヵ所、決められた広さだけ。もし、浄化の担い手がほかにもいたら、モイラの負担が減るのだ。

　二人はさっそく、浄化の終わっていない場所に移動した。

「目を閉じて。浄化魔法は優しい魔法なの……。心を落ち着かせて、来年もここに花が咲くように……そう願うだけでいいわ」

　里央は彼女の言葉に従い、瞳を閉じる。モイラの声は落ち着いていて、心にすんなりと入ってくる。彼女は里央に短剣を握らせたあと、背後に回った。背中に手があてられる。服の上からでも温かく感じるのは、彼女の魔力がそこからにじみ出ているからだ。

「伝わるかしら？」

「はい」

「リオの中に……同じ力はある？」

　魔力は感情とよく似ていた。モイラから流れてくるのは優しさだった。里央は自身の内側に同じものが存在しているか探る。

「……、は……い」

　はっきりと、手応えを感じた。

「ならば唱えなさい」




『わ……我は、守人が一人。悪しきものに穢されたこの地に再び草木が根づき、実りをもたらすことを祈る』




　里央はモイラが唱えていた呪文を思い出し、再現する。言葉にすると心臓のあたりにあったはずの魔力が指先のほうへと移動するのがわかった。

　そのまま短剣に伝え、地面に刺した。

　まばゆい光が地面を這って、やがてそれが収束する。どうやらうまくできたようだ。

　里央は振り返り、モイラに感想を求めた。うまくできたなら、正式な弟子にしてもらえる。そして、魔法が使えればローランドの役に立てるのだ。

「ちょ、ちょっと……なんなのかしら？　あなた本当に素人？」

　モイラが目を見開き、驚いている。

「……そのはずですが」

「信じられないわ！　いきなりわたくしと同等？　むしろそれ以上？　王族を除けば最強と名高いこのわたくしより才能のある子がいたなんて！」

「でも、お姉様の魔力が種火になったからうまくできただけだと思います」

　里央は内心焦っていた。本当に素人だからこそ、手加減の仕方がわからなかったのだ。魔境を守りたい気持ちは強いが、正体を知られたくはない。

　力を隠しながら生きていこうとしても、そもそも魔法のない世界で生きていた里央には、なにが一般的で、なにが異常なのかわからないから、難しい。

「それはそうですけど……。まぁいいわ、深く考えるよりも貴重な人材を有効活用しましょう。これから乙女が来てくださるまで魔獣被害は増え続けます。わたくしの浄化が追いつかなければやがてこの地は住めなくなってしまうのだから」

　そしてモイラは、本格的に魔法を学ぶ時間を設けるべきだと主張した。

　里央もそれに同意する。納得しているわけではないが、もし里央ができることをせずに目の前で誰かが傷つくような事態になったら、間違いなく後悔するのがわかりきっている。

「では帰ったらローランド様に相談してみますね！」

「ええ、そうなさい」

　それから里央はもう一ヵ所、浄化を行った。今度はモイラの手助けなしでの成功だった。これでモイラが、腐った土地の浄化についてはお墨つきを与えてくれた。

「土地の浄化の一部をリオに任せられるのなら、わたくしは砦の防衛にもっと魔力を使える。……そうしたら入り込む魔獣が減って、……きっとあの方の負担が減りますわ……」

　あの方というのはギルモアのことだ。里央もローランドや魔境で暮らす人々を守りたい気持ちはある。だからモイラとは共闘できそうだった。

　浄化が終わると、弟子入りの件をローランドに相談することを約束し、里央は一旦砦へ戻った。

　メインルームは静かで、主人が帰ってきた様子はない。モイラからの指摘に思うところがある里央は、彼がいないことに少しだけほっとしていた。

　里央は「女性の顔をしていましたもの」という言葉を思い出しながら、メインルームにある鏡を見た。

（私、ローランド様に恋をしているの……？）

　異性に触れられるとドキドキするのは当然だと思っていた。けれど、こうやって彼のことを考えるだけで胸の奥が熱くなるのはどうしてだろうか。これが誰かを好きになるという気持ちなのかもしれない。

　命の恩人で、住むところや仕事を与えてくれた。そして泣いていいと言ってそばにいてくれた。

　どうしようもなく心が惹かれ恋をするのに、出会ってからの日数など関係ないと思い知らされる。

　恋心を認めると、性別を隠している里央はこの先ずっと自分の気持ちをローランドに伝えられないこともわかってしまい、なんだか虚むなしくなった。

「よし！　ローランド様がいないあいだに、お出迎えの準備をしなければ」

　鏡の前で両頰を軽く打ち、気合いを入れる。懸命に仕事をこなすことで、思いを封じるしかないと思ったのだ。

　里央は今なにができるかを考えた。まずは疲れて帰ってきたときにすぐ出せる飲み物の用意、服が汚れていた場合の着替えの準備だろう。

　ローランドの私室には、主に側仕えがお茶の用意をするために使う小さなキッチンがある。今まで側仕えがいなかったため、ローランドは魔力で熱くなるコンロを用意して自分でお茶をいれていたらしい。

　茶葉やカップ、ここにあるものはおそらく彼の好みに合うものだ。

（石田三成は秀ひで吉よしにぬるいお茶を出したというけれど……）

　里央は有名な『三さん献けん茶ちゃ』のエピソードを思い出す。けれど現代日本人の感覚ならアイスティーをぐいっと飲み干したいところだ。

（氷や冷蔵庫はないみたいだし……）

　旅の途中やここへ来てからも何度か冷たい飲み物を口にした。一番冷たかったのは野営をした日に飲んだ沢の水だ。

　この世界に電気はないし、魔法は一部の者しか使えないようだから、冷やすというのはなかなか難しいのだろう。

「魔法……？　できるかな……」

　魔獣を倒したとき、小さな綻びを直したとき、そして大地を浄化したとき――いくつかの魔法を使えたのだから、氷くらい出せるのではないか。

　里央はとりあえず金属製のボウルに水を張り、冷えろ、冷えろ、と念じてみた。だんだんとボウルが冷たくなり、水が端から固形になっていった。

「できたー！」

　コップ一杯くらいの水量ならばすぐに氷になった。グラスを氷でいっぱいにしてから、熱い紅茶を注げば簡単にアイスティーが作れる。

　試飲して出来映えに満足していると、ちょうどローランドが帰ってきた。

　まずは上着を受け取って、くつろいだ服装になってもらう。汗を拭うためのタオルを用意した。

　喉が渇いたという彼に、さっそくアイスティーを差し出す。

「冷たい紅茶なんてはじめてだ。氷入りの飲み物は都でもなかなか飲めないよ。ありがとう」

　そう言って、彼はグラスの中の液体を一気に飲み干した。

　雑談をしながら、里央は空になったグラスを受け取り、今度は普通の紅茶を出す。

　お礼を言うときの表情や、グラスを渡されたときに触れた無骨な手――想いを自覚してしまうと、どうあっても彼を目で追ってしまう。そのたびに、モイラからの忠告を頭の中で唱え、自分は従者だと言い聞かせた。

「二杯目は温かいんだね？」

「外から戻られたばかりで、喉が渇いておいでのご様子でしたから、一度目は冷たいお茶をお出ししたのです。二杯目はぜひ、温かい紅茶の香りをご堪能ください」

　優雅な手つきでカップを口元に運ぶ。装飾のない、修繕の必要な場所がたくさんあるようなくたびれた印象の室内であっても、ローランドがいるだけで輝いているように見える。いつも素朴な振る舞いをしているのに、彼の動作には華があるのだ。

「リオは気が利くな。……いい香り」

　一段階省略してしまったが、里央なりの『三献茶』に成功した。

「じつは、祖国で優秀な従者だった方の逸話を参考にしました」

「……なにそれ!?　正直に話したら形なしだよ」

　ローランドは腹を抱えて笑い出す。

「だって、人の真似を自分が考えたことのように言うのはどうかと思ったんです」

「そういう素直なところは君のいいところだけど……ハハッ！　……ところでリオ。モイラと会ってどうだった？」

「はい。お姉様は――」

「お姉様って？」

　里央は今日の成果と今後について報告したかったのだが、ローランドが驚いた様子で言葉を遮った。

「……モイラさんのことです。そう呼ぶように言われました」

「随分気に入られたんだね」

「はい！　とても仲良くなれそうです。……それで、お姉様がおっしゃるには、私には浄化魔法の素質があるそうなんです。だから空いている時間、本格的に魔法を学びたいと思っているのですが、どうですか？」

　ローランドも里央に魔法を学ばせたいからわざわざモイラを紹介したのだ。反対はないとわかっているが、里央の主人はあくまでローランドだから、許可は必要だった。

「浄化魔法か……。正直、喉から手が出るほどほしい人材だ。従者の仕事は無理をしなくていいから、モイラのもとで魔法を学んでくれると助かる」

「わかりました。では、お姉様のご都合も聞いて日中は魔法を学ぶほうを優先させていただきますね！　でも朝と夕方はこちらでお仕事をさせてください」

　せめてローランドの怪我が治るまでのあいだ、彼のそばに仕えるというのが最初の約束だ。里央自身がはじめたばかりの従者の仕事を途中で投げ出したくはないと望んでいる。

「無理をしない範囲で頼むよ。あと……余計なお世話かもしれないが……」

　急にローランドの表情が険しくなった。

「はい？」

「モイラは美人だ。だが、君のことは恋愛対象としては見てくれないと思う。……彼女には想い続ける異性がいるというか……なんというか……かなり年上の男性が好きというか……」

　歯切れの悪い言葉だったが、里央にも彼の言わんとすることはわかった。

　ローランドは里央を少年だと思っている。だから里央とモイラがたった半日で親しくなったことを心配したのだ。里央がモイラを異性として好きになってしまったのではないか、と。

「あの……？　そんなこと最初から知っていますよ」

　むしろ、察しの悪そうなローランドにすら隠せていないことに驚く。

「知っていたのか!?　よかった、君が失恋して落ち込むところは保護者としては見ていられない」

「大丈夫です！　むしろ、私に協力してほしいそうなんです。今日は授業料代わりに飴を献上しました」

「……あの飴か」

　飴を思い出すと、彼の中でハチの子の記憶がセットで蘇るのだろう。ものすごく嫌そうな顔をしていた。




◇　◇　◇




　この日も入浴の時間がやってきてしまった。

　昨日よりも動どう悸きがして、慣れるどころか悪化していてどうにもならない。もたつきながら服を脱がせて、お湯の温度を確認しながら、丁寧にローランドの身体を濡らしていく。

（無心！　従者、無心……従者……！）

　泡立てたスポンジで背中を清める。後ろ姿ならまだ見ていられる里央だが、前はどうしても無理だった。ギュッと目をつむったままローランドの正面へ回り込み、ゴシゴシと胸のあたりを洗っていく。

　すると突然、ツンと額のあたりが弾かれた。

　痛くはないが驚いて、里央は反射的に目を開けてしまう。里央の顔を覗き込んでいるローランドと目が合った。

「目をつむったまま身体を洗えるなんて、リオは器用すぎないか？　そんなに恥ずかしがると、見ているこちらが悪いことをしている気になってくる」

　からかうような口調だった。

「ご……ごめんなさい……」

　郷に入れば郷に従えと言って、主人の入浴の世話をすると決めたのは里央自身だ。それなのに、私的な感情で仕事をきちんとこなせないのは、従者失格だ。

　ローランドが怒っていないのはわかっていたが、里央は自分が不ふ甲が斐いなくて落ち込んでしまう。

「気にしなくていい。……リオは可愛いな、本当に子犬みたいだ」

「可愛い……？　そんなこと、はじめて言われたかもしれません。――って、ローランド様！　いくらなんでも失礼ですよ」

　うっかりその言葉を普通に受け入れそうになり、里央は慌てて憤ったふりをした。可愛いという言葉で喜ぶ十代の少年はいないだろうから。

「すまない」

　いたずらっぽく笑いながら、ローランドは一応の謝罪をしてくれた。

　里央はまだ顔を赤くしている理由を、怒ったせいにしたままなんとか入浴の手伝いを終えた。

　砦で過ごす二日目は心臓に悪い一日だった。

　日中たくさん働いて疲労を感じた里央が早めに眠ろうかと考えていると、突然モイラがやってきた。彼女は「出世払いですわ」と言いながら、袋を押しつけて帰っていった。中にはシンプルな寝間着やさらし、生理用品などが入っている。モイラはやはり面倒見のいい〝お姉様〟だった。

　昨日はあんなに不安だったのに、もう眠る時間に心細くなることはなかった。代わりに、油断するとローランドの姿が浮かんでしまう。いくら頭の中から追い払おうとしても無理で、里央は諦めて、そのまま夢の世界の住人となったのだが――。




「リオ、リオッ！　起きてくれ」

　真っ暗な室内に、ローランドの声が響く。ぐっすり眠っていた里央はすぐには反応できず、寝返りを打って丸まった。

　するとローランドが里央の肩を揺さぶった。

「頼む！　緊急事態なんだ」

　その言葉で一気に覚醒した里央は、バッと飛び起きる。サイドテーブルに置かれたランタンの明かりが、顔色の悪いローランドの姿を映し出す。

「どうなさいましたか!?」

　里央のほうも緊急事態だ。夏用の寝間着は薄く、今はさらしをつけていない。さすがのローランドでも、胸のあたりがわずかに膨らんでいるのがわかるはず。

「真夜中にすまない。だが、……だが……とにかく来てくれ……」

　普段の優しい彼はどこかに消え失うせていた。腕を摑み急せいた様子で里央を扉の向こうへ連れていこうと引っ張る。

　里央は必死になって胸元が目立ちにくい体勢を取りながら歩き出す。

　彼がこうなる原因はわかりやすい。どうせ苦手な虫でも出たのだろう。里央はあきれながら、ローランドの寝室へ向かった。

　最初はグイグイと手を引っ張っていたローランドだが、寝室の手前で背後に回り込み肩を抱く。

　焦っているぶん容赦がなかった。

　正体がバレてしまうことと、触れられている気恥ずかしさでドキドキしている里央の内心など、彼は知らないだろう。

（それにしても、本当に気づかれない！　……それはそれでショックなんですがっ！）

　警戒するだけ無駄だった。ローランドは今、虫への恐怖で頭がいっぱいになっているのだ。

「……あれだ……、あれが私を見つめてくる」

　震える指先が、大きなベッドの横にある壁を指し示す。そこにいたのは、体長十センチくらいの虫だった。

「カマキリですね」

「……あれはまずい、まずい……本当に……」

「毒でもあるんですか？」

　色は白で、星の模様がある。里央の知っているカマキリよりも、鎌だけが大きい気がするが、模様のせいでなんだか可愛らしい。けれど、ローランドの怯えようがいつにも増してひどいため、里央も不安になる。

　ただ、彼の性格からして本当に危険なものだったら、里央にどうにかしろとは言わないだろうという予想もあった。

「ないはずだけど……見た目がとにかく嫌だ」

「ただ怖いだけなんですね？」

「……鎌で攻撃されたら痛いかもしれないっ！」

　予想どおりだが、さすがの里央もローランドの限定的な臆病にはため息が出てしまう。
















　大型のカマキリだったため、里央としても積極的には触りたくなかった。けれど、これは仕事だ。

　ローランドには一旦メインルームに退避してもらい、カマキリを窓の外へ追い出す。幸いにして排除対象のカマキリはおとなしく、部屋を飛び回りはしなかった。

（窓の隙間をどうにかするか、蚊帳でもあれば……）

　魔境シャイヴスは自然豊かな土地だ。当然、虫が多い。この地の代表である大公が、どこまでも魔境暮らしに向いていないというのは、なんという皮肉だろうか。

　里央の急務の一つは、ローランドの私室からできる限り虫を排除することかもしれない。

「終わったんだろうか？」

　そっと扉が開かれる。銀髪の青年が全力で周囲を警戒しつつ里央の様子をうかがっている。

「はい、もう大丈夫ですよ」

　里央が安全宣言を行うと、ローランドが急に元気を取り戻す。先ほどまで子供のように怯えていたのが噓みたいだった。

「ありがとう……。真夜中に起こしてすまなかった。おやすみ、リオ」

「……」

　おやすみ――ここ数日よく聞くようになったその何気ない一言が里央の心に響いた。なにか特別な言葉をもらった気がした。

「どうかしたのか？」

　自分でも、ただの就寝前の挨拶がどうして特別に思えるのか最初はわからなかった。里央は胸に手をあてて考えてみる。

「おはようございますは朝の挨拶としてよく使っていたんですが、ここ数年おやすみなさいはぜんぜん使ったことがなかったんです。なんだか不思議なかんじです。でも嬉しくて……」

「……考えてみれば私もだ。そうか、家族がいないと使わない言葉なんだ……」

　彼の言うとおりだった。だからこんなにも心がふわふわと温かくなるのだ。

　ローランドは家族ではないけれど、今の自分がひとりぼっちではないのだと里央に教えてくれる。

　それが彼女にとって救いとなっていた。

「おやすみなさい、ローランド様」

　特別になったその言葉を嚙みしめながら、里央は改めて口にした。

「ああ、明日もその言葉を聞かせてくれると嬉しい」

「はい」

　部屋に戻っても、初日のようなさびしさはもう感じなかった。明日も、明後日も、就寝前に彼の「おやすみ」が聞けたら、きっと里央はこの世界で頑張れるはずだ。
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　早起きをした里央は、てきぱきと着替えや洗面を済ませたあと、砦の調理場へ向かった。昨日のうちに料理人に許可をもらったので、今日から里央がローランド用の朝食にアレンジを加えるのだ。

　魔境シャイヴスの砦で出される料理は、ワイルドだった。とにかく肉、肉、肉――硬くても肉ならなんでもいいという雰囲気がある。

　嚙みごたえがあったほうがいいという考えの者もいるだろう。けれどできるだけ左手を動かさないようにしているローランドにはナイフとフォークを使わなくても食べられるものを用意したい。

　領地の運営に余裕がない状況で、自分だけが豪華な食事をするという考えはローランドにはない。

　だから一般の兵士と同じもので、食べやすいように工夫をするのが里央の役目だ。

（まぁ、作るのは簡単なサンドイッチだけど）

　パンに具材を挟んだだけの料理だ。もちろん、アルスタール国でも似たようなものはよく食べられている。人手不足だから里央が用意しているだけだった。

　一つはジャムとクリームチーズ、一つは野菜と刻んだベーコン。卵料理を横に添えた。せっかくなので自分用にも同じものを作り、調理器具を洗ってから部屋へ戻る。

　ローランドはすでに起きていて、窓際で大きなあくびをした。

「寝不足みたいですが、もしかしてまた虫が……？」

「大きな虫は出なかったよ。……さすがに、蚊や小バエで君を呼ぶわけにはいかないんだが、一度気になってしまうと、目が冴さえてしまうんだ……」

　ブーン、という羽虫の音がしたのだろう。音が近づいて、耳の近くを通り過ぎたときの不快感は里央にもよくわかる。けれど虫が怖いかどうかは関係なく、さすがに小さな羽虫を捕まえるのは無理だ。

「なにか対策が必要ですね？」

　それにはまず、この国の一般的な防虫対策について里央がもっと知らなければならない。今日にでもモイラや料理人に聞いてみるのがよさそうだ。

「いや、私の意識改革が必要なんだ……皆、そんなことで不満は言わないだろう？」

「確かに……」

　ローランドはどこまでも田舎暮らしには向かない性格だった。この地で暮らすようになって約一年だというから、少しくらい慣れてもいいはずだ。

「それより、今日の朝食はもしかしてリオが作ってくれたんだろうか？」

「中身は調理場でいただいたんです。私はただ挟んだだけで……」

「そうなのか。……でも、食べやすそう」

　二人は食事前の挨拶をしてからサンドイッチを持って食べた。里央のお気に入りはクリームチーズとジャムのサンドイッチだ。里央の知らないフルーツだったため、一度聞いただけの名前は忘れてしまったが、ブルーベリーに似ていた。

　ローランドも気に入ってくれたようだ。

（ローランド様は甘いものが好きらしい……）

　従者として、頭の中に彼の好きなものを叩き込む。彼から「こうしてほしい」と言われなくても、普段の彼の行動から好きなもの嫌いなもの、望んでいることを推測するのが、一流の従者だと里央は思っている。

　サンドイッチを食べ終えたら、仕事の時間だ。

「今日は領主としての書類仕事をするから、君はモイラのところへ行っておいで」

「はい。魔法の勉強も頑張りますね！」

　執務用の部屋は私室から離れた場所にある。ちょうどモイラが魔法の研究のために使っている部屋もその近くにあるとのことだった。

　里央はローランドに送られて、モイラの研究室を訪ねた。

「あら、さっそく来てくれたのね？」

「はい。改めまして、よろしくお願いいたします」

　モイラの研究室は、砦のほかの部屋とはまるで別世界だった。一歩踏み入れるとバラのいい香りがするし、ファブリックは花柄で、テーブルに置かれたティーカップも繊細な細工がされている。

　正直、大公であるローランドの部屋よりも豪華だ。

「モイラ、リオを頼む。危ないことはさせないで、無理もさせないでくれ」

　魔法を習ったほうがいいというのは彼が言い出したことなのに、完全に過保護だった。

「注文が多いのではなくて？　大公」

「だが！」

　なにやら真剣に訴えるローランドの様子にモイラがあきれ、手を軽く振って追い払う。ローランドも、大公としての執務で忙しい。最後まで里央に「気をつけろ」「疲れたら休んだほうがいい」「おやつは食べたほうがいい」と甘やかす発言を繰り返しながら、部屋を出ていった。

　そして正式な弟子入りをして最初の講義がはじまった。

　まずは座学、それからいくつかの簡単な魔法を習い実践する。いきなり魔法を使わせるのは、里央の適性を見定めるためだ。

　どうやら里央は攻撃よりも防御などの補助的な魔法に高い適性があるらしい。

「午後からはまた、腐った土地の浄化を行う予定なのだけれど、……リオは一人でできそう？」

「はい！　大丈夫です」

　昨日の実績から浄化については即戦力だと期待されているのだ。

　里央は頷いた。可能ならば一人で魔境を見て回りたいと考えていたからちょうどよかった。

「頼もしいわ」

「……ですが出かける前に、お姉様がご存じだったら教えていただきたいことがあるんです」

「なにかしら？」

「虫除け効果のあるハーブってこの国にありますか？」

　魔法の会得や大地の浄化は〝予言の乙女〟としての里央の義務なのかもしれない。ただ、できれば従者の仕事も両立したいと彼女は考えていた。

　だから、自分にできるローランドを虫から守る方法を模索したい。

「もちろんあるわよ。わたくしはあまり詳しくないけれど、確か図書室に野草の本があるわ」

　里央たちはさっそく砦の中の図書室へ向かった。

　図書室は小さいが、魔法や魔境、魔獣に関する資料がたくさんある。魔法を学ぶと、自然とこの国の歴史を知り〝予言の乙女〟についても知識を得ることができそうだった。

　野草について書かれている本が置いてある理由は、単純に食糧確保のためだろう。

「ありました！　クリューザンというハーブですね。……でも、どこに生えているんだろう？」

　クリューザンは菊に似ている花だった。めしべの部分に強い虫除け効果があって、乾燥させたものを部屋に置くのは、アルスタールでよくある防虫対策だと書かれている。

　けれど、それがどこに生えているのか、防虫効果を得られるほど確保できるのかは本を読んだだけではわからない。

「クリューザンなら、森に群生している場所があるわ。町の人で何人か、詳しい人がいるから紹介してあげる。ちょうど届けてほしいものもあるし」

「届けてほしいもの？」

「森の中で使う魔獣除けのお守りよ。森で仕事をしている人は今でも多いの」

「森でお仕事をする人がいるのですか!?」

　いつ魔獣が出没するかわからない森で兵士でもない者が働き続けているという事実に里央は驚いた。

「もちろんよ。そのためのお守りなのだから」

　モイラは研究室に戻ってから里央にお守りを見せてくれた。

　金属製のメダルにチェーンがついていて、ネックレスとして首にぶら下げる構造だった。彫られているのは魔法陣のような模様と小さな文字だ。

「これをつけていれば、魔獣に襲われないようになるのですか？」

「襲われないというか、魔獣から認識されにくくなるの」

　魔境シャイヴスで暮らす者にとって、森の恵みはなくてはならないものだ。魔獣が出現するようになってからも、そこは変わらない。

　狩りをする者がいなければ肉が食べられなくなってしまう。木を切る者がいなければ、冬に燃やす薪まきがなくなってしまう。

　だから森での仕事で生計を立てている者は、今でもモイラからもらったお守りを身につけて仕事を続けているという。

　もちろん絶対に安全だという保証はない。お守りはあくまで魔獣に認識されにくくなる効果しかない。例えば、こちらから攻撃を仕掛けたら魔獣は警戒し、敵の隠れる場所を探ろうとする。そうしたら容易く見つかってしまう程度の効果だ。だが、逃げることが前提なら十分使える。

「森へ行きたいのなら、リオには森の浄化をお願いするわ。お守りや迷子にならないためのコンパスをあげるし、大規模な魔獣被害には周期があるから、今日は大丈夫でしょう」

　モイラの説明によれば、大きな魔獣被害は今のところ毎日あるわけではない。一週間から十日に一度の頻度とのことだった。

　小型の魔獣が出てきてしまうのは綻びが曖昧になる百年目でなくても日常的に起こっているが、こちらから仕掛けない限り、逃げていくという。

「それから、もしお守りが効かなかった場合、この魔獣除けの粉末を身体にかけて逃げなさい。……ちょっと臭いのだけれど。あと、一回だけ使える魔法弾薬、コンパスと地図、非常食……それから……やはり予備の魔法弾薬もあったほうがいいかしら？」

　森で仕事をしている者も出入りしているから大丈夫だと言いながら、モイラは次から次へと安全対策に必要なものを取り出しては机に置いた。

　ローランドも過保護だが、モイラもかなりのものだ。

　腰にはポーチ、防御力が上がるというモイラ特製のマントまで着せられて、里央は砦を出発した。

　まずは町外れの大きな樫かしの木が目印――木こりの家を訪ねた。夫婦二人と子供が三人。夫は木こりで妻は山菜採りなどをして生計を立てている。

　お守りの効果は一ヵ月ほどだ。里央が新しいお守りを届けると、夫婦は感謝して手作りのジャムをくれた。それから、クリューザンが群生している場所や乾燥のさせ方、効果的な使い方も教えてくれた。

　城壁の壊れているところから外に出ようとしたとき、補修工事をしている兵士が心配していたが、モイラのお墨つきだと説明すると引き留められることはなかった。

「クリューザン……は砦からまっすぐ西の方向か……腐った土地もそっちなんだ……」

　里央は地図を見ながら、西をめざした。コンパスには二つの針がある。一つは里央の知っているのと同じで、常に北を指す。もう一つの針が指すのは砦で、これはモイラが独自に設定したものだ。

　方角と砦の位置が常にわかっているので、里央は迷わず森の中を歩ける。

「本当にただの森なんだ……」

　魔獣がいない森は、穏やかで清涼な空気で満たされている。夏の濃い緑の香りを吸い込みながら歩くのは気分がよかった。

　けれど、腐った土地に近づくと漂う空気が一変する。木々が生い茂るせいで風が遮られ、空気の流れが滞る。そのせいで腐臭が一ヵ所に溜まりやすいのだ。

　今日のノルマはこの一ヵ所だ。最初のうちは浄化魔法は一回のみ、慣れたら二回に増やそうというのがモイラの指示だった。

　魔獣を封じ込めるためにこの世界に呼ばれた〝予言の乙女〟だとしたら、もっとできるのではないかと思う里央だが、同時に焦る必要も感じなかった。

（土地の浄化よりも、綻びをなんとかしたいな……）

　それが最大の役割だ。綻びさえ修復できれば浄化が必要となる土地は増えない。まずは原因を取り除く方法を模索すべきだった。

　浄化は、昨日と同じ手順をたどりすんなりと終わった。次はクリューザン探しだ。一人で森をさまようと、どうしてもこの世界に飛ばされたときのことを思い出し、少しだけ不安になった。

（でも、ローランド様のためなんだから、怖くない！）

　自分を鼓舞し、里央は木こりの家で教えてもらった場所をめざす。森の中の細い道をしばらく進むと、急に開けた場所に出た。ゴツゴツした岩が目立つ土地だ。おそらくは大木の育ちにくい硬い岩盤なのだろう。代わりに背の低い木や草花が生い茂っている。

　白い花に顔を寄せて、里央は香りを確かめた。ツンとしているがさわやかな香り――本で読んだ特徴そのままだった。

　さっそく木こりの家で教わったとおり、花だけを摘んで持ってきた袋に詰めていく。乾燥させると当然小さくなる。袋いっぱいに詰め込んでも枕二つぶんの材料にしかならないとのことだった。

　人が栽培しているわけではないから、咲いている場所はまばらだ。歩きながら花を集めて、袋の中身を満たすまで一時間ほどかかってしまった。

　夏の日当たりのいい場所での作業は考えていたより身体に負担がかかっていた。達成感のあとに疲れが襲ってきて、里央はしばしの休息を取ることにした。

　水筒の水を飲んで、モイラが持たせてくれたビスケットをパクッと食べる。開けた場所を通り抜ける風が心地よい。

　ほっと息を吐いたそのとき、里央はさわやかな風に混ざる異物を感じた。

「なにか変なかんじ……」

　あまり奥まで行ってはいけないと注意されていたのだが、木々の隙間にうっすらと暗くなっている場所がある。わずかに黒っぽい霧がプカプカと浮いているように見えるのだ。

　おそらく綻びはじめている場所に違いない。綻びというよりも、魔獣の世界を覆う膜が薄くなりはじめている場所というほうが正しいだろうか。

「境界が曖昧……か」

　里央は、人間の世界と魔獣の世界は、それぞれ別の次元に存在しているのではないかと予想していた。きちんと距離として測れる場所に魔獣の世界があったのなら、彼らが出現する場所は国境のようにある一定の距離になるはずだ。里央が今いる場所は、魔境に来た日に魔獣が湧いて出てきた地点よりも奥だ。きっちり分けられる境界が存在しているのなら、それは変だった。

　現象としては、森の中であればどこに綻びができてもおかしくないといったところだ。

　里央は自分の力を信じ、今いる場所よりもさらに奥、わずかな綻びに近づいた。

　周囲にはコウモリのような小型の魔獣が一匹、綻びのある場所に体当たりを繰り返している。小さな穴から抜け出してきたのに、帰る場所がわからない。だから魔の気配がする場所に突進している――そんな様子だろうか。

　モイラにもらったお守りがあるおかげで魔獣は里央に気づかない。

　小さな魔獣は放っておいてもいいとモイラは言っていた。けれど、里央はあの綻びに近づきたい。

　綻びの修復を邪魔されたら困るのだ。

　無駄な殺生な気がして申し訳ないと思いながら、コウモリのようなそれに向かい、里央は魔法を放った。悪しき存在が消滅するように、そんな願いを込めた力だ。

　するとコウモリの魔獣は霧となって消えてなくなっていく。地面が腐らないのは、里央の魔法には最初から浄化の作用が含まれているからだ。

　知らない力のはずなのに、こんなにも簡単に使えて、状況が理解できる。これが〝予言の乙女〟の素質なのだろう。

　次に、里央が取りかかるのは綻びの修復だ。里央の目の前にある黒い部分が大きくなったらきっと大型の魔獣が出てきてしまう。その前に対処すれば、兵士たちは傷つかずに済む。

　魔境にたどり着いた日と同じように、里央は綻びに向けて手をかざした。時間をかけてゆっくりと、自分の中に存在する魔力をそこへ流し込む。黒い霧を消そうとするのではなく、わずかに感じ取れるカーテンのようなもの――結界というのだろうか。それを補強していった。

「〝予言の乙女〟のお仕事って、あの王太子のところに行かなくても……むしろ、ここにいるほうができるんじゃ……？」

　里央の存在を否定したクラレンスは、きっと今日も祭壇のある森で〝予言の乙女〟の訪れを願っているのだろう。彼が美しい城で過ごし、宝剣を使って弱い者を虐げているうちに里央だけが乙女としての役割をまっとうする。

　勝手に決まってしまった役割を心から受け入れているわけではないが、正しいことをすると胸を張れる。

　都から追いやられて不当な扱いを受けても、王族として義務を果たそうとしている誇り高いローランドに恥ずかしくない自分でいたいと里央は強く思う。

　ローランドと一緒にいられて、彼を陰から支えていけるのなら、これほど嬉しいことはない。

「……〝予言の乙女〟として綻びを直し、ローランド様のお世話をして、……魔境の人たちだって、魔獣被害がなければ平和に暮らせるんだから……誰にも後ろめたくない……完璧だわ！」

　里央には宝剣の所有者など不要――そう結論づけて、少なくとも魔の世界との境界が曖昧になる厄災の年は砦で暮らそう。そんな決意をした。
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　里央が魔境にやってきてから七日が経った。もうすぐ八月が終わってしまう時期だ。

　目標やそれを叶える方法がはっきりとわかったことにより、里央はより前向きに魔境での生活に順応していった。

　ローランドの食事の管理、着替えや入浴の手伝い、怪我の手当て、虫対策。彼女にできることはたくさんある。

　従者の仕事の合間を縫って、森の見回りも欠かさない。素材集めをしたいからという理由で、里央が森の中の浄化を担当、襲撃に備えできるだけ砦付近から出たくないモイラが城壁の内側を担当するというルールが師弟の中で出来上がっていた。

「虫除けハーブ入りの枕、ついに完成しました！」

　モイラの研究室の広いテーブルの上には裁縫道具が置かれている。二人で真っ白な布を縫って、枕を作っているからだ。

　砦の細かい部分の修繕必要箇所が放置されていたのは、財政難だけが理由ではない。

　砦の兵士たちは大雑把で虫など気にしない者が多いから、修繕しようという発想をそもそも持ち合わせていないのだ。

　町の人に相談すると、お金をかけずとも改善できる方法をいろいろ教えてくれる。魔境で暮らす人々はローランドに好意的だ。その従者である里央も彼の人徳の恩恵に与っていた。

　例えば、窓の隙間だ。町の大工から魔法での手伝いと引き換えに、窓の隙間を埋めるパテを譲ってもらい、ローランドの部屋だけは改善している。

　枕が完成したら、ベッドを覆う蚊帳を作る予定だ。素材は破れたカーテンなどをリメイクするつもりですでに調達済みだった。虫対策の完成は目前に迫っていた。

「あらいいじゃない。……わたくしもできたわ」

「お姉様……。裁縫をしたことがなかったのに、結局私よりうまい気がします」

　モイラは超一流の魔法使いで、高貴な家の出身だ。都でも魔法使いとしての要職にあった。けれどローランドの道連れとなるかたちで、引退寸前のギルモアが厄介払い的に魔境への赴任が決まったのを知って、自らも魔境行きを志願したのだという。

　危険な地まで追いかけるほど好きなのに、本人にはその気持ちを伝えていない。面倒なアラサーだった。

「当たり前です。……素人くさい粗悪品など、あの方には渡せませんもの」

　お嬢様育ちで針に糸を通したことがないと言っていたモイラだが、上達がすさまじかった。枕を縁取るプリーツの部分が規則正しく、売り物と変わらない出来映えだ。

「おじいちゃんにプレゼントするんですね！　やっぱり……」

「ええ。リオ……あなたのお姉様として、また師匠として命じます。あの方にこの枕を届けてください」

　モイラは完成したばかりの枕を里央に押しつけてきた。

「ええっ？　自分で渡したほうがいいですよ」

　そもそも二人が親しくなれるように協力しろと依頼してきたのはモイラだ。

　里央は正しく二人を取り持つ気でいるのに、頼んだ本人が尻込みをしてどうするというのだろうか。

「ま、まだ……無理ですわ。わたくし、あの方に避けられているみたいですもの」

「そうでしょうか？」

「話が弾まないというか……、本当に避けられているのよ。魔法を使えるのはごく一部の者だけだから、生きっ粋すいの剣士からするとずるをしているように見えるでしょう？　魔獣との戦いにおいては共闘するけれど、いがみ合いもあるから仕方がないの」

　確かにギルモアはモイラが姿を見せたときにはやたらと無口で言動がおかしかった。

　いがみ合いと言うが、おそらくは派閥のようなものだろう。王族を筆頭に魔法が使える者は希少で優遇されているのも、それが生粋の剣士には面白くないというのも、理解できる。

　けれどモイラの話には矛盾があった。まず、ギルモアはローランドの剣術の師だ。そのローランドは魔法を使える。さらに里央がモイラの弟子になったことを知っているのに、この一週間、ギルモアは里央を見かけるたびに声をかけお菓子をくれる。

「お姉様はどうしておじいちゃんが好きなんですか？」

　ギルモアは魔法使いを嫌っていないのではないか、という予想を里央は口にしなかった。

　もし魔法使いという存在全体の話ではないとすると、モイラ個人の問題ということになる。よく知りもしないのに、里央が指摘してモイラを傷つけるのはためらわれた。

「もう十年以上前のことですけれど、わたくしって優秀な魔法使いですからやっかみも多くて、年上のより身分の高い魔法使いに勝負を持ちかけられたことがあったの。……当然、わたくしは勝ちました。でも……」

「でも……？」

「大勢の前で恥をかかされたその魔法使いは、数を集めて卑劣にもわたくしを闇討ちしようとしたのよ。そのとき、たまたま通りかかったあの方がわたくしを助けてくださったの」

　助けてくれた相手に好意を抱くという経験は、里央も先日したばかりで共感できる部分があった。

　十年以上その気持ちを温め続けているという感覚まではわからないのだが。

「魔法使いとそうではない方ってまともにやり合えるんですか？」

「普通の人間には無理だわ。……けれどあの方は魔法という圧倒的な差を覆すほどの剣技を持っていらっしゃる。魔法至上主義的なこの国の価値観を壊す最強の剣士なのよ。とにかくリオ！　あなたは今からあの方のところへ行ってきてちょうだい」

　十年も想っていて「まだ無理」だとすると、打つ手がない。

「……わかりました」

　モイラが自分で渡すべきだという考えは変わらない里央だったが、押し切られるかたちで仕方なくギルモアに枕を届けに行った。

「私は大公の従者をしております、里央と申します。ギルモア将軍閣下にお目にかかりたいのですが、こちらにいらっしゃいますか？」

「ああ、少し待っていなさい」

　ギルモアの執務室を訪ねると、副官と思われる兵士が応対してくれた。ギルモアはすぐに扉の近くまでやってくる。目が合うと、満面の笑みで手招きをした。

「リオではないか！　どうしたんだ？　大公の使いだろうか？」

　将軍の執務室は作戦会議用の大きなテーブルと、椅子が何脚か置かれているだけの質素な部屋だった。

　テーブルの上には、魔境周辺の地図があり、魔獣の出現時期と場所が書き込まれていた。

「ローランド様とは無関係なのですが、おじいちゃんに渡したいものがあったんです。今、お邪魔じゃありませんか？」

「かまうものか。リオならばいつでも大歓迎だ」

　ギルモアに適当な椅子に座るように促され、彼女はそれに従う。それから抱えていた枕をギルモアに差し出した。

「虫除け効果のある枕を作ったんです」

「ほうほう、それを私にくれるのか？」

「はい」

「リオは優しくて器用なんだな。……すっきりとしたいい香りだ」

　ギルモアは枕を受け取ると、抱きしめてすりすりと頰でその感触を確かめた。マタタビに身体を擦こすりつける猫――というか、ライオンという印象だ。

「……じつは、おじいちゃんのぶんは……お姉様――モイラさんが作ったんです」

　モイラの名前を出した瞬間、すべての動きが停止した。まるで、ギルモアだけ時が止まったかのようだ。

「おじいちゃん……？」

　問いかけても反応がない。

　同じ部屋にいたギルモアの部下のため息がやたらと大きく感じられた。たっぷり二十秒以上の沈黙のあと、ギルモアの目がいきなりカッ、と開かれた。

「モイラ殿からいただいたものに触れたら、私の汗で汚れてしまうではないか！　誰か、綺麗な布はないか？　今まで男が一度も触れたことのない、一点のしみもない布を持ってきてくれ」

　そう言って、ギルモアは枕を里央に突っ返してきた。枕がいらないのではなく、汚れないように預かっていてほしいという意味だとわかる。

　けれど、綺麗な布で包むにしても、兵士に頼んだ時点で一度は男性が触れることになる。それに先ほどから里央も枕に触れている。ギルモアは完全に壊れてしまったのだ。

（あれ……？　これってお姉様の認識が間違っているのでは……？）

　前回、突然寡黙になったのは魔法使いが嫌いなのではなく、もちろんモイラが苦手なのでもなく、むしろ好きだから――ということなのだろうか。

　それならば、ギルモアとモイラは両想いである。二人ともいい大人で、とくにギルモアは孫がいてもおかしくない年齢だ。恋心に年齢は関係ないとしても、もう少し年相応の大人の恋愛をしてほしい。

　モイラは貢ぎ物の飴で大喜びするし、ギルモアは「好きな子とはうまく話せない！」タイプなのだろう。それが許されるのは十代までだ。

　里央はそんなふうに考えて執務室にいるギルモアの部下に視線をやった。すると彼は肩をすくめてあきれているだけだった。

（砦の人たちって、このこと皆さんご存じなのでは？）

　互いに思い人を公言しているようなものだ。

　けれどモイラは本気でギルモアに避けられていると思い込んでいる。ギルモアも挙動不審にもほどがある。

　モイラとギルモアに関わるのはやめておいたほうが賢明だが、里央には弟子入りと秘密の共有という借りがあるため、それもできない。

「おじいちゃん、モイラさんになにか伝言はありますか？」

「……」

　最強の剣士がまた固まった。腕を組んで、首を傾げ、懸命になにかを捻ひねり出そうとしている。

「礼がしたいが……どうすれば！」

　硬く大きな拳を机に叩きつける。机のほうが真っ二つになるのではないかというほどの衝撃だ。

「おじいちゃん！　しっかりして。お手紙にしたらいいんじゃないですか？　ほら、食事にでも誘ってみたらどうですか？　町に一軒だけカフェがあるでしょう？　ケーキとか……」

「手紙、ケーキ……そ、そうだ……な……。便せんをここへ！」

　副官は面倒くさいとつぶやきながらも、律儀に便せんとペンをギルモアの前に置いた。

　口下手でも、文字にすれば伝えられるという人はいる。ギルモアもそのタイプだったのか、スラスラとペンを走らせている。

「将軍、なんですか？　今時の町娘だってそんな手紙は書きませんよ」

　副官がギルモアの手元を覗き込みながら指摘した。里央も興味を駆られてそれにならう。




『モイラ殿へ。貴女あなた様の温かいお心遣いに感謝いたします。いただいた枕は、生涯大切に使わせていただきます。もしご迷惑にならないようでしたら、次の非番の日にでも一緒にカフェに行きませんか。モイラ殿とリオと私の三人でケーキを食べたら、さぞおいしく感じられることでしょう』




　ギルモアの文字は、日本なら女子中学生が書いていそうな丸文字だった。もちろん、アルスタール国で彼の綴つづる文字がどんな印象なのか正確にはわからないが、副官が「町娘でも書かない」と言っているのだ。可愛らしい印象なのだろう。

（でもどうせお姉様はそんなこと気にしないだろうな。……おちゃめなところがあるのね！　なんて言いそう……それより……）

　モイラ基準で考えれば、文字の可愛さなど問題にならないはず。それよりも、里央は内容のほうが気になった。

「カフェに誘えって言いましたけど、私も一緒に行くんですか？　大人なんだから二人で待ち合わせして行けばいいでしょう？」

「無理だ！　この老人に、そんな高度なでぇとは無理だ……頼む……リオ……おじいちゃんを助けてくれ……！」

（その押しの強さをどうして本人に発揮しないんだろう！）

　里央としてはモイラにもギルモアにもそう言いたかった。二人とも里央を家族のように可愛がってくれているのに、これではどちらが保護者かわからない。

　結局里央は断りきれず、スケジュール調整役となることを約束し、ギルモアの執務室をあとにした。




◇　◇　◇




　ギルモアから預かった手紙をしっかりと握りしめ、里央は廊下を歩いていた。

　研究室へ戻るために砦の正面入り口の前を通りかかると、ローランドの姿を見つけた。

「ロ……」

　声をかけようとしたところで、ローランドが一人ではないことに気がついた。

　一緒にいるのは四十代くらいの紳士と波打つ豊かな金髪を持つ令嬢だった。

（絵になる二人……）

　ローランドの隣に綺麗な女性がいる。令嬢がうっとりした視線を向けているのも、ローランドがその令嬢を気遣っているのも伝わってきた。たったそれだけのことで里央の胸が痛み出し、そんな思いを消したくて必死になる。

「リオじゃないか」

　そのうちにローランドのほうから声をかけてきた。里央は動揺を隠し、彼とその客人と思われる二人に挨拶をした。

　客人は都から魔境まで様々な荷物を運ぶ商隊の代表とその娘だと名乗った。魔境シャイヴスで自給自足できない生活必需品を運んでくれるありがたい存在だった。

「それにしても驚きました。魔獣が活発になるとされている時期ですが、シャイヴスは随分と治安がよく、民の暮らしもあまり変わらないようですね」

　商隊の代表が、魔境にある町の印象を語った。

　魔の世界との境界が曖昧になる厄災の年。魔境を離れた者も多いし、一部の土地は腐り、過去の戦いにおいては兵士が犠牲になったこともあるという。

　それでも町の人々も砦の兵士も、取り乱すことなく日常を送っている。商人が驚く気持ちは里央にもわかる。あんなに凶暴そうな魔獣が出た翌日でも、シャイヴスの人々は笑っていたからだ。

「乙女がこのアルスタールに訪れるまであと少しでしょうから。不満より希望を抱く者が多いんですよ」

「それも大公のお力だとわたくしは思いますわ」

　金髪の令嬢がローランドにほほえみかけた。頰を赤らめて、少し不安も混じっているのだろうか。

　その表情は、モイラが鏡で見せてくれた里央のそれにどこか似ていた。

（ローランド様って格好いいし……強いし、優しいし……身分も高いもの。年頃の女の子なら憧れるのは当たり前だわ）

　そう言い聞かせても里央の中に負の感情が募っていく。彼は誰にでも優しい。主人であり、保護者でもあるつもりでいるため、里央にはとくに優しい。

　それでも、ローランドが令嬢に向けている表情は、いつもと違っている気がした。里央はそれが嫌で仕方がなかった。

　きっと里央が彼に恋をしているせいだろう。里央は彼に女性として認識してもらうことすらできないことを思い知りせつなくなった。

「大公として皆を守るため全力を注いでおりますから、そう言っていただけると光栄です。……ああ、でも皆の暮らしが穏やかなのは、商隊の皆さんが危険を顧みずに物資の輸送を続けてくださっているからですよ。これからも、よろしくお願いいたします」

「もちろんですとも！　それでは大公、私どもはそろそろ失礼いたします」

　商隊の代表が、満足げに同意したあと、入り口の外に待機していた馬車に乗り込む。

　令嬢が乗り込むとき、ローランドが手を差し出して支えていた。里央が馬の背に自力で這い上がろうとしたときとは大違いだ。

　ローランドの中では里央は少年なのだから、その差は当然なのだが。

「あの……、またお会いできますか？」

　令嬢は、馬車に乗り込んでからも窓を開け、名残惜しそうにしている。

「危険な場所ですから、あなたのようなか弱い女性がこの地を訪れることに賛成しているわけではありません。……厄災の年が終わったなら、ぜひに」

「お優しいのですね……。お気遣いありがとうございます、大公」

　やがてゆっくりと馬車が走り出す。ローランドは馬車が建物の陰に隠れて見えなくなるまで、客人を見送っていた。そして、馬車が見えなくなったところで里央に向き直った。

「シャイヴスに物資を運んでくれる者は貴重だ。……まぁ、その代わり危険手当を上乗せしてくるんだけど」

　そう言って、肩をすくめる。シャイヴスにとって、あの商隊の代表は重要な人物だから丁重なおもてなしが必要だったと言いたいのだ。

「ご令嬢、綺麗な人でしたね……？」

　なんとなくローランドから目を逸らし、馬車が消えていった方向を見つめながら、里央はポソリとつぶやいた。

「ああいう子が好きなのか？」

「好きかどうかなんて、見た目だけで決められませんよ。ただ、長い髪も、綺麗なドレスも素敵だな……と。守ってあげたくなるタイプ……というか。ローランド様こそどうなんですか？」

　こんな馬鹿な質問をしてどうするのだろう、と口にしたあとすぐに後悔する。

　少年と間違えられてしまう里央とはなにもかもが真逆だ。綺麗な女性を嫌う男性なんてほとんどいない。わかりきったことをたずねるのは愚か者のすることだった。

　彼がどんな女性が好きか知っても無駄だ。答えが「少年と間違えられてしまう女性」なはずはないのだから。

「一つ忠告しておくが、危険な地に理由もなくわざわざやってくるのは、守ってあげたくなるタイプではなく、守ってもらいたがっているタイプだ。じつはたくましい。……リオはきっと純粋なんだろうな。そんなんじゃいつか、悪い女性に騙だまされてしまうよ」

　意外な答えが返ってきた。里央はてっきり、ローランドがあの令嬢を異性として意識しているのだと思っていた。だったら、先ほどの表情にどんな意味があったのだろうか。

「ローランド様って結構冷静なんですね」

「そうだね。でも、それは私だけじゃない。……あの親子は、厄災の年が終わったあとのことを考えているんだよ」

　皆が行きたがらない魔境に、生活必需品を運ぶ。商隊の代表はそこに将来性を見いだしている。

　魔獣の出現が少なくなったときに、町の人々は苦難をともに乗り越えた相手と、それ以外の相手のどちらを信頼するだろうか。火を見るより明らかだ。

　それだけでは、商隊の代表が大事な娘をわざわざ同行させた理由にならない。考えられるのは――。

「ローランド様がものすごく大変な時期にたくさん恩を売って……例えばどさくさに紛れて結婚しちゃうつもり、ってことでしょうか……？」

「そう、リオは本当に賢いね。魔境に追いやられても私は王族で大公だから、肩書きがほしい者にとってはいい相手なんだろう」

　彼は商隊の代表や令嬢の思惑がわかっていて、令嬢に対し関心がありそうな言動をした。それが意図的なものだったのなら、あの親子に危険を冒し続けるメリットがあると思わせておきたいということだろうか。

「ローランド様は、その可能性をチラつかせて厄災の年を乗り切るおつもりですか？」

「ご明察。まぁ、ああいうしっかりした子は嫌いじゃないな」

　そう言って、片目をつむっておどけた。ローランドはただ優しいだけの人ではないのだ。冷静で、魔境を治める大公として最善を選ぶしたたかさも併せ持っている。虫さえ絡まなければ、本当に完璧な人なのだ。

　そんな彼にふさわしいのは、美しいだけの女性ではない。例えばローランドや魔境シャイヴスに利益をもたらす者、国王から疎まれている彼の立場を強化してくれる相手――結局、それが里央ではないことだけは明らかだった。

「王族の方って大変なんですね……。自由に人を好きになれないって言っているみたいです」

「好きな人、か。……〝予言の乙女〟にずっと憧れていたから、特別に思う人はいなかったな……」

　そう語るローランドはどこか遠い目をしていた。小さな頃から結ばれると信じていた相手がローランドにとっての〝予言の乙女〟だ。

　けれど里央は運命などないと知っている。もし宝剣の所有者と乙女のあいだに惹かれ合う絆きずなのようなものが存在しているのなら、クラレンスは絶対に里央を殺そうとなどしなかっただろう。里央もあの残酷な王太子に惹かれていたはず。

　実際には違う。里央が惹かれたのはローランドだ。命を救ってくれて、仕事を与えてくれて、さびしいときにそばにいてくれた人だから惹かれたのだ。運命ではなく、ちゃんと特別に感じるいくつもの出来事があって、人は誰かを好きになる。

「私、好きな人は自分で選びたいですけれど！」

　そんな虚像にいつまでも囚とらわれ続けないでほしくて、里央はつい語気を強めた。

「リオはこの件に厳しいね」

「だって……」

　里央はどうしても、ローランドには〝予言の乙女〟について語ってほしくなかった。

　はっきり自覚している彼が好きだという強い想いを否定されている気がしたからだ。

「そういえば先代も先々代も、〝予言の乙女〟は黒髪に黒い瞳だったという。……君みたいな髪の色なのかな？」

　感触を確かめるように、ローランドが里央の髪に手を伸ばした。

　相手が少年であると思っているからこその行動だ。性別を隠している里央には彼の手から逃れる自然な理由がない。

　里央はローランドの従者だ。誰よりも一緒にいる時間は長く、誰よりも距離も近い。

　だというのに、よくない感情が里央の心を支配している。その感情は嫉妬なのだと彼女自身、はっきりわかっていた。

　あの金髪の令嬢と、ローランドの心の中にある〝予言の乙女〟の二人に里央は嫉妬しているのだ。

「リオ……？　ごめん、女の子と一緒にされたら怒るよね」

　むくれていると、彼の指先が離れていく。

　もっとしてもらいたいのに、言葉にはできない。本当の自分を見てほしいのに、それは別れに繫がる気がして怖かった。

（怒っているんじゃない……私、泣きたいんだ……）

　泣いたらローランドが心配するし、理由を探られても困る。だから顔を上げて、わざと頰を膨らませる。

「そうですよ！　ローランド様ったら」

　女の子と一緒にされたから気分を害したとローランドが勘違いしているのなら、都合がいい。冗談で済まされる範囲ということにしておきたくて必死だった。

「ごめん、ごめん」

「もういいですよ。……私、お姉様のところに戻りますね。またあとで」

「ああ」

　里央は無理やり笑みを作って、ローランドに挨拶をしてからその場を去った。誰もいない廊下を歩きながら、一度だけ両頰をパン、と軽く叩いた。

「しっかりしなきゃ。こんな気持ちのままじゃ、従者失格だ！」

　ローランドも王族だから完全に無関係とは言い切れないが、里央が性別を隠しているのは、彼女の個人的な都合だ。

　性別を告げるのも嫌だ、ローランドに女の子として認識してもらえないのも嫌だ――それではただのわがままだ。

　望んでなった従者の仕事に個人的な感情が悪影響を及ぼしてはならない。気合いを入れ直してから、モイラの研究室の扉を開けた。

「リオ、遅かったですわね」

「ごめんなさい。途中、ローランド様に会って立ち話をしていました。……それで、おじいちゃんから手紙を預かっています」

　モイラは慎重に封筒を開けて、便せんを取り出した。そしてギルモアの記した文面に目を通す。

　最初は真剣な表情をしていたのに、途中で見たこともないほど緩んでいた。

「可愛い文字……フフッ、あの方って、おちゃめなところがあるのね！　強く正しくおちゃめだなんて……普通の人ならなにか一つくらい欠点があるはずなのに……」

　好きな人の前でのみうまく話せないとか、老人なのに青春しすぎているとか、いくつか残念な点を思いついた里央だが、言葉にはできなかった。

「それで、おじいちゃんの次の非番が三日後らしいんですが、どうしますか？　一緒に行って、私だけ途中で帰りましょうか？」

　二人きりにしてあげるという里央なりの気遣いだ。

「なにをおっしゃるの？　わたくしを見捨てないで……。あなたが途中で帰ったら、そのあと会話が成り立つ気がしないわ」

「あ、そうですか……」

　里央が同行するのは二人の中では決定事項らしい。そんなに息がぴったりならば、早く付き合えばいいのにとあきれるしかない。




　そして約束の日。老将軍と美しい魔法使い、男装の従者というちぐはぐな三人は同じテーブルを囲んでいた。

　シャイヴスの町唯一のカフェは、昼は軽食、夜は酒を提供する店だった。紅茶、コーヒー、焼き菓子にパスタっぽい麺類など昼のメニューは豊富だった。非番や休憩時間中の兵士がよく利用する店のようだ。

　せっかくのデートだというのに、里央とモイラ、里央とギルモアが会話をするだけで二人の仲はまったく進展しなかった。

「そうだ、私……売り切れだったパンケーキがどうしても食べたいな！　次の非番の日も一緒に来てくれませんか？　まだお金を持ってないですし」

　里央は従者としての給金を前借りし、生活に必要なものを買うのに使ってしまった。次の支給日は当分先だ。それは事実だが、誰かにおごってもらうのは気が引ける。これは、二人の関係を終わらせないための提案だった。

「……そうね、リオはまだ一文なしだもの。お姉様であるわたくしが食べさせてあげる」

「なら、果実水はおじいちゃんが買ってやるからな」

「はい、絶対ですよ！」

　なぜ大人二人のために日本基準では成人していない里央が気を遣っているのだろうか。なんとなく先が長そうな予感がしつつも、彼らと過ごす時間は楽しかった。




◇　◇　◇




　それから数日後。破れてしまったレースカーテンをリメイクした里央特製の蚊帳が完成した。

「なにをしているんだい？」

　里央が脚立を使って金具を取りつけていると、ローランドがやってきた。

「蚊帳を吊つるすための金具を天井に取りつけているんです」

「なるほど、天蓋つきのベッドじゃなくても、そうやって蚊帳だけ吊せばよかったのか……」

　金具は四ヵ所。それぞれに紐を引っかけて、吊した蚊帳を床にしっかりつく位置に調節する仕組みになっている。

　高い場所の作業は、ローランドも手伝ってくれた。一人でできると里央は主張したのだが、それならせめて脚立を押さえておくと言って、怪我をしていない右手で支えてくれた。

　誰かに支えてもらえるだけで、安心して作業を進められる。やがて四ヵ所すべての紐を結んで、取りつけが完了した。

　脚立から下りた里央は、ローランドの反応が気になって仕方がない。

「手作りですが、出来映えはいいと思うんです。いかがですか？」

　レースカーテンはシンプルなものだが、花のモチーフをちりばめたおかげで豪華に見える。

「……うん、男の子の手作りとは思えない。……だが、なんだろう。ちょっとどこかの姫君の部屋みたいになっているような……？」

「ごめんなさい。でも、小さな穴を隠すためにお花をちりばめるしかなかったんです。夏のあいだだけ、そこは我慢してください」

　ローランドは見た目の可愛さに困惑気味だった。

　もちろん成人した男性の部屋にふさわしいものではないことくらい、里央にもわかっている。けれど、破れた部分をごまかすための装飾だから仕方がない。

「そうだ！　枕も新しいものにしましたよ」

　先に完成していた枕は、蚊帳と一緒にプレゼントするつもりで隠していた。里央はそれを持ってきて、ローランドに手渡した。

「すっきりとしたいい香りがする」

「クリューザンという虫除け効果のある花の香りです。効果は一夏しか保もちませんが、窓も補修しましたし、きっと以前より過ごしやすくなりますよ」

　ローランドはさっそくベッドに寝転がり、新しい枕の感触を確かめている。

「リオは随分器用なんだね。裁縫は得意なのか？」

「特別できるほうではないと思います。これくらい普通にできます」

　一人暮らしをしていたから、なんでも自分でするのが当たり前だった。だから料理や裁縫もするし、家具の組み立てや力仕事もする。従者の仕事は日々の生活で培ったちょっとしたことが役に立っている。

「普通って？　リオの国では男の子でも裁縫をするんだ？」

　指摘されてはじめて、失言だったと気づく。

「……あっ、……そ、そうですね！　私の国ではあんまり女性だけの仕事というイメージはありません。それに私は一人で暮らしていたので、できないと困るんです。……それで……」

　里央は慌ててごまかした。おそらくアルスタール国では裁縫は女性の仕事なのだ。日本も似たような状態だったが、本当のことを話すと性別がバレてしまう。

「そうだったのか。大変だったんだ」

　生い立ちが複雑であることをほのめかすと、ローランドはそれ以上追及してこない。出会ったときからずっとそうだ。今日もそうであってほしいと里央は願った。

「リオ……、大事な話をしていいか？」

　ローランドがいつになく真面目な顔をしている。ベッドから起き上がり、メインルームへの移動を促した。まずはローランドがソファに腰を下ろす。里央もその向かいに座った。

「どうしましたか？」

　性別の件に気づいてしまったか、それともあまり自分の過去を語らない里央に不信感を抱いたか――里央はそんな想像をして肝を冷やす。

「最初の約束では、とりあえず私の怪我が治るまでという話だったが……」

「……はい」

　もしかして、別の仕事を紹介すると言われてしまうのだろうか。

　ローランドの怪我は全治二ヵ月と診断されていた。ただし、徐々に負荷をかけてもいいはずだから、だんだんと介助は必要なくなる。里央を従者にするとき、ローランドはこう言っていた。「仕事を紹介するにしても、君の能力や適性がわからないと相手に不誠実だから」と。

　従者の仕事は必要なくなり、別の仕事をしろと言われるかもしれない。ローランドは本来、一人でなんでもできる人なのだから。

　彼と一緒に過ごすのが当たり前になりすぎて、里央はそうなる可能性を失念していた。

「リオは働き者だから、シャイヴスの町でならば安全な仕事を見つけられる。町の人ともだいぶ親しくなっただろう？　それに魔法が使える者は貴重で……引く手あまたなんだ」

「でも、私！」

　魔境の人々のために魔法を学ぶのも、それを使うのも、里央にはなんのためらいもない。ただ、なにがしたいかと問われたら、間違いなくローランドに仕えたいと即答する。

　仕事を選べる立場でないと承知していても、彼のそばから離れたくなかった。

「聞いてくれ。……だが、それでも君にはずっと私の従者でいてほしいと思っている。君がいないと困るんだ」

「……ローランド様」

　捨てられるかもしれないという不安が消え去り、従者でいていいという言葉が里央の頭の中に何度も響いた。離れなくていいという安あん堵どで感情が昂たかぶって、涙が溢れた。

「どうしたんだ？　なんで、泣いて……？」

　里央は泣き虫ではなかったはずなのに、今は涙が驚くほど簡単に溢れ出して、どうにもできなかった。

「……だって、誰かに必要とされているのって嬉しいんです。私、ずっといなくてもいい人間だった気がして……」

「いなくても、いい人間？」

「お父さんとお母さんが死んじゃってから……、迷惑をかけないでね……ってそればかり言われてて……だからしっかりしなきゃって。でも、いくら頑張っても……ただ忘れられるだけ……」

　それから里央は、異世界から来たことは言わないものの、自分の生い立ちを少しだけローランドに聞かせた。

　両親が事故で死んでしまったこと。祖母や伯父はいたが、彼らにとって里央は迷惑な存在でしかなかったということ。

　どれだけ親類に負担をかけないようにしても、ゼロにはならない。保護者としての役割が少なからずある。お願いするたびに、嫌な顔をされてしまう。年齢とともに負担が減れば彼らは里央を疎まないようになるのだろうか。

　自立したら認めてもらえると大学進学前まではそう考えていた。けれど根本的に違った。関わりが少なくなると、彼らは里央の存在そのものを思い出さなくなるだけだ。決して好きにはなってくれない。

「そうだな……。私にも、その気持ちはわかると思う。おそらく」

　少しさびしそうな顔をして、彼は過去に思いを馳はせているのだろうか。

　これは傷の舐め合いかもしれない。都にある城に戻れば王位を脅かす存在として国王やクラレンスに警戒される。ローランドも里央と同じ境遇だ。

　それでも決定的な違いがある。彼はこの魔境で、皆から必要とされている。町の人々も、砦の兵士も、彼を慕っている。

　そして里央も、今はもういなくてもいい人間ではない。ローランドが居場所を与えてくれたからだ。

「だから、今とっても充実しています。ずっとローランド様の従者でいたいです！　私を必要だと言ってくれる人のために、生きていきたい」

「それなら私も、君に尊敬される立派な主人にならなければな」

「はい。これからも……ずっと、よろしくお願いします」

　従者を続けるのならば女性だとバレるわけにはいかないのだから、彼に対する恋心など邪魔だ。

　内に秘め続ける覚悟が必要だろう。

　それでも里央は、彼を支える道を選ぶつもりだった。彼が誰よりも里央を必要としているからだ。

　特別な魔法が使える〝予言の乙女〟ではなく、里央個人を必要としてくれている。それに応えたかった。




　そして魔の世界との境界が曖昧になる厄災の年の八月が終わりを迎えた。
















第四章　八の月が終わりを迎えて




「まったく都の奴やつらは情けない」

　里央がシャイヴスの町を歩いていると、あちらこちらからそんな話題が聞こえた。八月が終わり、もう九月の半ばになってしまった。それなのに、〝予言の乙女〟は一向に現れる気配がない。都では今、百年前、二百年前の記録を調べ直しているという。

　百年前と今現在では、もしかしたら暦が違うのではないか。なにか儀式のやり方が間違っているのではないか。祭壇が壊れているのではないか。

　憶測が飛び交い、国外へ逃げ出す者もいるという。

「最前線のこっちのほうが平和とは！　笑ってしまうよ」

「大公のおかげだよ。……あら？　リオ君じゃないの。こっちへおいで、リンゴをあげるわ」

　井戸端会議をしている二人の女性が手招きをした。

「こんにちは」

　一人は、モイラやギルモアとよく行くカフェ兼酒場の女将おかみ、もう一人もその従業員だった。

「聞いたかい？　都では反乱が起こったらしいよ。制圧されたみたいだけど。恐ろしいのは魔獣より欲深い人間のほうじゃないのかね？」

「本当にそうですね」

　都での小規模な混乱については、ローランドやモイラも気にしていて、よく話題になる。乙女が現れなかったという前代未聞の事態のせいで、王家の権威が損なわれている。アルスタール王家の役割は、百年に一度の厄災を防ぐこと。それが果たせなければ、権力のトップにあり続けることはできないのだ。

　綻びの管理者という代替のない力を持っているからこそ、アルスタール王家に刃向かう者はいなかった。

　今、その前提が崩れかけている。

「それにしても最近、大型の魔獣が出てこないのはどういうことなんだろうねぇ」

「解釈が違う可能性があるって言っていたから、もしかして八月が終わったから魔獣被害が減っているのではないのかしら？」

　二人は首を傾げている。月に一度、二週間に一度、十日に一度……厄災の年に入ってからどんどん魔獣被害の発生する間隔が狭まっていた。〝予言の乙女〟が綻びを修復しなければ、魔獣被害は増えるはずというのが学者の見解だった。それなのにここのところ静かだった。

「そうだといいですね……。でも大丈夫ですよ！　ローランド様も、私の師匠であるモイラさんも、ギルモア将軍も、とっても強いから」

　もちろん被害がなくなった理由は里央が森の見回りをしているからだ。

　都の混乱の原因の一端は里央が知っている事実を隠していることにあるのだとわかっていた。それでも、実際に魔境で魔獣の出没が減り、安全な生活が保たれているという実績があれば、そのうち混乱は収まるはずだ。

　里央はそんなふうに考えて、ひたすらに森の見回りという役割をまっとうしていた。

「そうね！　リオ君はこれから森へ行くの？」

「はい。なにかいい果実があったら、あとでお持ちしますね！」

　女将においしい果実を差し入れると、それでジャムを作ってくれる。モイラたちとカフェでお茶の時間を楽しむとき、差し入れした者のパンケーキには無料でトッピングが増量される。

「それは楽しみ。気をつけてね、リオ君」

「それでは、行ってきます」

　里央は女将たちに手を振って、壊れた城壁から森の中へ入る。

（城壁も、新たな被害がなければ完璧に補修できそうだし、腐った土地の浄化も終わっているし……）

　このまま順調に行けば、魔獣のせいでここのところ収穫量が減っていた農作物も、もう心配ないだろう。

　森も穏やかだ。

　里央は適当な岩に腰を下ろし、地図を広げた。水平を保てる場所にコンパスを置いて、これから向かう場所を確認する。

　広い森を一人で管理するのは難しい。だから最近は、日ごとに特定の場所を回ることにしている。魔力の使い方をモイラから学んでいるうちに、里央は自分の中に魔獣や綻びの探査能力が備わっていることに気づいた。

　一度探査を行った場所を地図に記しておけば、効率よく森を管理できる。小さな綻びは短期間でもできやすいため、魔獣の出現をゼロにはできない。

　けれどこの一ヵ月、魔法を持たない一般の兵士だけで対応できる範囲に抑えられているので、十分な成果だろう。

　地図で今日の目的地を確認した里央は森の中を歩く。まだ暑い季節は終わっていないが、穫とれる果実は少し秋めいている。

「あ！　山ブドウが色づいてる」

　はじめて見る果実は、必ず本で確認するか、詳しい人に聞いてから食べるようにしている。けれど山ブドウはまだ青い実のうちからチェックしていて、収穫時期を待ち望んでいた。

　里央は手を伸ばして濃い紫色に色づいた山ブドウをもぎ取ろうとするが、届かない。仕方なく指先を山ブドウの実よりも少し上に向けて、空を裂くような動作で魔力を飛ばした。スパッと切れた房は差し出したかごの中に落ちてくる。

「たくさん穫ってローランド様にもあげよう」

　女将にあげるぶんと里央が食べるぶんと、ローランドにあげるぶん――里央は濃い紫色の果実を探しながら、森の奥へと進んでいった。

　しばらく進むと悪い気配がした。ちょうど今日、綻びの状況確認をしようと思っていた地点に差しかかったあたりだ。ザワザワという音を伴って、黒っぽい獣が姿を見せる。キツネに似ている魔獣だった。

　魔獣はお守りで気配を隠している里央には気づかない。けれどこれくらいの大きさになると、人を襲う可能性が出てくる。見つけたら駆除したほうがいいだろう。

　心を落ち着かせて、里央は身体の内側にある魔力を探り、それを手に集めるイメージをした。魔力を感じ取ったのか、魔獣の耳がピクピクと動き里央のほうへ向いた。

　――シャァァッ！

　気配を隠すお守りの効果を打ち消すほどの魔力が身体にみなぎった瞬間、魔獣は里央の存在をはっきり見つけて飛びかかってきた。

　けれど、魔獣の攻撃は里央には届かない。里央がブドウを切ったときと同じ要領で魔力を放てば、キツネ型の魔獣は塵になって消えた。

　最初はうまくできなかったが、魔獣の持っている負の力と反対の作用がある里央の力を同じだけあてれば魔獣は完全に消滅し、大地を腐らせることもないのだ。

「ごめんね、元の世界に帰れればいいのにね……」

　彼らは人を襲ってしまう。だから里央は彼らを駆除することをためらわない。ただ、食べるためではない殺生は、できればしたくないという思いがあった。魔獣には魔獣の暮らす大地があって、相あい容いれない人間とは棲み分けるべきなのだ。

　だからこそ境界を守る者が必要で、それが〝予言の乙女〟なのだろう。

　魔獣がいたということは、それが出てくるくらいの綻びが近くにある可能性が高い。里央は目をつぶって周囲の綻びを探す。

　目を閉じ大きく深呼吸をすると、真っ暗な世界の中にさらに暗い場所があるのを感じる。魔獣の棲まう世界と人間の世界を隔てているものが綻んでいる部分だ。

　一つ、二つ――修復が必要な箇所は全部で三つだ。二つの世界を隔てる結界には、自己修復機能がある。けれどどうやら、その機能が働くのは大型の魔獣が境界を越える程度に広がってかららしい。百年という長い年月に亘わたり結界を維持するために、小さな被害は見逃すという仕組みなのだと推測できた。

　里央は一番大きな綻びから順にそれらを直していった。

「……なんだろう、普通の動物かな？」

　一瞬、どこかでガサゴソという音が響いた気がした。もう一度魔獣の気配を探るが見つからない。

　小動物がいたのだろうと結論づけて、里央は作業を続けた。

「綻びも大丈夫そうだし、今日の見回りはおしまい！　よし、砦へ戻ってローランド様が帰ってくる前にお掃除しなきゃ」

　行きにもらったリンゴをかじりながら、里央は歩き出す。魔力を使い、たくさん歩いて疲れていたが達成感もあった。

「山ブドウ……ローランド様、喜んでくれるかな？」
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　ローランドが拾ったリオという名の少年は、働き者で見ているほうも癒やされる不思議な子だった。

　あの日ローランドは魔獣の出現状況を国王へ報告したあと、密ひそかに祭壇のある森を訪れた。そこでクラレンスに剣を向けられている少年の姿を発見し、咄嗟に庇った。

　宝剣はアルスタール国の民を守るためのものだ。それを守るべき対象であるはずの民に向けるのも、神聖な森を血で穢すのも、絶対に許せなかった。

（子犬を拾ってしまった気分だ）

　それがリオに対する印象だった。これから魔獣の出現が増えるはずの魔境に連れていくのはためらわれる。けれど身寄りのない、おそらく人買いから逃れてきたらしい少年が伝手のない都でまともな職に就けるわけがなかった。

　子犬を拾ったら、その瞬間から責任が生じる。もし預けるのなら、自分自身が信頼を置く者でないと不誠実だ。

　ローランド自身も怪我をしていて介助が必要なこともあり、ひとまず少年を従者にした。

（随分と変わった子だ……）

　短いが、綺麗に切りそろえられた黒い髪、手は繊細で柔らかい。変な服を着ているが驚くほど緻密な縫製だ。文字もきちんと理解し、計算もできる。明らかに労働者階級ではないのに、故郷に親はいないと主張する。みなしごで、どうやって生活をしてきたのだろうか。謎だらけだ。

　異国からアルスタールにやってきた経緯があやふやで、なにか深刻な事情があるのは察していたが、軽い気持ちでたずねていいことでもない気がしていた。

　リオがいつか事情を話す気になってくれるのを待つのが、年長者の務めであると思い、ローランドは彼を見守ることにした。

　彼はなんでも挑戦する頑張り屋で、器用だった。ローランドはリオを従者にしたのは大正解だったと感じた。

　一方で、少年の危うい部分が心配で仕方がない。常識があるようでいて、ある部分だけすっぽりと抜けているから放っておけなかった。

（……リオの仕草を目で追ってしまうのはなぜなんだ……？）

　笑い方、怒り方、冗談を言うときの少しだけ意地の悪い顔――なぜか気になってしまう自分にローランドは困惑した。

　最初に思考がどうかしていると自覚したのは、入浴の手伝いをさせたときだろうか。恥じらう態度にドキリとして、これはまずいと感じたのだ。

　彼に砦の主人用のバスルームを使っていいという許可を出したのは、ほかの男もリオに同じような感情を抱くのではないかという心配があったからだ。

　砦の兵士たちは規律を守る誇り高き男たちばかりだ。けれど、砦にも町にも極端に若い女性が少ない。砦にいる独身女性といえばモイラだが、彼女を口説こうとする男はいないだろう。モイラはギルモアしか見ていないし、不用意に触れたら魔法で半殺しにされそうである。

　そんな環境に可愛らしい少年を放てば、不ふ埒らちなことをしようとする者も現れるかもしれない。

「ローランド様に会うまでおやすみなさいはぜんぜん使ったことがなかったんです。なんだか不思議なかんじです。でも嬉しくて……」

　おやすみなさいは特別な言葉だと教えてくれたのはリオだ。考えてみればローランドもほとんどその言葉を使ったことがない。互いに家族を持たないから必要のない言葉だったのだ。

　毎晩「おやすみなさい」を言い合うことで、ローランドは久々に家族を得た気がしていた。




　そして乙女が現れるはずの八月が終わり、九月の半ばとなった。




　乙女が姿を見せないという前代未聞の事態に皆が不安になっている。不思議なことに乙女や宝剣の力がなくてはいずれ魔獣を抑えられなくなると予想されていたシャイヴスは、ありえないくらい平和だった。

「おかしいですな。……ここ一ヵ月、魔獣被害が数えるほど。大型の魔獣は出現そのものがない」

「なにかが変わろうとしているのだろうか？」

　魔獣との戦いは厄災の年の八月で終わると信じていたからこそ、ローランドも兵士も、そして魔境で暮らす民も強くいられたのだ。もしかしたら乙女は現れないのかもしれない。今は嵐の前の静けさなのだろうか。そう考えると平静ではいられなかった。

「その顔……、決して皆の前では見せないようにしてくださいね、大公」

　ギルモアはかつての弟子であったローランドに厳しい。宝剣の所有者が都に留まっている現在、この魔境で誰よりも魔獣と渡り合える力を持っているのはローランドだ。ローランドの不安は、皆に伝わり、それはやがて砦にいる者たちの動揺に繫がる。

　それとは逆にローランドが強気でいれば、砦もシャイヴスの町も大丈夫だというのだろう。

「わかっている。……皆の前では気持ちを切り替えるよ。あぁ……リオのいれてくれるお茶が飲みたいな……」

　日中はモイラのところで魔法を学んでいるはずだ。従者の仕事は朝と夕方だけでいいと許可を出したのはローランドだから、お茶をいれてもらうためだけに呼び寄せるのは気が引ける。

「リオならば、昼過ぎは大抵森の中で素材集めをしているはずですが？」

　いっそモイラの研究室まで足を運ぼうか、などと考えていたところで、ギルモアから衝撃発言が飛び出した。一瞬、ギルモアがなにを言っているのかわからなかった。

「は……？　森に……まさか一人で行かせているわけじゃないよね？」

　リオはしっかりしているが、この国の常識に疎いし、自分が魔法を使えることすら知らなかったのだ。そんな彼が魔獣が現れる可能性のある森に一人で入っていいはずがない。

「ご存じなかったのですか？」

　否定の言葉はなかった。つまりリオは一人で素材集めをしているという意味だ。

「ありえない！　いくら魔法が使えてもあの子はまだ子供だ」

「私は十になる前から一人で危険な場所で修行を――」

「将軍の基準で物事を考えないでくれっ！」

　ギルモアがさも当然のことのように語る態度に憤り、ローランドは声を荒らげた。

　この時間の保護者であるモイラにも、知っていて黙っていたギルモアにも、そんな大事なことを一ヵ月も知らずにいた自分にも腹が立つ。

　そのまま勢いよく立ち上がり、モイラの研究室へ向かった。すると案の定、リオの姿はなく、爪の手入れをしているモイラだけがいた。

　強い口調で問い質ただしても、どこ吹く風といった様子だ。

「大丈夫ですわ。……あの子は大公が考えている以上に強いですし、わたくしが便利な道具をたくさんさしあげていますから。わたくしだって十代前半から場数を踏んできましたもの」

「そういう問題ではないだろう！」

　ギルモアは剣、モイラは魔法――それぞれこの国で五本指に入る実力の持ち主だ。その筋の名家に生まれ、幼い頃から技を磨くのに熱心だった。そのせいで二人とも「大丈夫」の基準がだいぶおかしかった。

「……過保護すぎますわ。一度ご自分の胸に手をあてて、その過保護の理由を……あぁ、もう！」

　モイラがなにかを言っていたが、最後まで聞かずに、ローランドはリオを追いかけた。

　そして探査魔法を使いながら彼を探し、リオの姿をようやく見つけたローランドが声をかけようとしたそのとき――。

　黒髪の少年が一人森の中でしていたことを目撃し、ローランドはしばらく動けなかった。

（リオはなにをしていたんだ……？　……魔獣を……）

　彼が魔法を使えることは知っている。モイラからの報告では、素質だけならば現役最強と言われているモイラよりもすごいものを持っているとのことだった。

　けれどリオが使った魔法はローランドのものとは明らかに違っている。ローランドが魔法や剣で魔獣を倒せば、魔獣の血が大地を腐らせる。

　リオはそうではなかった。魔獣の性質と正反対の魔法をぶつけて、完全に消滅させていた。禍まが々まがしい魔獣のまとう魔力が、清らかな光で打ち消された。

　まるで宝剣を使ったときと同じような――そんな印象だ。

　しばらく観察していると、彼は森を散策しているのではなく、目的の場所に向かって迷わず歩いているのだとわかる。

　何度か立ち止まり、なにもない場所に手をかざして魔力を放出していた。そして満足げに頷いてまた歩き出す。

「綻びも大丈夫そうだし、今日の見回りはおしまい！　よし、砦へ戻ってローランド様が帰ってくる前にお掃除しなきゃ」

（綻びが大丈夫……？　見回り……それにあの、魔力……）

　ローランドは気配を押し殺し、リオの様子を見つめていることしかできなかった。リオがやっていたことがなんなのか察しているのに、頭の整理が追いつかない。

「まさか……リオは、〝予言の乙女〟……なのか？」

　それ以外に考えられないというのに、ローランドはそれを認めたくなかった。

「確かめなければ……」

　リオが軽やかな足取りで砦のほうへ戻っていく。リンゴをかじりながら、時々鼻歌まで歌っていた。

「山ブドウ……ローランド様、喜んでくれるかな？」

　まだ確証は持てないが、おそらくリオは特別な魔法で魔境の皆を守ろうとしてくれているのだろう。誰にも知られず、たった一人で……。そんなリオが考えているのは――ローランドのことだった。その事実に胸が締めつけられる。

　リオの姿が見えなくなるまで、ローランドは木の幹にもたれ、小さな背中を見つめ続けた。




◇　◇　◇




　時間を置いてから砦の私室に戻ったローランドは、しぼりたての山ブドウの果実水を手にしたリオに出迎えられた。

「お帰りなさいませ。……見てください！　まだ暑いですけれど、秋の味覚が収穫できたんです」

　誇らしげで、憎たらしいほど無邪気だった。

「ありがとう、ちょうど喉が渇いていたんだ」

　ありえない出来事のせいで、本当に喉がカラカラだった。ローランドはソファに腰を下ろしてから、グラスを受け取った。

　わずかにリオの手に触れる。それだけでローランドは動揺し、思わずグラスを落としそうになってしまった。

「ジャムにするためにあげちゃったので、一杯しかないんです！　こぼさないでくださいね？」

　明らかに受け取り方が悪かったため、リオに叱られてしまった。グラスが大きく揺れたせいで、袖口に濃い紫色の液体がかかってしまう。リオはすぐに手拭きを持ってきて、ローランドの手を拭き清めてくれた。

「気をつけるよ」

　山ブドウの甘い香りが周囲に漂う。リオの手は、温かかった。離れていく瞬間が少しだけ名残惜しい。

「汚れてしまいましたから、このあと入浴されますか？」

「そうだな……そうしたい」

　どうにかして冷静になるには、湯につかって気持ちを落ち着かせたほうがいい。

「かしこまりました」

　リオは手拭きを片づけながら、バスルームのほうへ消えていく。魔力を使ってお湯を張り、タオルや着替えを用意してくれているのだ。

　冷静になりたいと望んでいるはずだというのに、ローランドはてきぱきと働くリオを目で追い続けて、気がつけばリオのことばかり考えていた。

　ローランドは冷たい山ブドウの果実水を一気に飲み干し立ち上がる。ざわついた胸の内を悟られないように注意しながらバスルームへと向かった。

　いつものようにリオに手伝ってもらいながらシャツを脱ぐ。リオがズボンに手をかけようとしたところで、ローランドは思わずその手を摑んだ。

　リオは顔を上げ、小首を傾げた。この国ではあまり見かけない黒い瞳に魅入られる。じっと見つめていると、先に視線を逸らしたのはリオだった。

（……女の子かもしれないのに、全裸を見せていいはずがない）

　リオは腕とズボンの裾をまくっていて、今日も主人の背中を流すつもりでいるようだ。

　けれど、いまだに入浴の手伝いを恥ずかしがる。予想が正しいとしたら、いつまで経っても慣れない理由が察せられた。

　もしかしたらローランドは、女性に大切な部分をしっかり見せてしまったのではないだろうか。

「リオ、今日からは風呂の手伝いはいらない」

　王侯貴族であれば、着替えも入浴も側仕えにすべてさせる者もいるだろう。同性の従者ではなく、若いメイドにそういうことをさせる者もいるが、ローランドとしては恥ずかしがる女性に全裸を見せつける趣味はない。

「でも、お背中は流しますよ」

　羞恥心で頰を赤く染め、うつむきながらもリオは従者の仕事をまっとうするつもりでいる。

　見ているほうが恥ずかしくなるほど動揺してしまうくらいなら、早く引き下がってほしいとローランドは思った。

「それも大丈夫だ。ほら、もうそろそろ機能回復のために日常生活では自立するべきだと思うから」

「わかりました」

　怪我の回復を理由にすれば、リオはすぐに引き下がり、バスルームから出ていった。

　バスルームには花の香りが立ち込めている。リオがどこからか集めてきた花を原材料にして魔法で生成した香油が垂らしてあるせいだ。

（……リオが〝予言の乙女〟かどうか、はっきりさせなければ。申し訳ないがひとまず性別を確認しよう。女性なら、もうそれ以外に考えられないから……）

　リオがなにか複雑な事情を抱えていることは以前から知っていた。今まではいつか話してくれたらいいと考え、無理強いをしていなかった。

　けれど、ローランドには王族としてこの国を守る責任があるため、〝予言の乙女〟に繫がる可能性があるならうやむやにはできなかった。

　すべてはまだ仮説にすぎない。もしリオが女の子ならば、祭壇のあるあの森をさまよっていた理由が説明できる。

　常識があるようでないのも、知っていることと知らないことの差が大きいのも、今まで魔法を知らずにいたと言いながら、魔獣を消滅させる不思議な力を操っていることも――。

　すでにローランドの目には男の子に見えなくなっているが、すべての辻つじ褄つまを合わせるには、リオの性別を確定させなければならない。

　ただ、方法がわからなかった。

「リオ……少しいいだろうか？」

　うだうだと悩んでいても仕方がない。夕食を終えてからしばらくソファに座りくつろいでいたローランドは、リオに探りを入れるため声をかけた。

「はい、ご用はなんでしょうか？」

　備えつけのキッチンでティーカップを磨いていたリオは、主人が呼べばすぐにそばまでやってきてくれる。

　本当に子犬みたいだった。

（いや、だが……。なんて聞けばいいんだ？　仮に女の子だったら……これまでと同じでいられるだろうか……？）

　ただ性別が女性だというだけならば、従者ではなくメイドとして仕えてもらうことはできる。

　けれど、リオはただの女性ではなく、〝予言の乙女〟かもしれないのだ。

　性別を偽っていると仮定して、ローランドがそれを暴いたら魔境での暮らしも、二人の関係も、なにもかもが変わってしまう気がした。

「ローランド様？」

　いつまで経っても用件を言い出さないローランドにリオは困惑しているようだった。

「……ああ、用というほどのものでもないのだけれど……」

　そばに仕える者の仕事を中断させたのに、なにも仕事を与えないのは主人として好ましくない言動だった。

　リオもやりかけの仕事に戻っていいのかわからずにいるのだろう。なにか気の利いた言葉をかけなければとローランドは焦る。

　けれどなにも思い浮かばず、しばらく二人のあいだに気まずい空気が流れた。

「……はっ！　もしかして？」

　突然、リオが床に視線を落として、キョロキョロとなにかを探す素振りをしだす。

「どうしたんだ？」

「祖国の有名な従者の逸話なんですが……」

「ああ、お茶の？」

　外出から帰ってきた主人のために、あえて冷めたお茶を出した従者の話なら、以前にも聞いていた。リオの祖国とは、海を渡った異国なのだろうか、それとも異世界なのだろうか。

　事情を抱えていると感じて、あえて触れなかった部分だったため、今更出身国を確認するなんてできない。

「その方とは別人です。……主人がわざと従者を呼びつけて、なにも命じずに下がらせるという逸話がありました。ほかの従者は気づかないんですが、ランマルという人だけは、部屋にごみが落ちているのに気がついたという……」

　つまり、その主人は従者の注意力を試す目的で、あえて無駄な呼び出しをしたのだろう。そしてローランドもなにかリオに気づいてほしいことがあって、声をかけたと思っているのだ。

「随分と、性格の悪い主人だね」

　ローランドならば、わざわざ仕えている者を試したりはしない。ごみが落ちていた程度なら自分で拾ってしまうかもしれない。

「そうですね……最終的に家臣に裏切られて死んでしまいますから。そのときランマルはノブナガ様と運命をともにしました……」

　歴史上の人物だというのなら死んでいるのは当然だが、嫌な死に方をした人物と自分たちを重ね合わせるのはやめてほしかった。けれど、昔話のせいで話が逸れたのは幸いだった。ローランドはその隙に、なんとかリオに申しつける用事を考えた。

「……それで、リオ。就寝前だけど、ワインを用意してもらえるだろうか？」

　ローランドは普段、眠る直前まで私室で書類に目を通し、大公としての職務に励んでいる。けれど今夜は文字を読んでも頭に入りそうになかった。こんな日くらいなまけても許されるはずだ。

「お酒、ですか？　……はい。かしこまりました」

　リオは素直に了承して、調理場へ向かうために部屋を出ていく。一瞬だけためらったのは主人の行動がいつもと違うせいだろう。きっと、ローランドの健康を気遣ってのことだ。

　一人になったローランドは、ソファの背もたれにずっしりと寄りかかり天井を仰ぎ見た。一度大きなため息をついてから、今後の作戦を考えた。

（入浴か着替えを覗くか、寝ている隙に胸元を暴くか……）

　どれも、恋人ですらない女性にしていい行為ではない。生真面目なローランドは結局なにもできそうもなかった。

　しばらくするとリオがワイン瓶やグラスをトレイに載せて戻ってくる。頼んでいないのに、つまみになるチーズやナッツが添えられている。祖国ではレストランで働いていたというから、酒を飲んだことがなさそうなのに気が利くのだ。

　グラスにワインを注ぐ動作は美しいが、アルスタール国の給仕とは違った動きをする。結局その差異が異世界人だからなのか、異国人だからなのかは判断できなかった。

　ソファに座るように促すと、リオはハーブティーをいれてからちょこんとローランドの隣に座った。しばらくのあいだ、ローランドはワインを楽しみながらリオと談笑した。

（だめだ。可愛く見えて仕方がない……）

　可愛らしいと感じていたのは、かなり前からだ。けれど少年だと思っていたから仕草や一生懸命に働く様子に好感が持てるだけであると信じ込んでいた。

　もし女性なのだとしたら、可愛いと感じる心を隠す必要もなくなる。酔いがまわってきたローランドの理性は崩壊しはじめていた。

「めずらしいですね？　こんなにお酒を飲まれるなんて」

　ちょうど先ほど開けた瓶が空になり、二本目の栓を抜いたところだ。

　普段のローランドなら食事と一緒にたしなむ程度で、瓶をまるごと一本空けることはない。リオは主人の飲みすぎを心配しているようだった。

「リオ、もっと近くにおいで……。ワインを一緒に飲もうか？」

「私、未成年ですから一緒には無理です。どうなさったんですか？　なにかお悩みなら、聞いてあげることくらいできますよ」

　無邪気なリオに、「君のせいだ」と言いたかった。理不尽だという自覚はあるものの、ローランドはリオを困らせてやりたい衝動に駆られた。

「リオ……」

　予告なくリオの手を引っ張って膝に乗せる。しばらくジタバタと暴れて抵抗していたが、そのうちにおとなしくなった。

　きっとローランドの顔は真っ赤になっているはずだ。けれど、リオも耳まで朱に染まっている。

　これが主人に抱きしめられたときの、少年の反応だろうか。

「酔っ払っていらっしゃるのですか？」

「少し、ね」

　実際、かなり酔っているのだ。リオからはいい香りがして、そのせいで余計におかしくなりそうだった。香りの正体は、バスルームで使っている香油だ。ローランドも同じであるはずなのに、リオの肌から漂うと何倍も甘く感じられた。

「もう九月になってしまいましたね……。町の皆さんは、ローランド様がいるから大丈夫だと言っています。でも、その言葉はきっとあなたの負担になってしまうんでしょうね……」

　リオは馬鹿だった。すべてを背負い込んでいたのはローランドではなくリオのほうだというのに。

　本気で主人の心配をしているのだ。

「先のことを考えると恐ろしくて眠れないと言ったら、リオはどう思う？」

「それなら私、安眠できるなにかを探してきます！」

　的外れな答えだった。ローランドが問いたかったのは、本当は大公としても未熟で、弱い心を必死に隠しているだけの張りぼてだと知ったら、失望しないかということなのに。

「ハハ……ッ！」

「だめですか？」

　そんなことでリオが失望しないのは、最初からわかりきっていた。虫ごときで抱きついたり、夜中に叩き起こしたり、弱い部分をたくさん見せてきたのだから今更だった。

　ここはローランドの私室で、リオは従者。だからここにいるあいだは魔獣と戦う強い大公でいなくてもいいんだと言われている気がした。

「だったら、明日も明後日も……ずっと私におやすみなさいを言ってくれ……。それだけでいい……」

　リオを捕らえていた手の力をさらに強めた。頼りない肩、細い腕――そして胸のあたりはわずかに膨らんでいて柔らかい。

（あぁ……やはりそうなのか……）

　そのまま目を閉じて、ローランドは酔っ払って眠りに落ちる寸前のふりを続けた。

「おやすみなさい、ローランド様……」

「おやすみ、リオ」

　リオがローランドの身体を押して、ソファに横たえようとする。ローランドが腕の力を緩めないせいで、彼女まで体勢を崩してしまった。

「ちょ、……ちょっと離してくれないと……っ！　……寝ちゃったんですか？」

（離したくない）

　彼女が〝予言の乙女〟でなければいいのに――真実を知ったローランドは真っ先にそう願った。

（私は馬鹿だ……本当に、リオの言うとおりだった……運命の相手だなんて、他人の感情も、自分の感情も蔑ないがしろにするだけの存在だ）

　ローランドのリオに対する感情は、憧れていた〝予言の乙女〟だから抱いた好意ではないと断言できた。

　きっとローランドは、本気で誰かを好きになったことがなかったのだ。祭壇に乙女が現れたら、その瞬間に真実の愛が自分の中に芽生える――そんなふうに考えていたのだろうか。

　現実は違う。リオはローランドの運命の相手ではない。愛し合う関係のはずのクラレンスは、彼女に剣を向けた。

　ローランドが彼女に好意を抱いたのは、懸命に与えられた仕事をこなそうとする姿や、素直な笑みに癒やされたからだ。出会ってから多くの時間をともにして、語り合って笑い合い、だんだんと育っていった感情だ。

　少年だと思っていたから封じ込めていた想いが一気に溢れ出した。

「私、もっと頑張りますから。従者のお仕事も、魔法も……それから……」

　それから〝予言の乙女〟の役割も――そう言おうとしたのだろうか。

　リオは身じろぎをしてローランドの腕から逃れようとする。寝たふりには気づかず、主人を起こさないように慎重に。そんな配慮が可愛らしい。
















　やがてふわりと毛布がかけられる。ソファから動こうとしないローランドをそのままにして、毛布だけ持ってきてくれたのだ。細い指が額のあたりに伸びてきた。乱れた前髪を整えてくれている。

「大丈夫ですよ。だから毛布をかけて、ちゃんと眠って……おやすみなさい、ローランド様」

（運命などありはしない。クラレンスには渡したくない、渡さない……）

　小さな頃からずっと自分のものになると思っていた宝剣も、次期国王という立場も、ローランドは表向きあっさりと手放した。魔境に追いやられたことを悔しく思う気持ちはあったが、それで国の安寧が保たれるのなら、いとこにすべてを譲るのが王族として正しいと信じていた。

　けれどリオのことだけは譲れない――。ローランドははじめて、正義や義務ではなく己の欲望のみを理由に、行動を起こす決意をした。
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　いつものようにモイラから魔法を習い、森の見回りを終えた里央は、脚立を持って廊下を歩いていた。今朝、ローランドのベッドルームの天井に蜘く蛛もの巣を見つけたのだ。蚊帳があるせいで、ローランドは部屋の隅の高い位置にある蜘蛛の巣の存在にはまだ気づいていない。

（主人の知らないうちに駆除！　これが一流の従者です）

　砦の天井は高く、それに届く高さの脚立はかなり大きい。里央は誰かにぶつからないように注意しながら慎重に運んだ。

　ところが突然、脚立の重みがゼロになった。

「小柄な君が運ぶのは大変だろう？　私の部屋まででいいのかな？」

　いつの間にか真後ろにローランドがいて、脚立を支えていた。

「大丈夫ですよ、私が自分で運びますから」

「いいから」

　里央は腕に力を込めて、脚立を彼から遠ざけようとするが敵かなうはずもない。抵抗むなしく、高い位置で抱え直されてしまう。

「あっ、もう！　私の仕事なのに……」

「いいんだよ、ここでは適性のある者がそれぞれの仕事をこなすのがルールだ。それに君は必要以上に働いているじゃないか」

　誰よりも働いているのはローランドだ。魔境シャイヴスの領主としての仕事と対魔獣戦線の指揮官としての仕事の両方をこなしているのだから。

「高いところの作業なら私がやろう。落ちて怪我でもしたら大変だ」

　部屋にたどり着いても彼はまだ脚立を放さない。

　ローランドは里央の主人ではあるものの、保護者としての責任も自身に課しているようだった。

　理由はわからないが、最近彼の過保護に拍車がかかっている。優しくされると嬉しいが、仕事を奪われると困惑してしまう。

　けれど、里央が今からする作業はきっとローランドにはできないはず。だからにっこりとほほえんで彼の申し出を受け入れるふりをしてみる。

「ローランド様のベッドルームで小さな蜘蛛の巣を見つけたので、今のうちに駆除しておこうと思ったんですが……。じゃあ、お願いできますか？」

　従者の仕事を奪おうとする者への仕返しのつもりだった。ローランドはすぐに顔色を悪くさせて、脚立を押しつけてくる。

「すまない。従者から仕事を奪うのはだめな主人だった……。以後気をつける」

　彼はベッドルームへ続く扉を一瞥したあと、ソファに腰を下ろした。それからテーブルの上に置いてあった書類に目を通しはじめた。青い顔のまま、作業が終わるまで絶対に問題の部屋には近づかないという強い意志が垣かい間ま見える。

　里央は手早く蜘蛛の巣を取り払ったあと、脚立を片づけた。部屋に戻ってからローランドのために紅茶をいれた。もう夏が終わってしまったのを肌で実感する季節。今の時期は温かいミルクティーがおいしく感じられる。

「今日は早いお戻りでしたね」

　ローランドは農作物の収穫に関する報告書に目を通していた。

「ちょっとこちらで仕事をしようと思ったんだ。リオは昼間、なにをしていたの？」

「今日は風の魔法を教わりました。……洗濯物を乾かすのに使えそうです。午後は町の見回りをしました。あ、そうだ！　町の方からクッキーをもらったんです。夕食までまだ時間はありますし、ローランド様も召し上がりますか？」

　紙袋に包まれたクッキーがポケットの中に入っていることを思い出した里央は、モゾモゾとそれを取り出した。

「そうだね。いただくよ」

　里央はすぐにお皿を用意して、クッキーを盛りつける。ついでに自分の紅茶も用意した。こういうときのローランドは、里央も一緒でなければ納得しないからだ。

　用意が終わり、里央は皿やカップをテーブルに置いてから、ローランドの隣に腰を下ろす。彼は書類を片手で持ったまま紅茶を飲んでいた。

「書類が汚れてしまうから、食べさせてくれないか？」

　なぜかさわやかな笑みを浮かべて、彼はそんな依頼をしてくる。

　確かに、手作りのクッキーはほろほろとした食感だから、細かい粉が手につきやすい。しかもバターがたっぷりと使われているので、手拭きを使わないと大事な書類が汚れてしまうかもしれない。

「……うぅ、なんだか変ですよ？　甘やかしたり、甘えたり……」

　里央も大学のレポートを書くときや本を読むときに同じように思ったから気持ちは理解できる。

　けれど、そういうときは手拭きを用意するか、お菓子を割り箸で摘んでいた。人にやってもらうのは完全に甘えである。

「君は私の従者だから、問題ないだろう？」

　ローランドは都合のいいときだけ、主従関係を持ち出す。

「困ったご主人様です……。はい、あーん」

　自分だけくすぐったい気持ちになる状況を理不尽に感じながら、里央はクッキーを手に取って、彼の唇に近づけた。

（でもなんか……変……）

　入浴や着替えの手伝いはいらないと言ったり、重いものを運んでくれたり、そうかと思えば従者なのだからと言って甘えたり、随分とちぐはぐだった。

　嫌われているとか必要とされていないとは感じない。むしろ、大切にされている気さえする。

「なにか変わったことでもありましたか？」

「なにもないよ、おかしなリオ」

　そうは言うものの、ローランドのほうが変なのだ。困らせる言動が明らかに増えたローランドに戸惑いながら、里央はその原因を探してみた。

　思い当たるのはやはり魔境やアルスタール国の将来だ。最近ローランドの寝室には夜遅くまで明かりがついている。里央が心配になって事務仕事ならば補佐できると言っても、彼は大丈夫だと言い張る。魔境の未来について悩みすぎて、疲れているからおかしくなったのだろうか。

　だとすると、里央にも原因がある。シャイヴスの町の人々は穏やかに暮らしているが、都の治安は悪くなる一方だという。

（私がいるから大丈夫……ローランド様にだけ、そう告げたほうがいいのかな？）

　ローランドが里央の嫌がることなどするわけがない。それでも黙っているのは、彼が〝予言の乙女〟の運命を信じているからだ。

「そうだ。一つ、仕事をお願いできるかな？　紅茶を飲み終えてからでいいんだけど、図書室に本を返してきてほしい」

「かしこまりました」

「夕食まで、本を読んでいてもいいからね」

「はい！」

　里央はサッと紅茶を流し込んでから、さっそく本を抱えて、図書室へ向かった。もらった仕事をすぐにこなしたいという気持ちが半分、単純に本が読みたいという気持ちが半分だ。

　砦にはギルモアをはじめとした、筋肉自慢の戦士たちが集まっている。彼らの中に読書を趣味にしている者は少ない。モイラやほかの魔法使い、それからローランドと里央くらいしか利用していないというのが現状だ。

　里央がたどり着いたとき、図書室は無人だった。

「……ええっと、地学の本は……このあたりかな？」

　まずはローランドから預かった本を返す。それから書架を一つずつ見て回る。ローランドは図書室にいていいと言っていたし、休憩時間なのだから好きな本を手にすればいい。

　けれど手にしたのは魔法に関する本だった。

　砦には魔法に関する本はたくさんあった。里央もそれらの本をよく読んで、実践している。ただし〝予言の乙女〟の力の使い方はどの本にも書かれていない。

　王族の歴史や、魔獣、乙女について記されている本はたくさんあるのだが、どれもふんわりとした内容なのだ。とくに宝剣や乙女に関することは、秘密が多いのだろうか。救国の物語はいくつもあるのに、宝剣の仕組みや乙女の能力についてはぼやけている。

「……この本は？」

　一通り読んだはずの書架に、一冊だけ見たことのない本が挟まっていた。

　分厚く、装丁が美しい。高価そうな本には重要な内容が書かれているかもしれない。

　里央は高い位置にあったその本に手を伸ばした。

　その場で読むには重すぎた。閲覧用のテーブルと椅子が置いてある場所へ移動し、彼女はさっそくページを開く。

「……な、なにこれ……？」

　魔法の歴史について記された本だった。今まで読んできた本と違うのは、宝剣や〝予言の乙女〟についても詳しく記されていることだ。

　それによれば、異世界から招かれる乙女は、魔獣と正反対の魔力を持つ人間だとされている。

　そしてアルスタールの王族は、もともと強い力を持つ魔法使いの一族を祖先としている。さらにこの世界の者が有している魔力に、異世界の魔力――つまり乙女の血が混ざったことにより、より強い力を得たという。

　ここまではなるほどと納得できる内容だった。




『魔獣の棲まう大地と我ら人間が住まう大地の狭間にある結界には、定期的に魔力を流し込む必要がある。その役割を担えるのは、アルスタール王族の宝剣の所有者と異世界からやってくる〝予言の乙女〟だけである。都にある古き祭壇で儀式を執り行うことにより、我らの大地全体に魔力が満ちて、結界もより強固なものに――』




「古き、祭壇で……」

　古き祭壇とは、都の森にあるあの場所を指すのだろう。

　里央は百年に一度の厄災の年を乗り切れば、それでまた百年後まで安寧が保たれると思っていたのだ。クラレンスがいなくても、そのぶん里央が頑張れば大丈夫だという手応えを感じていた。実際に今、魔境では大規模な魔獣被害は起きていない。誰かが怪我をすることも、農地に影響を及ぼすこともない。

「宝剣の所有者と儀式をしないと……、だめなの……？　それが百年の安寧……」

　厄災の年が、儀式をしない限り終わらないなら里央は絶対に都に行かなければならない。宝剣の所有者であるクラレンスの手を取らなければならないのだ。

「噓、噓……！」

　見なければよかったのに、一度知ってしまった真実を忘れることなどできない。それでも里央はどうしても今すぐに役割を果たすための行動はできなかった。

　椅子の上で丸まって、胸の中にある不安を必死に押し込めようとした。泣いたら涙と一緒に感情が溢れるのがわかりきっているから歯を食いしばる。

「ごめんなさい……、あと少し……ほんの少しだけ……」

　いずれローランドのもとを去るとしても、覚悟を決める時間が里央には必要だった。
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　里央はそのあと何度か図書室に行き、最近増えた蔵書に目を通し儀式を回避する方法が書かれていないか必死に探した。けれど、望むような記述など見つからなかった。

　里央が魔境にやってきて二ヵ月半。季節は秋となった。

　いつかはローランドに自分の正体を告げなければならないとわかっているのに、覚悟ができないまま、里央は努めて普段どおりに過ごしていた。空元気でも、そうしているしかなかったのだ。

　そして十月の最後の日。この日は、従者の給金が支払われる日だった。

「いつもありがとう」

　朝食を終えたあと、ローランドが小さな巾着を差し出した。

「ありがとうございます。……嬉しい」

　巾着に入っているのは、銀貨と銅貨。里央は受け取ったあとに頰ずりをして、喜びを嚙みしめた。

　九月の末に支払われるはずの給金は、生活必需品を調えるのに前借りしてしまった。そのため、自由になるお金をもらえるのは、今回がはじめてだ。

「町へ行くのか？」

　ローランドの問いかけに里央は頷く。

　今日はたまたま休日だった。ローランドからは休みの日はなにもしなくていいと言われているが、主人の朝食や夕食の準備はついやってしまう。森の見回りも同様だ。

　違うのは、モイラから魔法を教わる時間がないことだった。その時間は、里央の自由時間となる。

　せっかくの給料日なので、買い物を楽しむつもりだ。

「買い物をして、いつもの店で昼食をいただくつもりです。じつは今までおじいちゃんたちにおごってもらってばかりだったので……やっと自分のぶんを自分で払えます」

「あの十年こじらせカップルに根気よく付き合ってあげているのはリオくらいのものだよ。そこは素直におごられておけばいいと思う」

　里央はローランドが執務に向かう時間に合わせて砦を出た。まだ店が開く前だったので、いつもの日課をずらして、森の見回りに行ってから買い物をすることにした。

　森の中は普段と変わらない。こうやってずっと暮らしていけるわけではないと理解している里央だが、もう少し、あと少し――と自分を甘やかしてしまう。

　魔境の平穏が保たれている状況で、果たして自分自身できちんと決断できるのか自信がなかった。

　森の見回りを終えて城壁の内側に入る。その頃にはほとんどの店が開いていて、ちらほらと買い物をする住人の姿があった。

　小さな町だから、皆が顔見知りだ。里央は一人一人に挨拶をしながら、雑貨店をめざす。

　自由に使っていいお金をもらえたら、絶対に買おうと思っていたものがあるのだ。

　その店は老夫婦が二人で営んでいて、少し曇ったショーウィンドウには置物やカジュアルなアクセサリーなどが飾られている。

「いらっしゃい。……あら、リオ君。お使いかな？」

　出迎えてくれたのは、店主である老紳士だった。

「こんにちは！　今日は私用なんです」

「そうかい、そうかい。ゆっくり見ていっておくれよ」

　買いたいものはローランドへの贈り物だ。

（……いつまで魔境にいられるかわからないし、せめてお世話になっているローランド様に感謝の気持ちを伝えておきたい）

　お世話になっているというより、本当はただ好意を抱いているから特別ななにかがしたいだけだと里央自身がわかっているのだが。とにかく頼れる者がいない里央を拾ってくれたローランドには、感謝の品を贈ってもきっと許されるだろう。

（重くないもの……重くないもの……）

　あくまで従者として贈るのだ。里央としては気持ち的に重くないものを選びたかった。そして日常的に使えるものがいい。里央は机に向かって書類と向き合うローランドや、馬に乗って視察をするローランド、それから魔獣と戦う彼の姿を思い浮かべた。

　馬具や武器はこの店には置いていないし、里央自身が品物の善し悪しを判断できない。ならば、書類仕事に必要なものがいいだろう。

「あ……！　すみません、このペンを見せていただけますか？」

　目に留まったのは、店主のいるカウンターのガラスケースにあったペンだった。色はミッドナイトブルーで、シンプルだが使いやすそうだ。

「少し待っていなさい」

　店主はすぐにガラスケースの鍵を開けて、ペンを取り出してくれる。この世界のペンは万年筆とほぼ同じ構造だった。普段からローランドがよく使っているものとそう変わらない。値段は、里央の一ヵ月ぶんの給金の五分の一くらいだった。

　従者など王侯貴族に仕える者は、平民としては高給取りのようだが、経験の浅い里央のもらえる給金はそれほど多くはない。

　勤務中の食事と住まいが保証されているため、そのぶんもらえるお金は少なくなる。けれど、基本的に日々の生活にお金を使わないので、給金はすべて趣味や嗜好品に費やすか、貯蓄に回せる。

　現代日本の感覚では月給五万円くらいだろうか。どうやら頼る者がいない里央の将来を慮ってローランドは相場より多めの給金をくれたようだ。

（……推定一万円なら、普段使いが前提だったら大丈夫だよね？）

　雑貨を買える店はここしかない。ローランドのお使いで何度か店を訪れているから、彼もこの店の商品を使っているということになる。

「リオったらなにをしているのかしら？」

　不意に女性の声が響く。贈り物選びに熱中しすぎて、里央はほかの客が入ってきたことに気づかなかったのだ。声の主はモイラだった。

「ちょっとペンを買おうと思って」

　里央はただの買い物であるという雰囲気を醸し出そうとしたが、どうせ見透かされることくらいわかっていた。

　案の定、モイラが意味ありげな視線を送ってくる。わざわざ鍵つきのガラスケースの中に飾られていたペンを新米従者が自分用に買うはずなかった。

「大公にさしあげるのかしら？」

「はい。……お世話になっていますから」

　なんだか気恥ずかしくて、言葉が尻つぼみになる。

　モイラは里央の性別を知っているし、恋心も見抜いている。お世話になっているというのは噓ではないが、純粋な感謝のみで贈り物を選ぶことなどできはしない。

「よろしいのではなくて？　とてもいい品物ですわよ」

　感謝の気持ちだけではないはずだと指摘されたらどうしようかと考えていた里央だが、それは杞き憂ゆうだった。モイラは大人の女性だから、未熟な里央をからかったりはしないのだ。

「はい！　……では、このペンをください。贈り物にしたいんです」

　店主にそう言うと、彼は頷いてカウンターの下から包装紙を取り出して手早く包んでくれた。

　商品を受け取った里央は、モイラと一緒に店を出る。

「ところでお姉様はなにも買わなくてよかったんですか？」

　なにか買いたいものがあるから店に入ったのではないのかと、里央は首を傾げた。

「あなたの姿が見えたから、声をかけただけですわ。これからカフェに行くのでしょう？」

　小さな町だから、なんだかんだと休日までモイラと一緒に過ごす日が多い。そのまま自然な流れでカフェのほうへ足が向く。少し早めの昼食になりそうだった。

「今日は私、初お給金でお姉様にランチをごちそうします」

　モイラにも普段からかなりお世話になっている。彼女がいなければ、この世界での生理用品のことなどがわからなかったし、そういったものを購入できない。

　里央ははりきって宣言したのだが、モイラは首を横に振る。

「やめてちょうだい。……薄給の弟子におごられたくないわ」

「でも！」

「大公に買ったものを渡すまで、〝はじめてのお給金での贈り物〟は大事にしたほうがいいですわ」

　真っ赤な唇が綺麗な弧を描く。里央の師匠兼お姉様は、尊敬できる大人の女性だった。容姿も美しいし、振る舞いも洗練されている。そして考え方は上流階級の人らしいプライドの高い部分がありつつも、思いやりがあるから高慢には感じさせない。

　里央は結局、今日もおごられる立場に甘んじて、好きな料理を注文した。秋の森ではキノコがたくさん採れて旬のため、二人ともキノコと鶏団子のクリーム煮を選び、パンと飲み物も一緒に注文する。

　料理の出来上がりを待っているあいだ、よく知っている人物が姿を見せた。

「おぉぉ。リオではないか！　奇遇だな……ハハハッ」

　重く響く声はギルモアのものだ。とくに約束をしていない場合でも、休日にこのカフェを利用するのはいつものことだ。奇遇ではないし、ギルモアは明らかにモイラに会えると思ってやってきたに違いない。それなのに、里央にだけ声をかけてくる。

「おじいちゃん、こんにちは。……ご一緒しませんか？」

　誘ってほしいと顔に書いてあるため、里央は気を利かせた。

「そうしよう」

　ギルモアはマリオネットのような不自然な動きで、丸いテーブルの空いている席に座った。そのまま黙り込んでしまうため、里央は見えない場所から手を伸ばしツンツンとギルモアの太ももをつついた。それから目で、モイラにも挨拶をすべきと促す。

「モイラ殿、……今日も……ううぅぅっ、ぅおぉ元気そうでなによりだ」

　本当は、美しい、または麗しいと言おうとしたのだろうか。

「ギルモア様も」

　先ほどまでは足を組んで優雅に座っていたモイラだが、ギルモアが来た瞬間に両脚を揃そろえしおらしくなった。ローランド曰いわく、「十年こじらせている二人」であるため、一ヵ月、二ヵ月では成長できないのだ。

　ギルモアは、里央たちが頼んだ料理と同じものを大盛りで注文した。今日も、「リオは」「リオなら」「リオって」……と冒頭につけないと会話が成り立たない。

　けれど三人で過ごすのは里央にとっては楽しいひとときだ。

　食事もおいしい。皆がデザートまで食べ終わった頃、窓の外からこちらに向けて手を振る人物を発見した。

「ローランド様」

　里央が気づくと、彼が扉を開けて店内へと入ってくる。

「モイラ、将軍……相変わらず仲がいいね」

　次から次へと人がやってくるのは、里央と一緒に過ごしたいと思ってくれる人が増えたからかもしれない。

　ローランドもわざわざ会いに来てくれたのだろうか――つい、そんな妄想をしてしまう。

「仲良くなんて……ありま……ないことも、ないのですが……」

「……ガガッ！」

　モイラはごにょごにょと要領を得ないし、ギルモアに至っては人語を忘れてしまっている。

　わかりやすく動揺している二人を無視し、ローランドが里央のすぐそばまでやってくる。

「もう食事は終わったの？」

「はい、今ちょうど終わりました。……おかわりの飲み物を注文しようかと考えていたところです」

「それなら、よかった。モイラ、将軍……すまないがリオを借りていくよ」

「ちょ……ちょっと！　大公……、ずるいですわ」

　ローランドが里央の腕を引っ張って連れていこうとする。するとモイラが反対の腕を摑んでそれを食い止めた。

「昨日将軍が提出した今後の基本守備計画なんだけど、モイラは目を通した？」

　ローランドは突然真面目な顔でモイラに問いかける。

「ええ、もちろんですわ」

「正式な協議の場ではそれぞれの立場が邪魔をして忌き憚たんのない意見は出てこないものだ。この機会に魔法使いとしての意見を言ってみたら？　あとで報告して」

　モイラは、ギルモアと話をしろと言われたことに動揺したのだろう。彼女が油断している隙にローランドが里央を連れ去った。

　言葉の上っ面だけを捉えると、プライベートな時間に非公式会議をさせる横暴な大公である。けれど、本当は二人に対するお節介をしているだけに違いない。

　里央は二人がちゃんと会話できますようにと祈りながら、ローランドについていく。

「ご用ってなんですか？」

「……ごめん、噓」

　キラキラしたさわやかな笑顔で、しれっと言ってのける。

「えぇ？」

「そろそろ強制的に二人で会話をさせたほうがいいんじゃないかと思って。それともう一つ……」

「もう一つ？　もしかして虫ですか？」

　職務時間外の里央をわざわざ呼びつける理由は、それしか思い当たらない。

「いや、違うよ。……ただ、おいしいお茶が飲みたいだけ。あの二人ばかり君を独占してずるいだろう？」

　私的な時間も一緒に過ごしたいと言われているようで、里央はドキリとした。

　けれど、よく考えると、生真面目な彼が従者の休みを奪うのはおかしい。本当に紅茶が飲みたいだけだとしたら、ローランドの疲労が限界に達しているということだ。

　一見、平穏な日々が続く魔境だが、今後なにが起こるかわからない。この地を守る責任者である彼が精神的な負担を一人で背負っているのは里央も知っていた。

「わかりました！　じゃあ早く、砦に戻りましょう」

　紅茶一杯で彼が癒やされるのなら、里央としてはお安いご用だった。そんなふうに頼ってくれるのは嬉しかった。

「そんなに急ぐと転んでしまうよ」

　急いだら転ぶ――里央はその言葉を聞いた瞬間に、森蘭丸の逸話を思い出す。

　山盛りのみかんを運んでいた蘭丸は、信長からそんなに一気に運ぶと転んでしまうぞと忠告された。そして蘭丸は信長の予想を覆さないために、わざとつまずき、みかんを落とすのだ。

（ご主人様が転んでしまうと言ったなら、転ぶのが礼儀……！　ご主人様の予想を覆してはいけないんだった）

　ちょうど砦の入り口手前にある低めの階段までやってきた。里央は不自然な動きにならないように注意しながら、わざとつまずいた。

「……あっ！」

　驚いたのは、うまくつまずこうとしたのに、ローランドの手が伸びてきて里央の行動を阻んだからだ。

「ほら、言っただろう。怪我はない？　運んであげようか？」

　ローランドはあきれた様子だが、どこか嬉しそうでもあった。

　もちろん里央には怪我などない。転ぶ前にローランドが支えてくれたのだから誰にでもわかるはず。けれど彼は、里央を抱き上げて、そのまま運ぼうとする。

　慌てた里央は身じろぎをして逃れようとした。

「い……いえ。あの、ごめんなさい……違うんです……」

「なにが違うんだ？」

「転んだのはわざとです」

「……は？」

「わざと転んだんです！　……前にもお話しした信長と蘭丸の逸話です」

　里央はみかんを運ぶ森蘭丸の逸話をかいつまんでローランドに聞かせた。

「つまり、君は私の予想を裏切らない……と。……なるほど……なら、私は砦の階段でもまた君が転ぶかもしれないと予想した。だからこのままでいいってことだ！」

　そう言い切って、ローランドは里央が抵抗してはいけない立場だと主張する。ローランドは相変わらずの笑顔だが、里央が困っていることは絶対にわかっているだろう。もし里央が本当に少年だったら、お姫様抱っこで運ばれるなんてひどい嫌がらせだ。

「意地悪ですよ。……心配させた仕返しですか？」

「どうかな？」

　真っ赤になった顔を怒ったふりをしてごまかす。やはり最近のローランドは変だった。里央に対し優しいのは最初からだ。けれど、女性の部分の里央が困惑するような行動が増えた。里央はそのたびにドキドキして、モイラから忠告されている「女性の顔」になっていないかと不安になる。

　従者として頼られるのなら、どんな希望でも叶えたいと思う里央だ。けれど今の状況は、なんだか違う気がするのだ。

　誰かに見られてしまわないか不安になり、心臓が爆はぜそうなくらいうるさくなった。結局彼は、部屋の扉の前まで、里央を下ろさなかった。

　ようやく解放された里央は、キッチンに逃げ込んだ。彼から離れ、紅茶をいれることでなんとか落ち着きを取り戻す。

　紅茶と焼き菓子をトレイに載せてメインルームに向かう。紅茶を置くと、ローランドに促され、彼の隣に座った。

「ありがとう、これが飲みたかったんだ」

　里央が用意したのはミルクティーで、ハチミツをたっぷり入れるのが彼のお気に入りらしい。添えられた焼き菓子はバターとナッツがたっぷり練り込まれているもので、フィナンシェに似ている。

（今なら渡せそうな気がする）

　フィナンシェ風の焼き菓子を一つ食べ終えてから、里央はさっそく買ったばかりの贈り物をローランドに渡そうと決意する。

「ローランド様……、その……私……！　はじめてのお給金でお世話になった方に贈り物をしたいと思ったんです」

「それって、私のことだろうか？」

「もちろんです。ローランド様は命の恩人で、あなたがいなければ私はこの国では暮らしていけなかった。いつもありがとうございます」

　里央は包んでもらった小さな箱をローランドに差し出した。

「私個人に贈り物なんていつぶりだろう。嬉しいよ、リオ。……中身はなんだろう？」

　ローランドは破らないよう慎重な手つきで包装紙を取り払い、贈り物のペンを取り出した。

「ペンです。いくつあっても困らないと思って」

「綺麗な色だし、持ちやすそう。大切にするよ、ありがとう」

「はい、これからも……よろしくお願いします」

　ローランドの笑顔は素敵だった。贈り物に喜んでくれたことが嬉しくて、里央まで笑顔になれた。

「リオ……、少し目を閉じていてくれないか？」

　急に真剣なまなざしを向けられた。紫の瞳がすぐそばまで近づいてくると、魅入られて、逸らせなくなった。

「なんですか、急に？」

「いいから、閉じて。これは命令」

　命令という言葉を彼が使うのははじめてではないだろうか。里央は素直に従い、ギュッと目を閉じた。ゴソゴソという音のあと、ローランドが里央の服に触れた。

　ベストの胸のあたりだろうか。魔境での生活をはじめてからはできるだけさらしを巻くようにしているのだが、女性だとわかってしまう部分に触れられたら困ってしまう。

　けれど少年の反応としてはそれくらいで動揺するのはおかしい。性別がバレてしまわないかドキドキしながら、里央はひたすらじっとしていた。

「できた！　もういいよ」

　そっと目を開けて胸元を見ると、そこには宝石のついたブローチが光っていた。

「銀細工……。翼のモチーフ……素敵です！　これを私に？」

　片翼のシンプルなデザインだが、緻密な細工がされている。おそらく、町で売っているものではなく、ローランドの持ち物の一つだろう。

　銀細工はローランドの髪の色と同じだ。彼の一部を分け与えられたような気持ちだった。

「従者の証あかしとして、主人が持ち物の一つを与えるのはこの国では一般的なんだ」

「従者の証……」

　里央はブローチにそっと触れてみた。ひんやりとした金属は、わずかな時間で指先と同じ温度になる。これ以上ないくらい嬉しい贈り物のはずだった。

　里央はずっとローランドとこうして暮らしていきたいと願っているのだから。

　けれど、このブローチは受け取っていいものなのだろうか。里央はローランドに二つの隠し事をしているのだ。一つは、性別が女性だということ。もう一つは異国ではなく、異世界から来たということ。

「どうしたんだ？」

「私、こんなに素敵な贈り物をもらう権利なんて、本当はないのかもしれない……」

　気がつけば、里央の頰に涙が伝っていた。胸元にあるブローチにしょっぱい水滴がかかってしまう。もらったばかりのブローチを汚すのが嫌で、袖口で涙を拭う。いくら拭っても、次から次へと溢れ出す涙に、里央は途方に暮れた。

　贈り物をもらう権利がないと口にしながら、ブローチをはずそうとはしなかった。

「なにを言っているんだ？　君は一生懸命頑張っているじゃないか。言っただろう？　怪我が治ってもずっと従者でいてほしいって」

　優しく諭すような声だった。けれど、それは偽りの姿の里央に向けられた言葉だ。

「ずっと、ここにいたいんです。……ずっとローランド様の従者でいたいのに……」

　それが叶うならばどんなに幸せだろうか。

「いればいい。……ずっと私のそばにいればいい」

　彼の言葉は魔法みたいに里央の心の中にスーと入り込み、油断するとそれに甘えてしまいそうになる。

「でも、私は！」

　宝剣の所有者などいなくても、一人で――いいや、ローランドや砦の人々と一緒に――この魔境を守っていける。里央はそう信じていた。綻びを直して、魔獣を退治して、ローランドに仕えてのんびり暮らしていけると思っていた。

　けれど、いつかはクラレンスのもとへ行かなければならない。儀式をしなければ百年の安寧は訪れない。今はよくても、十年、二十年先を里央は保証してあげられない。

　望んでこの世界にやってきたわけではないとしても、ローランドの守りたいものを守りたい。親しくしてくれたモイラやギルモア……町の人々を不幸にはしたくない。

　これ以上、知っていることを告げずにいるのはもう無理だった。里央はきちんと正体を彼に告げるときがきたのだと悟った。黙っていることで予測できない事態が起こったら、そのときローランドが犠牲になったら……そんなことは耐えられない。

「私、本当は……」

　里央に必要なのはきっかけだった。たとえ望まぬ未来が待ち受けているとしても、一歩踏み出す勇気がなかった。あと少し、もう少しとずるずる隠し事をしたまま逃げ続けていたのだ。

　今、言わなければ――そう強く思った。

「いいんだ！」

　突然の叫びに、里央の言葉は遮られた。

「ローランド様？」

「言わなくていい。君はずっと私のそばにいればいい。クラレンスのところには行かなくていい……そういう意味で言っているんだ！」

　めったに声を荒らげることのないローランドが、強い口調で決定的な言葉を口にした。ローランドは本当に、里央がどういう存在なのかをわかっている。

「あ、あの……私……」

　知っていたのに、黙っていてくれたのはなぜなのか。里央は混乱して、どうしていいのかわからなくなってしまった。

「ごめん、リオ。従者の証というのは噓だ。ただ、君になにかを贈りたかった。綺麗なアクセサリーなら喜ぶと思ったんだ。君にドレスを着せるわけにはいかないから」

　隠し事をしていた里央よりも、ローランドのほうがずっと苦しそうだった。

「……ご、……めんなさい……大事なことを黙っていて……」

「謝らないで……。気づいていたのに言わなかったのは私も一緒だ。……なぜだかわかるか？」

「わかりません。だってローランド様は〝予言の乙女〟を待ちわびていたでしょう？」

　魔境を守るローランドなら、一刻も早い儀式を望むはずだった。

　王族としてもシャイヴスの領主としても、里央の正体に気づいていたなら、すぐに都へ行けと命じなければおかしい。

「でも今は、君が乙女でなければいいと思っている。取り消せる方法があるのなら、クラレンスが諦めてくれる方法があるのなら……つい、そう考えてしまう」

「ローランド様？」

「失望したか？　……王族として正しくない行動をしたのはきっと、君のことだけだ」

　里央の心を占めているのは安堵だった。ローランドは〝予言の乙女〟を見ていない。ちゃんと里央を見てくれている。そう思えたからだ。

「君が愛おしいんだ……。働き者で、コロコロと表情を変えて……お人好しな君が。おやすみという言葉が特別だと教えてくれた君が……」

　ローランドが里央を好きだと言ってくれた。予言書に記された乙女だからとか、綻びを直す力を持っているからとか、そんな理由ではなかった。日常の何気ない仕草や行動に惹かれると言ってくれた。

「私も……ローランド様が好き……大好きなの……」

　里央も同じだった。王族だとか、大公だとか――そんなことはどうでもよかった。

　責任感が強くて、庇っても仕方がないあやしい異国の少年を放っておけなかった人。背負わなくていいものまで背負い、いつも損ばかりしている。けれど堂々としていて、里央には弱い部分も見せてくれる。そんな人だから好きになった。

「リオ……」

　ローランドの腕が伸びてきて小さな身体を抱き寄せた。そうされるだけで心臓がギュッと萎縮したような感覚になる。胸が痛いのに、不快ではない。

　里央はモゾモゾと身じろぎをして彼の広い背中に手を回し、抱きしめ返した。彼の胸に閉じ込められている状況はドキドキするばかりで少しの安らぎも得られなかった。それでも、ずっとこのままでいたいと思える里央の居場所だった。

　やがてローランドがわずかに腕の力を緩めた。もうこの幸福なひとときは終わってしまうのだろうか。そう感じるだけでせつなくなる。けれどそうではなかった。ローランドの手が里央の頰に添えられた。

　驚いて彼の表情をうかがうと、これで終わりたくないという彼の意思がはっきりと読み取れる。

　紫の澄んだ瞳は熱をはらんでいて、続きを望んでいた。

　濡れた頰がゆっくり撫でられる。里央が瞳を閉じるとそのうちに唇が重なった。

　二人ともキスが下手なのだろう。油断すると歯がぶつかってしまう。そのたびにローランドが唇を離し、わずかに角度を変えて再び触れてくる。回数を重ねると、慣れてきてより夢中になっていく。

　息が苦しくなり、里央が離れようとすればローランドがそれを許さなかった。彼のほうから離れると、それだけでさびしくなり、里央は必死に追いすがる。これではいつまで経っても終わらない。

　キスはだんだんと激しくなり、ローランドが里央の口内に舌を差し入れてきた。柔らかく敏感な場所をまさぐられると、途端に里央の身体から力が抜けた。カクン、と倒れそうになってもまだ終わらない。いつの間にかソファに寝かされていた。

　クッションに頭を預けると、里央にはもう逃げ場がなかった。ローランドが覆い被かぶさってきてより深い繫がりを求めた。

「……んっ、んん」

　唇が腫れぼったくなるほど長い時間、互いの熱を分け合った。それでもまだなにかが足りない。

　もっと彼がほしくてたまらなかった。

「ローランド様……」

　里央はキスの合間に名前を呼んだ。誰とこんなことをしているのか、強く自覚したいからだ。

「君は恋人に敬称をつけるの？」

　ローランドがわずかに顔を上げて、困った顔をする。恋人――その言葉が嬉しくて、里央の瞳からまた涙がこぼれる。

　もう少年のふりをしなくていい……。彼が里央を正しく見てくれていることに安堵したのだ。

「……ローランド、大好き……」

　ためらいがちに呼べば、彼がほほえんでくれる。

「リオ……、リオ……！」

　頰を伝う涙を舐なめ取りながら、ローランドも名前を呼んでくれる。キスをする場所は唇だけではなかった。頰から耳たぶへ、そして首筋へと移動してくる。

「ん……っ！」

　耳も首筋もこそばゆくて声が漏れる。じっとしているだけなのに身体が熱くて、動悸がした。

　ローランドの息も上がっている。里央はそれをおかしなことだとは思わなかった。もっと夢中になって、今はもう互いの存在以外なにも考えずにいたかった。

　キスの位置がどんどん下のほうへ移動する。それと同時にローランドが里央のシャツに手をかけて、乱していく。

　あらわになった部分に舌が這い、ピリッとするくらいの強さで吸われた。

　やがてシャツも、肌着も、念のため巻いてあったさらしも取り払われてしまう。里央の胸はとくに性別を偽ろうとしたわけでもないのに間違えられるくらいささやかだった。

　本当は見られたくない、手で覆って隠してしまいたい――けれど、それで彼が我に返ってこの行為をやめてしまったらと考えると、できなかった。

「ローランドさ、ま……ローランド……」

　きっとローランドはこのまま先に進みたいのだ。里央もそうだった。いくら二人の想いが同じでも、この先どうなるのかわからないという不安はある。今しているキスも、これからする行為も、もしかしたら本来許されないことなのかもしれない。
















　だからこそ、誰にも邪魔をされないこの瞬間を逃したくなかった。

　里央は小さく震えながらローランドの背中に手を回して引き寄せた。言葉で我に返ってしまわないように、やめないでほしいと態度だけで示した。

　ローランドが胸の柔肌にキスを降らせる。そこは耳たぶよりも、首筋よりもさらに敏感だった。

　強めに吸われ、離される。すると花びらのような痕が刻まれた。この身体がローランドのものであるという証のようだった。

「……ぁ、あぁっ」

　胸の先端を口に含まれると強い刺激に耐えられず、身体が跳ねた。最初はただ驚くだけで、それが気持ちいいことなのかすらわからない。けれど丁寧に愛撫が施されていくと、次第に甘ったるいなにかが込み上げてくる。二つの突起が立ち上がり、その片方をローランドが舌先で転がす。もう片方を指でこね回されると、嬌きょう声せいを抑えるのが難しくなってくる。

　触れられているのは胸だというのに、腰のあたりがとろけてしまいそうだった。

　ローランドはどこか急いていた。里央が慣れる前にどんどん先に進んでしまう。怖いのに、それを口にしたら優しい彼はもう続きをしてくれないかもしれない。

　だから里央は自分の人差し指を嚙んで言葉を封じた。

　ズボンが引きずり下ろされた。里央が身につけているのは飾り気のない男性用の下着だった。それも一緒に脱がされて床の上にバサリと落ちた。

　もうまとうものはなにもない。ローランドはしっかり服を着たままだというのに、里央だけ一方的に素肌を晒している状態だ。

　アメジストのような神秘的な色合いの瞳に見つめられている。

　耐えがたくなった里央は強い力で彼を引き寄せて、自ら唇を重ねた。はしたないと思われないか気にしながら、彼の口内へと舌を差し入れた。ローランドはすぐに応えてくれる。競い合うように絡め合うと、同じ気持ちでいるのだと確認できた。

　ローランドの手が里央のまろやかな臀でん部ぶを撫でて、太ももをたどる。しばらくして足の付け根のあたりに触れた。閉じたつぼみをゆっくりと押し広げ、節のある指が里央の秘めたる場所を撫で上げた。

「ひっ、あぁ……っ！」

　ビクリと強く反応すれば、唇が離れていってしまう。ローランドはそれにかまわず、指を内壁の浅い部分に差し入れた。里央のその部分は自分でもわかるほどはっきりと濡れていた。

　本人ですらあまり触れたことのない場所にローランドが触れている。指先で蜜をすくい、慎つつましい花びらにそれを塗りつけていく。

　ある一点に触れられると、噓みたいに気持ちがよかった。背中を反らして脚に力を込めていないと耐えられないほどの快感がそこから生まれてくる。

　里央が大げさに反応すると、それを察したローランドがそこばかりを刺激しはじめた。小さな真珠のような豆粒がぷっくりと充血して、もうどうにかなってしまいそうだった。

「……ん、んっ、ん……あっ！」

　硬くなった花芽を弄いじられるのと同時に、別の指が内壁の深い部分に入り込んだ。一本でも恐ろしくて、里央は思わず身を退ひいてしまう。けれどローランドはそれで止まってくれなかった。いつもの優しいだけの彼はもういなかった。

「……ロー、ラン……ド……。……あぁ……」

　一定の律動で花芽を擦られるとふわふわとした心地になれるのに、同時に内壁を探られると身体が強こわばり、どうしたらいいのかわからない。わかっているのは、ローランドに求められているという事実だけだった。

　やがてローランドが半身を起こして煩わしいシャツを脱ぎ捨てた。ズボンをくつろげてから再び身を寄せてくる。

「リオ……」

　硬く勃たち上がったものが、潤った蜜口にあてがわれる。ローランドは予告なくそれを押し進めようとしてくる。里央は恐怖を感じ、今まさに繫がろうとしている場所に視線を向けた。入浴時に見えてしまったものよりもさらに太く、そして長さもある凶器のような男根がそこにある。

「あぁっ！　……待っ――んっ！」

　逃げたい、ほんの少しだけ待ってほしい。そう訴えようとするとローランドがキスで言葉を封じた。そのまま熱杭が里央を貫く。もう彼の背中に爪を立てて、むちゃくちゃに引っ搔かくことくらいしか許されていない。

　こんな強引な彼を里央は知らなかった。けれど強引なぶんだけ愛されている気がして幸せだった。

　もっと、女性としての自分を見て、知ってほしいと願ってしまう。

　ゆっくりとした抽送がはじまる。奥まで進まれると息が詰まりそうで、退かれると内壁が勝手に収しゅう斂れんし、引きつってしまう。慣らされていくうちに破は瓜かの痛みは消えるが、それでも圧迫感だけはずっと残っている。

「リオ……っ、……はぁっ、……はっ」

　ローランドはまるで獣みたいだった。余裕がなくて、強引で、それくらい強く里央を求めているのだ。しっとりと額に汗をにじませて、綺麗な銀髪が揺れるたびに輝いている。瞳の中には里央しか映っていない。里央の黒い瞳にもきっと彼しか映っていないのだろう。

「ローランド……、手を……繫いで。ずっと離さないで……」

　そうしたら少しだけ安心できると思ったのだ。ローランドはすぐに願いを叶えてくれる。しっかりと指先を絡めながら、時々キスをして、腰の動きを速めていった。

「ん……んん……はっ、あぁっ」

　はっきりとした快楽はまだ感じられないのに、ずっとこうしていたいと思わせる。激しいのに穏やかな多幸感が確かにそこにあった。

　ローランドは里央の手を強く握ったまま、彼女を壊す勢いで敏感な内側を穿うがった。里央は涙をこぼしながらもそれを受け入れた。

　もう壊れてしまっても、ローランドにされるならなんでもいいと思えた。

「……あぁっ、あ、……ん……激しい、よ……」

「……うっ、……くっ！」

　一際強く奥が穿たれたと感じた瞬間、ローランドは低いうめき声と一緒に欲望を解き放った。

　中で爆ぜる瞬間は、里央にも伝わった。受け入れているものが脈打って、じんわりと温かいものが広がっていく。

「はぁ、はぁっ、……ローランド……好き……ずっと、こうしていて……」

「私も、私もだ……！　離さないから……」

　まだ繫がりは解かれず、互いの手を離さないまま優しいキスが続けられた。グシャグシャになった目尻や頰の水滴が舐め取られ、荒い呼吸を繰り返す唇も塞がれた。

　食事も、身を清めるのもどうでもよかった。里央はローランドの労いたわりに身を委ね、いつの間にか眠ってしまった。
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　その日、里央はとても幸せな夢を見ていた気がした。朝になり、目が覚めてもその感覚は失われない。ローランドのぬくもりに包まれているせいだろう。身じろぎをすると彼の身体もわずかに動く。

　そのうちに抱きしめる腕の力を強めたり、背中や髪を撫でたり、といういたずらがはじまった。

　いつもならそろそろ起きて、身支度をしたあとに朝食を取りに行かなければならない時間だ。

（あと五分だけ……）

　昨日はソファで交わって、果てたあともたくさんキスをして、そのまま眠ってしまった。

　目を覚ましたのはローランドのベッドで、服は着ていないが肩までしっかり毛布がかけられている。きっと彼が運んでくれたのだ。

「リオ、おはよう」

「……おはようございます」

「大丈夫？　痛いところはない？　……ごめん、昨日はちょっと余裕がなくて優しくしてあげられなかったかもしれない」

　手加減ができなかった――それくらい里央がほしくて我を忘れたことへの謝罪だった。身体を繫げた行為そのものに対する謝罪ではなかったことに、里央は安堵する。

「嬉しかったです」

　本当は、彼を受け入れた部分がヒリヒリするし、喉も痛い。ふくらはぎや太ももに無駄な力を入れてしまったため筋肉痛になってしまった。けれど、どれも大したことではなかった。

　ローランドが半身を起こすと里央にかけられていた毛布まで自然と剝はがれてしまう。里央は毛布をたぐり寄せて頭からかぶり身を隠した。

　昨晩彼にはすべてを見せているのだとしても、明るい室内では無理だった。

「……少し待っていて。君の服、散らかったままだった」

　里央は丸まったまま、コクン、コクン、と頷いた。

　しばらくしてローランドが着替えを用意してくれた。里央は蚊帳の中でモゾモゾと着替えを済ます。胸元にはもらったばかりのブローチをつけた。

「私、朝食の準備をしてきます」

　いつものように調理場へ向かおうとすると、ローランドが里央の手を摑んで引き留めた。

「今日は私が……」

「いいえ！　あんまり甘やかさないでください。私が堕落しちゃったらどうするんですか？」

　少し前からローランドの様子がおかしいと感じていた原因は、彼が里央の性別に気づいたからだった。互いの気持ちを伝え合ったことで、ローランドの甘やかしに拍車がかかりそうである。

　それでは周囲に里央の性別がバレるか、ローランドに少年を愛めでる趣味があると誤解されるかのどちらかだ。

「え……、そんなことで怒られても。甘やかしたらだめなのか？」

「だめですよ。周囲にどう説明するおつもりですか？　仕事をしない従者を近くに置いたら、あなたの悪評に繫がります。だから、私の仕事はそのままでお願いします。公私混同はよくありません」

　彼はふてくされて面白くないという顔をした。しばらく考え込んでから、一度大きく息を吐く。

「……わかった。それなら、夕食から就寝までのあいだと、君が休暇の日は私的な時間とみなす。それでいいね？」

「はい、ローランド様。それでは行ってきます」

　まだ変わってはいけない。里央はそう自分に言い聞かせて部屋を出た。

　昨日、里央は夕食を食べていない。砦の料理人に体調不良を心配されたこともあり、いつもより多めに盛って部屋に戻る。食事の席はローランドと一緒だ。食べ終えたところで、ローランドが今後についての話をはじめた。

「リオ、……私は〝予言の乙女〟について調べ直していて、今もその最中なんだ。乙女に頼らず結界を強化できないか、とか。儀式と花嫁の件を切り離せないか、とか……いろいろと」

「そうだったんですか」

「リオはどんな命を受けてこの地に来てくれたんだろうか？」

「命令？」

　微妙に、ローランドとの会話が嚙み合っていないのを里央は感じた。

「乙女は使命を帯びて、この世界に舞い降りるものではないのか？」

　助けを求める声が聞こえた気がしたから来ただけで、里央は使命など知らない。すべての知識や力、そして課せられた役割はこの世界に来てから知った。

「……じつは、なにも知らないんです。自分がそうかもしれないという可能性は森で王太子殿下やローランド様の話を聞いたときに気づきました。確信したのは、魔獣の襲撃のとき、なぜか力が使えたからです」

「君にはあらかじめ与えられた知識はないということ？」

　里央は頷いた。それからこの地にやってくるまでの出来事を詳しく聞かせる。

　ローランドは、異世界は神々の住まう場所だと思っていたらしい。そして特別な魔力を持つ乙女とは、神がアルスタールのために人の姿となって顕現するような状態だと考えていたようだ。そのため、力の使い方も使命も、里央が最初から理解しているはずだとローランドは勘違いをしていた。

「そんな……あちらの世界で、助けを求める声を聞いただけ……なのか……」

　一人で森の見回りをしていたくらいなのだから、里央にはもっと知識があると考えていたというローランドは、驚き、落ち込んでいた。

　里央がローランド以上の知識を持っていたのなら、今の状況を解決する糸口を摑めると期待していたのだ。里央はなんだか申し訳なく感じてしまった。

「はい。だからこのまま誰にも気づかれず、綻びを管理していればいいと思っていました。でも、図書室に置いてある本に儀式をしなきゃいけないって書いてあって……それでいつまでもここにはいられないと知ったんです」

「ごめん、あの本か。内容としては一般に隠さなければならないほどではなく、魔法の専門家なら知っている程度だ。なにも知らない君が読んだらどう思うか考えが及ばなかった」

　最近増えた本は、ローランドが取り寄せたものだった。

　里央の正体を知ってから、彼は里央が意図的に性別を隠している理由を察して、里央のために動こうとしてくれていたのだ。

「私は、崇高な使命を果たそうという気持ちがあって魔境に来たのではありません。……でも、ローランド様と魔境の人たちを守りたい……それだけなんです……」

「……だったら、私は全力で君を守る。待っていてくれ、必ず方法を見つけるから。それまでは一緒にこの地を守ってくれるだろうか？」

「もちろんです」

「じゃあ、今後の見回りは必ず私と一緒に。いいね？」

「え……？　日中は今までどおりって約束は？」

「今までどおりだよ。じつはここ一ヵ月ほどのあいだ、君のあとをつけていたから。君は強いのかもしれないけれど、それは魔獣に対してのみでしょう？　森には野生動物もいるんだから一人で平気だなんて甘く考えてはいけない」

　確かに、里央は魔獣の気配を探る能力を持っているが、そこに野生動物は引っかからない。ローランドにそれを見抜かれているということは、彼がここ最近密かに里央を守っていたというのは本当なのだろう。

「でも」

「この時期に私が森の見回りをするのはおかしなことではないだろう？」

「わかりました」

　その日から里央は、決まった時間にローランドと一緒に森の見回りをするようになった。彼は基本的に職務中は主従関係でいるべきだという里央の主張を理解し、約束を守ってくれる。

　けれど森の中では二人きりだからと言って、手を繫ぎたがった。里央も強く望まれると、そうしたくなってしまい、いつも折れた。

　ローランドの手は温かい。手袋の必要な季節がやってこないでほしいと願ってしまう。

　そして私的な時間になると、ローランドはすぐにキスを求めるようになった。甘くて、ぐずぐずに溶けてしまいそうなキスをされると、先の不安などなにも考えられなくなってしまう。

　キスは毎日しているが、それより先に進んだのは最初の一回だけだった。彼ははっきりとは言わなかったが、里央を表向きに女性として扱えない今の状況で、子供ができるかもしれない行為を避けているのだろう。それは里央も同じだった。

　先へ進めないぶん、キスと言葉でローランドが愛情を伝えてくれる。里央も隠さずに彼がどれだけ特別かを口にした。




　そんな穏やかな生活を続けていくうちに、季節は本格的な冬を迎えた。




「ブーツの中が温かい」

　魔境シャイヴスに初雪が降った。雪は屋根や農地、葉っぱを白く染めただけで積もらなかったが、もうコートや手袋が必要だった。

「朝のうちにカイロを入れておいたんです。私の祖国で、庶民から王様のような立場になった偉人が、仕えていた主人の靴を服の中で温めたという逸話があるので、それを参考にしました」

　里央は朝のうちに魔法で作ったカイロをローランドのブーツに忍ばせておいた。足が温かいだけで、リラックスできる。

「それって、またランマル？　それともお茶の人？」

「どちらでもないんですが、仕えていた人は蘭丸と同じ信長様ですね」

　そんな話をしながら、里央もコートを着込んで外に出る用意をする。モゾモゾと袖を通していると、ローランドが予告なく里央の身体を後ろから抱きしめた。

「……なに？　だめですよ！　これから、外に……っ」

「だから、その前に補給しているんだ」

　強引に里央の顎を自分のほうに向かせて、ローランドが唇を重ねてくる。キスには不思議な魔法がかけられているのだろうか。抵抗しようと思ってもできない。里央の意識はすぐにとろけて、ローランドのことしか考えられなくなる。

「……ん」

　ローランドはキス魔なのだ。里央は全部彼のせいにして、広い背中に手を回した。

　そんな二人を現実に引き戻したのは、ドンドン、と扉をノックする音だった。

「大公、失礼いたします。都から至急の書状が届きました」

　パッ、と身体が離された。もう真っ赤な顔はどうにもならないため、里央は扉の近くから距離を取る。ローランドが許可を出すと、兵士が部屋に入ってきた。

「こちらでございます」

　兵士が差し出したのは封ふう蠟ろうのしてある手紙だった。

「都から？　クラレンスのサインだ……。ありがとう、下がっていいよ」

　受け取ったローランドは、兵士に退室を促す。兵士は敬礼をしたあと、静かに出ていった。

　ローランドは立ったまま開封し、便せんを取り出す。

　目を通すうちに、明らかに渋い顔になった。よくないことが書かれているのは里央にもわかった。

　手紙を読み終えたローランドが静かに顔を上げた。

「……クラレンスが魔境にやってくる。もう都を発っているとのことだから、明日には到着する見込みだ」

「王太子殿下が……!?　まさか、私を捕らえに……？」

　たった一度しか会ったことのない人物だ。けれど、剣を振り回し笑っていた姿は今でも鮮明に思い出せる。何度も夢に出てきた相手だ。彼が出てくる夢は里央にとっての悪夢だった。

「大丈夫、君の存在に気づいたわけじゃないはずだ。もしそうだったら、儀式は都のあの祭壇で行うんだから、兵士だけ派遣して、君を無理やり連れていくだろう。わざわざ迎えのためだけにやってくるような性格ではないよ」

「そうだとよいのですが……」

「一週間ほど滞在するから、もてなしの用意を頼むとまで書いてある。魔獣被害が起こるのは魔境だというのに、宝剣の所有者が都に留まり、状況確認すら行わないことに、臣民が不満を募らせているのだろうね」

　里央を奪いに来たのなら滞在するなどとは言わないし、予告したら逃げられる可能性だってある。

　だからクラレンスがやってくるのは里央とは無関係。論理的に諭されたらわかるのに、里央の中から不安は消えなかった。
















第五章　宝剣と予言の乙女




　翌日の昼過ぎ、書状にあったとおりクラレンスがやってきた。里央は当然彼に近寄らず、一日中モイラのところにいた。

　この機会に、モイラには〝予言の乙女〟についてや、ローランドに救われた経緯をきちんと話した。彼女は最初から里央が女性だと見抜いていたし、信頼できる。

　同じく信頼できるという点ではギルモアも同様だが、彼には秘密にしたままだった。演技が一切できないので、不自然な態度を取るに決まっていたからだ。

「そんなことだろうと思いましたわ。だってわたくしよりも魔法使いとしての素質がありそうですのに、生まれてからこれまで魔法を使ったことがないなんて不自然すぎますもの」

　真実を知ったモイラの感想は、あっさりとしたものだった。

　できるだけクラレンスを避けようとすると、どうしてもローランドとも会えなくなってしまう。

　クラレンスは魔境の森に入り、魔獣を倒すことによって宝剣の所有者の力を知らしめるつもりのようだった。けれど、今、この地に魔獣はほぼ出没しない。

「……所詮、魔境に送られた者など、兵士も束ねる将も都で不要とされた者ばかりだ。一振りで跡形もなく消え去る弱々しい魔獣しかいないというのに、毎度よく深刻な状況だと報告できたものだな」

　彼はそんなふうに言って、自分の強さを誇るために、他者を見下す発言を繰り返しているという。

　兵士たちが殺気立っているのをローランドが必死になだめているというのが、今の状況だった。

　里央はクラレンスが森にいない時間を狙って、見回りを続けていた。そして、小さな綻びはあえてそのままにした。これはローランドの指示だった。クラレンスがある程度満足するくらいの魔獣がいたほうがいいという意図だ。それは同時に、魔境の人々を危険に晒すことでもある。

　里央個人の都合だけではなく魔境で暮らす皆のためにも、とにかく早くクラレンスという嵐が過ぎ去ってくれることを祈るしかなかった。

　そしてクラレンスがやってきて四日目。

「砦の雰囲気が悪いです。皆さんすごくピリピリしていて……こんなのはじめて」

　兵士たちも、王太子がどんな性格かは噂うわさで聞いて知っている。誰かがクラレンスを怒らせれば、その者が罰せられるのはわかっていたし、兵士たちを束ねる立場のローランドやギルモアが管理責任を問われる可能性もわかっている。

　それでも、クラレンスは兵士たちにとって一番言われたくない言葉を浴びせたのだ。

　都で不要とされた者――最前線で戦う者には耐えられない侮蔑だった。彼らはアルスタール国の民を守るため、危険な役割を担っている誇り高き戦士なのだから。

「今は耐えるしかないですわ。まったく！　敵は別にいるというのに、本来味方であるはずのお方に邪魔されるなんて」

「王太子殿下は、なぜ兵士の士気を下げる発言をなさるのでしょうか？　私には理解できません」

　里央は戦というものをよく知らない。ただ、このシャイヴスが魔獣との戦いで重要な場所だというのはよくわかる。司令官のローランドは当然だが、兵士たちを束ねるギルモアも、魔法使いの代表であるモイラも、それぞれ超一流のはず。誰一人として不要とされた者などいない。

「わたくしも一年前は都で暮らしていましたから、あの王太子がどんな人物か一応知っていますわ。国王陛下も我が子が可愛かったのでしょうね。本当に、どんな育て方をしたらあんな傲慢な人間になるのでしょう」

　モイラの真っ赤な唇から毒を含んだ言葉が紡がれた。

「国王陛下は、ご自身を一代限りの王だとおっしゃっていたんですよね？」

「数年前まで公言なさっていましたわ。……まぁ、人の心はうつろいやすいものですから」

「そうですね」

　里央の知っている地球上の歴史の中でも、同じような出来事はいくらでもあった。異世界でもそこは変わらないようだ。

　けれどクラレンスの評判を見聞きすると、身びいきにもほどがあると感じた。しかも、国王は後継者として息子を指名するまではわりと評判のよい人物だったというのだ。

　そばに仕える側近への態度が高圧的だけれど、自分の支持基盤にはいい顔をするというのならまだわかる。けれどクラレンスは逆で、重用している一部の者を除き、とにかく身分の低い者を卑下し、なにをしてもかまわないとすら思っていそうだった。

「どうせわたくしたちにできることなどないのです。お茶でも飲んでのんびりいたしましょう」

　里央は頷いて席を立つ。お茶の用意をするためだ。

　けれど、なぜだか外が騒がしい。カツン、カツン、と複数の足音が近づいてくるのがわかった。

「ここが魔法使いの研究室か？」

　ノックもなしに突然扉が開かれた。声を聞いた瞬間、里央は胸のあたりがざわつくのを感じた。

　金髪に豪ごう奢しゃな衣装を身にまとう青年と二人の護衛の姿がチラリと見え、慌てて頭を下げた。

「……ようこそおいでくださいました、王太子殿下」

　モイラはすぐに立ち上がり、クラレンスを歓迎する素振りを見せた。つい先ほどまで不満そうにしていたのがまぼろしに思えるほどの切り替えの速さだ。

　一方の里央は、祭壇のある森での出来事が蘇ってきて、震える身体を必死に抑えるので精一杯だった。

「貴様が赤のモイラか」

　赤のモイラというのは、彼女のあだ名だった。目立つ赤い髪からそう呼ばれているようだが、本人はあまり気に入っていないようで、この砦で彼女をそう呼ぶ者はいない。

「王太子殿下がわたくしの名を覚えていてくださったとは、大変光栄でございます」

　里央はひたすらに低頭していたため、クラレンスの目的が摑めないままだった。

「……貴様は……あのときの子供だな？　顔を上げろ」

　自分に向けられた言葉だと理解すると、里央の心臓は早鐘を打ちはじめる。じわりと嫌な汗が額ににじんだ。

「はい……。以前は、大変失礼をいたしました」

　なにを言ったら彼を怒らせずに済むか、ただそれだけを考えて里央は求めに応じ顔を上げた。彼にされたことへの恐怖と、もし正体に気づかれたらどうしようかという不安でかすかに声が震えた。

　値踏みされるような視線が不快だった。わずかな沈黙が、永遠のように感じられた。

「ふん、まぁいい……魔獣被害に関する資料をここへ」

　クラレンスは幸いにして、里央にさほどの興味を抱いていないようだ。

「かしこまりました。……リオはお茶の用意をお願い」

「はい、すぐにお持ちいたします」

　モイラが必要な資料を集めているあいだ、里央は部屋の隅でお茶の用意をした。

　すべてモイラの私物ではあるのだが、この部屋には最高級のティーカップや都からわざわざ取り寄せた菓子などが揃っている。里央はとにかく細心の注意を払ってお茶をいれてから、クラレンスに差し出した。目立たず、彼の怒りに触れないようにするしかなかった。

「……ほう？」

　クラレンスはストレートの紅茶を口に含み、ゆっくりと飲み干した。一瞬、壁際に控えていた里央のほうに視線を送ったが、すぐに資料を読みはじめる。

（……大丈夫、よね？）

　クラレンスの目的は、魔法使いの代表から魔獣対策の方針を聴取することだった。

　時々、モイラに質問しながら、魔法使いたちの職務内容を批評していく。けれど、彼の意見はどれも現場を知らない者の理想論ばかりだった。

「なぜ城壁の内側にわざわざ魔獣を呼び込む？　手前に結界を張り、森で迎撃すべきだろう？」

「魔獣の出現は予測不可能です。また、大型の魔獣は人が築いた城壁を容易く破壊します。城壁全体に長期間結界を張り続けることは、わたくしにもほかの者にも不可能です」

　クラレンスの提案を、モイラが不可能だと否定する。だんだんとクラレンスが苛いら立だっていくのが里央にもわかった。

「できない、不可能……、効率が悪い。貴様らはそればかりだな」

「あら、可能にする案ならば提出できますわ」

　モイラはクラレンスを前にしても臆する様子はなく、マイペースだった。里央にとってモイラもこの世界で大切な人の一人だ。彼女がクラレンスの不興を買い罰せられたらどうしようかと気が気ではない。

「言ってみろ」

「わたくしと同じ階級の魔法使いを五人、前線に送ってくだされば交代制で維持できます」

「馬鹿な！　不可能だ……。都の守りはどうなる!?」

　クラレンスは魔境の人々を無能だと決めつけるために使った「不可能」という言葉を自ら口にしてしまった。モイラが誘導したからだ。

　後ろに控えていた護衛は、モイラの皮肉に気づいて唇をわずかに引きつらせた。

「問題ないのでは？　都には、魔獣は出現しないのですから。高貴な方々と愛すべき国民しかおりませんもの」

　魔境に入ってくる情報によれば、クラレンスは都の民が反乱を起こすのを恐れ、城の警備を強化しているという。謀反など起こしても勝てないと思わせることによってしか治安を維持できない国は果たして健全なのだろうか。

　モイラの挑発的な言葉に、クラレンスが苦虫を嚙みつぶしたような顔をする。

　けれど、それだけだった。彼は舌打ちをしてから、再び資料に目を通しはじめる。

　ものすごく不機嫌なまま、時々モイラに質問をしたり、里央にお茶のおかわりを催促しながら一時間ほど滞在した。

　やがて研究室の扉がノックされて、焦った様子のローランドが現れた。

「クラレンス、ここにいたのか」

　彼は一瞬だけ里央と目を合わせる。里央が無事でいるかどうか、心配して駆けつけてきたのだ。

　里央は小さく笑って、大丈夫だと合図した。

「どこへ行こうが私の勝手だ。それともなにか見られてはまずいものでもあるのか？」

　邪魔をするなら謀反をたくらんでいるとみなす――そんな主張だろう。

「ここは前線の砦だから、君が満足できるようなもてなしはできない。予定にない行動をしてなにかあったら大変だ。……責任者としては、客人の居場所を知っておきたい。当たり前だろう？」

「……不要な気遣いだ！　魔獣討伐に関しては宝剣の所有者である私が最終的な責任を負う立場にあるのだから。だが、そうだな――」

　クラレンスは突然、里央を指した。

「――ローランド。私の行動を把握したいのなら、連絡役としてそこの従者をつけろ」

「なに言って……」

　ローランドが啞あ然ぜんとしている。里央は恐怖で震えて声すら出せなかった。

「砦のもてなしはまったくなっていない。この者のいれた紅茶はまだマシだった」

　絶対に無理だった。一秒だって一緒にいたくないほど、里央はクラレンスを嫌悪しているし、恐怖の対象でしかない。けれど、里央のような身分の不確かな者が拒絶したら、それこそ祭壇のある森での出来事の二の舞だ。

「それは無理だよ、クラレンス。君は護衛や側仕えを同行させているじゃないか。リオになにをしたのか忘れたわけじゃないだろう？　彼は未成年――子供なんだ。どれだけ彼に非があったとしても、剣を向けられた恐怖は消せない。わかってやってくれ」

　ローランドはきっと里央のほうに非があったなどと思っていないはずだ。事を荒立てないように言葉を選んでの説得だった。

「随行者だけではまったく足りない。嫌がらせのつもりか！」

　それでも引き下がらないクラレンスが里央のほうへ手を伸ばす。けれどその前にモイラが立ちはだかった。

「この子への立ち居振る舞いの指導は、わたくしがしておりますの。……気に入っていただけたのでしたら、滞在中わたくしが王太子殿下のお側仕えをいたしましょう」

　にっこりと余裕のある笑みでそう言ってのける。モイラの言っていることはでたらめだ。紅茶のいれ方はモイラのほうが下手で、里央は砦の料理人や町の女性から茶葉の特性や蒸らし時間を聞いている。

　クラレンスの性格からして、嫌みを平気で言い放つモイラをそばに置こうとはしない。そう予想してのでまかせだろう。

「貴様には魔法使いとしての任務があるだろう!?　……もういい、行くぞ」

　クラレンスは立ち上がり、護衛を引き連れて研究室を出ていった。憤りを表す大きな足音が廊下にこだまする。その音が小さくなった頃、里央の緊張は一気に解け、脱力してしまう。

　そのあたりにあった椅子に腰を下ろし、机に突っ伏した。

「……もう、だめかと思いました」

　クラレンスが研究室に滞在した一時間ほどのあいだ、里央は紅茶をいれたりモイラから指示された資料を取ってきたりしただけだ。わざと無能なふりをしても、不快に思われてしまう可能性があったから、対応が間違っていたとは言いがたい。

　そしてクラレンスは魔境の守備についての粗探しをしている部分があるようだ。

　だからローランドを撒まいて、予告なしにモイラの研究室を訪れたのだろう。これではクラレンスとの遭遇を回避するのは難しい。

　なんとか乗り切ったが、先が思いやられる。

「もしバレていたら、こんなにあっさり引き下がらないはずですから心配いりませんわ」

「モイラ……助かった、すまない」

　ローランドが頭を下げた。

「お安いご用ですわ。脅しや締めつけはあっても、大公とわたくしをこの場から動かせないのですから、少しくらい強気に出ても問題ないはずです」

「どうしてローランド様とお姉様は動かせないんですか？」

　少しくらい強気――というレベルではなかった気がしている里央だがそこには触れず、わからないことを質問してみる。

「クラレンスが都で乙女の訪れを待つためにも、王族の誰かがこの地にいる必要がある。だから簡単には私を罰することなどできない」

　ローランドが詳しく説明をしてくれる。

　それによれば、アルスタールの王族の役割は、第一に魔獣から民を守ることである。だから、厄災の年で真っ先に被害が出る魔境には、絶対に国の守護者である王族の誰かがいなければならない。

　王家の血を引く者の中で、若く、戦う力を持っていて、クラレンスの代理という建前が成立するのはローランドだけだ。

　ローランドになんらかの罪を着せて魔境から遠ざけ、結果として守備が弱まったとする。それでもし魔獣がほかの地域に押し寄せでもしたら、責任を取るのは国王とクラレンスだ。だから嫌がらせで短期間の呼び出しがあったとしても、長期の謹慎や砦からの移動はありえない。

　モイラも同様だ。魔力の高い者が権力を持っている国だから、魔法使いはわがままなのだ。魔獣との戦いは果てがなく、いくら倒しても戦利品は望めないし国土も広がらない。

　戦いの最終局面では宝剣の所有者と〝予言の乙女〟の二人が決着をつけることが決まっている。

　そうなれば魔法使いは単なる引き立て役でしかない。だから、魔境ではなく華やかな都での任務を好むのだという。

　ギルモアを守りたいというごく個人的な理由で志願したモイラを魔境から遠ざけたら、後任の押しつけ合いになるというのだ。

「なるほど……」

「そんなわけで、リオ。私がいないときは、必ずモイラと一緒にいてくれ」

「……わかりました」

　これ以上クラレンスに関わって、不審に思われると困る。モイラはある程度クラレンスに対抗する力を持っているので、里央にとっては頼もしい存在だった。

「大丈夫だ。……君は絶対、誰にも渡さない。私と、砦の皆で守ってみせるから」

　座ったままの里央をローランドが引き寄せて、抱きしめた。

「なんだか安心します……」

　先ほどまでずっと恐ろしくて仕方がなかったのに、ローランドの体温を感じるだけで心が落ち着く。里央にとってはこれも彼の魔法だった。

　二人は恋人同士なのだから、こんなことも許される――そんな甘えた考えでしばらくそのままでいると――。

「あなた方、わたくしの研究室でイチャイチャしないでくださる？」

　冷ややかな声で指摘が入り、里央は我に返る。離れようとして、ローランドの腹のあたりを強く押す。すると、里央のほうが椅子ごと後ろにひっくり返りそうになり、慌てたローランドに引き戻される。結局また彼の腕に包まれて、モイラにあきれられてしまった。
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　クラレンスが魔境にやってきて五日が経った。一行は、明日の早朝に魔境を出立する。彼らが去っても、儀式をどうするかという根本的な問題は解決しないのだが、砦の中を漂う暗あん澹たんとした雰囲気からは解放されるはずだ。

　現在の魔境は、クラレンスの目をごまかすため、綻びの一部をわざと放置している状況だ。それでも大きな綻びをそのままにするのは危険なので、毎日の見回りは必要だった。

　そろそろ森へ行こうかと考えていた里央のところへ、ローランドが訪ねてきた。

「クラレンスはこのあと、町を見て回るそうだ。……同行を申し出たんだが、邪魔だと言われてしまった」

　この五日間、クラレンスは宝剣を使っての魔獣討伐を行い、魔境のいろいろな場所を視察していた。そして、本来なら儀式をしなければ悪い方向へ進むはずの魔獣被害があまりないことを不審に思っているようだった。

　事情を知らないギルモアなどは、魔獣被害が減ったのと八月を過ぎても乙女が現れないことは無関係とは思えず、むしろ宝剣の所有者側に説明責任がある、という主張をして一触即発だったという。

「これ以上、揉もめ事が起こらなければいいのですが」

「そうだね。……少し時間ができたから見回りに行こうか？」

「私一人でも大丈夫ですよ」

「だめだ。綻びをわざとそのままにしてあるのだから、不意を突かれることもある」

　相変わらずの心配性だったが、里央にとってローランドの優しさは心の支えだ。

「わかりました。お願いします」

　森の中に入ると、自然と二人の距離は近づいて手と手が繫がれた。寒い冬の時期だから手袋越しになってしまうのが残念だった。

　大切な仕事の最中だというのに、ずっと気持ちを張り詰めていたから、里央としてはローランドと二人きりの時間が嬉しい。

「どう？」

「適度に残す……というのが、とても難しいんです」

　新たにできた小さな綻びは放置する。そしてここ数日あえて手を加えずにいた場所にもう一度出向いて状況を確認、必要であれば綻びを修復する。その繰り返しだ。

「こればっかりは手伝ってあげられないからな……不甲斐ない」

「そんなことありません。私はいつもローランドに助けられてばかりです」

「すべてが終わったら、君に女の子の服を買ってあげたいな……。それから堂々とデートもしたい。いつものカフェで食べさせ合いをしたいんだ」

　彼と一緒にいると本当に些さ細さいな言葉で胸が熱くなる。最後の食べさせ合いはバカップルではないかと思う里央だが、素朴な願望がローランドらしいとも感じた。

「それはちょっと恥ずかしいですが、……私もデートがしたいです」

　誰もいないところでこっそり手を繫ぐ今の関係のままでも十分だと思える。それでも、正体を偽らずに堂々とローランドと一緒にいられる未来があれば、どれだけ幸せなのだろうか。

「……ごめん、リオ。悪い知らせだ」

　和やかな雰囲気が一変する。ローランドの眉間にしわが寄り、声も低くなった。

「どうしたんですか？」

「人の気配がこちらに近づいている。たぶん、クラレンスだと思う。……彼も相当な魔法の使い手だ。気づかれている可能性があるから逃げないほうがいい」

　町を視察すると言っていたクラレンスが、なぜ森に入ってきたのだろうか。今までも予定していなかった行動を取り、ローランドや砦の者たちの粗を探している様子だったから、不自然とは言えなかった。

　ローランドは一度だけ里央の手を強く握ってから離す。ここからは主人と従者の関係だ。

「こんなところでなにをしている」

　予想どおり、クラレンスと護衛が砦の方向から姿を見せた。

「見回りだよ。魔境を預かる者としての日課だからね……。それよりクラレンスは町の視察だったんじゃ？」

「なにもない場所だった。見る価値がないとすぐにわかったから、己の役割を果たすために来たのだ。この先に、魔獣がいるぞ……。貴様たちも我が宝剣の力をよく見ておくんだな」

　本当はこのまま帰りたい里央だが、そうもいかない。通常の魔法と宝剣を使った剣技とでは、魔獣の倒し方が根本から違うため、ローランドが学ぶべきことはあまりない。それでも今、ローランドがクラレンスから離れたら、やる気のない責任者だと思われてしまう。

　そして魔獣の出没する森で、従者の里央一人だけ先に帰すのはおかしい。こうなったらクラレンスの魔獣討伐の見学をするしかない。

　魔獣の場所を把握できるのも、宝剣の力なのだろう。だから、広い森で魔獣が出てくる綻びの場所をめざしていた里央たちとクラレンスが出会うのは必然だった。

　クラレンスのあとに続いてしばらく歩くと、綻びに群がるように数匹の魔獣を発見した。すべて犬型の魔獣だった。彼らは人間の気配に気がついて、すぐに襲いかかってくる。

　クラレンスは宝剣を抜き放ち、一匹を仕留める。宝剣と里央の力はよく似ている。魔獣の心臓に相当する場所を狙えば、彼らは一瞬で塵になった。

「あぁ、そうか……ローランドは魔獣を消滅させる力を持っていないんだったな」

　クラレンスが一度だけローランドのほうをチラリと見て、皮肉の笑みを浮かべた。それから、なにを思ったのか突然、宝剣を鞘に収めた。

（通常の魔法を使った戦いを見せるために？　……でも、それでは大地が腐ってしまう！）

　確かにローランドや砦の兵士が戦うときも大地を腐らせてしまう。ほかに方法がないから仕方がないのだ。

　けれどこの森は、魔境で暮らす人々にとって大切な資源を育む場所でもある。最低限の被害で済まそうと努力をしているし、だからこそ里央が歩き回って浄化しているのだ。

　彼はローランドに対して劣等感を抱いて、敵視している。自分が優位に立っているのだと見せつけるためだけに無駄な被害をもたらそうとしている。里央は憤り、強く拳を握りしめた。

　クラレンスの愚行はそれだけでは終わらなかった。

（わざと、いたぶっているの……？）

　確かにクラレンスは強かった。ただ残酷でもある。彼はあえて急所を狙わずに魔獣の動きだけを魔法で封じた。深手を負った魔獣は「グルゥゥッ」と低いうめき声を上げながら体液を撒き散らし、やがて倒れた。

　すると倒れた一匹を放置したまま、クラレンスは別の魔獣との戦いをはじめてしまう。

「弱いな……、本当にただの犬だ！」

　里央もローランドも人間の生活を脅かす魔獣をこれまで何十匹も倒している。けれど、殺戮を楽しむような行為は一度だってしていない。本来の棲み処かから出てきてしまったことを哀れむ気持ちを持って戦ってきた。

　そのとき、無傷の一匹が倒れている仲間に近づくのが里央の視界に映った。クラレンスはもう一匹との戦いに夢中で気づいていない。

　やがて無傷の一匹の周囲に黒い霧が立ち込めた。

（なにをしているの……？　力を吸収している!?）

　黒い霧は瀕死の魔獣から発生して、無傷の仲間がそれを受け取っているように見えた。

「クラレンス！　危ないっ！」

　ローランドが叫んだ瞬間、無傷の魔獣がほかの個体とは比べものにならない動きでクラレンスに襲いかかる。クラレンスが凶暴化した魔獣の存在に気づいたときにはもう手遅れだった。

　宝剣を抜き放とうとするが間に合わない。

　きっと彼は魔獣に殺される――そう思った瞬間、里央の中でなにかが爆ぜた。

　一瞬にして、すべての魔獣が消滅していた。

「なんだと……？」

　クラレンスは状況が呑み込めず、周囲をキョロキョロと見回している。

　里央はローランドの背中に隠れ、気配を押し殺した。

「クラレンス、本当にすごいんだね……。私も魔法と剣の腕前には自信があったけど、こんなふうには戦えない」

　ローランドがクラレンスを賞賛し、すべてをクラレンスと宝剣の力であったと印象づけようとしている。実際に、それ以外に解釈のしようがない状況だ。護衛も賛同し、主人への賛美をはじめた。

「……まぁ、正当な宝剣の所有者であれば、これくらいなんでもない」

　クラレンスは腑ふに落ちない様子だったが、最終的には自分の力だと認めて魔獣の討伐を再開した。
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　森から帰った里央は、メインルームにあるソファに横たわって休息を取った。それまできちんと歩けていたのが噓だったかのように、身体に力が入らない。精神的にも肉体的にも疲れ果てていた。

「ごめんなさい、ローランド」

　彼は床に膝をついて、里央の顔色を確認する。それから髪を撫でてくれた。

　うまくごまかせたからよかったものの、里央の行動は相当危うかった。けれど、落ち着いた状況で改めて考えてみても、あのときどうすれば正解だったのかまったくわからない。自業自得なのだから、クラレンスがどうなってもかまわないと思うのに、そこまでを望んではいけない気がしていた。本音では助けたくなかった。里央の頭の中はぐちゃぐちゃだった。

「謝ることではないよ。むしろ、ありがとう。あれでも身内だし、宝剣の所有者を失ったら、この国がどうなるかがわからない」

「そうですね……。でも私……あんな人は死んでしまえばいいと思ってしまいました。そんな気持ちになる自分も汚い気がして……」

　戦いのない平和な国で育ったからこそ、里央は自分の中にそんな醜い感情があるのをはじめて自覚し気分が悪くなった。清く正しいローランドにはふさわしくない気がした。

「結局見捨てられなかったのが答えだ。リオは優しい子だから、汚くなんてない」

「ローランド……異世界から来たから余計にそう思うのかもしれませんが、魔獣は絶対悪ではないと思うんです。人とは相容れないけれど、彼らはただ生きているだけ……だから、あんなふうに殺してほしくなかった。……あれが、宝剣の所有者……？　そんなの嫌……」

　野生動物だって、本来は人に牙を剝むく恐ろしい存在だ。魔獣との大きな違いは大地を腐らせるかどうかという部分ではないのだろうか。

　狩りを楽しむクラレンスの姿が瞼まぶたに焼きついて離れない。祭壇のある森で里央を追い詰めたときと、魔獣を倒すとき――クラレンスは同じ目をしていた。

「ねぇ、リオ……。宝剣の所有者の資格っていったいなんだろうね？」

　先ほどまでの里央を労る優しいローランドから一転して、急になんの感情も読み取れなくなる。

　生まれたときから定められていた所有者は、ローランドだ。けれどクラレンスは剣を使いこなしているし、乙女をこの世界に招くのも本当は成功している。彼が所有者であることはきっと間違いない。

　その一方で、所有者は神官長や国王の意向で揺らぐ程度のものなのだろうか、という疑問もある。

　里央もずっと不思議に思っていた。いったいその運命はいつ決定されるのだろうか。

　もしかしたら、所有者の資格は「王族の血を濃く受け継いでいる者」程度なのかもしれない。王族には異世界からやってきた乙女の血が流れている。だとしたら、ローランドも資格を持っているままなのだろうか。

「……ごめん、やめよう。危険な発想だ」

　彼は、フーと大きなため息を吐き出し、雑念を払うかのごとく首を横に振った。

「ローランド……」

　この考えを突き詰めていく先にあるのは血縁同士での争いだ。里央の個人的な感情で、ローランドにそれを強いることなどあってはならない。

「今日はゆっくり休んだほうがいい。あんな場面を見たら誰だって気分が悪くなる」

　もういつもの優しい彼に戻っていた。

「そうさせていただきます」

「私はギルモア将軍との打ち合わせがあるからそばにいてやれない。……大丈夫？」

「はい、お昼寝をして、お姉様のところへ行きますから」

「うん」

　ローランドは上着を脱いでふわりと里央にかけてくれた。まだ彼のぬくもりが残っているおかげで、安心できる。怖い夢を見ないで眠れる気がした。

　ローランドがいなくなると、次第に目を開けているのが億おっ劫くうになってくる。森の中を男性のペースに合わせて歩き回って、力を意図せず使ってしまって疲れていた。

　そのまま瞳を閉じて、里央は深い眠りに落ちていった。

　夢の中では、ずっとローランドに抱きしめられているような感覚だった。

　そんな幸福な時間を、ドン、という物音が壊す。

「……ローランド？」

　もうギルモアとの打ち合わせが終わったのだろうか。そんなに長く眠っていたつもりのない里央だが、この部屋に入ってくるのは本人以外にありえないので彼の名を口にした。

「……リオといったな？　起きろ」

　ローランドとは明らかに違う冷たい印象の声を聞いて、里央の意識は急激に覚醒する。

　眠る前にローランドが立っていた場所に、今は白っぽい服の青年がいて里央を見下ろしている。

「……王太子殿下。ご用命はなんでしょうか？　ここはローランド様のお部屋ですよ」

「知っている。奴が不在だからわざわざ足を運んだのだ」

　里央は立ち上がり、視線を扉のほうへ向けた。いつもの護衛二人がそこに立っている。まるで、里央を逃がすつもりはないというように。

「座れ」

　クラレンスはテーブルを挟んで向かいに腰を下ろす。里央は後ずさりをするが、鋭い視線を向けられて、どうすることもできなかった。

　おとなしく先ほどまで眠っていた場所に戻る。羽織っていたローランドの上着を握りしめる。それでなんとか目の前の青年に対する恐怖心を追い払い、冷静になろうと試みた。

「先ほど、私が宝剣を使う前に魔獣が消滅した。……誰がやった？」

「……王太子殿下のお力のように見えました。私は戦いについてはよくわかりません」

　背筋が凍りつく言葉だった。クラレンスは、魔獣の消滅が宝剣の力でないとしっかり認識していた。里央は慎重に言葉を選びながらごまかした。

　なぜ兵士ではない里央に会いに来たのか。悪い予感がして、今すぐこの場から逃げたかった。

「黒髪に黒い瞳……乙女が現れると予言書にある八月に森の中をさまよっていた。……貴様……いや、そなたの性別は？」

「……」

　これは本気で問われているのではない。彼の中ではもう答えが決まっていて、ただ確認するためだけに聞いているのだ。

「言えぬか……。それが答えだろうな、〝予言の乙女〟。こんなところにいたのか？　なぜ噓をついたのだ？　そなたは私の花嫁なのだぞ！」

（助けなければよかったのに……！）

　そうしたら正体がバレることなどなかった。けれど、宝剣の所有者を失えばどうなるのかわからず、魔境の人々のためにも見捨てる選択などできなかった。

「なにをおっしゃっているのか、わかりません……。〝予言の乙女〟は、女性でしょう？」

　里央はまだあがく。苦しい言い訳だとわかっていた。

　クラレンスは、通常の魔法とは違う力をあのとき感じ取って、それが宝剣の力ではないと察していたのだ。あの場にいたのはクラレンスと彼の護衛、そしてローランドと里央だけだ。身分が不確かで女性の可能性があるのは、里央しかいない。

「認めぬのなら、そなたの服を切り刻んで調べるまでだ」

　夫となる者だから、当然だとでも言うのだろうか。里央は覚悟を決めて、クラレンスをにらみつけた。

「なぜ、噓をついたか……とおっしゃいましたよね？　〝予言の乙女〟には、この世界に関する知識はありません。ただ、助けを求める声が聞こえて、それに応じただけなんです。まさか、異世界に飛ばされるなんて思いもしなかった」

「どういうことだ？」

「私には知識も自覚もなかった。だからあなたにはじめて会ったとき、迷子だと言ったのは噓ではありません。勝手に悪しき存在だと決めつけて、剣を向けてきたのはあなたです！　……あなたが〝予言の乙女〟を捨てたんです」

　迷子だと言ったのは噓ではない。里央が最初についた噓は一つだ。祭壇に足を踏み入れたかどうか聞かれ、否定した。けれどあのときのクラレンスは里央の話をまともに聞いてくれる様子ではなかった。もし祭壇に入ったと素直に告白していたら、その場で殺されていたはず。

「その姿がすでに偽りだろう!?　なぜ男の格好など……」

「違います！　私の生まれた世界では、ここ百年のあいだに大きく服装や髪型の常識が変わったんです。あなたには少年に見えていたようですが、私はあちらの世界で性別を間違えられたことなどありません」

「だが、ローランドは？　奴はそなたを従者だと言っていたではないか！　だから私は、それを信じてそなたの保護をしなかった……」

　彼はきっと里央を殺さない。もう正体はバレてしまった。彼が里央を諦める可能性はない。今この瞬間、里央が都へ行くこと、そしてローランドとの別れは決定的なものとなった。

　里央にできることはほんの少しの悪あがきだけだった。だったらせめて、ローランドを守ることだけを考えようと自分に言い聞かせ、クラレンスへの恐怖心を振り払う。

　彼は里央を殺せない、だから恐れる必要はない――何度も心の中で唱えた。

「順番が違います。あなたが私を殺そうとしたのが先。祭壇のある神聖な森で人を殺あやめようとしたあなたの暴挙をローランド様が止めたのはそのあとです。彼がいなければ、この国は〝予言の乙女〟を失っていたでしょう」

　目を閉じれば、クラレンスに追いかけ回された恐怖も、転んだ里央に剣を振りかざした彼の姿も鮮明に思い出せる。もしあの瞬間にローランドが二人のあいだに立ちはだからなければ、里央は死んでいた。

「ローランド……どこまで私を……っ！」

　憤ったクラレンスが、テーブルをバンッ、と叩いた。

「ローランド様に感謝すべきですよ。あの方は私の正体に気づかないまま保護していただけのお人好しなんですから」

　ローランドはなにも知らなかった――里央はそう強調する。

「私のものに手をつけた罪をそのままにしてはおけない！　〝予言の乙女〟は私の花嫁なんだぞ」

　この人は、決して自分の非を認められないのだろう。そしてきっと、ローランドに猛烈な劣等感を抱いている。冷静に諭してもローランドを危険視し、憎しみを抱き続ける。

　だったら里央は〝予言の乙女〟の立場を最大限利用して、大切な人を守るしかない。

「……王太子殿下。もしローランド様や魔境の人々になにかあれば、私はあなたになんて協力しません」

　できるだけ無表情で、低い声を意識して里央は冷静に交渉をはじめた。

　彼のことはまったく信用できない。けれど里央が魔境に留とどまり続けた場合、ローランドは乙女を奪い儀式を妨害した反逆者となる可能性が高い。

　そして里央が素直に従ってもおそらくクラレンスはローランドを許さない。今、里央が愛する人のためにできることは、これ以上ローランドを巻き込まないことだけだった。そのために強くなる必要がある。

「馬鹿な！　役割を放棄するなど前代未聞の愚行だ」

「前代未聞なのは、乙女を殺そうとしたあなたです。……それでも私は、人々が死んでいくのを見ていられないので協力してあげると言っているんです。ですが、そちらの対応次第では滅びの道を選びます」

　慈悲を願うよりも脅しのほうが彼には有効的だった。それにこれはまったくの噓ではない。命を救ってくれたローランドは里央のすべてだ。クラレンスがローランドになにかをすれば、里央はクラレンスを許さないし、結果として国が滅びても――そんな恐ろしい考えさえ浮かぶ。

　クラレンスは黙り込んだままだ。里央の発言のすべてが信じられないのだろう。

「宝剣の所有者であるあなたが、平気で武器を持たない子供を殺めようとする人間だというのに、乙女にだけ無償の愛や慈悲深さを求められても困ります」

　里央は笑ってみせた。そしてクラレンスをじっと見据えて回答を促した。
















「……魔境の者、ローランドには手出ししないと約束する」

　瞳にはまだ憎しみの炎がほの暗く燻くすぶっている。彼にとっては不本意な宣言だとすぐにわかる。

「私の力、甘く見ないでくださいね」

　今まで何人もの乙女がこの地を訪れたのだとしても、百年も昔になるとどうしても情報が正確に伝わらない。

　里央にできることは少ないが、可能な限り手の内を明かさず、思わせぶりな行動でクラレンスを揺さぶり続ける。

「わかった……。誓おう」

「でしたら私も、〝予言の乙女〟として儀式を行うことを約束します」

　約束するのは儀式までだ。

　クラレンスが里央を見つめる瞳にはこれっぽっちの好意も感じられない。あるのは思いどおりにならない小娘への憤りだけだろう。

（ほらやっぱり……運命なんてないじゃない……）

　その後、明日の早朝、魔境を出立することを決めて、里央は一旦クラレンスから離れた。

　里央のほうから約束を違え逃げれば、ローランドが罰せられる。逃げられないのだから、旅支度と別れを済ませるのに時間がほしかったのだ。

　クラレンスは相当不満そうだったが、この件もしぶしぶ了承してくれた。
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　クラレンスと別れた里央は、一人で森へ入り、夕方まで全力で綻びの修復を行った。いつもなら目で見て、問題のある部分だけを直すのだが、そんな時間的余裕はない。

　里央には魔境どころかアルスタール国全体に百年の安寧をもたらす力が眠っているはずだった。

　宝剣や祭壇がなかったとしても、魔境を十日くらい守れる魔力を持っていると信じたかった。

　だから、〝予言の乙女〟の力を魔境全体に行き渡らせるように自分の内側から引き出した。途中で身体がふらついて、貧血のような状況になったが、なんとか踏みとどまる。

　それから従者に割りあてられた私室に戻り、ローランド宛に手紙を書いた。直接別れを告げてもローランドはそれを許さず、里央を全力で守ろうとしてくれる。そんな確信があった。

　だからこそ、なにも言わずに出ていかなければならなかった。

　予定していたギルモアとの打ち合わせはきっと終わっている時間だ。けれどこの日のローランドは忙しそうだった。不満を募らせる兵士へのフォローで大変なのだろう。

　だから、里央がローランドに会えたのは、夜になってからだった。

「今日は大丈夫だった？」

「はい」

　一日中職務に追われていて、疲れているに違いない。それなのに彼は、部屋に戻ったらすぐに里央を気遣ってくれる。

　まずは夕食の用意をして、一緒に食べた。これがローランドとの最後の食事になるのかもしれない。食事が終わると入浴や就寝の準備を済ませる。

　もう日付の変わる直前になろうとしているのに、書類に目を通そうとしているローランドからペンを取り上げて、眠るように促す。

「リオ？」

　ローランドを無理やりベッドに連れていってから、本や書類が読めないように部屋の明かりを落とす。いつもならそれで私室に戻る里央だが、今日はそうしなかった。

「……ローランド。今夜は一緒に寝ちゃだめですか？」

　里央が恋人らしい行為を積極的に求めたのははじめてかもしれない。だからローランドは驚いて、そしてほほえんだ。

「君が望むなら」

　すぐに手が引かれて、彼のたくましい胸に顔を埋める体勢になった。

「ローランド、キスしたい……だめ？」

　身体を繫げる気は里央にはない。ただ抱きしめて、優しいキスがほしかった。

　返事は態度で示してくれた。里央がベッドに背中を預けると、ほんの少しだけ枕からクリューザンの香りが漂う。夏に作った枕は、効果を失ってもそのまま使われていた。

　ローランドは里央の額と頰にキスをしてから、唇に触れてくれた。深く愛し合うためのキスも好きだが、里央はこういう優しいキスも好きだった。

　ただ唇を重ねるだけのほうが、ローランドらしい気がするのだ。

「ほかに願い事は？」

「じゃあ、頑張れって言ってほしいです」

「……なにそれ？　変だよ」

　ローランドは里央の額のあたりを指で軽く弾いた。

「リオは今のままでもやりすぎなくらいだから、頑張らなくていいよ。甘えていい……」

「今、甘えています」

　ほしい言葉はもらえなかった。それどころか決意が揺らぐようなことを言って、彼は里央を困らせる。そんな彼だから、好きで好きでたまらないのだ。

（今度は、私がローランドを守りますから……）

　真っ暗な部屋で彼に抱きしめられていれば、涙にはきっと気づかれない。

　魔境での日々は、最後まで幸せな時間だった。ローランドがずっと一緒にいてくれたからだ。
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　翌朝、里央はクラレンスから身を隠すために見送りをせず私室にいると告げて、ローランドから離れた。メインルームに置き手紙を残して、裏口から砦の外に出た。

　ローランドにもらったブローチは胸からはずして、隠すように大事に持っていた。彼の従者ではなくなったのだから、返すべきなのかもしれない。けれどなにか心のよりどころになるものがほしかったのだ。

　それから里央は、あらかじめクラレンスが待機させていた馬車に乗り込んで都へ向かった。

　ローランドと二人で旅をしたときとは比べものにならないほど快適な行程だったが、少しも楽しくなかった。

　野営のテントを張った場所、休憩のときに食事をした店、彼との思い出をたどることだけが里央の安らぎとなった。

　城に着いて里央に与えられたのは豪華な部屋と可愛らしいドレスだった。何人もの女官に囲まれて身体の隅々まで磨かれた。短い髪には緻密な細工のヘッドドレスをつけられた。乙女の象徴である黒い髪が目立つようなコーディネートだった。

　着飾ったのは、これから国王への謁見があるからだ。

「改めて問うがなにか望みはあるか？」

　謁見の間に向かう途中、クラレンスが問いかけてきた。彼は支度の終わった里央を迎えに来て、エスコートするつもりだったらしい。

　けれど里央は「私の国では女性も普通に歩いていました！」と主張して、その手を取らなかったのだ。どうやらその態度がクラレンスの気に障ったらしい。

　望みを叶えてくれると言うが、明らかに不機嫌だった。

「儀式についての説明を望みます。それから日取りはできるだけ早くしてください。いつまで魔境の結界が保つかわかりませんから。民への被害が出ることを王太子殿下も望まないでしょう？」

「そういうことではない！　そなたの願いをなんでも叶えてやるという意味だ。……歌い手か道化師でも呼ぶか？　舞踏会でも開こうか？　……それとも宝石を用意しようか？」

「ドレスや宝飾品は、もう十分にいただいております」

　里央の望みは、すみやかに儀式を行ったあとの解放だった。けれど彼がそれを許すはずもないため、様子をうかがっている状況だ。

　儀式については協力すると約束したし、守るつもりはある。それ以降どうするかについて、里央は一言も言及していない。

　単純に城から逃亡すれば、魔境へ逃げたと判断され、クラレンスがローランドに罪を着せる可能性が高い。だからといって、自分の心を殺して好きでもない相手のものになる気はなかった。

「なぜ、いつまでも態度を改めないのだ！」

「王太子殿下……」

　祭壇のある森での出来事について、クラレンスは里央の服装が文献と違うから悪いという態度で一切の謝罪がないままだ。それでどうやって歩み寄ればいいというのだろうか。都までの旅の最中も、城に着いてからも彼はどうしたら里央が従順になるかしか考えていないのだ。

　仮にもし、あの出会いの瞬間に彼が里央の正体に気づいて、ローランドが助けに入ることがなかったとしても、里央はクラレンスに好意を抱くことはなかっただろう。

　彼の問いには答えないまま歩いていくと、大きな扉の前にたどり着く。国王がいる謁見の間だ。

　ゆっくりと開かれた扉の先には、緋色の絨じゅう毯たんが敷かれている。部屋の奥にある壇上の玉座にはすでに国王が座っていた。そこから下がった両端にずらりと身分の高そうな者たちが並んでいる。

　里央はクラレンスに促されるまま、絨毯の上を歩き、玉座に近い場所までやってきたところで立ち止まり、頭を下げた。

「ようこそ、異世界からのお客人。……顔を上げて、楽にしてくれ」

「お初にお目にかかります。私の名前は田代里央。こことは異なる世界から参りました。……少し、遠回りをしてしまいましたが、今後はアルスタール国に百年の安寧をもたらすために尽力するつもりです」

　求めに応じ、顔を上げてから里央はあらかじめ考えていたとおりに挨拶をした。

　アルスタールの国王は五十歳前後の白髪交じりの人物だった。若い頃はクラレンスと同じような金髪だったと思われる。

「アルスタール国王として、そなたの訪れを歓迎する。報告によれば魔境シャイヴスで暮らしていたそうだな？」

「はい。大公ローランド様に保護され、ずっとそちらにおりました」

「保護？　拐かどわかしたのではなく……？」

　国王が首を傾げた。ある程度こうなる予想はしていたが、クラレンスがそう報告したのだろう。

　この件に関して、里央は譲るつもりがなかった。謁見の間には国王以外にも身分の高そうな人物が何人もいる。この国の身分制度には詳しくない里央だが、大臣や神官、高位の魔法使い、それから将軍職に就いている者などだと推測した。

　里央は彼ら全員に向けて、ローランドの無実を主張するつもりだった。平和になったあとにクラレンスがローランドを罰する理由を一つでも奪っておきたかった。

「なにも知らずにこの地をさまよい、命の危険に脅かされていた私を保護してくださったのです。私自身、自分が〝予言の乙女〟だと知りませんでした。もちろん、大公も同じです。私にとって大公ローランド様は命の恩人で、どれだけ感謝しても足りません」

　誰に命を脅かされたかは語らなかった。この場でクラレンスの罪を糾弾しても、おそらく無駄だ。

　儀式を前にして代わりのいないクラレンスを罰することは誰にもできない。彼に罪があれば、きっと事実そのものが握りつぶされる。〝予言の乙女〟に妄想癖があるのか、つらい目に遭ったせいで思い込んでいるだけだなどと事実を歪わい曲きょくされてしまうだろう。

「そうか、ローランドは心優しく有望な王子だからな……」

　国王は何度も頷いて、里央の主張を認めてくれた。

（あれ……？　国王陛下を味方につけられるという可能性はあるのかしら……）

　彼は自分の息子が宝剣の所有者として認められるように、神官長に働きかけ、ローランドを魔境に追いやった人物のはず。そして時々嫌がらせでローランドを都に呼び寄せて、戦況を報告させていた。

　それなのに、「有望な王子」と言ったのはどうしてだろうか。里央は予想と違う反応に戸惑った。

「国王陛下、お願いがございます。……私は〝予言の乙女〟としてできるだけ早い儀式の完遂を望みます。魔境で戦う兵士の皆様のためにも。そのためならばなんでもしたいです」

「なんと立派な。……して、その魔境の様子はいかがであったか？」

　国王はクラレンスのほうに視線を向けて報告を促す。

「宝剣の所有者であるこの私と乙女が協力し、魔獣を退治して参りました。しばらくのあいだなら、愚鈍なローランドでも持ちこたえるでしょう」

「――おお、そうか。頼もしいことだ。さすがは宝剣を与えられた次期国王だ。やはりあの軟弱者を後継者になど指名しなくて正解だった」

　なにか引っかかる言葉だった。先ほど国王はローランドを賞賛していたのだ。それが急に態度を変えて、今度は軟弱者だと蔑さげすんだ。

　どちらが国王の真意なのか、里央にはわからなかった。

「神官長よ。儀式の準備には何日かかる？」

「……はい陛下。祭壇を整えるのに多少の時間が必要です。……七日後がよろしいかと」

　神官長は白い法衣をまとった老人だった。剃てい髪はつしていてほがらかな印象だ。けれど油断はならない。この人物はクラレンスを支持する者の筆頭なのだから。

「では、クラレンスとタシロ・リオ。二人は儀式に全力を尽くすように」

「はい、父上。必ずやこの大役を成し遂げましょう」

「かしこまりました、国王陛下」

　短い謁見は終わり、里央はお辞儀をしてから退室した。

　里央はさっさと部屋に引きこもるつもりだったが、クラレンスがそれを許さない。人払いをし、二人きりになってしまう。

「……なにか、大事なお話でもあるのですか？」

　里央は警戒し、窓際に寄ってクラレンスと距離を取ろうと試みた。

「やはり、そなたは私の思いどおりに動かない。……運命の相手、つまり花嫁だという自覚があるのか？　なぜ危うい発言をするのだ？」

　一歩、一歩、クラレンスが距離を詰めてくる。狭い室内では逃げ場などなかった。

　外には護衛が待機している。里央がこの部屋から飛び出してもきっとすぐに捕らえられてしまう。

　里央の予想では、儀式までは〝予言の乙女〟は丁重に扱われると思っていたのだが、甘かったのだろうか。

「……王太子殿下が私を殺そうとなさった件は秘密にしてさしあげたのですが、なにか問題がありましたか？」

　花嫁だと言いながら、彼は里央のことなどこれっぽっちも愛していない。好かれたいと思うのならば、憎しみを込めた瞳を里央に向けるはずはないのだから。

「ローランドのことだ！　なぜ伴侶である私ではなく、ローランドを賞賛する発言をしたのだ？　多くの臣がいる場でっ！」

「事実を申し上げただけです。拐かしたなどと噓を報告するほうがよほど問題だと思いますよ」

　伸びてきた手が、里央の腕を捕らえる。鈍い痛みを感じるくらい強い力だった。

「花嫁は従順でなければ……こんなのおかしい……！」

　瞳には憎しみを宿しているのに、口元だけ笑みを作る。おかしいのはクラレンスのほうだった。

「なにを言って……」

　里央はクラレンスの思うままに動く人形ではない。従順でいてほしいのなら、そちらも理想的な王子でいるべきだと叫びたくなった。

「できればそなたの意思で私の手を取ってくれることを望んでいたのだが、そなたは私がいくら歩み寄っても応えはしないのだな……これは、仕方のないことだ」

　摑んでいる腕はそのままで、もう片方の手が里央の額へ伸びてきた。爪の先が触れた瞬間、猛烈な目眩と痛みが里央に襲いかかる。クラレンスはよく聞き取れない呪文を唱えている。

　彼の指先から魔力が溢れて、それが里央の頭に流れ込んでくる。

「な……に？　気持ち悪い……頭の中がぐちゃぐちゃに……やめてっ！」

「大丈夫だ。すぐに従順な花嫁になれる。……無駄な感情を消し去ってしまうだけだ。……そなたはローランドに対しなんの感情も抱いてはならない……」

「……そうやって、国王陛下と神官長を操ったのですか！　この気持ちを忘れるわけ……、あれ……？」

　ローランドに――という言葉は不協和音となって里央の頭に響く。ほかにもなにかを命じられている。けれど言われたあとに、すぐに内容を忘れてしまう。

　クラレンスの笑い声が響く。なにがそんなにおかしいのか里央は理解できないのに、怒りはもう湧いてこなかった。

　先ほどまで、心の中にあった負の感情が消えていく。里央の心はかつてないほど凪ないでいた。

「リオ、今日のドレスとても似合っているな？」

「私、大声を出したりしてごめんなさい……。どうしちゃったのかしら？　こんなに素敵なドレスをいただいたのに、お礼も言わないなんて……私っていつから礼儀知らずに……？」

　彼は里央の伴侶となるべき人で、正真正銘の王子様だ。なぜ拒絶していたのだろうか。

「気にしていない。……そうだ、儀式の日にはローランドも立ち会わせようか。君の恩人に、君が幸せになったところを見せてやろう」

　クラレンスはそう言ってほほえんだ。

「ローランド？　はい……」

　ローランドという名前を聞いて、一瞬だけ胸がチクッと痛んだ気がしたがすぐにどうでもよくなる。その人物が魔境を治める大公で銀髪の青年だというのは知っている。ただ、知識として知っているだけだ。

　里央はアルスタール国のために、クラレンスと協力し百年の安寧をもたらすための儀式をしなければならない。今は、それだけを考えるべきだった。

「ローランド……」

　ただ、優しい響きの名前だと里央は思った。
















第六章　私を呼んだのはあなたです




　ローランドは宝剣の所有者に選ばれなかった日からずっと葛藤を抱えていた。もし、本来従うべき存在が間違っていた場合、自分はどう行動すべきかということだ。

　リオに出会ったあの日から、その疑問はより深まっていった。

　王族として国王の決定には必ず従い、個人の考えで争いを起こすのは罪であるというのがそれまでのローランドの取るべき態度だった。

　けれど今、それが揺らいでいる。クラレンスは宝剣の所有者として、次期国王として、明らかにふさわしくない。神聖な森で罪なき少年に剣を向けるような人間は、人の上に立つ資格があるのだろうか。

　圧倒的な魔力を持つ王族が道を違たがえたとき、それを正すために立ち上がるのもまた、同じ力を持つ王族の義務なのかもしれない。それでも、自分の考える正義はただの綺麗事ではないだろうかという不安もあり、行動に移せずにいた。




　リオが〝予言の乙女〟であること、そして彼女がローランドを愛してくれたこと――もう運命という言葉は使いたくないローランドだが、それでも考えてしまう。

（ただの人である神官長が定めた宝剣の所有者は絶対的なものなのか？）

　国王と王太子に対する反逆となる危険な発想だが、都の混乱ぶりや、人を恐怖で抑え込もうとするクラレンスの方針を考えると、動かないのも民への裏切りに思えた。

　そんな頃、リオが消えてしまった。

　クラレンスが都に帰り、また魔境に平穏が戻ってくる。あの日、ローランドはやや浮ついた気持ちになりながら私室に戻った。そこですぐにリオの置き手紙を見つけたのだ。




『ローランド様へ。なにも告げずにあなたのそばを離れることをお許しください。告げればきっと、あなたは私を引き留めるとわかっていたので、一人で決めてしまいました。

　王太子殿下に、私の正体が知られてしまったのです。これ以上私を庇えば、きっとあなたは罰せられてしまいます。

　だから私は都へ参ります。旅立つ前に全力で結界の強化を行いました。儀式まで保たれることを祈るばかりです。

　私は、王太子殿下に取り引きを持ちかけました。儀式を行う代わりに、ローランド様や魔境の人々に手を出さないという約束です。けれど儀式のあとも約束を守り続けるという保証はありません。

　どうか十分に気をつけてください。私もできる限り手を尽くします。

　巻き込んでしまったあとに言っても仕方のないことですが、私はもし私のせいであなたが命を落とすようなことがあれば、絶対に自分を許せません。だからどうか、ご自身の安全を最優先にお考えください。ごめんなさい、ありがとうございました。――タシロ・リオ』




「この『私のせいであなたが命を落とすようなことがあれば』ってなんだ……？　この手紙、私にリオを追わせないための牽けん制せいばかりだ！」

　手紙を読みながら、ローランドはくるおしいほどの焦燥感と怒りに支配されていた。怒りは自分自身に向けられたものだ。彼女の望みを叶え、守るつもりでいただけで、まったく力が足りていなかった。

「リオッ！」

　今はここにはいない彼女の名前を叫びながら、ローランドは壁に拳をぶつけていた。じんと鈍い痛みが、ローランドをわずかに冷静にさせてくれる。

　今すぐ追いかけて、クラレンスとその護衛を倒し、リオを連れ戻すことは可能だ。地位も民も捨てて、彼女を攫う力をローランドは持っていた。クラレンスは確かに強い。ただし、宝剣の力は魔獣以外には作用せず、ただの金属の塊でしかない。

　純粋な剣技と魔法の組み合わせなら、勝利できる自信がローランドにはある。

　けれど彼女を追うことはできなかった。そんなことをすれば、クラレンスが魔境の人々を人質にするという予想がついてしまうからだ。

　ローランドにとってリオは特別な女性で、彼女のためなら自分の命など惜しくない。ただ、幸せになろうとするのなら他人の犠牲の上に個人の幸せは成り立たないのもすぐにわかる。

　手紙を読み終えたローランドは、ギルモアとモイラを呼び出した。

「リオォォォッ、待っていろ！　おじいちゃんが今すぐ……今すぐにぃぃ！」

「モイラ、ギルモア将軍を黙らせてくれないか？」

　自分よりも好戦的な人間がいるおかげで、ローランドは冷静だった。

　もう隠す必要のなくなったリオの正体をギルモアに伝えると、彼は涙を流しながら部屋を飛び出そうとした。

「ギルモア様、どうか落ち着いてください……リオは命の危険に晒されているわけではありませんから。まだ、大丈夫ですわ」

　モイラに腕を摑まれると、ギルモアがその場で固まり静かになる。

「大公！　リオを救いに行かぬのですか！」

「……私は、個人的な感情では動いてはいけない」

「大公ォォォ！　このヘタレがっ！」

　先ほどまで部屋から出ていきそうな勢いだったギルモアが、急に反転してローランドに摑みかかった。

「私闘はしない。これは個人的な感情ではない……と思う。ただ、愛する人への想いが最終的な決断をさせる要因になったのは認めるよ」

「では、現王家を討って、身分を回復されるのですな！」

　ローランドが決意を語ると、ギルモアがようやく解放してくれた。

　ローランドには大義名分がある。先代国王の御み子こで、王位継承権の序列一位だったのは彼なのだから。一代限りの現国王と、神官長の陰謀によりその地位を追われたという主張が成り立つ。

「私が王位の正当性を主張し、実際に王位に就くためには、いくつか条件を満たさないといけないと思っている。……協力してくれるか？」

　ローランドにはもう迷いはなかった。

　リオも危惧しているように、ローランドと魔境が無事でいられるのは儀式が終わるまでのあいだだけだ。それが終われば、クラレンスは間違いなくローランドを排除するために動くだろう。

　先制攻撃をためらう理由はなかった。

　戦いを決断したローランドは、密かに準備をはじめた。そして出立直前になって、都から召喚状が届いた。

「……クラレンスの思惑だろうね。見せつけないと気が済まないんだ」

　それは、儀式の立ち会いを求めるものだった。リオは争いの原因となることを恐れている。ローランドが殺されるかもしれないという状況なら、絶対に助けを求めない。

　そういう性格だからこそ、クラレンスにはリオが自分を裏切らないという自信があるのだろう。　そしてローランドに思い知らせたいのだ。リオが誰の乙女であるかを。

「あら、好都合じゃありません？　これで堂々と都へ行けるのですから」

　モイラが不敵に笑った。ローランドも同じ気持ちだった。砦の兵士も、町の人々も、きっとリオの帰還を願っている。

（君はもっと、幸せな未来を望んでいい。……そのために私は戦うよ……）

　決意を胸に、ローランドは兵士たちに魔境を任せ、モイラとギルモアを連れて旅立った。




◇　◇　◇




　ローランドたちが都へたどり着いたのは儀式の前日だった。さっそく国王への拝謁を願うとあっさりと叶う。国王からは大切な乙女を保護し守った功績を称たたえられた。都に入った瞬間にリオを拐かした罪で捕らえられることも覚悟していたローランドにとっては意外な展開だった。

　さらに、リオを保護し危険から守っていたという理由でクラレンスとリオと個人的に話す機会も与えられた。

（よほど自信があるのか……？）

　リオとローランドがどういう関係にあったのか、クラレンスがどこまで察しているのかは定かではない。だとしても、彼の性格からして二人が主従関係にあったというだけで許せないはず。

　明日に儀式を控えて準備に追われているだろうに、わざわざローランドとリオを会わせる意図はなんだろうか。

（罠わなか……）

　警戒しても、今のローランドは国王と王太子の命には従わなければいけない身だ。それにリオの様子を知りたいという気持ちもある。だから、相手の出方に気をつけつつ、ローランドはクラレンスとリオのもとへ向かった。

　案内されたのは城内にある庭園だった。東あずま屋やに用意された席に向かい合わせで座り、お茶を飲んでいる二人はすぐに見つかった。

　これまでとは違い、ふんわりとしたシルエットのドレスに身を包んでいるリオの姿を見て、ローランドの胸がチクリと痛む。

　温和な性格だと思われているし、自分でもそのつもりでいたローランドだが、実際にはかなり嫉妬深く、矮わい小しょうな男だと認めざるを得ない。この世界で彼女がまとう最初のドレスは、自分が贈りたかったとつい思ってしまった。

　黒い髪に似合う繊細な細工の髪飾り、レースのあしらわれたドレス、それにうっすらと施された化粧――数ヵ月一緒に暮らしていたのにはじめて見るリオの姿があった。それらすべてクラレンスのためのものだと思うと腹立たしい。

　そのうちに、二人の会話が聞こえ出す。

「儀式の手順は覚えたか？」

「……はい、問題ありません」

「そうか。ならば今日はゆっくりと休むことだ。……この紅茶、とてもいいものなんだ。そなたのために用意させた」

「ありがとうございます、王太子殿下」

　近くまでやってきたところでクラレンスがローランドの訪問に気づいた。リオもティーカップのほうにあった視線をわずかに上げる。

「客人がやってきたようだ。……魔境シャイヴスの大公、ローランドだ。知っているだろう？」

　まるで、名前を知っている程度の相手を紹介するような言葉だった。

（……なんだ？）

　リオは歓迎でも戸惑いでもない、なんの感情も持ち合わせていないような顔をしている。

「その節はお世話になりました」

「リオ殿はおすこやかに過ごされているでしょうか？」

　ローランドはあえて、〝予言の乙女〟のリオに対しよそよそしい態度を取った。今はまだ、クラレンスに本音を知られるわけにはいかないからだ。

　ただ、ローランドの態度にリオが傷ついてしまわないか心配だった。

（どうか、誤解しないでほしい。私はまだ君を諦めていない）

　黒い瞳をじっと見つめる。けれどこれまでのようなわかりやすい感情は読み取れない。

「ええ……大公……」

（なんだろう？　明らかに変だ……）

　彼女はローランドにまったく興味がないといった様子だ。クラレンスの前でローランドへの好意を表に出せばどうなるのか、聡さといリオならば予想できるはず。だから無関心を装っているのかもしれない――最初はそう考えていたローランドだが、なにかおかしい。

（リオは素直な子だからそこまで徹底した演技なんてできるはずがないのに）

　リオが魔境を去る前の晩、ローランドは彼女の不安に気づいていた。気づいていて、読み違えてしまったのだ。運命を強要する存在であるはずのクラレンスが魔境にいるせいで不安になっているだけだと勘違いをした。だから思いっきり甘えていいのだと言えば、それで彼女の不安を取り除いてやれると考えた。

　都へ向かい、儀式をするつもりだった彼女の決意までは気づいてあげられなかった。だからこそ、今度こそわずかな変化も見逃したくはない。

　そうだというのに、今のリオは本当にローランドの知っているリオかすらわからなかった。

「どうかしたのか？　ローランド」

「いいや……リオ殿は体調でも崩されているのだろうか？」

　リオは小さく首を傾げた。なぜそんなことを聞かれたのか理解できていない様子だ。

「魔境ではいざ知らず、城で大切にされているのだから、そんなはずがないだろう！」

　クラレンスが急に立ち上がり、不快感をあらわにした。

「そう……なら、儀式を前に緊張しているのかもしれないね」

　どうしてリオがこんなにもクラレンスに対し従順なのかわからない。わかったのは、クラレンスはなんらかの手段でリオの心を掌握しているということだけだ。

「緊張ですか？　そうかもしれません」

　やはり淡々として、なんの感情も宿さない。

「儀式が終わったら、早急に結婚式を挙げるつもりだ。……リオもわかっているな？」

「はい。……〝予言の乙女〟は宝剣の所有者を愛する運命にありますから」

　あれだけ嫌っていた「運命」という言葉を彼女は迷わず口にした。それでローランドはやはり彼女が自分の知っているリオではないのだと確信したのだ。

「これでわかっただろう？　ローランド。……貴様がどういうつもりで彼女を魔境に連れていったのかは知らないが、リオは最初から私の花嫁なんだ」

　テーブルの上にあったリオの手をクラレンスがそっと取った。

　ローランドはその光景に胸を締めつけられながら、必死に冷静になろうと努めた。この場で笑っているのはクラレンスだけ。リオが彼に恋をしているとは到底思えない。

　なにかがおかしい――その原因を探ろうとしたが、答えには行き着かない。クラレンスは、いくつか言葉を交わしただけで、用は済んだとばかりにローランドを遠ざけた。

　ローランドは仕方なくそれに従う。城内に与えられた客間にて、彼はモイラとギルモアに先ほどの出来事を相談した。

「リオの様子が変だった」

「具体的にはどのように？」

　モイラが問いかける。

「まるで感情を失った人形みたいだった。……クラレンスに強要されている……？　それにしたって私と顔を合わせて動揺すらしないなんてありえるだろうか」

　リオは性別や正体を隠していたが、そんなに演技のうまい人物ではない。モイラ曰く、「一瞬で性別を見抜きましたわ。大公の目が節穴だからわからなかったのでしょう」とのことだ。

　思い返すと、怪我をしていたローランドが風呂の介助を依頼したときなど、あからさまに動揺していた。髪と服装、それから胸がささやかというそれだけで、この国の基準では少年に見えていただけだった。

　そんな彼女の性格がたった数日で変わるはずはなかった。

「〝予言の乙女〟は本当に宝剣の所有者に惹かれる『運命』だとでもいうのか？」

「まさか。だったら、あんなに王太子殿下のことを嫌がっていたはずありませんわ」

　リオがこの世界にやってきた直後にあった出来事を考えれば、乙女が運命によって宝剣の所有者を無条件で愛するという可能性はない。祭壇のある森でも、その後も、リオはクラレンスに怯えていたのだから。

　クラレンスのほうも、彼女に運命を感じてはいなかったはず。彼がリオの正体に気づいたのは、おそらく魔境の森でリオが力を使ったときだ。

「なにやらおかしな薬でも飲まされたのではないですかな？　もしくはまじないの類か」

　ギルモアがつぶやいた。旅のあいだで、モイラとギルモアはようやく普通に会話ができるようになっていた。三人しかいない旅で、ローランドが離れることもあるので、必要に駆られてのことだろう。

「薬については詳しくありませんけれど、人の心を操る暗示のようなことは理論上、魔法でもできるはずです。ただ、その研究は禁止され暗示に関わる文献は禁書になって……」

　モイラがローランドに視線を送った。禁書についてはモイラよりもローランドのほうが詳しいからだ。

「禁書は、王族ならば閲覧可能だろう。だが――」

　アルスタール国では、魔物の棲まう世界との境界を守る目的もあり、魔法についての研究が盛んだ。研究の中で、国そのものを壊しかねないほど強力なものや倫理的に問題のあるものが生まれてしまうことがある。

　それらの研究内容は「禁書」と呼ばれて、厳重に管理されている。廃棄しないのは、後の世でその魔法が必要となる可能性があるからだ。

　例えば王家の管理外で、王家に仇あだをなす者が禁書相当の魔法を生み出してしまったとき、対抗するためには同等の魔法を使わなければならない。

　また、生み出された時点で危険とされた魔法でも、のちの世では有益となる場合がある。

　過去の例だと、大規模な破壊をもたらすとされた魔法が、治水工事や鉱石の採掘に使う局所破壊魔法の基礎になっていることなどだろう。

　クラレンスが使用禁止となっている人の心を操る魔法を使ったという可能性は高い。ただ、ローランドには理解できないことがあった。

「大切な乙女――将来の伴侶となるべき女性にそんなことをするだろうか……。心が壊れたら儀式すらできない」

　いくらリオの心が手に入らないからといって、〝予言の乙女〟に危険な魔法をかけるだろうか。

　クラレンスは自分の思いどおりにならない人間に対しどこまでも残忍であるが、乙女に対する思い入れだけは強いはず。

「うむ……。壊れない保証があるとか？　人で実験済みであるとか？」

「ギルモア様！」

　ギルモアがボソリとつぶやくと、モイラが目を見開き、急に彼の手を取った。

「な……なんだ？　……モ……殿」

　やっとまともな会話ができるようになったはずだったが、ギルモアはモイラに手を取られて動揺している。

「きっとそれが正解ですわ！　王太子殿下周辺で、急に大公への態度を変えた方がほかにもいるのではなくて？」

　正解を導き出したと、モイラは得意げだった。

　ローランドにもすぐ態度を変えた二人の人物の顔が浮かんだ。

「国王陛下と神官長……まさか？　神官長はともかく、自分の父親に？」

　ローランドとしては信じがたいが、モイラの意見はもっともで、そう考えるとすべての辻褄が合う。

　クラレンスが現国王の子であるのに、王位を継ぐ立場ではないことを不満に思っていたのはローランドも察していた。記憶をたどると、クラレンスは勤勉な少年だった。ローランドも真面目な性格だが、クラレンスは昔からいとこに負けたくないという思いが人一倍強かった。剣術でも、勉学でも、魔法でも、ローランドの上に行きたくてすぐに勝負を持ちかけてくる。

　きっと、自分こそが次期国王にふさわしいと彼の父や周囲に認めさせたかったのだ。その強い信念が、ねじ曲がり、禁断の魔法を使うに至ってしまったのだろうか。

「モイラ、人の心を操る魔法があったとして……それはどうやったら解けるんだろうか？　今から禁書の保管されている場所に忍び込むのは不可能だ」

　ローランドはこれからかなりの無茶をするつもりでいた。

　その前に立ち入り禁止の場所に入り込み、資料を探す時間的余裕はなかった。それに、うまく禁書の保管場所に入り込めたとしても、その魔法の解除方法が記されているかどうかさえ定かではないのだ。

「わたくしも、その魔法に関しては知りませんから予測しかできませんの。ただ、一般的に精神干渉系の魔法は強い衝撃を与えることで解けるとされています」

「強い衝撃……？」

「例えば……魔法で書き換えられる前に、その方が強く思っていたはずの出来事を思い出させる、などでしょう」

　なんの保証もない道を選ぶのはローランドにとってはじめてかもしれない。

　けれどリオを諦める気持ちはない。攫って、無責任な逃走を図る気もない。ローランドはリオと一緒に、堂々と生きていける唯一の道を進む気だった。

　それには、彼女を正気に戻し、二人で協力しなければならないのだ。

「可能性の低い賭けになるかもしれない。モイラ、ギルモア将軍……それでも私はリオのところへ行ってくる」

　そう宣言し、ローランドはリオのもとへ向かった。




◇　◇　◇




　里央は最近、ぼんやりしている時間が増えたような気がしていた。儀式の手順を教わるときは集中できている。魔法やこの国で生きていくための教養を身につけるのも真面目に取り組んでいる。

　実際、教師役にも勤勉さをほめられることが多い。それが一人になると、急になにかを考えるのが億劫になる。

「儀式の前だから……？　しっかりしなきゃ……私が、守らなきゃ……」

　この国を、魔境を、魔境で暮らす人々を、それから――そこまで考えると頭に白いもやがかかる。

　なにか重要なことを忘れている気がするのに、摑みかけては逃げていく。

　宝剣の所有者で、近い将来の伴侶であるクラレンスのためにも、こんなことではいけないというのに。

　明日は朝から身を清めて、儀式を執り行う予定だ。緊張のせいだろうか、夜になっても寝つけずに、外の空気が吸いたくて、窓を開けた。頰が痛くなるほどの冷気が室内に入り込む。けれど心地よかった。近くに森があるからだろう。室内よりも清涼な空気が里央を癒やしてくれた。

「木々のある場所の香りはどこでも変わらないんだ……。日本でも、魔境でも……魔境？」

　里央は自分で発した言葉になぜか驚いた。なぜ魔境と言ったのだろうか？　改めて考えてみるとどんな森だったか思い出せないのに。

　なんだか気持ちが悪かった。胸元をかき抱いてギュッと目をつむる。自分の心と向き合いたかったのだ。けれど物音がして、里央の集中力を奪う。

「……リオ」

　声と同時にバルコニーの人影に気づいた。会う約束もなく、こんな夜更けに訪ねてくるのは不審者以外の何者でもない。叫べばきっと女官や護衛が駆けつけてきてくれるはず。

（……声が出ない……、なぜ？）

　すぐに人を呼べばいい。けれど、喉に力が入らない。恐怖ではない別の感情が胸を締めつけるのに、それがなんなのかは摑めなかった。

「リオ……どうしたの？　私だよ」

　暗がりから姿を現したのは、銀髪の青年だった。紫色の瞳が美しい、知っている人物だ。

「大公ローランド様……」

　彼はクラレンスのいとこで、魔境シャイヴスを治める大公。異世界にやってきた直後に保護してくれて、数ヵ月一緒に暮らした青年だ。昼間も会って、言葉を交わした。

　けれど、どんな人物なのか、どんな話をしたのか、里央はもう忘れてしまった。いつも笑っているとても優しい人だった気がするのに、今はその笑顔が思い出せない。なにか、つらいことでもあったのだろうか。

「私のことはわかるんだ？」

「大公……シャイヴスの領主で……」

「肩書きを答えている時点で、君はいつもの君じゃない。ねぇ、リオ。……君が愛しているのは誰？」

　紫の瞳に見つめられると、そこから目が離せなくなった。

　ローランドは妙なことをたずねてくる。会話が嚙み合っていないのに、今の里央はなぜだかもどかしさは感じない。心が穏やかで、だからこそ物事を考えるのがゆっくりになってしまうせいだ。

　愛しているという言葉に実感は持てないが、里央には決まった相手がいる。『リオの婚約者はこの私、アルスタール国王太子クラレンスだ』――頭の中に響く声が答えを教えてくれた。

「王太子殿下です。……宝剣の所有者と乙女は愛し合う運命にあるから。それに、あの方は私に綺麗なドレスや宝石をくれました……」

　ローランドの表情が陰った。彼はよくわからない人だった。運命の相手を想うこと、その相手が里央を大切にしてくれているのが不満なのだろうか。人の幸せを喜べない人間は、一般的には性格の悪い人だ。

「私の知っているリオは運命という言葉が大嫌いだった。一番ほしがっていたのは、おやすみなさいを言い合える相手だ……変わってしまったの？」

「おやすみなさい……？」

　ローランドの口から発せられたその言葉は、穏やかで温かかった。その熱が一瞬だけ、里央の心を揺さぶった気がした。

「特別な言葉だろう？　君が私に教えてくれたんだ」

「知らない……」

　里央はここ数ヵ月、魔境で暮らしていた。けれど思い出そうとすると夢で見た光景のようにぼやけてしまう。ここ数日彼女を苛む妙な感覚が、この青年と話をしていると何倍にもなって襲いかかる。

「モイラによれば、暗示なら心に強い衝撃があれば打ち破れるそうなんだ。君を壊すほどの洗脳をきっとクラレンスはしないはずだから」

「モイラ？　暗示……？」

　モイラという女性のことは覚えている。里央の〝お姉様〟だ。魔法の使い方を教えてくれて、なにか恐ろしい存在から里央を庇ってくれた。里央は魔境でいったいなにを恐れていたのだろうか。

「リオ、愛している」

　細い腰に腕がまわされた。逃れられないほどの強い力ではないのに、抵抗できない。そのままローランドが顔を近づけて、唇を塞いだ。

　キスされた。婚約者のクラレンスにすらされたことがないのに、赤の他人にキスされてしまった。

　拒絶するべきなのに、里央はなぜか嫌だとは感じなかった。彼の宝石のような紫の瞳を、この距離で見たことがあるような気さえする。

　やがてゆっくりと唇が離された。ローランドは間近で里央の顔をじっと見つめたままだ。

「なぜ、キスをしたんですか？」

「ちょっ……、困るよ。お姫様は王子様のキスで目を覚ますものでしょう？　そういう物語は君の世界にはなかったんだろうか？」

「王子様のキス……？」

　確かにそういうおとぎ話はあるのだが、寝ていないのに目を覚ますというのはどういうことか。

　里央が首を傾げると、ローランドが手を引いて、姿見の前に彼女を立たせた。

「ほら、鏡を見てごらん。……今の君、ものすごい不細工だ」

「……不細工」

　確かに背後に立つローランドは神秘的な美青年だった。それに比べると里央は平凡だ。かなり失礼な発言にムッ、となる。負の感情が心に宿ったのは久しぶりだった。

「はぁ……。これもだめか……」

　額のあたりに手をあてて大げさなため息をつく。里央はさすがに苦情を言うべきだと口を開きかける。けれど、顔を上げたローランドと鏡越しに目が合って、言葉を失った。

「君が一番可愛いときは笑っているときなんだ。怒っている顔も好きだ……、あとこちらまで赤面するほど照れながら見つめてくるのも大好きだよ。……でも今の君は、なんの感情も持っていないじゃないか」

　不細工だと言った人と同一人物とは思えないくらい真剣で、熱のこもったまなざしを向けてくる。

「……そんなこと」

　里央は確かに今、感情を持っている。けれどそれを表に出す方法がわからないのだ。ローランドが悲しそうにしていた。それをどうにかしてあげたいと思う。よく知らない相手に、そんなことを思うのは間違っているのだろうか。

「愛している……、だから思い出して。心は誰にも支配されてはいけない……。君が愛しているのは――ガッ、ギャァァァ！」

　偽りのない言葉が里央の琴線に触れそうになり――その直後、突然の悲鳴のせいで摑みかけていたものが離れていった。

　ローランドが里央の肩をがっしりと押さえ込み、身を小さくして背中に隠れようとする。

「……ローランド、さま？」

　鏡と里央たちのあいだに、薄茶色の蛾がが飛びまわっていた。小さくて、チョコチップクッキーのような斑まだら模様のどうってことのない虫である。

「蛾……蛾はまずい！　あれは粉を撒き散らす。……なぜ窓をちゃんと閉めないんだ！　冬だからって油断しないでくれ。ひどいじゃないか！」

　不細工だと言われたあとに、たかが窓の開け閉めで叱責されるのは理不尽だった。しかも勝手に入ってきたのはローランドのほうだ。窓を閉める責任は彼にある。

（でも、約束だから……私がどうにか……どうにか……ローランドを守らなきゃ……）

　里央は窓を全開にしてから、そのあたりにあったクッションを手にして蛾をはたく。すると蛾はヒラヒラと飛んで、うまく窓から外へと出ていってくれた。
















　里央の心が達成感で満たされていく。ローランドとの約束を守れたという誇らしい気持ちだった。

「……ふぅ」

　急激に頭の中の霧が晴れていくのを自覚した。

　冷静になると、クラレンスになにをされたのかわかってきた。ローランドの言うように、妙な魔法で感情を操られていたのだ。

　そして、そうなる直前に考えていたのは、国王や神官長も操られていたのではないかという疑念だった。

　クラレンスはいくつかの命令を里央に与えた。ただし、命令のない部分で里央はきちんと意識を保っていた。国王の言動がおかしかったのもきっと同じだ。

（もしかして、好きな人を嫌いになるという真逆の方向への暗示は難しいのかな？）

　先ほどまでの里央には宝剣の所有者と結ばれる運命だという刷り込みはあったものの、クラレンスを愛してはいなかった。上っ面だけの暗示だから、感情が消え失せた状態になっていたのだ。

　国王もそうなのかもしれない。ローランドを憎むように命じられてはいなかったが、王位継承や宝剣に関する部分に強い暗示がかけられていた。

　だから、ただ里央がローランドに感謝していると言ったときは好意的だったのに、クラレンスが宝剣という言葉を口にしたことに反応し、強く暗示の作用が働いたのだ。

「リオ？」

　里央はローランドをまっすぐに見てほほえんだ。それで暗示が解けた証明になるはずだ。

「……ごめんなさい、キスで目覚めなくて。虫で正気に戻るなんて……」

「いや、こちらこそ。ものすごく格好悪くてごめん」

　彼の虫嫌いは筋金入りだから仕方がない。本人としては、颯さっ爽そうと現れて格好よく里央にかけられた暗示を解くつもりだったのか、さすがに落ち込んでいる。

「でも、どうしてここまで来ちゃったんですか？　……ローランドが招待されて城へやってきたのはわかりますが、私の部屋に入るのはだめですよ……早く帰って……お願いだから……」

　暗示が解けたのはローランドのおかげだ。感謝しているからこそ、これ以上巻き込みたくなかった。里央は彼の胸を強く押して、窓のほうへ追いやろうとする。

「待って、リオ。私は、君のためだけにここへ来たんじゃない。王家の一員としての責任を果たすためでもあるんだ」

　いくら押しても、ローランドの身体はびくともしない。それどころか彼の胸のあたりにあった手が捕らえられ、里央のほうが身動きできなくなる。

「責任？」

　里央はまっすぐにローランドを見て、彼の真意を探ろうとした。

「王族として、争いを望まないことだけが正義ではなかった。……もうずっと前からわかっていたのに決断をためらった。そのせいで君から選択肢を奪ってしまったんだね？　私を守るためにはクラレンスの手を取るしかないと思わせてしまった。ごめん、リオ……」

　握りしめられた手の力が強くなる。決して離れないと言われているみたいだった。

「ローランド……でも、私は……っ、儀式をしなきゃ……それはローランドには関係のないことで、巻き込んだのは私で……だから……」

　ローランドの言いたいこと、これからしようとしていることは里央にもわかった。けれどローランドのせいで里央が都へ向かったというのは間違いだ。里央の選択が、ローランドを窮地に陥れたというのが今の状況だった。

「違う！　頼む、私を選んでくれ。今度こそ決して離さないから。王族の責務からも逃れない。アルスタールの民も守る……だから私を選べ……」

「私は……」

　里央はとっくにローランドを選んでいる。ただ、彼の幸せを願うなら一緒にいてはいけないと考えただけだった。

「皆で幸せになりたいんだ」

「皆で……？」

　するとローランドは摑んでいた里央の手を一旦離してから、自らの手を再び正面に差し出した。

「そう、皆で。私は自分も、民も、犠牲にしない……」

　今度は流されるのではなく、自分の意思で選べ――そう言っているのだ。手を握ったら、ローランドを選んだ証になる。ほんの少し動けば届く距離だというのに、里央はためらった。その手を取れば、彼に大きな責任を背負わせることになるからだ。争いになるかもしれない選択をするのは、恐ろしい。それでも、里央は誰の手を取るか、自分で決めなければならないのだ。

（私も……。もう、逃げない）

　ローランドの瞳には迷いがない。後ろめたさもない。だから里央は彼の示してくれる未来を信じようと思った。

「迎えに来てくれてありがとうございます。……私、ローランドと一緒に生きていきたい」

　里央はそう言って、彼の手をしっかり握った。二度と心が離れないようにと誓って。

　けれど、幸せな時間は長くは続かない。部屋の外が騒がしくなったからだ。

「――残念、うるさくしすぎたせいで、見つかってしまったみたいだ」

　ローランドが扉のほうに身体を向ける。同時に、複数の足音が響き出す。足音は里央の部屋の前で止まった。

「騒いだのはローランドだけです！」

　くだらないことで部屋の外まで響く叫び声を上げたのは彼だけだ。

「でもいいんだ。どうせ私のほうから会いに行くつもりだったから」

「なにをしている!?」

　声と同時に扉が開かれる。現れたのはクラレンスと数人の護衛だった。

「こんばんは、クラレンス。……見てわからないかな？　リオの暗示を解いたんだ」

「我が花嫁を奪おうとは。反逆罪だ！」

　クラレンスと護衛は剣を抜き放つ。ローランドは里央を壁際に押しやってから剣の柄を握った。

「……違う。反逆罪はそちらのほうだ。……君は国王陛下と神官長に禁断の魔法をかけただろう？　人の心を操り、不当に王太子の地位と宝剣を手に入れた。そして今度は〝予言の乙女〟の心まで魔法で操ろうとした。許しがたい行為だ」

　今にも斬りかかる寸前だった護衛の一人が、ローランドの言葉を聞いてひるむ。

「貴様！　なんの証拠があって！」

「そこの二人。……君たちは祭壇のある森で、クラレンスがリオを斬ろうとしたときに一緒にいたはず。彼女が急にクラレンスに従順になるのはおかしいと思わないのか？　魔法で乙女の心を操る者を次期国王にするのか？　仕える主人くらい自分で選べ！」

　ローランドは決して声を荒らげたわけではない。口調も普段と変わらない。けれど、彼の理路整然とした言葉は、はっきりと護衛たちに届いているのだろう。二人の王族のどちらにつくか迷っている様子だ。

「……くっ！　ならば私が自らこの大罪人を裁くまで」

　宣言と同時に、クラレンスが剣を振り上げる。刀身がわずかに輝いているのは、剣に魔力を流しているからだ。クラレンスは赤。ローランドは瞳の色に似た紫に光る。

「その宝剣、返してもらうよ」

　クラレンスの腰のあたりで輝く宝剣を一瞥し、ローランドが宣言する。

「返す……、だとっ？　笑わせるな！」

　狭い室内で、戦いがはじまった。先制攻撃を仕掛けたのはクラレンスだ。ローランドはすさまじい一撃を、魔法防御で弾いた。互いに殺傷能力の高い魔法は使えない。この部屋には里央がいて、魔法の発動に巻き込んでしまうおそれがあるからだ。

（ローランド……強い……！）

　苛烈な性格がそのまま表れているクラレンスよりもローランドの剣技は地味だった。ただ、圧倒的に戦い慣れている。森の中での戦いも経験しているため、障害物の多い室内でも無駄のない動きが可能だった。

　それに比べ、クラレンスの剣は無駄が多い。実戦も、自分より強い者と剣を交えた経験もほとんどないのだろう。

　焦ったクラレンスが大きく振り下ろした剣が床に突き刺さる。ローランドはその隙を見逃さず、魔力を込めた一撃を敵の腹に打ち込んだ。

「――ガッ！」

　クラレンスが防御壁を築いたが、それごと後方に吹っ飛んだ。背中を強打し、すぐには起き上がれないだろう。

　ローランドは、倒れたクラレンスの前にしゃがみ込んで、彼から宝剣を取り上げた。

「ま……て……！　ローランド……その剣は……グッ」

「宝剣は最初からずっと私のものだ。……悪いけどいただいていく。さぁ、リオ。ごめん、ちょっと口を閉じておいて。舌を嚙むといけないから」

　ローランドは宝剣を里央に持たせて、彼女ごと抱き上げると窓からバルコニーへ出た。軽やかに跳躍し、手すりの上に立つ。

　里央の部屋は城の二階部分にあった。しかも一階の天井が高いため、落ちたら無事では済まないだろう。

「や……やだっ！　ちょっと待ってくださぁぁ……！」

「時間がない。歯を食いしばって！」

　来た場所から去るというのは誰にでも予想がつく。死ぬつもりはなく、魔法を使って着地するつもりなのもわかる。けれど歯を食いしばる必要があるくらいの衝撃を覚悟するには時間が足りなすぎる。里央は反射的に口を閉じて、宝剣を抱えた腕に力を込めた。

「――くっ！」

　苦学生だったせいで、遊園地へ行ったのは小さな頃だけだ。絶叫マシーンに乗ったことのない里央は落下には慣れていない。お腹の中が浮き上がる感覚に、悲鳴を上げることすらできずに、ギュッと目をつぶっていた。

　衝撃はいつまで経っても訪れず、頰にあたる風の向きで水平方向への移動がはじまったことを里央は知った。

「今ね……、クーデターの真っ最中なんだ」

　城内には屛へいや段差がいくつもある。ローランドはそれらを飛び越えながら息も切らさずに話をはじめた。

「そ、そんなこと……さらっと言われても困ります……！」

　里央を城から連れ出した時点で、もう決まっていたようなものだが、あまりに軽く言われてしまったため、彼女は戦慄した。

「……君にはこれから私と祭壇へ行ってもらう」

「今からですか!?」

「そうだよ。私が王位の正当性を主張するためにはいくつかの条件を満たす必要があるんだ」

「条件って、儀式をしちゃうことですよね？」

　祭壇でできることは限られているため、簡単に予想がつく。ローランドは儀式を成功させたことにより、宝剣の正当な所有者であったという主張をするつもりなのだ。

　国王やクラレンス、神官長などの策略により不当に地位を剝奪されたという筋書きで、おそらくその主張は間違っていない。

「うん。それから、君に真の宝剣の所有者として認めてもらう必要があったんだけど……」

「私が認めるんですか？」

「そう。だけど、こちらに来てから少し状況が変わった。……もしかして国王陛下も神官長も、クラレンスに操られていたんじゃないかと思うんだ」

　当初の予定では、里央にローランドの正当性を語らせるつもりだったということだ。

　けれど、もうその必要すらない。宝剣の所有者がクラレンスに決まる前までは、国王は一代限りの王だと公言していたのだ。

　ローランドが地位を奪われたのはクラレンスが国王の心を操ったせいだとしたら、正気にさえ戻ってもらえば、これはクーデターですらない。

「今、ギルモア将軍とモイラに神官長を拉致――ではなく、正気にさせたのちに祭壇まで同行してもらえないか交渉しているはずなんだ。そのうち合流できると思う」

「拉致って言いましたね？」

「気のせいじゃないかな……？　ねぇ、リオ。宝剣の所有者の資格ってなんだろうか？」

「……王家の血でしょうか？　だって、心を操られた神官長の一言で持ち主が変わってしまうなんておかしいもの」

　クラレンスが選ばれた理由が陰謀によるものでも、彼はあの剣で魔獣を消滅させていた。だとすると、それをローランドに戻しても問題はないということになる。

「私もそう考えている。もし、間違っていたら――そのときはごめん。悪いけど私と一緒に滅んでくれ」

　もしローランドが宝剣を操れなかったら……。けれど里央には確信があった。彼こそ次の国王にふさわしい人だ。それに宝剣が応えてくれないのだとしたら、そのときは――。

　だから里央は、宝剣をギュッと抱きしめてから頷いた。この選択に後悔はしないと誓う。

　森の中をしばらく走っていると祭壇にたどり着いた。里央にとって、すべてがはじまった因縁の場所だ。祭壇の前にはよく知った人たちの姿が見えた。

「お姉様！　おじいちゃん！」

「おぉ、リオではないかっ！　元気そうでなによりだ」

「まったく、遅いですわよ……」

　よく見るともう一人、ギルモアに担がれている老人も一緒だった。唇の端が切れ、目のあたりも赤く腫れ上がっている人物は、神官長だ。

「神官長！　久しぶりだね……。私のことはわかるだろうか？」

「……申し訳ございません！　ローランド殿下。神に仕える身でありながら、容易く心を操られてしまいました……」

　神官長はよろよろとした動きで地面に降りたあと、深々と頭を下げた。ローランドに対し殿下という敬称を使ったのは、彼がまだ王子であると認める立場を表すためだ。

「かなり強引だけど、今すぐ儀式を行う。……正気を取り戻したばかりで怪我までしているのに悪いけど、立ち会いを頼む」

「仰せのままに」

　神官長は頰のあたりを押さえながら、もう一度仰々しく頭を下げた。

（……よ、よかった。……私、ああいう正気の取り戻し方じゃなくて）

　おそらくギルモアが彼らしいやり方で神官長を正気に戻したに違いない。それと比較すれば、ローランドのキス作戦はまともだし、不細工発言も可愛いものだ。最終的に虫を恐れて絶叫する彼の姿が決定打となったのは、里央にとってもローランドにとっても予想外だったけれど。

「リオ、覚悟はいい？」

「はい！」

　里央は地面に降りて、抱えていた宝剣をローランドに手渡した。

　神官長の導きで、ローランドと里央は祭壇の中央へと進む。モイラとギルモアは祭壇の周囲を警戒してくれている。

　祭壇の中の三人が、それぞれ所定の位置についたところで森の周辺が騒がしくなった。

「やはり来たか……」

　ローランドがつぶやく。祭壇へ近づいてきたのは二十人以上の兵士、そしてクラレンスだ。

「あの者らを捕らえよ。乙女を取り戻すのだ！」

　クラレンスはまだ諦めていない。自ら先陣を切る勢いのクラレンスの前にギルモアとモイラが立ちはだかる。

「やかましいわ！　神聖な儀式を邪魔する者は、このギルモアが成敗してくれようぞ！」

　森中に響き渡るほどの怒号だ。あまりの迫力に押され、兵士たちは身動きが取れなくなる。

　ギルモアとモイラが守ってくれるのなら、このまま儀式を続けても妨害される心配はないのかもしれない。ただ、里央としては祭壇の周囲での戦闘は避けたかった。

　ローランドも同じ考えのはずだ。城から森へ向かう途中、彼は里央になにを望んでいるのか語ってくれたのだから。

　里央はこの場に集まった者をしっかり見据えて口を開く。

「ギルモア将軍！　手出し無用です。……皆さん、聞いてください。〝予言の乙女〟である私を脅し、心を操ろうとしたその方は私の選んだ相手ではありません！　宝剣の正当なる所有者はローランド様です」

　宝剣の所有者を乙女が選んだという前例はない。ただ、異世界からやってくる乙女は神が遣わした神聖な存在であると多くの者が思っているのだから、里央の言葉はアルスタールの民にとって重いはずだ。

「儀式の邪魔をして、この世界を壊すつもりならそうしてください。そうではないのなら、誰を捕らえるべきか自分で考えてください！」

　しばらくの沈黙が森を支配する。

　やがて、兵士がクラレンスに手を伸ばす。一人が動いたのを皮切りに、皆が一斉にクラレンスの捕縛へと動き出す。

「なにをしている！　こんなことが許されるはずないっ！　離せっ、離せぇぇ！」

　クラレンスが持っていた剣が地面に落ちた。数名の兵士に羽交い締めにされた彼はその場でジタバタともがく。拘束に関わっていない兵士は剣を鞘に収め、その場でひざまずく。

　もう儀式を邪魔する気はなく、皆が見届け人となることを選んだのだ。――一人だけ、クラレンスを除いて。

「クラレンス、……もうやめにしないか？」

　ローランドが語りかける。けれど、クラレンスはいとこに憎しみを込めたまなざしを向けるだけで抵抗をやめない。

「リオッ！　そなたは私のために異世界から……そうだろう？　答えろ、リオ！」

　里央は今でもまだ、彼に見つめられると身がすくんでしまう。それでも毅き然ぜんとした態度を取らなければならない。里央はこの国の守護者なのだ。

「あなた自身、私に運命を感じなかったでしょう？　私も同じです。……私が惹かれ、この国を統べるのにふさわしいと感じたのはローランドただ一人です」

　里央はローランドにも運命を感じていないが、時間をかけて惹かれ合った。そして誰よりも魔境に住む人々を慮ってきた彼こそが、為政者にふさわしいと確信している。

　里央がきっぱりと告げるとクラレンスがわなわなと唇を震わせた。

「ローランドッ！　なぜだ……なぜ貴様ばかりが！　父上も、民も……乙女も……貴様ばかりを特別扱いして、なにゆえ私に見向きもしないのだ……」

「逆だよ……。人々が君を見ないんじゃない。クラレンスが人々を見ていないんだ。……リオのこともそうだ。君はリオを一人の人間として認識すらしていなかった。だから、私は君を認めない」

　里央にとっては恐怖の対象でしかなかったクラレンスだが、もしかしたらかわいそうな人なのかもしれない。国王に即位したのは彼の父親で、クラレンスは第一王子だ。それなのに宝剣の所有者で次の国王になるべき存在はローランドだとされていた。

　最初から将来が決まっていて、努力しても評価されない。そんな環境が彼を歪ゆがませて、野心を抱かせたのだろうか。

　叫び続けるクラレンスは、そのまま兵士に連行され、森に静寂が戻ってくる。

　里央とローランドは、祭壇の中央を見つめた。円形の祭壇は石畳でできているのだが、中央部分だけ土が剝き出しになっている。

　その場所は、この世界の中心――へそなのだという。〝予言の乙女〟と宝剣の力、そして所有者の魔力を注ぎ込む。それでこの先百年の安寧が約束されるのだ。

「ローランド殿下、リオ様……よろしいですか？」

「あぁ」

「はい！」

「それではアルスタール国神官長である私の立ち会いのもと、儀式を行います。殿下、剣を……」

　ローランドは宝剣を抜き放つ。身体の前で構えてそっと瞳を閉じた。




『我は神より与えられしこの剣つるぎの所有者にして、アルスタールを統べる者……百年の豊かな大地を願う者！』




　ローランドは宝剣を高く掲げたあとに地面に突き刺した。両手でしっかりと柄を握り、魔力を込める。今度は里央の番だった。




『我は神に導かれこの大地に降り立った者。……百年の豊かな大地を与える者！』




　里央も剣の柄に手を伸ばし、瞳を閉じた。伝わってくるのは宝剣の力、ローランドの力――そして大地の力だった。ありったけの魔力を宝剣に送り込むと、すべての力が混ざって一つとなり、あたりが輝きはじめる。

　地面には根を張るように、空には枝が伸びるように、行き渡っていく。それらは均一ではなく、結界が弱まっている魔境のほうへと流れる力が多かった。

「これが私と宝剣、それからリオの力か……」

「綺麗……」

　夜空に輝く光の大樹を見上げながら、里央は感想をこぼす。花火よりも虹よりも、おそらくオーロラよりも美しかった。

　空を覆い尽くす光は、だんだんと消えていく。けれどこの国を守る力が失われたわけではない。

　大気や大地に溶け込んで、これから役割を果たすのだ。

「神官長の名のもとに、この先百年の豊かな大地が約束されたことを宣言いたします！」

　輝きが収まったところで神官長が儀式の成功を告げる。

　見守っていた兵士たちが歓喜し、手を取り合って喜びを表現した。この光は、都の民も、魔境を守護する者たちもきっと見ていて、彼らの心に平穏を与えたに違いない。

　ローランドは最後に宝剣を引き抜いて鞘に収めた。

「終わったんですね……？」

「あぁ……もう大丈夫だよ、リオ」

　魔境を守り、ローランドが窮地に立たされることもない。徐々に実感が湧いてくると、途端に足に力が入らなくなる。里央がその場に崩れ落ちそうになると、ローランドが慌てて支えてくれた。

「大丈夫？　魔力を使いすぎたんじゃ……」

「安心したら……力が入らなくなっちゃったんです。……私、ローランドと一緒にいていいんですよね？　もう本当に……離れなくていいんですよね？」

「ああ。後ろめたいことなど一切なく、君は君の意思のままに、ずっと一緒だ」

　ローランドは片腕で腰のあたりを支えたまま、里央の手を取った。そして手の甲を唇に触れる寸前の場所まで引き寄せた。

「……私はこの場所を訪れるたびに願っていたんだ」

「誰に？」

「〝予言の乙女〟に……。どうか救ってほしい。この世界を、この国の人々を助けてほしい……って」

　――どうか救ってほしい。

　その切実な願いを叶えてあげたくて、里央はあの日暗がりに足を踏み入れた。

（そうだったんだ……、私を呼んだのは……）

　彼の口からまったく同じ言葉が紡がれて、はじめて確信した。

　ローランドはただ誰かに頼り、都合のいい願いを口にするだけの人物ではなかった。一番危険な場所で戦い、必死になって民を守ろうとした。だからこそ、自分ではどうにもならないこの世界の理ことわりに触れて、乙女の訪れを望んだ。

　その嘆きに似た願いを叶えてあげたくて、里央はこの場所にやってきたのだ。

「……私は、あなたに呼ばれてここにいます。救ってほしい……はっきりそう聞こえたんです。なにかしてあげたくて、気づいたらここにいました。でもやっぱり運命ではありません」

　里央はあのとき声のする方向に進むかどうか、自分で選べたのだ。彼と一緒に魔境へ行くことを選んだのも、彼を好きになったのも、すべて自ら決めたのだ。

「リオ。もし方法があっても帰らないで……ずっと一緒にいてほしい。……私の花嫁になってくれるだろうか？」

　宝剣の所有者と〝予言の乙女〟は本来なら結ばれる運命にある。だから求婚の言葉など本当は必要ないのだ。里央が運命という言葉を嫌っているのを知っているローランドは、二人の結婚が強制的なものでないと示そうとしてくれていた。

「ローランドが好き。……私は私の、……いいえ二人の気持ちだけであなたと一緒に生きていきたいです」

　瞳を逸らさず、里央が告げるとローランドは手の甲に誓いのキスをした。

　モイラとギルモアのツッコミで、多くの人の目がある場だったことに気がつくまで、二人はずっと見つめ合っていた。




◇　◇　◇




　それからすぐに国王にかけられていた暗示の魔法が解かれた。国王は、クラレンスの犯した罪にショックを受けて憔しょう悴すいしていた。

　少年時代のローランドとクラレンスは、剣術や学問など、比較しやすい部分での能力にほとんど差がなかった。一見控えめな性格のローランドよりも、常に自分の意見を表に出す強い者のほうが次の国王としてふさわしい――そんなふうにクラレンスが勘違いしても仕方がないのだろう。

　けれど国王は、一人息子に為政者としての資質がないことをよくわかっていた。だから、彼を後継者にするつもりはなく、ことあるごとに『自分は一代限りの王だ』と立場を明確にしていた。

　一貫していた国王の態度が、クラレンスには理解できなかったのかもしれない。彼の感覚では息子である自分を評価せず、人柄だけが取り柄のローランドを過剰に持ち上げているように見えていたのだ。

　国王としては、クラレンスに野心を抱かないでほしかったのだろうが、逆効果だった。父親から認めてもらえないという不満が、クラレンスの歪みを大きくしていったのだ。

　クラレンスは禁書に手を出して、人の心を操る魔法を会得してしまった。彼はこれから、裁判にかけられて重い罰が下されるはずだ。

　そしてすべてを知った国王は、引き継ぎの期間を設けつつ早急な譲位を望んだ。

　もともとローランドが成長するまでという約束であったし、息子の犯した罪の責任を取る意図もあったのだろう。




　儀式から間もなくして国王の退位とローランドの即位式が行われた。そして三ヵ月後、ローランドと里央の結婚式が執り行われる日がやってきた。

　朝から何人もの女官の手によって身体を磨かれて、支度が整えられていく。

　里央の着替えが終わると、ローランドが部屋まで迎えに来てくれた。

「白か……。似合っているけれど意外な色を選んだんだね」

　かっちりと髪を整え、豪奢なマントを羽織ったローランドは凜々しい立派な国王だ。

　そんな彼にまじまじと見つめられると、里央は途端に気恥ずかしさを感じはじめた。これから夫となる人であり、魔境にいた頃から多くの時間を共有してきたというのに、里央はまだ彼に慣れていない。

　普段の彼ならば里央も意識せずにいられるのに、情熱的な視線をまっすぐに向けられると、どうしていいのかわからなくなってしまうのだ。

「現代の異世界――私の住んでいた世界ではこの色が一般的なんです」

　彼女のドレスは純白だった。アルスタール国では結婚式にとくに何色のドレスをまとうかは決まっていない。赤や青などはっきりとした色合いが人気らしい。

　けれど里央としては、やはり純白のウェディングドレスに憧れる。だからモイラや仕えてくれている城の女官たちと相談しながら、王妃としてふさわしい純白のドレスを用意してもらった。

「〝予言の乙女〟のまとった色だとすると、今後真似をする者が増えて流は行やりそうだ。だって私のリオはこんなにも可愛らしいんだから」

「なんだか恥ずかしいです」

　ローランドは一日数回、里央を「可愛い」と言ってほめ称える。お世辞ではないだろうが、かなり目が曇っている。なぜなら彼は、ほんの少し前まで里央のことを少年だと勘違いしていたのだから。

「可愛いし、綺麗だよ」

「ローランドも、今日はいつもより凜々しくて素敵です。結婚式の最中に虫が現れないことを願います……」

「リオ！」

　ローランドがばつの悪そうな顔をした。国王としての強く凜々しい彼も素敵だが、里央の前ではいつまでも虫嫌いの温和な青年でいてほしかった。

「支度は終わったのかしら？」

　新たに部屋に入ってきたのは、モイラとギルモアだった。二人とも国王の結婚式に合わせて礼装を身にまとっていた。

　モイラは身体のラインがはっきりわかるドレス、ギルモアは儀礼用の軍服だ。

「リオや……なんて綺麗なんだ……父としてどれほどこの日を待ちわびたことか！」

「母であるわたくしも同様ですわ」

　ギルモアとモイラは〝おじいちゃん〟と〝お姉様〟を辞めた。そしてそれぞれ一世代ずつ設定を移動して〝お父様〟と〝お母様〟となった。

　今回は自称ではなく、この国の戸籍に相当する書類上でもそうなっている。

　この国に血縁のいない〝予言の乙女〟は、国内の有力者の養子になるのが慣例となっている。その家でアルスタール国の常識や教養を身につけるのと同時に、宝剣の所有者しか頼る者がいないという不安定な立場を強化する意図がある。

　里央の保護者として、我こそはと名乗りを上げたのがギルモアだった。けれど彼は独身で、この国での教養を指導する者にはなれない。身分ではなく、豪快すぎる性格がふさわしくないと国内の有力者から異論が噴出した。

　なんと、ギルモアは独身という部分が問題なら、結婚すればいいと言い放ち、モイラと結婚した。

　モイラならば里央に貴婦人の立ち居振る舞いや、王侯貴族の常識を教える者としても適任だ。

　突然の結婚宣言に啞然とする者も多い中、二人が意見を押し通すかたちで里央の後見が決まった。

　里央のために二人が結婚したのではない。「リオのために！」を合い言葉に手を取り合い、急いで結婚しなければならない理由を欲していただけだった。

　この決定は里央にとっても嬉しいものだった。

　魔境で暮らしていた頃から、二人は親切で、一緒にいるのが楽しかったのだ。本当の両親とは違うし、里央としては父や母だとは感じられない。心の中ではあくまで〝おじいちゃん〟と〝お姉様〟だ。それでも、家族だとは思えた。

「大公――ではなく、陛下の花嫁となる前に、わたくしからリオに言っておきたいことがあります」

「なんでしょうか？」

「もし陛下がちょっとでもひどいことをしたら、すぐに実家に帰ってきなさい！　大公でも国王でも、お母様とお父様が闘って、制裁を加えてさしあげますから」

「そうだぞ。我が家は剣技も魔法も国内最強だ。絶対に負けるはずがないから、なにも心配する必要はないぞ！」

　真顔で言ってのけるモイラと、満面の笑みで同意するギルモア。確かに老いてもなお最強の戦士と名高いギルモアと、最高位の魔法使いであるモイラの二人なら、ローランドにも勝てそうだ。

「二人とも……なんで私に対してそんなに好戦的になるんだ？　ありえないから！　遊びに行くことはあっても、夫婦喧げん嘩かで実家に帰るなんて絶対にない！」

　ローランドは不満そうだった。

「本当かしら？」

「じつに疑わしいな……」

　本気なのかふざけているのかは微妙だが、モイラとギルモアは里央になにかあったときに逃げる場所があるのだと伝えておきたかったのだろう。言っていることは不穏だが、二人の言葉は嬉しかった。

「誓うよ。私はリオを絶対に傷つけない。……一生大切にする。この世界にやってきたことを後悔させない。だから、私の手を取って」

　ローランドが三人に向けて宣言したあと、里央に手を差し伸べた。

「……はい！」

　間もなく結婚式がはじまる。

　里央とローランドは多くの人々に祝福され、この日、夫婦となった。




◇　◇　◇




　結婚式やお披露目の宴が終わったのは日が暮れてからだ。里央は国王夫妻の部屋で初夜のための準備をはじめた。

　里央付きの女官が三人がかりでドレスを脱がせていく。

「さあ、リオ様。身を清め、肌を磨きましょう」

　里央本人よりも女官たちのほうがやる気に満ち溢れているようだ。入浴を誰かに手伝ってもらうことに慣れていない里央はつい縮こまってしまう。

　浴槽に張られた湯には香油が垂らされ、脱衣室にまでふんわりと甘い香りが漂う。

「……お願いします」

「必要ないよ」

　女官の一人がコルセットに手をかけようとしたところで、低い声が響いた。

「ローランド！　どうしてここへ？　まだ支度が終わっていないのに」

　里央はずり落ちそうになる下着を必死に押さえ、胸元を隠した。予定では、ローランドは別室で支度をして、次に顔を合わせるのはベッドルームだったはず。

「私がするからもういいよ。……皆は下がってくれ」

　にっこりとほほえみながらローランドは堂々と里央のそばまでやってくる。

　すると三人の女官は淑女の礼をしてから、サッと立ち去ってしまった。

「な……っ！　そんなのだめです」

「なぜ？　以前にしてもらったお返しをしようと思ったんだ」

　ローランドは胸元を隠していた里央の手を捕まえた。いつになく強引な手つきで里央の下着を取り払う。里央が戸惑っているうちに彼も服を脱ぎ捨てた。

　ローランドは繊細な容姿をしているのに、身体は細身ながらがっしりとしている。綺麗だが、目のやり場に困ってしまう。

　そうこうしているうちに、ローランドに浴室へ連れていかれ、バスチェアに座らされる。

「ローランド？　どうしたんですか!?　今日はなんだか強引で……」

「新婚なんだから、お風呂くらい一緒に入りたい」

「でも……、エ……エッチなことするつもりじゃ……？」

「うん、するよ」

　広い浴室の中には鏡がある。湯気でぼんやりとしているが、ものすごくいい顔で言ってのけるローランドと目が合った。里央が啞然としているうちに、ローランドは石けんを泡立ててそれを新妻の身体に塗りつけていく。

「今日は大切な日で、私……いろいろ準備をしてからじゃないと……ひゃっ」

　アルスタール国にもスポンジのようなものがあって、ローランドはそれを里央の背中に這わせた。

「まだ普通に洗っているだけなんだけど？」

「うぅっ」

　人にしてもらうことにどこまでも慣れていないのだから仕方がない。里央はただひたすらに無心でいようと努めた。

　腕や足、背中は慣れればなんてことはない。けれど首回りから胸の付近にスポンジがあてられると身体がビクンと跳ねた。

「いつもと逆だ。……こういうのもいいだろう？」

　里央は何度も首を横に振る。彼は里央に身体を洗われても、こんなふうに反応していなかった。

　それを知っているからこそ、自分だけが過敏に反応しているようで、恥ずかしくて仕方がない。

「自分でできますから……」

　そう主張するも、叶えられない。ローランドはスポンジをそのあたりに置いてから指先で泡を弄びはじめた。

　シャツとベストを着ていたら少年に間違えられるほどささやかな胸が大きな手で包み込まれた。

　泡のせいで滑り、それが予期せぬ動きとなった。ただ洗っているだけだと言い聞かせても、身体の奥のほうがなぜか熱くなる。両脚に力を込めておかないと不安で仕方がなかった。

　ローランドの指先が胸からへそのほうへ下ろされて、やがて内股にたどり着く。里央はそれ以上の侵入を防ぎたくて太ももをギュッと閉じた。けれど強い力で阻まれる。結局、不埒な指が里央の花園へとたどり着き、そっと触れた。

「……っ、だめ……！　自分で……できるから……。ローランドも言ってました、自分で……」

　魔境で暮らしていたとき、確かに里央はローランドの入浴を手伝っていた。けれど彼はその部分だけ自分でやっていたはずだった。人にはやらせなかったくせに、自分だけするのは卑怯だ。

「それは主人と従者の関係だったからだよ」

「……ふっ、あぁ……」

　剣を扱うローランドの指は太く、節がある。けれど手つきは繊細だった。ささやかな花びらの形をたどるようにしながらそっと触れて清めてくれる。

「ローランド……だめです……本当に！　あっ」

　こんなに容易く反応してしまうことが恥ずかしい。里央が抵抗しようとすると、ローランドはわずかに指先の力を込めて彼女を翻弄した。

　決して身体の中までは入り込まず、ただ丁寧に清めているだけだった。

　だからこそ、里央は羞恥心で泣きたくなる。正面にある鏡は曇り、けれど上気した女性の姿ははっきりと映っていた。

　だんだんと抵抗する気力を失っていく。もっと奥まで、もっと強くしてくれたなら気持ちよくなれるとわかっていた。

（……もう、どうなってもいい）

　里央の心がローランドの手技に負けた瞬間、彼は突然動きを止めた。それから何事もなかったかのように浴槽の湯を汲んで泡を流しはじめた。

「さあ、終わったよ。ゆっくり湯につかるといい」

　身体の奥のほうにはっきりとした熱を感じた。すべてが中途半端でもどかしい。意地悪をされている気分になりながら、里央はローランドの言葉に従って肩まで湯につかる。

　里央はローランドが身体を洗う様子を眺めながら、彼に対する不満を燻らせていた。

「もしかして……足りなかった？」

「違います！　そんなはず……」

　心の内を言いあてられて、つい声が大きくなってしまう。ローランドが弧を描く唇を自らの手で覆い隠した。里央の考えなどお見通しということなのだろう。

（笑わなくてもいいのに！）

　これ以上探られたくない里央は、そっぽを向いた。ローランドは里央の機嫌などおかまいなしにザブンと音を立てて浴槽に入ってくる。

　国王の私室にある風呂は当然広い。二人でつかっても十分に足を伸ばせるはずだ。それなのに、わざわざ里央の後ろに回り込んでギュッと抱きしめてくる。

「最初のとき、まったく余裕がなくて……ごめん」

　それは魔境で一度だけ交わったときのことを言っているのだろう。余裕がなかったのはお互い様だった。あのときは、この先ずっと変わらずにいられるか不安で、それを払拭するために二人とも急いていた。

　ローランドが里央に対する気遣いを途中で忘れかけていたのは彼女も感じていた。けれど少しも嫌ではなかった。

「嬉しかったんです……。求められて、愛されているんだって伝わって」

　優しい彼が自分を求めて獣のようになってしまったのが里央にはただ嬉しかった。壊れてしまってもかまわないと感じた。

　もう一度同じ行為を求めていた。

「そう？　でも、今夜はとびきり丁寧に、優しくしたいんだ」

　予告なく首筋にキスが落とされた。伸びてきた手が里央の胸を弄びはじめる。今度は本気だった。

　敏感な先端が摘まれて、くりくりとこね回される。

「……まっ、……ここで？　しちゃうんですか……？」

「少しだけ。さっき足りないって顔をしていたじゃないか」

　すぐに手が伸びてきて、里央の内股にすべり込む。そのまま脚を無理やり開かせる。

　里央はバタバタと暴れてローランドから逃れようとした。

「リオ……だめだよ、じっとしていて……？」

　耳元に息が吹きかけられる。ゾワリとするのに、同時にお腹の奥がキュンとなって里央の身体から力が抜けてしまう。

「うっ、……そこ……ぁっ」

　指が一本、花びらを撫でてから蜜みつ壺つぼに突き立てられた。十分に清めたはずのその場所は、ぬるりとした感触を伴ってローランドの指を受け入れた。

「濡れている」

　ただの湯ではこんなに滑らない。身体の奥からしみ出した蜜は彼をほしがっている証拠だった。

　里央はもうなにも言いたくなかった。恥ずかしいからつい否定してしまいたくなるけれど、彼に求められて喜ぶことは悪ではないはずだから。

　ローランドが指を抜き差しするたびに、里央は派手に反応してしまう。水面が音を立てて、大げさな波が肌に当たる。

「ローランド……指……、気持ちいい……全部、気持ちいいの……」

　首や背中に落とされるキスも、胸を愛撫されるのも、蜜壺をかき回されるのも、ローランドにされるとどうしていいかわからないほど心地よかった。

　やはり一番感じるのは敏感な花芽だ。何度か指先で弄ばれると、その部分が充血してより多くの刺激を拾うようになる。

　指が通り過ぎるたびに甘く疼うずいて、そこから生まれた快楽がじわじわと身体を満たしていく。

「……っ！　ロー、ランド……」

　これ以上されたらもうだめになってしまう領域に足を踏み入れているのを里央は自覚し、途端に恐ろしくなった。里央は内股をまさぐるローランドの腕を摑んで、彼の行動を阻んだ。

「どうしたの？」

「変になりそうなんです……。どうしたらいいのか……あぁ、やだ……！　あぁっ」

「そのまま、感じるままにしておけばいいよ」

　ローランドは里央の抵抗などおかまいなしに蜜壺に激しく指を突き立てながら、同時に指の腹で花芽を擦りはじめた。速い律動で緩急をつけられると、そこから生まれた快楽が限界を超えそうになっているのをはっきり自覚した。

「もう……だめぇ、なんか来ちゃう……あぁ、ああ……ああぁぁ！」

　もうすぐ絶頂に至るのだ。知識としては知っていても、実際にどんな刺激なのか、里央はよくわからなかった。

「んん――っ！」

　思いっきり身体をしならせたあと、四肢が痙攣する。ただ身体が熱くて仕方がなかった。激流のような快楽が何度も押し寄せて、里央を壊そうとしている。

「……達してしまったんだ？」

「あぁ、だめ……！　これ……止まらない、の……怖い、変になる……！」

　はじめての絶頂は心地よいのにそれ以上に恐ろしいものだった。自分の身体が自分ではどうにもならない状況が不安だったのだ。どうしていいのかわからず、涙がぽろぽろと溢れ出す。

「はぁ……はぁ……」

　荒い呼吸を繰り返していると、次第に昂りが鎮まっていく。すると急に身体から力が抜けてたくましい胸にもたれかかることしかできなくなる。

「リオ、大丈夫？」

「……だめ、熱いの……のぼせちゃいそうです……もう、こんなの……」

　ローランドは「少しだけ」と言ったのに噓だった。それともこれが本当に「少しだけ」なのだろうか。だとしたら里央はきっと今夜の交わりを終える前に気絶してしまうだろう。

「ベッドに行く？」

　里央としては、もう入浴は終わりにしたかった。けれどベッドに行きたいと答えたら、もっときちんと交わりたいという意味になる気がしてすぐには答えられない。

「……ベッドに行こう」

　里央がいつまでも答えずにいると、結局ローランドが抱きかかえて立ち上がった。服を着ているとそうは見えないが、彼の身体はよく鍛えられていて里央を抱きかかえていても足取りが揺らぐことはなかった。

　ローランドは甲斐甲斐しく里央の世話を焼く。タオルで水滴を拭き取って、バスローブを肩にかけ――それからベッドルームまで運んでくれる。大きなベッドの上にちょこんと下ろされた。

「水を飲んだほうがいいだろう」

　ローランドは近くに置かれていたピッチャーの水をグラスに注いだ。それから水を口に含んで、里央の唇を塞ぐ。そのまま口移しで水を飲ませたのだ。

　こぼさないようにするためには、飲み干すしかなかった。ローランドはそのままキスを続ける。

　唇の隙間から口内に残ったわずかな水滴がこぼれ落ちてもおかまいなしに、彼は里央の柔い部分を舌でまさぐった。

　激しいキスは久しぶりで、里央は息の仕方を忘れていた。酸欠になる寸前になって、彼はようやく離れてくれた。

「おいしい？」

（お……おいしいかどうか……じゃなくて……）

　ローランドの瞳がうっとりととろけていて、もういつもの彼ではないようだった。口移しで水を飲まされるという淫いん靡びな行為で頭がいっぱいになり、味などわかるわけがない。

　今夜は、はじめて結ばれた日と違い、余裕を失わずにいてくれるはずだった。けれど本当にその誓いを守ってくれるのかかなり疑わしい。

　彼はすぐに里央の肩を押して、覆い被さってくる。

　首筋にかかる息が熱い。痕がつくほど強いキスが与えられた。ローランドに求められるのは里央としても嬉しい。けれど、今夜は初夜だった。身体を繫げることがはじめてでないとしても、結婚式を終えて正式な夫婦になった記念の日だ。

　里央はそのための準備をいくつもしてきた。だというのに、一つも彼女の思いどおりには進まなかった。

「……可愛いナイトドレスを用意したんです！」

　モイラや女官が、絹でできたナイトドレスやレースの下着を選んでくれた。予定では、それをまとってローランドを出迎えるはずだった。

「今度見せてくれればいい。どうせすぐに脱ぐんだから意味がないだろう？」

　軽く羽織っただけのバスローブが奪われる。二人とも生まれたままの姿になってしまった。ここから先へ進むことはあっても、後退はありえないというのだ。

「お化粧をしてもらう約束で……」

「今更女官なんて入れないよ。……それに化粧なんてしなくていい。可愛いんだから隠さないで」

「じゃあ、せめて香水を」

「こんなに甘い香りがしているのに？　それこそ、余計だよ」

　彼が鎖骨のあたりに鼻先を近づけてクンクン、と肌の香りを確認してから否定してくる。

　準備していたものがすべて無駄になりそうで悔しくはあるものの、ローランドの急いた様子が嬉しくもあった。

「……優しくしてくれますか？」

「うん、できるだけ……」

　先ほどはとびきり丁寧に、優しくすると言っていたのに、明らかに決意が揺らいでいた。そんな部分も愛おしくて、里央は彼の背中に手を回し引き寄せた。

　ローランドはたくさんのキスを与えてくれる。唇だけではなく、耳たぶや柔い肌――胸の部分は執しつ拗ようだ。

　ささやかな胸は仰向けになるとほとんどどこかへ行ってしまうから、本当は好きな人に見られたくなかった。

「はっ、ふっ、あぁ……」

「ここ……、敏感だよね……」

　触れられているうちに二つの突起が硬くなっていく。感じていること、喜んでいることを彼に伝えているみたいだった。ローランドは片方を口に含み、舌先で弄んだ。反対の先端は指でこね回される。ビリビリとした刺激が身体に伝わり、里央は小さく身じろぎをしながら過度な反応をしないようにこらえる。

「リオの身体は素直だから、好きな場所がすぐわかるよ」

　隠しても無駄だという宣言だ。ローランドはそのまま、里央の感じやすい部分ばかりに舌を這わせ続けた。

　足先にまでキスをして、ふくらはぎや太ももをたどり、彼の整った顔が絶対に見られたくない場所に近づいてくる。

「だめ……！　ローランドッ、絶対に……そんなところ……」

　ギュッ、と脚を閉じようとしても無駄だった。ローランドが割って入り、そのまま内ももにキスをした。

「優しくしたいから、じっとしていて」

　言葉とは裏腹でじっと見つめてくる瞳からはいつもの優しさは感じられない。強引で荒々しい――獣みたいな瞳だった。

　やがてローランドが顔を伏せて、里央への奉仕をはじめた。

「……あぁっ、あっ、ああぁぁ……！」

　花園の先端にある小さな芽を口に含まれると、信じられないほどの快楽が生まれた。耐えられない、知ってしまったら彼なしではいられなくなってしまうくらいの恐ろしいものだとすぐにわかる。

　里央はローランドの頭に手をあてて、押しのけようとするが、力では敵わない。暴れると、予期せぬ場所に舌が触れて、墓穴を掘るだけだった。

「……達いっちゃ……ローランド……こんな、すぐ……達っちゃうから……だめぇぇ」

　覚えたばかりの絶頂が、すぐそこに迫っていた。

　ローランドは先ほどから里央を気持ちよくさせるばかりで、自分のことなどどうでもいいようだった。彼は一国の王なのだ。それがためらいもせず里央の不浄の場所に触れている。

「一人だけ……、だめなのに……っ！　もう……あぁっ！」

　充血した花芽が口に含まれて、蜜道には指が深くまで入り込んだ。内壁の弱い場所を探られ、溢れた蜜が音を立てる。

　里央は脚を震わせながらもうすぐやってくる限界をただ受け入れることしかできなかった。水音も荒い呼吸もはしたない。ローランドならばこんな自分でも受け入れてくれるという信頼がなければ、到底耐えられなかった。

「……あ、来ちゃい……ローランドッ……だめぇ、ああああっ！」

　いつの間にか指が二本に増やされて、仕上げとばかりに花芽を強く吸われた。それで里央の中でなにかが弾けて、もうどうにもならなくなった。

「うぅっ、気持ちいい……でも、怖い……助けて……ローランド……」

　ローランドは指を引き抜いてから身を起こして、くたりと弛し緩かんしたまま動けない里央の髪を撫でてくれた。荒い呼吸が整うまで、そのまま軽い愛撫が続けられる。じわりと涙がこぼれれば、彼が吸い取って、労った。

「私がそばにいるんだから、大丈夫。……もっと感じて……ね、リオ？」

　そう言って彼はまた一方的な奉仕を再開しようとした。

　だから里央はギュッと抱きついて、ローランドの行動を阻む。もうこれ以上続けられたら、彼を受け入れる前に気絶してしまいそうだった。

「……はぁっ、はぁ……、もう……繫がりたいです……お願い。一人じゃだめ……」

「私としてはもっとリオをドロドロに溶かしてからにしたかったんだけど。もうほしいの？」

　いったい彼の「とびきり丁寧に」とはどういう意味だったのか。これでは丁寧ではなく、執拗にという言葉がぴったりだ。

「無理なの……！　だって、二人がいいの……ローランドがほしいです……お願い……」

「わかった」

　蜜口にいきり立つものが押しあてられる。里央はゆっくりと息を吐き、できるだけ力を入れないように努めた。けれどローランドの男根は太くて、指で散々慣らされていたのに受け入れるのに苦労した。

「お……大きい……、んっ！」

　最初のときとは違い、引き裂かれるような痛みはなかったが、ミチミチと押し広げられる感覚はやはり苦しい。彼とこうして身体を繫げるのは二度目で、慣れるのにはほど遠い。

　里央は短く何度も息を吐いて、シーツを握りしめながら最奥まで彼を受け入れた。

「……あぁ、こんな……っ！」

　ローランドが小刻みに腰を揺らしながら、せつなく呻く。眉間にしわを寄せて苦しそうにしている。

「ローランド……？　大丈夫、ですか……、んっ」

「う、……リオの中熱くて……大丈夫じゃ、なさそう……絡みついてきて……はぁ……。理性が吹っ飛びそうだ……」

　苦しいのではなく、気持ちがいいという意味だった。彼も快楽を得ているということが嬉しくて仕方がない。

「あぁっ、……私、激しくされても平気です。ローランドにならなにをされても……もっと……ローランド」

　彼に二度も絶頂まで導かれ、里央だけが堕落しているようで不安だった。だからローランドにはどこまでも自分勝手でいてほしかった。

「それじゃ……約束が……、とびきり優しくって……。こんなはずじゃ……」

　言葉では現状に不満そうなのに、彼は腰の動きを速くして快楽を貪りはじめた。せつなく、けれど情熱的な瞳で里央を見つめながら腰を打ちつけてくる。
















　結合部からは水音が響いて、里央の内側から溢れた蜜が太ももを濡らしている。何度も抽送を繰り返されていくうちに圧迫感は取り払われた。

「はぁっ、あぁ！　あぁっ。……あっ、……」

　ローランドの男根が里央の中で暴れている。弱い場所に届くたび、背中を反らして彼に喜びを伝えていった。彼はそのうちに里央の善いところを暴いて、そこばかりを穿った。

「善いいみたいだ……」

「はい……、最初と……違う、あ……あぁっ！」

　花芽に触れられたときとはまた違う種類の感覚が里央を苛んだ。はっきり気持ちいいと感じるわけではないのに、何度もそこを突いて滅茶苦茶にされたいと望んでしまう。

　壊れるくらい激しくされたら、里央はきっと本当にとろけて彼とより一つになれる。そんな予感がした。

「ローランド……！　もっと私のこと、壊して……もっと、ほしいです……」

　もう淫らな願いを口にすることすらためらわなくなっていた。彼の背中にギュッとしがみついて続きをこいねがう。

「……あぁ、リオ……、愛している……」

　彼は里央の腰骨のあたりをしっかりと摑んで、本気の突き上げをはじめた。

「あ、あぁ、あ――っ！」

　打ちょう擲ちゃく音が鳴り響き、里央の嬌声も止まらない。最奥を穿たれたあとに、限界まで引き抜かれる動きを繰り返されると瞼の裏がチカチカとして、意識が飛びそうだった。

　またなにかが込み上げてくるのを里央ははっきりと感じていた。

「……あぁっ、達きそう……ローランド……あ、あぁ……」

「いいよ、……達って……私も、もう限界なんだ……だからっ！」

　ローランドが額に汗をかきながら、一心不乱に腰を打ちつけてくる。

　その追い込みのせいで、先に限界を迎えたのは里央だった。

「ああぁぁっ！」

　花芽で達したときとはまた違う喜びが体中を駆け巡る。ものすごく大きな波が襲いかかり、里央を高みへと持ち上げた。膣ちつが収斂し、受け入れているものを締めつけた。

「リオ……だめだ、よ……そんなにっ！　うぅっ」

　ローランドの動きが急に止まる。息を切らし、そのまま猛たけ々だけしい竿を里央の奥へ押しつけた。

「あぁ……ローランドも……」

　ビクン、ビクン、と脈打ってローランドの男根から熱い飛ひ沫まつが放たれた。それが里央の中をじんわりと満たしていく。

　まだ絶頂の余韻が続く中、二人は何度もキスをして愛を伝え合った。そのまましばらく触れ合っていると、里央はだんだんと眠くなっていった。

「リオ……。私たちが結ばれたのは運命ではない。だからこそ、君をずっと大切にすると誓うよ」

　里央を抱きしめたまま、ローランドはそんな宣言をした。

　結ばれるのが運命ならば、互いを嫌いになる日も、離れる日も永遠に来ないのだろう。けれど運命ではないのだとしたら、愛を継続するための努力が必要だ。

「だったら私は、ローランドに毎日〝大好き〟と〝おやすみなさい〟を言いますね……？」

「うん、愛している。おやすみなさい、リオ」

「私も大好きです。……おやすみなさい、ローランド……」

　だんだんと瞼が重くなり、里央はローランドのぬくもりを感じながら瞳を閉じた。彼の胸の中は心地よく、今夜はきっと素敵な夢を見られる。

　そしてどれほどいい夢を見ても、目覚めるのがもったいないとは思わないのだ。

　目が覚めても、同じぬくもりをくれる相手が隣にいるのだから。

　おやすみなさいのあとに、朝一番のおはようが約束されている。それがどれだけ特別で、幸せなことなのかを嚙みしめながら、里央は眠りについた。
















番外編　再び魔境へ




　里央とローランドの結婚式が執り行われ、一ヵ月が過ぎた。

　儀式以降、王太子だったクラレンスが捕らえられ、国王が退位するなどアルスタールの内政は大きく動いた。

　旧体制時は、クラレンスを称える者ばかりに富が集中し、諫いさめる者は左遷されていた。

　新国王となったローランドは、腐敗した政治体制を刷新し、左遷されていた何人かを中央に呼び戻した。即位してから今まで、新国王としての基盤を固めるために身を粉にして執務に勤しんできた。

　それらが一段落した春の盛りの時期に、二人は新婚旅行へと旅立った。

「……新婚旅行って言っても、ほぼ視察だけど」

　魔獣被害に晒されていたのは魔境シャイヴスだけだが、都やほかの地域でも先行き不安から治安が悪化するなどの混乱があった。

　新国王夫妻は百年の安寧をもたらしたこの国の守護者である。里央とローランドが国内を巡り、皆の前に姿を現すことで民を安心させる狙いがある。

「公務であっても、もう一度魔境へ行けるのは嬉しいです。砦の皆さんにも、町の人たちにも挨拶をしていなかったので……。ただ……」

　途中の町に立ち寄り、各領主と会談し、陳情に耳を傾けながらの新婚旅行五日目の日程は、魔境シャイヴスへの視察だ。

　午前中に到着し、翌日の朝には出立というたった一泊の訪問だが、里央はこの日を心待ちにしていた。けれど、不安もある。

「どうしたの？」

「その……。皆さんびっくりしますよね？　性別のこと……。それから〝予言の乙女〟のことも……受け入れてくれるでしょうか？」

　里央は自分がどういう存在なのか自覚しながら、それを黙っていた。魔獣被害を抑える役割は密かに担っていたけれど、〝予言の乙女〟がいつまで経っても現れないことで、国内を少なからず混乱させた。ローランドの統率力のおかげで魔境の治安は安定していたが、平和になった今、皆がどう感じているのかはわからない。

「途中から私も知っていて共犯者でいたのだし、今でも悪いとは思っていない。……君が気にする必要はないよ」

　ローランドは手を伸ばし、里央の頭をポンポンと撫でた。

「そうでした……。運命でも偶然でもなく……私はローランドの呼びかけに応えてこの地にやってきたのですから、自信を持たなきゃだめですね！」

　儀式のあとに気づいたのだが、異世界に迷い込む直前に聞いた声は間違いなくローランドのものだった。クラレンスが宝剣の所有者のままで儀式が成功したのかは定かではないが、結果として自分の心に従ったのは正しかったと二人とも確信している。

　それに、クラレンスが国王となっていたらおそらく圧政を敷いたはず。ローランドも里央も、これまでの自分たちの行動を否定してはならない立場だ。

　そして里央は今、百年後に向けて宝剣や乙女についての研究をモイラと一緒に進めている。

　百年の豊かな大地をもたらす儀式については、神聖視されていたために昔の文献に書かれていることに頼りすぎている。その結果、里央は覚悟のないままこの世界にやってくることになったのだ。

　まずは異世界から乙女を呼び寄せるという方法が唯一の道であるかを研究し、もしそれしか方法がないのなら、懇切丁寧に説明してから呼び寄せられないかを検討すべきだった。

　次にこの地にやってくるかもしれない〝予言の乙女〟が自分のような恐ろしい目に遭わないように手を尽くす――それが王妃となった里央の課題だった。

「ほら、リオ。見えてきたよ」

　以前、ローランドと二人で馬に乗り通った丘の上まで馬車がやってきた。復興が進んでいるはずだが、遠目にはまったく変わらないシャイヴスの町が一望できる。

　馬車はそのまま砦のほうへと進む。現在の魔境は、国王の直轄地という扱いになっている。

　ローランドは信頼できる臣を領主代行に指名し、この地を治めさせている。

　砦には変わらず兵士や魔法使いが詰めているが、彼らの任務は、城壁の補修や強化など百年後への備えとなっていた。

　町に入ると、住人たちが道の左右で手を振っているのが見えた。

　里央とローランドはそれぞれ窓を開けて、歓声に応えた。新婚旅行がはじまってから何度も同じようにしている。

「国王ローランド陛下、予言の乙女リオ様！　お帰りなさいませっ！」

　どこからかそんな声が聞こえ、次いで拍手が湧き起こる。お帰りなさいという言葉は、魔境シャイヴスに暮らす人々の歓迎の証なのだろう。

　きっとなにも不安になる必要はなかったのだ。里央にとって魔境は、異世界での故郷だった。

「ただいま……、ただいま――っ！」

　里央も大きな声で応えた。魔境の人々はまったく変わっていなかった。

　しばらく町の中を進むと砦の前に到着する。

　出迎えてくれた領主代行が案内してくれたのは、かつてローランドと暮らした部屋だった。領主代行はその部屋を使わずに、国王夫妻が魔境を訪れたときのためにできるだけそのままにしてくれていたのだ。

　里央とローランドは、部屋でしばしの休息を取ってから町へ出かける予定だった。

「……まだこの地を離れてそんなに経っていないのに、もう懐かしく感じる」

「本当に……。あ！　見てください、私が作った蚊帳もそのままになっています。清掃だけしてあるかんじですね」

「嬉しい？」

「もちろんです。……紅茶をいれてきますね」

　まずは昔を思い出しながら、二人ぶんの紅茶を用意した。里央は王妃という立場だが、人にかしずかれるのには慣れない。仕えてくれる者たちの仕事を奪わない範囲で、できるだけ態度を変えずにいた。ローランドと一緒に過ごすときに紅茶をいれるのも、変わらず続けている。

　カップはよく磨かれていて、茶葉は新しいものになっている。けれど買っている店は同じだから、里央にとっては慣れ親しんだ変わらぬ香りだった。

「シャイヴスでは大した用事もないから、ゆっくり過ごせると思う。……昔できなかったデートをしたいんだけど、どうだろうか？」

　魔獣被害がなければここはのどかな田舎町だ。領主代行がこの地を管理するようになってから日が浅いため、引き継いでから大きな変化は見られない。もともと細かな申し送りをしていたこともあり、シャイヴスでの公務は少なめだった。あえて言うのなら、国王夫妻がこの地をいつも気にかけているとアピールするのが、二人の仕事だ。

「じゃあ、今日だけは恋人ですね」

　二人はもう夫婦だが、出会って一年経っていないのだ。たまにはこういう日があってもいいだろう。里央がそう言うと、ローランドも笑顔で頷いた。
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　里央は町娘風のワンピース、ローランドはシャツとベストというラフな服装に着替え、二人で手を繫ぎ、砦の外に出た。

　正装のときは彼の腕に軽く手を添えて歩くか、もっと高い位置に差し出されたローランドの手にそっと自分の手を重ね、導かれるように歩くのがアルスタールでのマナーだ。

　今日は少し違って、低い位置で手を繫いでいる。里央の日本人的な感覚でも、これは普通の恋人同士の繫ぎ方だった。ローランドが里央の正体に気がついたあと、森の見回りをするときにも同じようにしていたので、なんだか懐かしくなった。

「護衛なしで出かけるのは久々ですね！」

　お忍びということで、今日は護衛が同行しなかった。守られる立場に慣れていない里央にとっては、飾らず羽を伸ばせる機会だった。

「そうだな。シャイヴスで私たちに危害を加える者はいないだろうし、普段だって必要ないくらいなんだが……」

　里央はモイラからもらったお守りの力で暗殺者が襲ってきたとしても数回の攻撃ならばはね除のけることができるし、ローランドは誰よりも強い。常に護衛がつくのは慣例的な意味合いが大きい。

「リオの服、可愛いね。髪も伸びたし、もう誰も男の子に間違えたりしないだろう」

「そうだといいのですが」

　なにせ本人としては男装をしているつもりがないのに、モイラにしか見抜かれなかったのだ。髪が伸びた程度で評価が変わるものだろうか。かなり自信がなかった。

　しばらく歩いていると、さっそくカフェの女将に出会う。通りで井戸端会議をしていた人々が集まってきた。

「あぁ……！　大公……じゃなくて国王陛下。それから、王妃様。よく来てくださいましたね」

　間違いなく国王夫妻だと認識しているのに、彼女たちの態度は以前と変わらない。

（よく考えたら、大公と国王ってそんなに差がないのよね……）

　当時から、王族であり領主だった。国内の序列で考えても、国王と王太子に次いで三番目に身分の高い人物だ。それが一番目になったとしても、そこに大きな差はなかった。

　町の住人たちはきっと、今の時間に限っては公務ではなく私的に訪れているのを二人の服装から察して、気安い態度を取ってくれているのだろう。

「女将さん、皆さん、ご無沙汰しています。……あの、性別のこと……隠しててごめんなさい！」

　馬車がこの町に到着したときの出迎えの歓迎の様子から、きっと大丈夫だとわかっていたが、だとしても親しくしていた人々に直接謝罪をするのは当然だ。謝るのなら、できるだけ早いほうがいい。里央はそんな思いで頭を下げる。

「本当にちょっと見ないあいだに、綺麗になって……。事情があったんだって、ちゃんとわかっているよ。こちらこそ、ごめんなさいね。『リオ君』だなんて呼んでしまって。せめて、『ちゃん』にしておけばよかったわ……」

「――あの、あからさまに胸を見ながら言うのはやめてください！」

　里央が盛大に頰を膨らませると、ドッと笑いが巻き起こる。

「ああ、本当にリオちゃんは王妃様になっても変わらないんだね……。安心したよ」

　安心したのは里央も一緒だった。この地は里央にとって第二の故郷なのだから。

　しばらく町の人々と語らってから、カフェに入る。普段モイラたちとよく座っていた窓際の席にローランドと二人で座り、パンケーキとミントティーを頼んだ。

「新しいお店が増えた……というか、ほかの地域に避難していた方々が戻ってきているんですね？」

　カフェの窓から見える範囲でも、里央が暮らしていた当時閉まっていた店が再開しているのがわかった。花屋に貸本屋、宝石店。生活必需品以外を売る店が増えたのはいい傾向だ。

「ああ、これから魔境はもっと栄えるだろう」

　ローランドは誇らしげだ。この地の管理は領主代行に任せているが、国王の直轄領だからローランドが責任者であることには変わりない。厄災の年をこの地で過ごしたからこそ、思い入れがあり、これから栄えていく気配に安堵しているのだろう。

　やがて注文したパンケーキとミントティーが運ばれてきた。パンケーキにはミックスベリーのジャムが添えられている。甘酸っぱい香りが鼻孔をくすぐった。

「ほら、リオ……あーんってしてあげる。食べさせ合いをする約束だろう？」

　里央がナイフとフォークを取ろうとすると、ローランドがそれを阻む。

「え……ええっ？　そういうの、ちょっと恥ずかしいです」

　魔境へ来たばかりの頃――ローランドが腕に怪我をしていたときもやっていたし、二人きりのときは何度かそういうことをしている。ローランドは食べさせ合いが好きなようだけれど、皆に見せつけるのはバカップルだと里央は思う。

　性別を偽らずにデートができるようになったら、食べさせ合いをしたいとは聞いていたが、里央としては同意した覚えはなかった。

「いいから。百年の豊かな大地をもたらした国王夫妻が仲のよさを周囲に見せつけるのは、立派な公務だ」

「都合のいいときだけ公務にしないで――ふぐっ！」

　ものすごくキラキラした笑顔でローランドがフォークに刺さったパンケーキの欠片かけらを里央に押しつけた。落とすなんてもってのほかだから、彼に従うしかなくなる。

　ゆっくりと咀嚼して味わってから、ハーブティーをいただいた。この店のパンケーキは里央の好物で、今まで何度も食べているというのに、十倍増しくらいに甘く感じられた。

「……私にも」

　ローランドが期待を込めたまなざしを向けてくる。

（うぅっ！　そういうふうに見つめられると、弱いのに……）

　里央は二人きりのときも、他者の目があるときも、ローランドからの愛情を過剰なほど感じている。恥ずかしいせいで同じくらいに返せているのか自信がないため、彼からなにかを求められたらできるだけ応じたかった。

　チラリと周囲をうかがうと隣のテーブルの老紳士はサッと視線を落とし、「本を読んでいます」というアピールをした。カウンター付近にいる女将は、拳に力を込めて「頑張れ、リオちゃん」とでも言いたげだ。

　行動に移す前から耳まで真っ赤になり、ナイフとフォークを持つ手が震えた。それでも自分の前にあるパンケーキの端をちょこんと切り、ジャムと絡めてからローランドに食べさせた。

「……ん、おいしい」

　ゆっくりと味わってから、ローランドが感想をこぼす。

　新婚だから多少のイチャイチャは許されるのだとしても、これでもかと垂れ流される甘い雰囲気に里央の心臓は限界を迎えそうだった。

　その後も何度かローランドに翻弄されながら、里央は久しぶりのシャイヴスの町を堪能した。

　町から砦へ戻ると、ローランドは領主代行となにやら話があるようで、部屋から出ていってしまった。

　そのあいだ里央はかつての私室を覗いてみた。狭くて殺風景な従者の部屋だ。ベッドからシーツがはずされていて、新しいものが折りたたまれた状態で置いてある。

　机の中身は都へ向かう前に空っぽにしておいたのでなにもない。

　小さなクローゼットの扉を開くと、シャツとベスト、それから半分に折られたズボンが吊されていた。鞄に入りきらなかったし、都では男装のままでいられないとわかっていたため置きっぱなしになっていたものだ。

「ほんの数ヵ月前のことなのに。……そうだ、ローランドを驚かせちゃおうかな！」

　出会った頃の男装に着替えたら、ローランドはどんな反応をするだろうか。里央は興味本位でかつての衣装に袖を通した。

「……わぁ！　ぴったり……。ハハッ、ぜんぜん嬉しくないっ！」

　ある程度の贅沢ができる王妃でも、恋や愛を知って女性として成長していても、ローランドに胸をマッサージしてもらっていても、里央の体型はまったく変化していなかった。

　人妻になっても男装が似合ってしまうという事実に、里央はがっくりと肩を落とす。

　鏡の前で立ち位置を変えて何度も自分の姿を確認しているうちに、ローランドが帰ってきた。

「リオ……？」

　目が合うと、彼はポカンと口を開けて固まってしまった。

「お疲れ様でした、ローランド様」

　里央は少し照れながら、あえて以前のように敬称をつけて呼びかけた。

「どうしたんだ!?　……昔のリオだ」

「今日は初心にかえってローランドのお世話をしようと思います」

　我に返ったローランドはすぐに里央の近くまでやってくる。肩に触れて、後ろ姿も確認して、たった一ヵ所だけ昔と異なる部分である髪を指先で弄んだ。

「……ちょっと抱きしめてみてもいい？」

「え……？」

　ローランドは許可を取ろうとしたにもかかわらず、里央が頷く前にもう動いていた。

　逃れられない強さなのに、不思議と苦しくはない。彼の腕の中は、里央のためにある大切な居場所だった。抱きしめ合ったり、キスをしたりという行為は毎日しているのだが、どうして飽きないのだろうか。

　ローランドのぬくもりを感じるとふわふわと夢見心地になれた。里央は瞳を閉じて、その感覚に酔いしれる。

「……なんなんだ、これは。ものすごく罪悪感を覚える。それなのに……離したくない」

　ボソリ、というつぶやきが突然里央を現実に引き戻す。

（ローランドって、男の子みたいな私でもいいの……？　なんだか予想外に喜んでいる気がする。というか、ちょっと興奮しているみたいだし……怖いんですけれど……）

　里央としては、出会った頃の思い出に浸りたかっただけなのに、ローランドが予想以上に男装姿を気に入っているので困惑してしまう。

「……あ、あの。明日は森へ行きませんか？　少しの時間だけでいいんです」

　ただ抱き合っているだけの状況に耐えられなくなり、里央はそんな提案をしてみた。

　森にも思い入れがあるから出立前にほんのちょっとだけ一緒に散策でもできればと考えたのだ。

　ローランドはわずかに身体を離し、互いの顔がよく見えるようにしてから口を開く。

「遠くから確認するだけで結界が完璧だとわかるだろう？　……ほんの小さな綻びができるのはもっとあとのはずだ。とくに必要性を感じないな」

　なぜか冷ややかな返答だった。こんな態度の彼はめずらしい。ローランドは里央の提案ならば、大体受け入れてくれる人だから。

　思い当たる理由は一つだ。

「……もしかして、虫が嫌だから？」

「必要があればためらわないよ、私は。……祭壇のある森にも、魔境の森にもちゃんと行っていたじゃないか」

　裏を返せば、必要がないのなら絶対に行かないということだった。にっこりと余裕の笑みを浮かべても、唇がわずかに震えていた。

「でも……。昔みたいに」

　ローランドが里央の正体に気づいてから、見回りのためによく二人で歩いた。誰も見ていないから手を繫いで、時々キスをして――この部屋で過ごす時間と魔境の森で過ごす時間はあの頃の里央には特別だった。

　同じようにしたいと思うのはわがままだろうか。

「残念だが、午前中に出立の予定だし、……時間がない」

「もうっ！　わかりました」

　里央はちょっとだけ拗すねながら、一応の理解を示した。出立前の短時間ならいいと思う一方で、苦手なものを彼に強要したくないとも思っていたからだ。

　するとローランドが困った顔をした。

「……いや、だが……そうだ！　賭けをしよう。もし君が、早起きできたら森へ散歩に行こう。できなかったら諦めてくれ」

「私、朝はとても強いですよ？」

「知っているよ」

　唐突な提案で、しかも勝敗はほぼ決まっている。森に行ってくれるのは嬉しいが、なぜ無駄な賭けをするのか里央には疑問だった。けれど絶対に勝てると思っていたので、ローランドの提案の真意を探ることはしなかった。




◇　◇　◇




「……ほら、君が勝てるように、今日は早く眠ろうか？」

　二人でゆっくりと晩ばん餐さんをとったあと、ローランドが急に里央を抱き上げた。

　そのままベッドの上に座らせると、すぐにキスがはじまった。

「まっ、……て。さすがに早いです」

　里央は顔を背けて、キスから逃れた。

　食事を終えたばかりで、入浴すら済ませていないのだ。子供だってこんな時間には眠らない。

「早くない。時間はたっぷりあったほうがいい……、今夜はこの姿のまま抱いてもいい？」

「……男装ですよ？」

「はじめて結ばれた日を思い出すんだ。……あの日の必死なリオ、可愛かったから」

　ローランドがわずかに頰を染めてはにかむ。普段、控えめなようでいて、少なくとも里央に対してはまったく遠慮しないのが彼だった。里央は、欲望をためらわずに口にできてしまう彼のことを少しずるいと感じている。

「ローランドだって、ぜんぜん余裕がなかったじゃないですか！」

「そうだね。ベッドに連れていってあげることもせずに、がっついて……我ながら恥ずかしい。でも今は違う」

　過去が恥ずかしいと言いながら、今夜の彼もさっそく余裕がなさそうだ。けれど里央は押しに弱かった。求められると、嬉しいからだ。

　先ほど中断していたキスから再開される。最初は唇同士を軽く押しあてるだけだったのに、何度か角度を変えていくうちに、互いに自重ができなくなって、競い合うように深くなる。同時に背中に回された腕の力が強まっていく。

　今夜、里央を絶対に逃さないという強い思いが伝わってくる。

「ん……、んっ」

　まるで、想いを打ち明けた日――最初に結ばれたときをたどっているようだった。

　ローランドとのキスはとにかく甘くて、すぐに息が上がるし、腰のあたりがとろけて座っていることすらつらくなる。

　里央はローランドを引き寄せながら、ベッドに背中を預けた。当然のことながら、寝転んだ体勢では逃げ場がなくなる。ローランドの舌が深くまで入り込み、滅茶苦茶に貪ってきても、もう逃れることなどできない。

　キスだけで壊されてしまいそうで、呼吸困難になる寸前になってから、ようやく唇が離れていく。

　ベストが取り払われ、シャツが乱された。素肌があらわになると、ローランドはすぐに首筋に顔を埋めて、彼女の弱い場所をきつく吸い上げた。

「……汗が」

「気にならない。……君のにおいだ……」

　わざと息を吸って、里央のすべてが愛おしいのだと彼は示す。恥ずかしいのに、なにもかもを肯定されているのが心地よい。

「……っ、あ……、ローラン、ド……」

　そんなに強く吸われたら、きっと明日になっても愛された証が消えてくれない。

　首元を覆い隠すドレスは持ってきているだろうかと、里央は余計な心配をしてしまう。気が逸れていることがバレてしまったのか、ローランドが一瞬だけ咎めるような視線を送ったあと、ピリッと痛むほどのキスを首筋に落とした。

「……ん！」

　思わずビクリと反応してしまう。じんと痺しびれた余韻が消えないうちにほかの場所もきつく吸われた。いつの間にか胸元がはだけていて、ローランドの愛撫はどんどんと下のほうへ移っていく。

　大して膨らんでいないのに、胸のあたりは肌が柔らかく特別に敏感だ。軽く触れられただけでどうにかなってしまいそうだった。

　ささやかな丘をローランドのたくましい手が包み込んで、こね回す。同時に片方の頂がパクリと食べられた。

「あぁ……っ！　ローランドッ、いつもより……強い、です……っ、ん」

　今日は最初から荒々しく、明らかに余裕がなさそうだった。

「でも、感じるだろう？　反対側もしてあげる……」

　指摘したあとすぐに、それまで触れられていなかったもう一方の頂が口に含まれた。強い刺激にわずかに慣れた頃に別の場所へ移動されては、もうどうしようもない。

　舐ねぶられる場所が変わるたびに、大げさに反応してしまうのが恥ずかしく、里央は泣きそうになった。

「感じすぎて……、うぅっ」

　喉を反らしながらはくはくと荒い呼吸を繰り返し、シーツをギュッと握った。ネチネチとしつこく胸ばかりを愛されて、里央の思考にもやがかかりはじめた。

「小さいのに、柔らかくて……、君の反応が可愛すぎて……もう無理だ……」

　貧乳を指摘されても、貶けなすつもりがないとわかってしまうから彼はずるい。

　ローランドは里央がうっとりしている隙を狙い、ズボンに手をかけた。そして一気に下着ごと引きずり下ろした。中途半端に脱がされて、膝のあたりに留まる布のせいで、里央は身動きが取れない。

「……リオ、ちょっとうつ伏せになって」

「え……？」

　言葉と同時にぐるりとひっくり返されて、その体勢を取らされる。それだけでは終わらず、ローランドは里央の腰骨のあたりを摑んで、グッと引き上げた。

　臀部だけを彼に見せつけるかのように高く掲げる格好など、今までしたことがなかった。里央は足をばたつかせて抵抗を試みるが、半端に脱がされたズボンのせいでままならない。

「だめ……！　恥ずかしいです。……ローランド、やめ……あぁぁっ」

　ズブリ、と指が一本身体の奥深くまで入り込む。今夜はまだ、そこには一度も触れられていなかったというのに、最初からしとどに濡れていて、熱を帯び、とろけきっていた。

「あぁ……すごい……。すぐ入れたくなりそう」

　彼が指を抜き差しするたびに水音がする。内壁の弱い部分をローランドの指が撫で、そのたびに快楽が生まれる。

「……あっ、だめ……そこ、弱いから……っ！」

　フルフルと首を横に振りながら、里央は必死になって訴えた。ローランドは指を増やし、弱い場所ばかりを狙って攻め立てる。

　里央はだんだんと腕で身体を支えることができなくなり、顔を枕に埋めてくるおしいほどの刺激に耐えた。

「ほら……、こんなに濡れている……わかるだろうか？」

　指の動きが速まると、水音も激しくなった。深くまで入り込むと、蜜が押し出されて太ももを伝うのがわかる。

（あぁ……、私……もう……。達っちゃ……。達かされてしまいそう……）

　一人で果てるのは自分だけが気持ちよくなっているようで嫌なのに、ローランドはそういう前戯を好む。

「ローランド、もう……。繫がりたい……ローランドの、ほしい……です……」

　一人で絶頂を迎えるのも、早くローランドを受け入れたいと口にするのも、どちらも恥ずかしかった。里央は二つを天えん秤びんにかけ、結局二人で気持ちよくなるほうを選んだ。

「……まだ早いよ」

　けれどローランドは、手技を止めてはくれなかった。突然敏感な花芽にも触れられた。どの指が里央のどこを愛撫しているのかよくわからなくなっていく。

「あ、あぁっ、……やだぁっ！　一人で……だめって……」

「リオの可愛いところを見せて」

　激しい指の動きとは裏腹な、柔らかな声が響く。それで気が緩んだのだろうか。里央の身体は一気に昂り、もう自分でも止められなかった。

「ローランド……！　もう……、あ、あっ、ああぁぁっ」

　ギュッ、と彼の指を締めつけながら里央はあっけなく絶頂を迎えた。身体から力が抜けてしまっても、膣だけはビクビクと痙攣し、ローランドの指の太さや形を覚えようとしている。

　まだ里央の昂りが収まる前にローランドが指を引き抜く。空虚な感覚は一瞬だけだった。

「ま……まって……。達ったばかり……あぁっ！」

　予告なく、太くて硬いものが蜜口にあてがわれ、すぐに内側に入ってくる。濡れそぼつその場所は容易くローランドを受け入れた。

「大丈夫。こうされると、またすぐに気持ちよくなれるだろう？」

「ち、ちが……う……」

　なにも違わない。絶頂の余韻から解放される前に再び快楽が与えられると、頂からなかなか戻ってこられず、しかもすぐに二度目の波が訪れそうになるのだ。

　里央は手加減してほしくて彼から逃れようとシーツの上を這う。するとローランドががっつりと腰骨のあたりを摑み、逃亡を阻止した。

　ローランドの猛々しい竿が、里央の最奥まで届いて、一瞬息ができなくなった。

「……んんっ！　ん……！」

　一度達して、敏感になっている身体はなにをされても感じてしまう。指では届かない場所が何度も擦られるたびに瞼の裏がチカチカと光った。

　恥ずかしさのあまり、里央が必死に声を押し殺していると、急に伸びてきた手が胸の頂を軽く摘んだ。

「あぁっ、ん」

　背中を反らし、思わず甘い声を漏らす。

「可愛い声……、もっと聞かせて……ほら、ここは？」

　ローランドが背後から覆い被さって、耳元でささやきながら胸へのいたずらを続ける。腰の動きも止まらない。ベッドとたくましいローランドのあいだに挟まれて、里央はもう身動きが取れなくなっていた。

「声……だめ……。胸も……！」

「だめ、が多すぎて……しかも噓だから聞いてやらない。……ほら、気持ちいい？」

「ひっ、……あぁっ、あぁ！」

　熱い吐息も、時々耳たぶに触れる唇の感覚も、電撃が走るような胸への愛撫も……すべてが心地よい。よすぎて、もう壊れそうなのだ。

「気持ちいい？」

　再びの問いかけは、ちゃんと言葉にして認めなければ許さないという彼の意地悪に違いない。

　ジュブ、ジュブ、と里央の中で暴れ回る男根の動きが激しくなっていく。二度目の限界はすぐそこまで迫っていた。

「……ぃい」

　ためらいがちに里央はこれが心地よくてたまらないのだと認めた。

「聞こえない。……ここ？　どこがいい……？　ほら……っ」

「あぁっ！　……全部、全部……なの……ローランドッ！　気持ちいい、いいの……。あぁぁっ！　達く……ああぁぁっ！」

　気持ちいいと口にした直後、里央はまた昇り詰めてしまった。身体は熱く、息が苦しい。脳が快楽に支配されていくのをはっきりと自覚した。

　ローランドは抽送をやめてくれなかった。ビクン、ビクン、と痙攣を続ける里央の膣をむちゃくちゃに穿ちはじめる。

「リオ、……あぁっ、すごい……締めつけて……、もっと、って言っているみたいだ……」

　ローランドは、手加減を知らない獣に成り下がっていた。荒い呼吸と湿った打擲音が寝室に響き渡る。里央はずっと高みから戻ってこられないまま、ローランドの揺さぶりに耐えることしかできなかった。

「……激しい、よ……。ローランド……はぁっ、はっ。……あぁ！」

「あぁっ、もう……果てそう……」

　もうこれ以上ないと思えるくらい激しかったのに、まだ先があった。

　ローランドは半身を起こし、再び里央の腰をがっしりと摑んでありえないくらい速い動きで里央の奥を穿ち続ける。

「だ、……だめ……。これ、だめぇぇ……。壊れちゃ……う……、ああぁぁ、――んっ！」

　繫がりが解かれる手前まで引き抜かれ、膨らんだ先端が中を押し広げながら一気に奥まで入ってくる。里央の視界が真っ白に染まってなにも考えられなくなっていった。

「はぁっ、はぁっ、……あぁ、達く……くっ！」

　ローランドの動きが突然止まる。奥に留まっている男根が、ビクン、と震える。じんわりと温かいものが放たれているのを里央は感じた。

　気持ちがよすぎて、もう意識を保っていられないほどの状況なのに、彼の精を受け入れる瞬間は快楽よりも多幸感が勝る。愛されている証拠をもらったと思えるからだ。

　しばらく余韻に浸っていると、ズルリと男根が引き抜かれた。支えを失った里央の身体は、そのままシーツに沈み込む。拭き取らないと放たれた子種が溢れてきてしまうのに、もう起き上がることができない。

　そのまま目を閉じてしまいたかった。それなのに――。

「……まだだよ。こんなんじゃ終われない……」

　ローランドは里央の脚に引っかかっていたズボンを引きずり下ろし、ベッドの下に投げ捨てた。

　里央がぼんやりしているうちに、膝の裏に手を差し入れてグッと脚を開かせると、まだ硬いままだった男根を突き立てた。

「う、噓……!?　ローランド、無理です……私……もう、できない……」

「リオの顔を見ながらしていないのだから、こんなのやったうちに入らない……。大丈夫、今度はゆっくり優しくする」

　久々の男装に興奮して、いつもより激しく抱かれた気がしていたのに、カウントされないとはどういうことだろうか。里央は身をよじって逃げようとしたが、無理だった。

「あぁっ！　だめ……感じすぎて……怖いっ！　ん、んん……」

　拒絶の言葉を封じるためなのか、ローランドが腰をゆるゆると動かしながら、キスをはじめた。

（ゆっくり……じゃない……。こういうの、ネチネチしつこいって言うんだから。……だめ、なのに……。こんなんじゃ、明日……）

　それこそが彼の狙いだとわかっているのに、もう抵抗できるほどの体力は残されていなかった。

　きっと本気で抵抗したら、彼はやめてくれるに違いない。でも、ローランドが心地よさそうに吐息を漏らし、熱のこもったまなざしを向けてくるから、里央は結局彼の望みを叶えてあげたくなってしまう。

　その晩、ローランドは里央が疲れて眠ってしまうまで、ずっと彼女を離さなかった。




◇　◇　◇




　国王夫妻が乗る馬車が走るのは、森林地帯の中にある街道だ。

　午前中にシャイヴスの町を出立した里央たちは、次の訪問地へと向かっていた。

「さわやかな風ですね……。どこかにお花畑でもあるんでしょうか？」

　木々の香りのほかに甘い花の香りがした。里央は全開にした窓から身を乗り出す勢いではじめて通る街道の景色を堪能する。

「頼むから窓を閉めてくれ！」

　ローランドは青ざめた顔で固まって、ひたすら窓のほうを警戒している。

「い・や・で・す」

　里央はにっこりとほほえみながら、決して譲らない姿勢を貫く。

「馬に乗っているときに虫と遭遇したのなら逃げ場があるけれど、馬車は虫がなかなか出ていってくれないから……！　わかるだろう？　この感覚」

　彼ほど虫が苦手ではない里央も、車やバス、電車に乗っているときに虫が車内に侵入すると思わず叫びたくなるので、ローランドが言いたいことはわかる。

　けれど、これは嫌がらせだ。里央としては彼の願いを聞き届ける気はない。

　昨晩、ローランドの卑怯な策略に嵌はまり、里央は慌てて支度をしなければならないくらいの寝坊をしてしまった。当然、森への散策には行けなかった。

　しかも身体の節々が痛いし、声がかすれている。全身にキスマークを散らされて日中は汗ばむくらいの陽気だというのに、首元を覆う立ち襟のドレスしか着られなくなってしまった。

「言っておくが、昨日のあれはリオのせいでもあるから！　森へ行きたくないという気持ちがなかったとは言わないが、それだけじゃない」

「私のせい？」

　まるで里央が誘惑したかのような難癖をつけてくる。

「……リオが可愛すぎるんだから仕方がないだろう!?　……君の正体に気づいてから、それを打ち明けるまで私がどれだけ抑圧されていたと思う？　同じ姿で無邪気にほほえまれたら、あのときの悶もん々もんとした気持ちが蘇ってきて、……それが妻なら押し倒すに決まっている」

　めったに怒らないローランドが、少年ぽくふてくされている。

「ローランド……」

　里央はきっと単純な性格をしているのだ。可愛いからいけないのだと言われたら、どうしてもそれ以上意地悪はできない。

「次、魔境を訪れるときは一緒に森の散策に行ってくれますか？」

「あぁ……。できれば冬がいいが……約束する」

「わかりました……」

　里央はローランドを信じ、嫌がらせを終わりにするために窓の枠に手をかける。ところが――。

「あっ！」

　ぴょん、と赤いなにかが車内に入り込んでしまう。

「バ……バッ……タ……？　ギャァァァ！」

　それは赤いバッタだった。白いスポットがある――絵に描いたキノコみたいな柄をしている。

　狭い空間に苦手なものが飛び込んできたことがショックだったのか、ローランドの狼ろう狽ばいっぷりがいつもの五割増しになっている。

（そういえば、トラウマの原因って赤いバッタだったっけ……）

　ローランドは里央に抱きついて怯えている。全力で拘束されたら身動きが取れなかった。

「まったくもう。私の旦那様は優しくて格好いい最高の国王陛下なのに……」

　ものすごく残念な人だった。けれど、彼に頼ってもらえることが里央の幸せで、弱点さえも愛おしい。ローランドは里央の運命の人ではない。それでも里央はきっと死ぬまで彼を好きでいることをやめられないのだろう。







あとがき







　こんにちは！　日ひ車ぐるまメレです。『予言の乙女は大公の従者になって魔境に潜伏中です』を手に取ってくださって、ありがとうございます。

　このお話は私にとってはじめてづくしの思い出深い作品になりました。まず、フェアリーキスさんから書籍を出させていただくのがはじめてです。じつは第一回フェアリーキス大賞のときから三回ほどコンテストに参加させていただいておりまして、いつかフェアリーキスさんの可愛い装丁の書籍が出せたらいいなぁと思っておりました。念願叶って、今回が初フェアリーです。

　それから、今まで異世界転移要素のある作品を書いたことがなく、初挑戦です。

　ヒロインの里央は頑張り屋さんの日本人で、せっかくの異世界転移なのだから日本人ならではの要素を入れようと思い、日本史が好きという設定になりました。

　作中ところどころで戦国時代のネタが出てきます。戦国ネタが出てきたときは、里央の行動にツッコミを入れていただけると嬉しいです。

　さらに、素直なヒロインと素直なヒーローという組み合わせも初です。

　ヒロインが素直なら、ヒーローが俺様だったり腹黒だったり。ヒーローが誠実な設定だったら、ヒロインがツンデレだったりツンデレだったりツンデレだったり……という設定で書くことが多く、私の中ではめずらしいお話になっていると思います。

　本作のイラストは深み山やまキリ先生に担当していただきました。ヒロインの里央は素直な働き者で、とっても可愛い理想の男装ヒロインです。ヒーローのローランドはお人好しの美青年のはずなんですが、ものすごく残念な欠点があるという設定です。イラストではイケメンなシーンと欠点が大爆発しているシーンの両方を入れていただいております。

　お気に入りのシーンがたくさんあって、読者様と感動を分かち合いたいです。深山先生、素敵なイラストで作品に華を添えてくださって、ありがとうございました。

　最後にもう一つ。この作品は元々、ムーンライトノベルズさんに掲載していたお話です。改稿前の段階で一冊の本にできるくらいの文量があったので、書籍化作業もそんなに大変ではないかな？　と予想しておりました。しかし、担当編集者さんからめちゃくちゃ明るい声で「大丈夫です、入りますから～」というお言葉をいただき、番外編も含めて加筆を頑張りました。ウェブ版から応援してくださっている読者様にも、書籍版から読んでくださった読者様にも、楽しんでいただけると嬉しいです。




　いつも読んでくださる読者様、深山先生、担当編集者様、出版に関わってくださった皆様に感謝申し上げます。また、次の作品でお目にかかれたら幸いです！




日車メレ







　　　初回限定ＳＳ『後見人決定会議』




　里央の後見となる家を決めるための会議は、開始から一時間経っても結論がまとまる気配がなかった。

「リオと親しく、将軍の位にあり、いざというときどんな者からも彼女を守る力を持っている――このギルモアこそ彼女の後見人にふさわしい！」

　ギルモアが自信に満ちあふれた顔をして豪快に笑った。

「しかしながら、将軍。独身のあなたがリオ様の後見人というのはさすがに無理があるでしょう？」

　異論を唱えたのは大臣の一人だった。〝予言の乙女〟には、この世界の常識や、王妃としての立ち居振る舞いを学んでもらわないと困るのに、六十歳にして常識を身につけているとは言い難いギルモアには後見人など到底無理、というのだ。

　もちろん、教育はギルモア本人ではなく教師を手配すればいいのだが、責任者の資質は問われる。兵を束ねる者に求められる資質と、王妃の義父としての資質は異なるのだ。

「でしたら、わたくしが立候補いたしますわ」

　モイラも参戦する。確かに彼女は魔法使いの名門一族の出身であり、里央に淑女の立ち居振る舞いや考え方を教える存在としては適任だ。けれど……。

「あなたも独身で、しかも姉妹のような年齢差ではありませんか！」

　また大臣に否定されてしまう。

「義母ならば、若くてもよろしいのではなくて？」

　とは言うものの、モイラ一人で後見人をするのは無理だろう。彼女は高貴な一族の出身であるのだが跡取りではないからだ。彼女が持っているのは城勤めの魔法使いとしての身分のみ。政治的な発言力はないに等しい。

　この国で宝剣の所有者以外に頼る者のいない乙女の立場を守るため、力のある家の後見が必要というのは、里央としても正論だと納得できる。

「かわいそうに。リオだって、突然知らない者を家族として選べと言われても困るだろう。独身だからいけないのか……。独身だから、か……。ハッ！　そうだ、では独身でなければ？」

　ギルモアはさも、今なにかを思いついたという演技をしはじめた。

　里央としても、義理の家族となる者は、できれば信頼できる人がよかった。宰相や大臣など国の重鎮たちがこぞって手を挙げるが、信頼関係の築けていない者と家族になるのは不安だ。

「困りましたわ。この世界にいらっしゃった直後から、ずっと乙女をお守りしてきたのはわたくしとギルモア様だというのに……どちらも独身というだけで、条件を満たしていないなんて。あぁ、皆が幸せになれる方法はないのかしら？」

　会議に参加している者たちは、徐々にこの二人が言わんとしていることを察しだした。

　それまで成り行きを見守っていたローランドが、心底面倒くさそうにしながら、里央に目配せをした。

（ええ……？　私が言わなきゃいけないんですか……）

　もはや、会議を終わらせるために、里央が「お願い」をしなければならない雰囲気になってしまった。

「え、ええっと、コホンッ！　私は、できることならギルモア将軍に後見人となっていただきたいと考えています」

「だが、リオ。何度も聞いていると思うが将軍は独身なんだ。それから君に高位貴族の女性としてのマナーを教える者としては適性に欠ける」

　ローランドが里央の意見の問題点を指摘する。もちろん、これは里央が解決案を提示するための援護だ。

「マナーなら……、モイラさんに教わりたいです」

　これは里央の本心だ。義理の家族になるのなら、この二人以外あり得ないと思っている。家族になってほしい人たちに自分の気持ちを伝えるのは当然だ。問題はこのあとにする提案が、本来ならば里央がすべきではないという部分だった。

　里央は大きく息を吸ってから覚悟を決め、ちょうど向かいに座る二人を見つめた。

「わ、私は……、おじいちゃんとお姉様と私の……三人で、家族になりたいなっ！　ダメですか？」

　そう二人に懇願した。少し首を傾げ、無邪気を装うがどうしてもセリフが棒読みになってしまう。三人で家族になるという提案をすれば、父親と母親の役割を二人にやってもらうことになる。つまり、里央は自分の都合で二人に結婚してほしいとお願いしていることになるのだ。

（男性からプロポーズするべきとは思わないけれど、第三者が言うべきじゃないのに！）

　けれどローランド曰く、「十年こじらせカップル」だから、里央が提案しないと進展しそうにないのだ。

「おぉ……！　そう、か……。リオが望むのなら」

「可愛いリオのためですもの」

　そこまで言ったところで、ギルモアが席を立ち、モイラのすぐそばにひざまずいた。

「だが、モイラ殿。リオのためにするのは時期を早めるという一点だけだ。私はあなたとの愛をじっくり育んでいくつもりだった。そこだけは誤解しないでくれ」

　素敵な告白に聞こえるが、まともに会話ができるようになるまでの歳月を考えると、手を繋いだり、キスをする関係になるまであと何年かけるつもりだったのだろうか。疑問に思ったのは里央だけではないはずだ。

「肉体が四十代だとしても、じっくり愛を育んでいるあいだに寿命が尽きそうだ……」

　二人に聞かれない小声で、ローランドがぼやいた。

「……あぁ、ギルモア様……。嬉しいですわ」

　モイラは型破りな求婚で機嫌を損ねることはなく、頬を赤らめて受け入れる。

　ギルモアも真っ赤で、目が血走っていた。彼は震える手を伸ばし、モイラの手を取ると、そっと手の甲へキスをした。

　その瞬間、会場がどよめく。国の重鎮たちが集まる会議で突然行われている求婚に対する戸惑いと、ついにキスができるようになったギルモアの急成長に対する驚きが入り交じっていた。

（おじいちゃんとお姉様がそれでいいのなら、まぁいいか）

　ものすごく言わされた感があることには納得できない里央だが、この異世界で家族と呼べる人ができたことは素直に喜べた。義父と義母、それからもうすぐ家族になるローランド。

　三人とも強くて優しく、そしてなぜだか少し残念な部分がある。そんなところも愛おしかった。







予言の乙女は大公の従者になって魔境に潜伏中です
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